









參スタンドアローンマシンから端末まで幅広い用途に応える、 
パーソナルコンピュータ P C - 8000 シリーズ。 

♦さまざまなアプリケーションを支える豊富な周辺機器が勢揃い。 


パーソナル コ ンピュータ P C - 8001 


BitWN TOKYO 

亍101東京都千代田区外神田卜 15- 16 
ラジオ会館 7F 0(03)255-4575-6 
•東日本地区通信販売店 
日本電子販売株式会社 
0(03)255- 457 l(ft) 


BitWN OSAKA 
〒542大阪市南区難波新地6番町 10-1 
マスザキヤビル 4.5F »(06)647-2747~8 
•西日本地区通信販売店 
ミカサ商事株式会社 
0(06)942- 1941 的 


Bit INN NAGOYA 
〒460名古屋市中区大須 4- I丨-5 
杏林殖産ビル 2F 0(052)263-0971 
參中部地区通信販売店 
萩原霣氕株式会社 
3(052)93 卜351 I的 


BitWN YOKOHAMA 

〒220横浜市西区北幸 h 8-4 
横浜西口第2ミナトビ/レ 7F 0(045)314-7707-9 
•通信販売店 

日本マイクロコンピュータ株式会社 

0(03)230-004 I (ft) 


S It 本社〒 108 東京都港区芝五丁目 33-1 〔日本電気本社ビル〕 a(03)454-l III (大代） 

H 十电ス丄電子 デバイス 販売事業部 マイクロコンピュ-夕 販売部〒 108 東京都港区芝五丁目 33-7 〔徳栄ビル〕 0(03)453-551 1(大代) 


周辺機器も増々充実。 

パーソナルコンピュータ革命をリードする PC - 8000シリーズ。 


NEC のコンピュータ & LSI 技術か 1 '生んた' 

P^r/onol Computer 

PC 圓 8000 Serle/ 


，'し一術び?^ 


mm 


カラーデ r スプレイ 


-8011 


ミニテVスクユニット 

PC -8031 


型名 

品 名 

価格 

PC- 8001 

本体（パーソナルコンピュータ） 

168,000円 

PC- 8005 

增設メモリパック 

24,500円 

PC- 8011 

抵張ュニット 

148,000円 

PC- 8021 

80析ドットインパクトプリンタ 

165,000円 

PC-8022 

40桁 サー マルプリンタ 

98,000円 

PC- 8031 

デュアルミニディスク.ユニット 

310,000円 

PC-8032 

拡張用デュアルミニディスク.ユニット 


PC- 8041 

12インチ • グリーンディスプレイ 

48,800円 

PC-8042 

12インチ•カラーデ1•スプレイ 

109,000円 

PC-8043 

丨2インチ•カラー（高解像度）デ<スプレイ 

219,000円 

PC-8033 

PC- 8031 用 I/O ポート 

17,000円 

PC-8044 

家庭テレビ用カラーアダプタ 

13,500円 

PC-8062 

RS-232C ケーブル 

18,700円 

































大明•日本橋 

マイコンシヨツプ 




マイクロコンピュータ 
専門 コーナー 



アマチュア無線機器と電子機器 
オーディオキットコ—ナ— 



話題の TRS-80 コーナー も 


フルシステムを展示、充実しています 


一日中座り続けている熱心な 
フアンちだ<さんいます 


E い店内には署冨な商品群、目玉商品 


などが数多<置かれています 


皆んな真剣な目付きです 


《取扱いメーカー》 

& commodore 


_cippkz][ SEC 


HITACHI 


霞 
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柬亜 マイクロコンビュータ 


SHARP TOSHIBA 




EPSON 母科!《ず:ス恶麟 


-関連週辺機器•ソフト関係•専門書籍_ 

※お T - 待ちの不要マイコン（ンステム ， i ボードヤ n をド収-灸託版•たいたします 
詳細は係)4までご flIJ 炎ください 

※ローン，クレシ ト及び讪 UMU . たも収扱っています，（10,0001リ以 I ■.の讪 UI 叫 
，たは.速 U サービスいたします> 


東亜エレシャック株式会社 

__グ〆 〒 556 大阪市浪速区日本橋筋 5 - 61 TEL 06 ( 644 ) 011 則 
地下鉄堺筋線恵美須町北出口右前 

営業時間 AM10:00 〜 PM6:30 定休日毎週木曜日 


地下鉄 
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Z 80 マイコンプログラムテクニック 


を行なう場合 • 
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ms 漏 

初心者からベテランの方までのマイコンに関する 
あらゆる問題を解決するサービスルームです。 
皆様のはば広いご利用をお待ちしております。 


Bit-INN 東京 


〒101東京都千代田区外神田 1—15—16 
ラジオ会館7 F s (03)255 —4575〜6 

•東日本地区通信販売店 
日本電子販売株式会社 
〒101東京都千代田区外神田1一16—1 
万世ビル3 F S (03)255 —4571(代） 



BitINN 大阪 

〒542大阪市南区難波新地6番町10—1 
フスザキヤビル4 .5 F 0(06)647-2747 〜8 


* 西日本地区通信販売店 
ミカサ商事株式会社 
〒540大阪市東区島町2—5 
0(06)942-1941 (代） 



Bit-INN 名古屋 

〒460名古屋市中区大須4一 11 一5 
杏林殖産ビル 2 F 0(052)263 —0971 

(地下鉄、上前津駅下車、万松寺方面へ） 


•中部地区通信販売店 

較原電気株式会社 

〒461名古屋市東区東桜2—3—3 

©(052)931 —3511 



mtiNN 横浜 


〒220横浜市西区北幸 1-8-4 
横浜西□第2ミナトビル 7 F 
0(045)314 —7707〜9 

• 通信販売店 

日本マイク□コンピュータ株式会社 
亍102東京都千代田区麴町 4-5-21 睦ビル 7 F 


横浜西 a 
第2ミナトビル 





ビル 


三越 



s (03)230 —0041代) 


#入門コーナー 

マイコンをはじめて覚えようとする方のために簡 
単なデモセットを用意し、ご自由にご利用いただ 
くコーナーです。 


#マシンコーナー 

PD A —80をはじめプリンタ等を用意してあり、 
ROM 害き込み、デバック、プログラムリストの 
製作にご利用下さい。 


翁技術相談 コーナー 

マイクロコンピュータに関する、あらゆる問題の 
解決に専門技術者が常時待機し、各産業分野、専 
門分野へのマイクロコンピュータの応用、導入へ 
のためのアドバイザーとして、技術相談に応じて 
おります。 


⑩展示 コーナー 

パーソナルコ ン ピュー タ P C 8001を中心に、 マ 
イコンセットを準備し、ご自由にお使いいただい 
ております。ご自分の応用プログラミングにもご 
利用ください。 


•資料 コーナー 

マイコンに関する、初歩から専門分野までの資料 
を用意し、すべての資料の販売を行っており、資 
料の豊富さでは業界一とご好評を得ております。 


販売 コーナー 

マイコンとその周辺機器類及び関連 LSI 、 工具類 
等を豊富に取揃え、地方の方のためには通信販売 
も行っております。尚便利でお買い求めやすい N 
EC クレジットもございますのでご利用下さい0 


•修理 コーナー 

各種の工具、測定機器類を用意し、ベテランの技 
術者がご相談に応じております。マイコンの故障 
でお困りの方や自分で「手作りのマイコン」を作 
りたい方などのご利用をお待ちしております。 
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U 1 




匚 


LJ 

日本 卒 
r . :- •- 



南石堂 ® j 


至バスタ- 


二 銀行 


システムイン_ 
遇州 

P サヒ I 

スーデイス 

I 2F/ 


(岡山地区 ） システムイン岡山 

岡山市田町 I 10 I TEL 0862 33 2236 


〔長野地区）システムイン信州 

長野市南石堂町1282アサヒオーディオ 2F TEL 0262 27 


(静岡地区）日興通信静岡支店 


静岡市伝馬町 22— 丨小川ビル 2F TEL 0542 55 7071 



(北海道地区） ㈱ 大阪屋 



•(広島地区）インタ フェース 



(福岡地区）フルムラ•エルコ： 

福岡市中央区赤坂丨丨〇 22 TEL 092 751—6647 



(富山地区）インパルス 

富山市五番町4 10西野ビル 2F TEL 0764 91 2212 



(石川地区）北陸マイクロコンピュータ販売 

金沢市此花町丨丨番22号中川ビル 2F TEL 0762 21 3021 






あなたのバートナー、マイコンショップ 
のニューフェイス、各地区に開店/ 
Bit-INN 同様お気軽にご利用下さい。 
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ンスアム 
コントロ ール 


プロセッサ 


= 1 : 


■•ル 


フロセツサ 
バス 

コン トロール 


•インストラクションコード 
& プロセッサコントロール 






インスト 
ラクシヨン 
レジスタ 



データバス 
コント ロー ル 



(メインレジスタセット） 


<アルタネーティブ、 
レジスタセット 


16ビット 
ァドレスノくス 


( 電源 ) 
+ 5 V - 
GND - 
0 - 



アキュム 

レー タ 

A 

フラグ 

F 

アキュムレータ 

A ' 

フラグ 

F . 

巳 

C 

B ' 

G , 

D 

E 

D ' 

E , 

H 

し 

H 

し ， 


インタラブトべクタ1 

メモリレジスタ 

インデックスレジスタ 

IX 

インデックスレジスタ 

IY 

スタックポインタ 

SP 

ブログラムカウンタ 

PC 



SYSTEM 

CONTROL 
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CPU 
CONTROL 

CPU BUS 
CONTROL 


MREO 
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WR 蝎 “ 

v RFSH — 

WAiT - 1 

— 16 
INT - 
NMI - 

n Mset- 
/busro- 

17；7~.^ . 〜 
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26 
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31 
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4 

5 雇 

J4 

15 

.12 
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ADDRESS 

BUS 


l DATA 
’BUS 


Z 80外観(上面より） 


Z 80 ピン接続 


Z 80 内部構成 


8ビット デー タバス 


crvsna 

OH の nm 

一 LijsLlJcr: 
Iz 
INI 
tVA/\ 
1-lVH 
HSL.Q: 

qcm 
aa 
§01 
oUJi 
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(スペシャルパーハスレジスタ） 








































































































































Z 80 とは 


インテル社の開発した CPU 8 0 8 0が，その 

D 

レ 

ジ 

ス 

夕 D 



( 8ビット） 

手軽さと汎用性のために，8ビットマイクロコン 

E 

レ 

ジ 

ス 

夕 E 



( 8ビット） 

ピュータの主流になったことは，すでに御存知の 

H 

レ 

ジ 

ス 

夕 H 



( 8ビット） 

通りです。 

し 

レ 

ジ 

ス 

夕 L 



( 8ビット） 

こういった世界では，一度主流になると普及の 

F 

フ 

ラ 

グレジ 

ス 

夕 

( 8ビット） 

速さには，さらに拍車がかかるものです。そして 

S P 

ス 

夕 

'V 

クポイ 

ンタ 

(16 ビット） 

この8 0 8 0用のソフトウェアの蓄積量は，膨大 

PC 

プ 

〇 

グラム 

力 

ウンタ 

( 16ビット） 

なものになりました。 

というレジニ 

々夕 

を持 

って 

い 

ますが 

， Z 80 は，これ 

時がたち，多くの人が8080に慣れ，すべてを知 

らのレジス； 

?に加えて， 

次のよう 

なレジスタを持 

るようになると，その限界がより明確な形で見え 

っています。 








てくるようになりました。一方，ひとたび普及し 

A , 

ア 

キ 

ユ 

ーム 

レ 

一夕 A ， 

( 8ビット） 

始めたマイクロコンピュータに対する各方面から 

B , 

レ 

ジ 

ス 

夕 B ， 



( 8ビット） 

の期待も日に日に大きくなっていきます。 

C , 

レ 

ジ 

ス 

夕 C ， 



( 8ビット） 

かといって，まったく新しい CPU を開発した 

D , 

レ 

ジ 

ス 

夕 D ， 



( 8ビット） 

のでは，すでにある膨大な量のソフトウェアをす 

E , 

レ 

ジ 

ス 

夕 E ， 



( 8ビット） 

ベて使いものにならないものにしてしまいます。 

F , 

フ 

ラ 

グ 

レジ 

ス 

夕 r 

8ビット） 

そこで，命令体系が複雑になるのは覚悟の上で， 

IX 

ィ 

ン 

デ 

ック 

ス 

レジス 

夕 IX 

8080の全命令が機械語レベルで使え，さらに8080 








(16 ビット） 

では不十分だった機能を持たせる命令を追加する 

IY 

ィ 

ン 

デ 

ック 

ス 

レジス 

夕 IY 

という方向で，開発されたのが，ザイログ社の Z 








(16 ビット） 

80というわけです。 

1 

ィ 

ン 

夕 

ラブト 

<クタ 

レジスタ I 

では，いったい，8080のどこに限界があり，そ 








( 8ビット） 

のために Z 80ではどんな機能が追加されたのか，_ 

R 

メ 

モ 

•J 

リフ 

レ 

ツシユ 

レジスタ R 


お話しすることにしましよう。 （8 ビット） 

- レジスタ A ’ 〜 F , は，各々レジスタ A 〜 F の裏レ 

1 .レジスタの数がふえたこと ジスタにあたり，したがって，たとえば A と A ， を 

- 同時に使うことはできません。 

8080は， レジスタ IX , I Y は，8080では不可能であっ 

A :アキュームレータ （8 ビット） った相対アドレス指定，番地修飾の命令追加にと 

B :レジスタ B (8 ビット） もなって必要となってきたレジスタです。 

C :レジスタ C (8 ビット） レジスタ I は，割り込み機能拡張にともなって 









必要になってきたレジスタです。 

レジスタ R は，8080では直接つなげることがで 
きなかったダイナミックラムをつなげるようにし 
たために，必要となってきたレジスタです。 


2. 相対アドレス41^：が可育以こなった 


8080の各種ジャンプ命令で，そのジャンプ先を 
指定する場合，0 0 0 0から FFFF までの絶対 
アドレスを用いて指定していました。たとえ，五 
つ先のアドレスへジャンプする場合でも，16進数 
4桁の数でそのアドレスを指定しなければいけま 
せんでした。これはメモリの効率良い使い方とは, 
決していえません。 

さらに，このようにジャンプ先を指定する場合， 
命令を書き込むアドレスを後になって変更したい 
ときには大変です。すべてのジャンプ命令をひろ 
い出し，そのジャンプ先を変えてやらなければな 
りません。 

そういったときに便利なのが相対アドレス方式 
で，この命令より何番地先のアドレスへジャンプ 
とか，何番地後のアドレスへジャンプという形で 
ジャンプ先のアドレスを指定するやり方です。 

Z 80 には， 一126 から+ 129の範囲でこの相対ア 
ドレス指定ができるジャンプ命令が，6個用意さ 
れています。ジャンプ先のシンボルを J MP とし 
たとき，その各命令をアセンブラ言語で表わして 
みると， 


J 

R 

J MP 


無条件 ジャ ンプ 

J 

R 

C ， 

J 

MP 

CY : 

= 1 ならジャンプ 

J 

R 

NC ， 

J MP 

CY = 0ならジャンプ 

J 

R 

Z ， 

J 

MP 

Z = 

1 ならジャンプ 

J 

R 

NZ 


JMP 

z = 

0ならジャンプ 

D 

J 

NZ 

J 

MP 


B — 1 実行後， B 


丰〇ならジャンプ 


これらの命令はすべて2ワード命令なので，8080 
のジャンプ命令（これはすべて3ワード命令）より， 
1ワード少なくてすみます。 

3 .対象アドレスの指定方法が豊 
富になった。 

レジスタの数がふえた，というところでもお話 
ししましたが， Z 80 は二つのインデックスレジス 


/ IX ， IY を持っています。そのため，対象ア 
ドレスの指定方法が豊富になっています。 

その使い方ですが，8080で H L レジスタペアを 
用いて対象アドレスを指定していた部分を 
IX + d ， IY + d (ただし d は正負を考慮した8ビッ 
卜以内の数）で置きかえることができる，と考え 
ればよいでしょう。 

たとえば， 

ADD A , (IX + d ) 

は，アキュームレータ A の内容と，インデックス 
レジスタ I X の内容に8ビットの数 d を加わえた 
ときにできる数をアドレスとするメモリの内容と 
を加わえ，その結果をアキュームレータ A に入れ 
る，という命令です。 

ただし， HL レジスタペアの代用として用いる 
場合には， 2ワード余分にメモリを使うことにな 
ることを覚悟しなければなりません。 


4.16ビットの数が扱いやすくなった 


インデックスレジスタ IX ， IY があることもあつ 
て，16ビットの数をそのまま，ロードしたり，演 
算したりする命令がふえています。 

たとえば 

LD BC , ( DATA ) 

. BO - M ( DATA ) 

ADC HL , DE 

. HL—HL + DE + CY 

SBC HL , BC 

. HL — HL - BC-CY 

などは，たいへん便利です。 

(注 ） C Y はキャリーのことです。 


5. 回転 ( ROTATE ) 命令が強化され， 
シフト命令が追加されたこと 


8080の ROTATE 命令は，アキュームレータ A 
を介してでなければできませんでした 。 Z 80では， 
どのレジスタでも，それが可能になっています。 
もちろん HL レジスタぺアインデックスレジスタ 
IX ， IY で指定されるメモリの内容の ROTATE も 
可能です。 

また，回転 （ ROTATE ) ではなく，シフト 


2 











( SHIFT ) 命令が追加され，2の累乗の計算が，手 
際よく実行できるようになっています。 

その他，4ビット単位の特殊な回転命令も追加 
されています。 （ RLD , RRD 命令)。 

6.各レジスタ，ネ旨定されたメモリ 
の個々のビットを処理，チェッ 
_クができること_ 

8080で，あるレジスタ（またはメモリ）のある 
ビットを1にしたり，ゼロにしたりする場合は， 
論理演算を用いなければな.りませんでした。たと 
えば，レジスタ B の第3ビット（下位から四つ目） 
を1にしたければ， 

A —B 

A *- A > (00001000) 

B—A 

という三つの命令，計4バイトが必要でした。 
Z 80 で同じことを実行すると， 

SET 3， B 

という2ワード命令 （ 2バイト）で事足ります。 

ビットをゼロにする場合，ビットが，1か0か 
チェックする場合も同様で，ダイレクトに実行で 
きるようになっています。 


7 .ブロック転送の命令のあること 

大量のデータをまとめて，メモリからメモリへ 
移動させたり，入カポートから受け付けたり，出 
カポートへ送り出したりする命令が， Z 80 には用 
意されています。 

LD I R I 

トメモリからメモリへ 

LDDR J 

CPIR j 大量データのチェック 

CPDR I ( SEARCH ) 


I N I R 
I NDR 
OT I R 
OTDR 


入カポートからメモリへ 
メモリから出カポートへ 


これらの命令語の下 二つのアルファベット ，I 


R または DR の I ， D , R の意味ですが， 


I は INCREMENT の I 


D は DECREMENT の D 


R は REPEAT の R です。 



これらの命令から繰り返し命令を取り除き，多 
少ゆうずうがきくようにした命令もあります。上 
との対応順に並べると 

LDI , LDD , CPI , CPD , INI , IND , OUTI , 
OUTD 

となります。 

これらの命令の機能については後の章を参照し 
てください。 



割り込み強化にともなって，必要となった， 

LD A , I 
LD I , A 
I M 0 
I M 1 
I M 2 

や，メモリ•リフレッシュ • レジスタ R のための 

LD A , R 
LD R , A 

レジ スタ A の 正負を返転させる 

NEG 

命令などが追加されています。 
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機械語プログラミング 

のメリット 

(BASIC との対比） 


どんな コンピュータ でも，実際には〇と1の組 
み合わせである二進数の機械語でかかれたプログ 
ラムで制御されていることは，御承知の通りです。 

しかし，〇と1の組み合わせや，それを一対一 
の 対応で記号化した アセンブラ 言語と，私達が日 
常使っている言語やそれにともなう思考の パター 
ンとの 間には大きな隔りがあります。したがって, 
プログラム 開発やメイ ンテナンスの 効率は いちじ 
るしく悪くなります。 

そこで一般に，人間が作るプログラムは，人間 
の日常語や，思考 パターンに 近いプログラム言語 
で作り，実行前，あるいは実行しながら，それら 
を機械語に翻訳（もちろん，コンピュータ自身に） 
させるという方法がとられます。 

こういったプログラム言語の中に， FORTRAN , 
COBOL , PL / I , BASIC , PASCAL などがあ 

る わけです。大型 コンピュータでは，これらの 言 



Z 80 ピン接続 


語を，たいていコンパイラとして，つまり，プロ 
グラムの実行前に，全プログラムを見わたして， 

各命令間の関係を十分に把握してから，まとめて 
翻訳して，それから実行する，という形で用いて 
います。 

これには，大きな容量の記憶装置が必要なため, 
小さなマイクロコンピュータや， パーソナル コン 
ピュー タには，あまり向いているとはいえません。 

そこで，これらの小容量のコンピュータで BASI 
C を用いる場合には，インプリンタ，つまり，命 
令文一行を翻訳しては実行，一行を翻訳しては実 
行，の形を繰り返す方法がとられるわけです。 

この方法を用いますと，プログラムがコンピュ 
一夕と人間の対話の中で作れるという利点もあっ 
て，プログラミングを容易で，親しみの持てるも 
のにしてくれます。たとえば，コンパイラ型なら， 
全プログラムを作り終えて，それを翻訳にかけて 
みるまでは，文法上等のミスは発見できません。 
それにひきかえ対話型のものなら，入力中，実行 
中ともに手早く文法上のミスが発見できます。 

BASIC との組合せ 

こういった理由もあって，マイクロコンピュー 

夕に.おける BASIC は，大ヒットし，各分野に普 
及したわけです。 

しかし，どんなものでも慣れてくると，その限 
界は見えてくるもので， マイクロコンピュータの 

BASIC (インプリンタ）の遅さ（機械語及びコン 
パイラ型との比較において）と，メモリ利用効率 
の悪さ（特に機械語との比較において）は，いか 
んともしがたいもののように，思えてきます。 


4 









ちなみに， BASIC の一変数が，どれくらいの 
バイトを必要とするか， TRS -80 の場合について 
下にまとめておきましょう。 

* 整数変数 

5バイト （値 2バイト， 変数名 3バイト） 
* 単精度実数 

7バイト （値 4バイト， 変数名 3バイト） 

* 倍精度実数 

11バイト（値8バイト，変数名3バイト） 
* 配列 

最低で12バイト（型式指定により異なる） 
今，述べてきた二つの例のように，実行時間を 
大幅に短縮したい場合や，メモリを節約したい場 
合には，機械語のプログラムを用いるのが有効で 
あることは，すでにおわかりのことと思います。 

しかし，先程もお話ししましたが，プログラム 
開発の効率や，メインテナンスの効率に関して， 
機械語のプログラムのそれはかなり悪いので，一 
般に，このような場合は BASIC と機械語の混合 
プログラムを用いるのがよいでしょう。 

つまり，時間短縮，メモリ節約に最も関りをも 
つ部分のみを機械語にし，その前後の処理は BA 
SIC にやらせるわけです。 

マイコンの BASIC に機械語のサブルーチンへ 
ジャンプし，復起する命令があるのも，そのため 
です。 


たとえば， マイクロ コンピュー•夕の BASIC を高 
解像のディスプレイ制御のために使おうとすると 
きに，その限界をまざまざと見せつけられます。 

ディスプレイの 最小単位の 一つの 点を， 一つ一 
つ制御することによって，画面全体に変化をもた 
らすわけですから，高解像になればなるほど扱か 
わなければならない データ の数は膨大なものにな 
ります。そして，画面の左上の一点から画面の右 
下の一点までを制御するのに要する時間は人間の 
知覚できる速さより，速い方が好ましいに決まっ 
ているのですから。 

また，マイクロコンピュータの BASIC で，シミ 
ュレーシヨンを 行なおうとするとき，実行時内の 
遅いのはがまんできるものとしても，記憶容量の 
不足はどうしようもありません。 

たとえば，1秒を1単位として，1日24時間分 
をシミュレートしようとすれば， 60 X 60 X 24 
= 86400もの記憶容量が必要となります。これ 
を BASIC の整数変数に対応できたとしても，一 
変数あたり5バイト（値2バイト，変数名3バィ 
卜）必要ですから，86400 X 5パイトのメモリが 
必要になってきます。 

ところが，その シミュレ ー シ ヨンが，1秒1単 
位内にある事柄が起きるか起きないかだけをチヱ 
ッ クすればよいものであるならば， 一つのメモリ 
の 一つのビッ トの1 . 0に対応できるわけです。 

ということは，1バイト内に8個の記憶ができ 
るというわけです。機械語を用いれば， メモリの 
節約ができるよい例です。 





書と機械語（アセンブラ言語）の説明書を読めば， 接指定のメモリへデータの書き込み）， PEEK 命 


しかし，開発したプログラムにもよりますが， ブルーチンの実行）などを用いて実行できるので 


かし，そんな完璧なプログラムが一度でできるわ し，リストを作るところまでを行ない，後は，そ 


けがありません。また，たった一個所でも，パー のリストを見て ， B A S I C のプログラムの中へ 


分があれば，プログラムは暴走し，どこがどうな もう一つは ， BAS 1 C 中で扱かわれる数値は, 


の多くは，その機種に合った機械語開発用のソフ 


システムにマッチしたなどという大それたプロ 


そのソフトウェアパッケージを買い、その説明 B AS I C のプログラムの中で， POKE 命令(直 


確かに機械語プログラムの開発はできます。 


令（同 データの 読み取り）， USR 命令（機械語サ 


その機械語のプログラムをそのパーソナルコンビ すが，これにも，問題点が二つあります。 


ュータの中で走らせることが，容易か，といいま 一つは，機械語開発用のソフトウェアパッケー 


すと，実はそうでない場合が多いのです。 


ジを用いて作った機械語のプログラムを，直接実 


開発されたプログラムが，その パーソナルコン 


行することはできないということです。つまり， 


ピュータの全システムに，完全にマッチしている 


そのソフトウェアパッケージでは，アセンブラ言 


場合は，容易に走らせることができるのです。し 


語で書かれた ソース プログラムを，機械語になお 


ソナルコンピュータのシステムにマッチしない部 


書き込んでやらなくてはいけないわけです。 


っていたためにそうなってしまったのか，という 


10進数だということです。機械語のプログラムは 


ればならないわけです。だからといって，パーソ 


トウ エア パッケージを出しています。 


グラムでなくても，比較的小さなプログラムなら 


16進数で表示されますから，先に述べたリストか 


ら得られた機械語を，10進数になおしてやらなけ 


ナルコンピュータの他に， もう1 台，トレーニン 


グ用のワンボードマイクロコンピュータを買う， 


と.いうのもおかしな話しです。 


初めに述べた問題点を克服するためには，その 


パーソナルコンピュータのハードウエアについて 


十分な知識を持ち，そして，機械語プログラムに 


精通することしかありません。 


しかし，パーソナルコンピュータからマイコン 


の道に入って来て，これから機械語を勉強しよう 


としている人に，これをいきなり要求するのも無 


パーソナルコンピユータで 

機械語のプログラムを 

動かす 

パーソナルコンピュータを 出して いるメーカー ことすら，わからなくてしまいます。 



理な話しです。 

そこで，第2点の問題点の解消に努めることに 
なるわけです。目標を， トレーニング 用のワンボ 
—ド マイコンコンピュータの 気軽さで，機械語 プ 
ログラムの 実行と評価ができること（もちろん パ 
ーソ ナルコンピュータ にです かづ とします。 

機械語プログラムの実行と評価 

リスト 1 のプログラムは， TRS — 80 でこの目 
標達成のために作ったプログラムです。もちろん， 
B A S I C で書かれています。 

このプログラムを実行すると，画面に 

> MEMORY SIZE ? 

と表示してきます。あらかじめ作っておいた機械 
語の プログラムの バイト数を数えて，その数を入 
力しますとすると 

No . 1? 

と表示してきます。ここで機械語を2桁の16進数 
で入力します。1の場合も01と入力します。 

同様にして，必要な数の機械語を入力していき 
ます。全部人力し終わると，確認のために全機械 
語と，それの入れられた/モリの アドレスが 16進 
数で，ラインプリンタから打ち出されてきます。 
そして，画面に 

* * VERIFY THE DATA ? 

ARE THEY ALL RIGHT ? 

1 .YES 2. NO ? 

と表示してきます。 

入力結果にあやまりがなければ 1 を，あれば2 
をキーインします。 

2を入れた場合は，画面に 
* N 0 ? 

と出てきます。 ミスの あった入力のナンバーを人 
れると（今これを3とする）， 

N 03 = ? 

と表示してきます。ここで正しい入力をします。 
すると，先程と同じように 

ホ* VERIFY THE DATA ? 

ARE THEY ALL RIGHT ? 

1. YES , 2. NO ? 

と表示してきます。 

1 を入れると，今入力した機械語のプログラム 
が実行され，ひき続いて，初めに指定した分のメ 



モリの内容が （MEMORY SIEZ =? のと 
きに5を入れたのであれば， 7 D 00 から 7 D 0 
4までのメモリの内容が），そのアドレスとともに 
16進数でラインプリンタに打ち出されてきます。 

これによって，実行前の メモリの 内容と，実行 
後の メモリ の内容が比較できるわけです。 

別の章で， Z 80 の機械語の説明がしてあります 
が，そこに，命令の実行例があげてあります。そ 
れらはみな，このプログラムによって実行，確認， 
印刷されたものです。 

Z 80 以外の機種では，多少 プログラムが 変わる 
かもしれませんカヾ，次に述べる， このプログラム 
の 解説を十分に理解していただければ， その 変更 
も容易にできると思われます。 

プログラムの説明 

それでは， リスト1 のプログラムの説明をして 
いきましょう。 

31 CLEAR MEM / 10 

は未使用のメモリバイト数の1/10をストリン 
グ用に確保せよ，という命令です。16進数の 
入力は，まずは文字として受けつけるため， 
文字を入れておく メモリを確保するわけです。 

32 CLS 

は画面のクリアです。 

50 INPUT “MEMORY SIZE”;PS 

は，機械語が，何バイトなのかを， PS に入 
ておくための命令です。 

80 ~ 260の命令 

では，文字入力を受けつけ,それを 10000 から 
始まるサブルーチンで数値になおして，16進 
アドレス 7 D 00 ( s > 以降のメモリに書き込む作業 

(注)10進数の32000は16進数で7 D 00 

7 


を行ないます。ただし、 X という文字と， XX いたミスに対して有効です。 

という文字の入力があった場合には，特別な 300~420の命令 

動き方をします。 X の場合は，一つ前のデータ では，16進アドレス 7 D 00 以降のメモリに入っ 

から入力のやり直しを行ないます。 XX の場 ている値を取り出し，それを16進数になおし， 

合は，二つ前のデータから入力のやり直しを 16進のアドレスとともに表示するという作業 


行ないます。ともに，入力した直後に気がつ を行ないます。30000から始まるサブルーチン 





くリスト 1(a)> 

1G REM 


ZS0 MACHINE LFlNGUfiGE PROGRAM TEST 

28 REM 


FILE NAME - ZS8T/BfiS 

38 ' 




31 


CLEAR MEM/10 

32 


CLS 


40 


FRINT" ** Z80 MACHINE LflHGUfiGE PROGRAM TEST" 

50 


INPUT" 

> MEMORY SIZE"; PS 

60 ' 




70 


PRINT"— 

_ . M 

88 


FOR T:Q 

TO PS - 1 

S0 



PRINT TflB<10) W;T+1 ； ••=•，; 

100 



INPUT X 本 

101 



IF X$="X" THEN IF T>0 THEN T=T-1 : GOTO 30 

102 



IF X$= u XX n THEN IF T>1 THEN T=T-2 : GOTO 90 

248 



GOSUB 10000 r X<DEC. > = K$(HE：i :2> 




IF X>255 THEN FRINT TfiB(25> ••????": GOTO 30 

250 



POKE 32000 +T,X 

260 


NEXT 


265 


PRINT”- 

„ 争 i 

270 

* 



389 

REM 

REfiD 

310 

* 



320 


LPRINT" 

** BEFORE RUN" 

330 


LPRINT .， 

_ m 

340 


FOR TC2080 TO 320GO+PS-1 

341 



LPRINT" N0 M ； T+l-32000, 

250 



X 二 T : GOSUB 30800 

350 

* 


X$<HEX. ： 4> = X<DEC.) 

27Q 



LPRINT X$, 

338 



X=PEEK<T> : GOSUB 23800 

339 



X$<HEX. ： 2> = XCDEC. > 

488 



LPRINT X$ 

419 


NEXT 


428 


LPRINT” 


44S 

y 



500 

REM 

VERIFY 

313 

* 



320 


PRINT 

.料 VERIFY THE DfiTfl. n 

UcLU 


INPUT” 

RRE THEV fiLL RIGHT ?1.YES 2. NO Q 

530 



IF Q^l THEN 380 

340 



IF 002 THEN PRINT"????": GOTO 525 

558 


PRINT"- 

i — - »> 









は， 10 進数を 16 進数 4 桁になおすサブルーチン 
です。 20000 からの方は 10 進数を 16 進数 2 桁に 
なおすサブルーチンです。 

500 〜 620 の命令 

では，その前の命令で表示されてきたデータ 
にミスがないかの 確認を求めてきます。そし 


て ミスが あるとした場合には， データ N0 •の 
入力を求めてきます。それを入力すると，今度 
は，真の データの 入力を求めてきます。入力 
がすむと， 300 へジャンプし，また全体の確認 
のための表示が行なわれます。 

800 〜 860 の命令 


くリスト 1 (b)> 


350 INPUT" * 

570 IF K1OR T> PS THEN PRINT u ???? n : GOTO 568 

580 PRINT TflBaO) *W; T;，，="; 

538 INPUT 

3S5 PR I NT M - " 

6Q0 GOSUB 10608" X(DEC. > = :• はく HEX. :2:> 

610 POKE 32000 +T-JLX 

628 GOTO ：：60 


630 ** 

800 REM RUN 

810 y 

S20 PRINT" - RUN 


838 DEF!JSRi=&H7D08 / < POKE 1652 S, 0 : POKE 16527,125 > 

848 X=USRK0> y < /^USRCQ) > 

850 LPRINT M ** flFFTER RUN H 

S60 GOTO 330 

18000 REM SUB X(DEC. > = X$(HEX. ： 2> 


10010 y 

10020 

10028 

18840 

10650 

18868 RETURN 
1Q070 ^ 

2SG80 REM 
20010 - 

2SG：：0 

20048 

2GeCi8 

20060 RETURN 
20070 - 
3mm REM 
30018 ^ 

38020 
30038 
38040 ' 

20858 
30060 
3807 0 ' 

30638 

30630 RETURN 
28108 " 


Xl=fiSC<LEFT$(X$,i>> : X2-RSC<RIGHT$(X$, i>) 
IF Xl>64 THEN Xi=Xi~55 ELSE Xi=Xi-48 
IF X2>64 THEN X2=X2-55 ELSE X2=X2 - 48 
X=16*X1+X2 


SUB X$ •:: HEX. :2> = X く DEC. > 

Xl-INKX/lo) : X2-X.-16+X1 
IF Xi>3 THEN Xl=Xl+55 ELSE Xi-Xi+43 
IF X2>9 THEN X2=X2+5G ELSE X2 斗 : 2+4S 
X$=CHF^CK1>+CHR$<X2> 


SUB X$(HEX. :4> = X(DEC. 〉 

V=INT(X/i6/16> : Z=X~lb*lS*V 
X 二 V : GOSUB 20090 

滞く HEX. : 2 〉 = X<DEC.) 

K-Z : GOSUE： 28000 

X$(HEX. ；2> = X<DEC.) 
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ここで，メモリに書き込んだ機械語が実行さ 
れます。実行後は330へジャンプし， 7 D 00 以降 
のメモリがもう一度表示されます。メモリ内 
に変化があれば，確認ができるわけです。 

830 DEFUSR 1=& H 7 D 00 

US R 1 と名づけられた機械語のサプルーチンの 
先頭アドレスは，16進数の 7 D 00 である，とい 
う命令です。 

ただし，これは， TRS -80 の DISK BASIC 用 
の命令で ， LEVEL II にはありません 。 LEVEL 
II の場合は，右のカッコの中の命令を使います。 
840 X = USR 1(0) 

は，すでに指定されている機械語のサブルー 
チンを実行するときに用いるのですが ， X = 
の部分は，ダミーで，何の役にも立っていま 
せん。ともかく，このライン上に， USR 1(0) 
という命令が顔を出していれば，そのサブル 
ーチンが実行されるのです。 

実行後は330へジャンプさせて，メモリの変化 
を確認できるようにしてあります。 

10000から始まるサブルーチン 
先にもお話ししましたが，文字入力を10進数 
にかえるサブルーチンです。 

10020 X 1= ASC ( LEFTS ( X $, 1))…… 

の命令は，文字変数 X $ の左から1番目の文字 
のア スキー コードを XI に 人れよ，という命令 
です。 

10030,10040 の命令 

で，アスキーコードを10進数になおし， 

10050 X = 16 氺 X 1+ X 2 
で，こつの文字から得られた数から，全体の 
値を算出するのです。 

20000から始まるサブルーチン 

ここでは， X で 与えられた10進数を16進数に 
なおし，それに対応する文字の アスキー コー 
ドを計算し，最後に，文字変数として送り出 
します。 

20020 X 1= INT ( X /16) : X 2= X -16 * XI 
で，10進数 X は，2桁の16進数に分解されま 
す。 XI が上の桁 ，X 2が下の桁をうけもつ 
ことになります。 

20030, 20040の命令 

では，数値から，それに対応する文字のアス 


キーコードが算出されます。 

20050 X $= CHR ( X 1) + CHR ( X 2) 

は， XI，X 2に 入って いる アスキーコードを 
対応する文字になおして，二つの文字をなら 
ベたものを X $ とする，という命令です。 
30000から始まる サブルーチン 

では， X に人っている10進数を4桁の16進数に 
なおす作業を行ないます。 

30020 Y = INT ( X /16/16) 

: Z = X —16* 16氺 Y 

の命令で X に入っている10進数を，16進数に 
なおした場合の上位2桁と，下位2桁を切り 
はなすわけです。もちろん上位の方が Y で， 
下位の方が乙です。 

30030 X = Y : GOSUB 20000 

では，上位の方を， 20000から始まるサブル 
チンで，文字になおしておきます。 

30050 Y $ = X $ 

20000から始まるサブルーチンの人出力は， 
X $ ですが，これは次にも使わなくてはなり 
ません。したがって今 X $ の中に入っている 
内容を Y $へ移しておくわけです。 

30060 X = Z : GO SUB 20000 
今度は，下位2桁分の交換です。 

30080 X $ = Y $ + X $ 

では，上位，下位とわけて計算および文字へ 
の変換をしたわけですが，これを 二つつ なげ 
て，16進数4桁の表示になるようにするので 
す。 

ところで，プログラム中 LPRINT とあるのは 
ラインフ'リンタへの出力ですが，ラインプリンタ 
がない場合は PRINT とすれば，テレビ闽面に 
出力されることになります。 
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これから Z 80の各種命令の説明をしていく 
のですが，命令はなるべく記号で表わせるように 
しておいた方が後々便利です。そこで，その記号 
に関する約束を初めに決めておかなければなりま 
せん。 

ここでは，全体に共通するものについて述べる 
ことにしましよう。 


)* A と A の区別 

I 關 II *. . . . ..... . . . .-.■a パ 

(注） 

Z 80にはレジスタが18個あって，次のよつに 
名づけられています。 

F (フラグレジスタ） 

A (アキュームレータ） 

B (レジスタ B ) 

C (レジスタ C ) 

D (レジスタ D ) 

E (レジスタ E ) 

H ( H レジスタ） 

L ( L レジスタ） 

IX (インデックスレジスタ） 

I Y (インデックスレジスタ） 

上の F から L までには，それぞれ一つずつの予 
備があるため18個になります。 

ところで，アセンブラプログラミングでは，16 
進数をよく使いますが，そこでも A ， B ， C , D ， E ， 
F というアルファベットを使います。ですから， 
もし，プログラム上でただ A とあった場合，それ 
が16進数の A なのか，アキュームレータの A なの 
か，わからなくなることがあります。 


そこで，ここでは，次のような約束をすること 
にしましょう。 

16進数の数値をあらわすアルファベットの 
前には，0をつけておく。 

つまり16進数 A ~ F までは， 0 A , OB , 0 C , OD , 
OE , OF , と表わすことにするのです。 

したがって，次の記号 
A<—A — 0A 

は，アキュームレータの内容から，16進数 A を引 
け，という命令になります。 

.また，8080, Z 80 A では，アキュームレータの内 
容をクリア，つまりゼロにしたいときに， 

A<—A — A 

という命令をよく使いますが，これは，アキュー 
ムレータの内容から，自分自身の値を引け，とい 
う命令であって，16進 A の値を引くという命令で 
はないので，注意して〈ださい。 


Il- U ll | H |l"- I "I I I I I I I Mil 


« ■»"li"__ 11"™ 1 1_"» 


\ * H しヰ H X L, H L=2 8 H+L \ 

8080や Z 80は8ビットの マイコンで すが，その 
アドレスは16ビットで表わすことになっています。 
したがって，16ビットの数を扱ったりする機会は 
多いので，そのための記号が必要になってきま 
す0 


( 注） インタラプト•ページ.アドレス•レジスタ （ I )， メモリ. 
リフレッシュ.レジスタ （R )，スタックポインタ （S P )， 
プログラム.カウンタ （P C ) は含めていない。これらにつ 
いては後で述べることにする。 
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普通 H とあれば，レジスタ H の内容を指し ， L 
とあれば，レジスタ L の内容を指しますが，もし 
HL とあったら，これは，レジスタ H の内容を上 
位8ビット、レジスタ L の内容を下位8ビットと 
する16ビットの数ということにします。 

厳密な表し方をすれば， 

2 8 H + L 

ということになるのですか、これをただ， 

H し 

と表わすことにするのです。 

このようなペアには，次のようなものがありま 
す。 

BC , DE , HL , ( AF ) 

如 ".II IIh.nII II…,. ..... | 1.，… 

*A (5)— 1 



Z 80では，8080系では不可能だった各 レジス 
夕の各ビットの制御や，チヱックができます。そ 
こで，それを表わす記号を考えなくてはいけませ 
ん〇 

次のようにしてみました。 

A ( 0 ). レジスタ A の第ゼロビット 

B ( 7 ). レジスタ B の第 7 ビット 

なお， Z 80 も8080系も，第ゼロビットとい 
うのは，最下位ビットのことで，第7ビットとい 
うのは，最上位ビットのことです。 

したがって， 

A — 0 


A (5) — 1 

という命令をすれば， レジスタ A に，十進法で表 
わすと32という数を入れることに等しいことに 
なります。 


ホ CY, N, P/V, H, Z. S 


Z 80 には6個のフラグがあります。 

レジスタ全体のオーバーフローの有無をチェ ッ 
クする，キャリーフラグ。 

計算が足し算であったか，引き算であったかチ 
ェックするアド/サブトラクト•フラグ。 

レジスタにある8個のビットの内，1になって 
いるものの数が偶数かどうかチェックするパリテ 
ィ•フラグと，レジスタ内の正の数，負の数別才 


—バー フロ ー を チェックする， 才ーノ く ーフロ ー ■ 
フラグが一緒になったもの。 

8ビットを二つの4ビットに分けたとき，下位 
の4ビットに対して，キャリーフラグの役割をす 
るハーフキヤリーフラグ。 

演算等の結果がゼロであったかどうかをチェッ 
クする。ゼロフラグ。 

レジスタ内の数が負であるかどうかチュックす 
るサインフラグ。 

ですが，それぞれ 

CY , N , P / V , H , Z , S 

という記号で表わすことにします。 

キャリーフラグは一般に C と表わすことが多い 
のですが，ここでは，レジスタ C と区別する意味 
で ， c Y とすることにします。 

また，パリテイ/オーバーフロー •フラグは， 
P /0 と表わすこともあるのですが， 

P /0 は parity-odd (パリティが奇数である） 
とまちがいやすいので P / V とします。 

また， N フラグと H フラグはソフトウェア上で 
でてくることはあまりありません。これは，2進 
数を10進数表示用に変換する DAA 命令のときに 
CPU が必要とするものだからです。 


山八 I— ( I V 丄 V ヽ 



HL の中に入って いる 16進数の値をアドレスと 
するメモリーの内容を……とか，インデックス 
レジスタ IX の内容にある数を加えたときにできる 

値をアドレスとするメモリーの内容を ,とい 

うことがよくあります。 

このように言葉で書くと，こんがらかってくる 
ことがあります。そこで，アドレス100のメモリ 
一の内容を 

M (1 00 ) 

と表わすことにすると，上の二つの文章は， 

M ( H L ) 

M(l X + X ) 

とを使って，シンプルな形で表現することができ 
ます。. 

この表現は， BASIC にも通用するので色々便 
利だと思います。 
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Z 80 では，メモリーからレジスタに，.数を送っ 
たり，レジスタに直接数値を入れたり，また，レ 
ジスタからメモリーに数を送ったりする命令をす 
ベて 口ード 命令としています。したがって，ムー 
ブ命令や，ストア'命令はありません。 

口ード命令にも，扱う数値が8ビットの場合， 
16ビットの場合，番地修飾のし方で何通りかあり 
ますが，そういったブロックに分けて説明してい 
くことにしましょう。 


レジスタ間どろしの 

□ —トロロで 


レ ジス タ B にレジスタ C の内容を入れる場合な 
どが，この命令に当ります。この場合，記号は 


《第 1_1 表》レジスタ間どうしのロー ド命令 


LD Ri , R2 ( Ri — R2 ) 



R2 

B 

C 

D 

E 

H 

L 

A 

Ri 

B 

. 

40 

41 

42 

4 3 

44 

45 

47 

C 

48 

4 9 

4 A 

4 B 

4 C 

4 D 

4 F 

D 

50 

51 

52 

53 

54 

55 

57 

E 

58 

59 

5 A 

5 B 

5 C 

5 D 

5 F 

H 

60 

61 

62 

63 

64 

65 

67 

L 

68 

69 

6 A 

6 B 

6 C 

6 D 

6 F 

A 

78 

79 

7 A 

7 B 

7 C 

7 D 

7 F 


例 . LD H，C ( H — C ) の機械語は 61 
LD A , L ( A — L ) の機械語は 7 D 


B—C 

と書きます。アセンブラ言語では 

し D B , C 

と書きます。 

この命令の機械語は16進数で 

41 

となります。 


この 命令を 実 fi 1 すると， レジスタ B に レジスタ 
C の 内容と同じものが入ります。もちろん レジス 
夕 C の内容は変化しません。また，各種フラグも 
変化しません。 

同類の命令は全部で49個あります。 

各命令と機械語の対応表を 第 1 - 1 表にまとめてお 
きました。 
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レジスタに直接数値を 
入れる □— ド命令 


レジスタ C に， 16 進数 DE を人れる場合などが 
この命令に当ります。この場合，記号は 

C<-0 DE 

となります。アセンブラ言語では 

し D C, ODEH 

と書きます。最後の H は前に書かれている数値が 
16 進数 (hexadecimal) であることを意味します。 


るので， M(HL) は M( 0123) ということになり 
ます。したがって上の命令は，この場合は 

D—M( 0 123) 

と同じことになります。 

この命令をアセンブラ言語で表わすと 

し D D ，（ H し） 

となります。もちろん レジスタ H, L の 値;もメモ 
リ ー M(HL ) の 内容も，また各種 フラグの 内容も 
変わりません。 

この命令の機械語は， 

5 6 


この命令の機械語は 


です。 


0 E • DE 

という2ワードにまたがるものになります。2ワ 
ード目の DE は，レジスタ C に入れたい内容その 
ものです。 

各種フラグは変化しません。 

同類の命令は， 7 個あります。レジスタに人れ 
る値を 16 進数 DE とした場合，アセンブラ言語と 
機械語との対応について，下にまとめておきまし 
た。 


同類の命令は全部で 7 個あり，アセンブラ言語 
と機械語との対応は次のようになっています。 


LD 

B ， 

(HL) … 

• ••*46 

LD 

C ， 

(HL) … 

….4 

E 

LD 

D ， 

(HL) …•- 

•…5 

6 

LD 

E ， 

(HL) …" 

… .5 

E 

LD 

H ， 

(HL) …" 

… .6 

6 

LD 

L ， 

(HL) …" 

… .6 

E 

LD 

A ， 

(HL) … 

•…7 

E 


LD 

B ， 

0DEH 

….0 6 

.DE 

LD 

C ， 

ODE H ••… 

… .0E 

.DE 

LD 

D ， 

ODE H .•… 

…•16 

.DE 

LD 

E ， 

ODE H 

… .1E 

.DE 

LD 

H, 

0DEH ••••• 

… .2 6 

.DE 

LD 

L, 

ODEH 

… .2 E 

.DE 

LD 

A, 

ODEH 

… .3 E 

.DE 


あるメモリーの内容をレジ 
スタに入れる場合その1 
〔H L レジスタの活用〕 


メモリーの番地を指定する方法が何通りかあり 
ます。ここでは， レジスタ H ， レジスタ L を あわ 
せてできる 16 ビットの数が番地を指定する場合に 
ついて説明しましょう。 

一例を記号で表わしてみましょう。 


D<-M (H し） 


これは ， H L の内容をアドレスとするメモリーの 
内容をレジスタ D に入れる，という命令です。も 
.し H に 01, L に 23 とあれば， HL は 0123 とな 


あるメモリーの内容をレジ 
スタに入れる場合その2 
〔レジスタ丨 X の活用〕 


ここでは，インデックスレジスタ I x を使う場 
合について，説明していきます。 

一例を記号で表わしてみましょう。 


E—M ( I X + 0 D) 


これは，インデックスレジスタの内容に， 16 進数 
の D を加えたときにできる値をアドレスとする 
ようなメモリーに入っている内容を，レジスタ E 
に人れる，というものです。もし， IX に 7 D0 
0 という 16 進数が人っていたとすれば， I X + 0 
D は 7D0D となるので，上の命令は， 

E 一 M ( 7 D 0 D) 

と同じことになります。 

この命令をアセンブラ言語で表わすと， 

し D E, ( I X+ 0 DH) 

となります。 

もちろん， IX の値も， M(IX+0D) の内容 
も変わりませんし，フラグにも変化はありません。 
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上の命令の機械語は 

DD • 5 E • 0 D 

で，3ワードにまたがります。最後の 0 D は，イ 
ンデックスレジスタに加える値そのままです。 

同類の命令は7個あって，そのアセンブラ言語 
との対応は次のようになっています。ただし，イ 
ンデックスレジスタに加える数は，16進数の D と 
しておきます。 

LD B ，（ IX + ODH ) 

…… DD • 4 6 • 0 D 

LD C ，（ I X + ODH ) 

. D D • 4 E • 0 D 

LD D , ( I X-h UDH ) 

…… DD • 5 6 • 0 D 

LD E ，（ I X + ODH ) 

…… DD • 5 E • 0 D 

LD H ，（ I X + ODH ) 

…… DD • 6 6 • 0 D 

LD L ，（ I X + ODH ) 

…… DD • 6 E • 0 D 

LD A ，（ I X + ODH ) 

…… DD • 7 E • 0 D 


まだ説明していない命令が多く出てきますが， 
Z 80 では1行の命令は一つの命令で実行できます。 
⑦の命令は，レジスタ B の内容から1を引いて， 
その結果が，ゼロでなければ，③の命令へもどれ， 
そうでなければ⑧の命令へ行け，というもので 
す。個々の命令の詳しい説明は，順を追って行な 
いますが，インデックスレジスタ… I X の便利な 
点について，ある程度はわかっていただけたと思 
います。 

あるメモ 1 J 一の内容をレジ： 
スタに入れる場合その3 
〔レジスタ丨丫の活用〕 

今，インデックスレジスタ I X についてお話し 
しました。 Z 80 には，もう一つインデックスレジ 
スタがあります。それはインデックスレジスタ I 
Y と名づけられています。 

この I Y の働きは I X ど同じなので，ここでは， 
アセンブラ言語と機械語との対応を示すだけにし 
ておきましよう。 


ところで，あるメモリーの内容を一つのレジス 
夕に送るのに，なぜこんな複雑な命令が必要なの 
か，といいますと，次のような場合に便利だから 
です。 

く例題〉 

7 D 00から7 D 09までのメモリーに入って 
いる内容と， 7 D 10 から 7 D 19 までのメモリーに 
入っている内容を一つずつとりだしてその和を 
もとめ，それを 7 D 20 から 7 D 29 のメモリーに入 
れる。 

く例解〉 

この問題を比較的効率よく実行するアルゴリズ 
ムを記号で表わすと， 

①丨 X — 7 D 00 
©B — 0 A 
⑧ A — M ( I X + 0 ) 

④ A—A + M ( I X + 1 0 ) 

⑤ M ( I X + 20 )—A 
⑧ I X—I X +1 

⑦ B — B -1 : IF B^O THEN GOTO ® 

⑧ STOP 


LD B，（I Y + OEH ) 

. FD • 4 6 • 0 E 

LD C ，（ I Y + OEH ) 

. FD • 4 E • 0 E 

LD D ，（ I Y + OEH ) 

. FD • 5 6 • OE 

LD E ，（ I Y + OEH ) 

. FD • 5 E • OE 

LD H ( I Y + OEH ) 

. FD • 6 6 • OE 

LD L ，（ I Y + OEH ) 

. FD • 6 E • OE 

LD A ，（ I Y + OEH ) 

. FD • 7 E • OE 


レジスタの内容をあるメモ 
U —へ送る場合 その1 

〔H L レジスタの活用〕 


メモリーの 番地を指定する方法が 三つ あります。 
ここでは，レジスタ H とレジスタ L を用いる方法 
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についてお話しします。 

一例を記号で書いてみましょう。 

M(H し ） —E 

これは，レジスタ E の内容をアドレスが HL であ 
るメモリーにも入れるという命令です。アセンブ 


. DD • 7 0 . 0 F 

LD ( I X + 0 FH ) 

. DD • 71 • 0 F 

LD ( I X + 0 FH ), D 

. DD • 7 2 • 0 F 


ラ言語では 

し D (H し ）， E 

となります。もちろん，レジスタ H ， レジスタ L ， 
レジスタ E の内容は変わりません。各種フラグも 
変わりません。 

このような命令は7個ありますが，次に，その 
アセンブラ言語と機械語の対応をまとめておき.ま 
した。 

LD ( HL ), B . 7 0 

L D ( HL ), C . 71 

LD ( HL ), D . 7 2 

LD ( HL ), E . 73 

LD ( HL ), H . 7 4 

L D ( HL ), L . 7 5 

LD ( HL ), A . 7 7 

レジスタの内容をあるメモ 
ij _ に送る場合 その2 
〔レジスタ丨 X の活用〕 

インデックスレジスタ I x を使う場合について， 
お話しします。 

一例を記号で書いてみましょう。 

M( I X + 0 F)—A 

このとき，もし ， I X に82 0 0が入っていたとす 
れば，この命令は， 

M(82 0 F)—A 

と同じ働きをすることは，もうおわかりだと思い 
ます。アセンブラ言語では 

し D ( I X + 0 FH), A 

となります。 

もちろん， IX ， A の内容には変化ありません 
し，各種フラグにも影響を与えません。 

同類の命令は7個ありますが，そのアセンブラ 
言語と機械語の対応について，下にまとめておき 
ました。ただし ， I X に加える16進数の値は F と 
してあります。 

LD ( I X + 0 FH ), B 


LD ( I X + OFH ), E 

. DD • 7 3 • 0 F 

LD ( I X + 0 FH ), H 

. D D • 7 4 • 0 F 

LD ( I X + 0 FH ), L 

. DD • 7 5 • 0 F 

LD ( I X + 0 FH ), A 

. DD _ 7 7 • OF 

レジスタの内容をあるメモ 
IJ 一に送る場合 その3 

〔レジスタ丨 Y の活用〕 

インデックスレジスタ I Y を使う場合です。考 
え方や機能は IX を使う場合と同じなので，アセ 
ンブラ言語と，機械語との対応をまとめておくだ 

けにしておきましよう。 

LD ( I Y + 10 H ), B 

. FD -70-10 

LD ( IY +10 H ), C 

. FD -71.10 

LD ( I Y + 10 H ), D 

. FD -72-10 

LD ( I Y + 10 H ), E 

. FD -73-10 

LD ( I Y + 1 OH ), H 

. FD -74.10 

LD (I Y + 10 H ), L 

. FD -75-10 

LD ( I Y + 10 H ), A 

. FD -77-10 

レジスタを A に限つだ場合 
追加できる□ード命令 

その1 

Z 80 などでは各種演算はレジスタ A (アキュー 
ムレータ）を用いないとできません。したがつて， 
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レジスタ A に関わりを持つ ロード 命令が，他のレ 
ジスタの場合より多くなっています。 

記号，アセンブラ言語，機械語の順にまとめる 
と， 

A — M ( BC ) 

LD A ，( BC ) . 0 A 

A — M ( DE ) 

LD , A , ( DE ).1 A 

M(B C)—A 

LD ( BC ), A .02 

M ( DE)<-A 

LD ( DE ), A .12 

以上の命令の場合，アドレスは，二つのレジス 
夕で指定しましたが，レジスタを用いず，直接ア 
ドレスを指定する方法もあります。アドレスを指 
定する16ビットの上位8ビットを X ，下位8ビッ 
卜を Y とすると， 

A —M ( X Y ) 

LD A， (X Y ) …… 3 A • Y • X 
M(X Y)<-A 

LD (X Y)，A …… 3 2 • Y • X 

具体例をあげておきましょう。 

A — M (7 D 12) ならアセンブラ言語は， 

LD A ，（7 D 12 H ) 


LD A , R . ED • 5 F 

R—A 

LD R，A . ED • 4 F 

となります。 

また ， Z 80 では「割り込み」という機能が強 
化されています。それにともない，それを制御す 
るレジスタ（インタラプト.ページ•アドレス. 

(注） 

レジスタ • I )というのがあります。この レジス 
夕 I と， レジスタ A の間の ロード 命令も用意され 
ています。記号，アセンブラ言語，機械語の順に 
まとめると 

A — I 

LD A， I . ED • 5 7 

I —A 

L D I， A . E D • 4 7 

となります。 

なお，これらの命令の活用法については，ハー 
ドウエアの十分な知識が必要となりますので，こ 
こでは省略させていただきます。詳しいことをお 
知りになりたい方は，次の文献を参考にしてくだ 
さい。 

マイクロコンピュータ Z — 80 ハンドブック〔 I 〕 

4ページその他（シャープ株式会社）3,000円 

(注）インタラプト•ベクタ.レジスタと呼ぶ場合もある。 



機械語は 

3 A • 12 • 7 D 

となります。7 D と12の順に注意してください。 

レジスタを A に限つだ場合 
追加できる □_ ド命令 

その2 

ここでお話しする口ード命令は，ちょっと特殊 
なもので，普通あまり使いません。使う場合には, 
ハードウ エアの 十分な知識が必要となります。 

Z 800は，直接，ダイナミック RAM をつなぐ 
ことができます。そのダイナミック RAM 等をコ 
ン トロール する レジスタ（メモリ.リフレッシュ 
レジスタ . R ) というのがあるのですが，その 
レジスタ R と， レジスタ A の間の ロード 命令があ 
ります。記号，アセンブラ言語，機械語の順でま 
とめると， 

A—R 


いずれの場合も，各種フラグには影響はあたえ 
ません。記号，アセンブラ言語，機械語の順でま 
とめてみましょう。 

SP—HL 


LD S P ， 

HL … 

…… F 9 


S P<-I X 




LD SP ， 

IX … 

…… DD . 

.F 9 

S P—I Y 




LD S P , 

I Y … 

…… FD . 

.F 9 


なお ， S P はスタックポインタと呼ばれ，レジ 
スタの内容を退避されるときなどに用います。そ 
の用い方については PO P 命令， PUSH 命令のと 
ころを参考にしてください。 
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一例を記号で表わすと次のようになります。 一例を記号で表わすと次のようになります。 

B C<-M(82 01 )M(82 0 0 ) M( 7 D 01 )M( 7 D 〇 0)— DE 

これは， これは， 

B <- M (82 01). 上位 8 ビット M ( 7 D 01) <-D ……（上位 8 ビット） 

C — M (82 0 0 ). 下位 8 ビット M ( 7 D 0 0 )—E ……（下位 8 ビット） 

を同時に行なうことと同じことです。 BC とつな という二つの命令を続けて行なうことと同じなの 

げた場合，中に16ビットの数が入っているものと ですが， DE が16ビットの数を表わしているとき 

考えますが， B の方が上位8ビット， C の方が下 は， D の方が上位8ビットで， M (7 D 01) M (7 D 0 

位8ビットとします。しかし，メモリーの方では 0) が16ビットの数を表わしているときは M (7 

逆で M (82 0 0 ) の方が下位8ビット， M (82 0 D 01 ) の方が上位8ビットになるので注意して 
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ください。 

これをアセンブラ言語で表わすと 
し D ( 7 D 〇 OH ), DE 

となります。下位8 ビットの 入る メモリーの アド 
レスの方を指定する点に注意してください。 

もちろん， レジスタの 内容，各種 フラグの 内容 
は変わりません。 

同類の命令を，記号，アセンブラ言語，機械語 
の順にまとめると次のようになります。ただし， 


M( 7 D 01 )M( 7 D 0 0 卜 D E 
LD (7D00H), DE 

.E D • 5 3 • 〇 〇 • 7 D 

M( 7 D 01)M( 7 D 〇 0)— HL 
LD ( 7 D 0 0 H ), H L 

.2 2 • 0 0 • 7 D 

M( 7 D 01)M( 7 D 0 0 )<-S P 
LD (7D00H), SP 

.E D • 7 3 • 0 0 • 7 D 


メモリーは，アドレス 7 D 00，7 D 01 のものを使 
うものとしてあります。 

M ( 7 D 01 ) M ( 7 D 0 0 )— B C 
LD (7 D 00 H ), BC 

. ED • 4 3 • 0 0 • 7 D 


M ( 7 D 01) M ( 7 D 0 0 )—1 X 
LD (7 D 0 OH ), IX 

. DD • 2 2 • 0 0 • 7 D 

M ( 7 D 01) M (7 D 00 )—IY 
LD (7 D 0 OH ), I Y 

. FD • 2 2 • 0 0 • 7 D 


玆玆玆玆玆銶玆玆玆玆玆玆玆玆玆趑玆玆玆玆玆玆踩玆玆玆玆趑玆玆玆銶挞玆玆玆玆玆玆 


=口一 he 爾令= 


テストプロクラムの作成 


辦辦辦辦淑燃縱辦淑谢辦辦雜淑咖谢燃龍雜辦縱辦辦淑辦 

以上で ， Z 80の全ロード命令 
の説明が終わりました。そこで， 

代表的なロー ド命令だけを使って 
プログラムを作ってみました。意 
味のあるプログラムではありませ 
んが，アドレス指定法の参考には 
なると思います。第1 -1 図がそれ 
ですが， この プログラムを実行す 
ると， 

M ( 7 D 1 E ) に16進数32が入り， 

M ( 7 D 1 F ) に16進数12が人る 

ことになります。順を追って考え 
てみましよう。 

① を実行すると， M (7 D 18) の 
内容，つまり7 D が A に入ります。 

② を実行すると， H に A の内容 
が入るのですから， H は 7 D とな 
ります。 


① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

.⑦ 

⑧ 

⑨ 


START 


T 


A—M(7D18) 


H—A 


IX—7D00 


T 


L—M(IX + 19) 


T 


IY<-M(7D1B)M(7D1A) |- 


D<-M(HL) 


E—M(IY + 1D) 


1 


M(7D1F)M(7D1E)—DE I- 


RETURN 


M(7D18) = 7D 
M(7D19) = 1C 
M(7D1A) = 00 
M(7DlB)=m 
M(7D1C) = 12 
M(7D1D) = 34 


H—7D 


>L<-1C 


1丫一興0_、 
-D—12 
-E—34 


-M(7D1F)M(7D1E) 

—1234 


, プログラムで実行する前 
に，各メモリに，これら 
の値を入れておく。 


③を実行すると，インデックス 
レ ジ スタ I X の 内容が 7 D 0 0と 


《第 1 — 1 図》 Z80 の代表的なロー ド命令だけ 

を使って作ったテストプログラム 
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MfiCRO-8813 03-MRV-73 PRGE 1 

00100 TEST PROGRRM (LORD) 

00200 . 280 

000000300 fiSEG 


QQ4O0 ORG 7D0QH 
00500 i 


7D0Q 

2f\ 

7D1S 

00608 

ID 

R,<?D18H> 

i 

fl=M<7D18) 

7D03 

G? 



00700 

し D 

H.fl 

i 

H=fi 

7D04 

DD 

21 

7DQ0 

06300 

し D 

r ん 7DQ0H 

i 

IX=7D0Q 

7DQS 

DD 

6E 

19 

00900 

し D 

し (IX+19H) 

i 

L=M<IX+i3) 

7D0B 

DD 

2F1 

7D1R 

01000 

し!） 

IV,(7D1RH) 

9 

IT=M<7DlB>M<7Dlfl> 

7D0F 

56 



01100 

し D 

D,<HL) 

i 

D=M<HL) 

7D10 

FD 

5E 

ID 

01200 

LD 

B <IV+iDH> 

i 

E=r*KIV+lD) 

7D13 

ED 

53 

7D1E 

01200 

し D 

<7DiEH>iDE 

i 

M<7D1F)H<7D1E>=DE 

7D17 

C3 



01400 

RET 


i 

RETURN 

7D18 

7D 



01500 

DB 

7DH 

i 

M<7D18)=7D 

7D13 

1C 



01680 

DB 

1CH 

i 

M<7D19)=1C 

7D1R 

00 



01700 

DB 

00H 

i 

M<7D1R>=00 

7D1B 

?D 



01800 

DB 

7DH 

i 

M<7D1B)=7D 

7D1C 

12 



01300 

DB 

12H 

i 

M<7DlC>=i2 

7D1D 

34 



02000 

DB 

24H 


M<7D1D>=34 

7D1E 

00 



02100 

DB 

G0H 

i 

M<7D1E)=00 

7D1F 

00 



02200 

DB 

00H 

i 

H(7D1F)=00 





02300 

END 





《第丨 一 2 図》アセンブラ言語でプログラムを作る 


なります。 

④ を実行すると，インデックスレジスタ I 父の 
内容，ここでは7 D 0 0ですが，これに19が加 
わると7 D 19 になります。したがって， L には 
M (7 D 19) の内容，つまり 1 C が入ります。 

⑤ を実行すると ， I Y に M (7 D 1 B ) と M (7 D 
1 A ) とが作る16進数が入るのですから ， I Y は7 
D 0 0となります。 

⑥ を実行すると， D に M ( 7 D 1 C ) の内容が入 
ります。なぜなら，この時点で， H は 7 D ， しは 
1 C だからです。したがって， D には12が入ります。 

⑦ を実行すると， E に M (7 D 1 D ) の内容が入 
ります。この時点で I Y は7 D 0 0だからです。 
したがって， E には3 4が入ります。 

⑧ を実行すると DE の内容が M (7 D 1 F ), M 
( 7 D 1 E ) に送られるのですから， M ( 7 D 1 F ) 
に12， M (7 DIE ) に3 4が入ります。 

⑨ を実行すると， この プログラムからメインプ 
ログラムへもどることになります。もちろんメイ 
ンプログラム のない ときは，ここに HALT 命令を 
入れることになります。 

さて，このプログラムをマイクロソフト社の M 
8 0というソフトウェアを使って，アセンブラ言 
語から機械語に直してみましょう。 


第 1—2 図が，そのときにできるリスティング. 
ファイルの内容です。 

中央近くにある10 0から23 0 0までの数字は， 
右側のソースプログラム（この場合，アセンブラ 
言語で書かれたプログラム）を作る段階で用いる 
もので，左側の機械語には関係ありません。 

左側の7 D 0 0から 7 D 1 F は，機械語の入るア 
ドレスを表わしています。その右に書かれたもの 
が左側のアセンブラ言語に対応する機械語です。 

中央より右側のリストの中で；が書かれてい 
れば，それより右側に書かれたものは，プロダラ 
ムを作る上では無視されます。したがって，ここ 
にはプログラムを作る者が，自由に文字を書くこ 
とができます。後からリストを見て，わからなく 
なることのないよう注訳を付けるときなどに便利 
です。 

2 0 0の右に . Z 8 0 とあるのは，以下， 
Z 80 のアセンブラ言語で書くという意味です（こ 
の プロ グラムで8080のアセンブラもできる）。 

3 0 0 4 0 0 にかかれた， ASEG , OR 

G 7 D 0 0 は，機械語を7 D 0 0から入れる 
という指定です。 

5 0 0で1行あけて，6 0 〇 からがプログラム 
です。 
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マイクロ ソフト社の M 8 0 に関しては， ちよっ 
と注意しなくてはいけないところがあります。機 
械語のリストを見て，すでに気づかれた方もいら 
っしゃると思いますが，アドレス等を示す16ビ 
ットの数値は，機械語を入力するときの順にはな 
っていないのです。 

たとえば， 7 D 0 0 番地は 
7 D 0 0 3 A 7 D 18 

となっていますが，実際に機械語を入力する場合 
には， 

3 A • 18 • 7 D 

(注） 

としなければならないのです。 

同じことは， 7 D 04， 7 D 0 B ， 7 D 13 でも 
いえます。 

7 D 0 4 DD 21 7 D 0 0 

は，実際には 

DD -21-00-7 D 

といれます。 

7 D 0 B DD 2 A 7 D 1 A 

は 

DD • 2 A • 1 A • 7 D 

と入力し， 

7 D 13 ED 53 7 D 1 E 

は 

ED -53-1 E -7 D 

と人力します。 

さて，6 0 0という文番号の次に 

LD A ，（7 D 18 H ) 

となりますが，これはアセンブラ言語そのままで 
す。その次に， 

; A = M ( 7 D 18 ) 

とあるのは注訳です。記号 
A — M ( 7 D 18 ) 

のことなのですが—という印字ができないため 
イコール （=) を用いています。 

以下14 0 0まで，このようにプログラムを書 
いていき，後で M 8 0というソフトウェアで処理 
をすると左側のアドレスと機械語が作られてく 
る，というわけです。 

15 0 0以下の 
DB 7 DH 

などの， DB は，デイファイン•バイトの略で， 
直接，対応するアドレスへ数値を書き込むときに 


用いるものです。 

さて，ここでプリントされてきた機械語を実際 
に動かしてみましよう。 

M (7 D 1 E ) に 34 
M (7 D 1 F ) に 12 

が入るでしようか。 

プログラム実行前のメモリーの内容と，実行後 
のメモリーの内容を比較するものを第1 — 3図に 
まとめておきました。 


(注）マイクロソフト社のアセンブラ.パッケージを使つ 
ている場合，このリストを見て直接機械語をマイコ 
ンに入力することはないので，実際にはそれほど不 
便ではない。 
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11111111 II! 1111111 II! 111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111!111111111111111111111111 11^ 


2 レジスタの内容 
を退避および交換 
する場合に用いる 






I Dn-n 

I I 

酬11111111111111111画_圓圓画__圓_酬____ 111111 


これらの命令は すべて 16ビット単位で行なわれ 
ます。また，各種フラグにも影響を与えないこと 
を初めに述べておきましよう。 



マイ コン内のメモリーがすべて，レジスタと同 
じ働きをすれば便利だな，と思うことがしばしば 
あります。限られたレジスタやアキュームレータ 
を有効に使うためには，どうしても退避命令を使 
わなければなりません。 

この退避命令は，“一時あずかり”のようなもの 
で ， PUS H 命令と呼ばれています。 

一例を記号で表わしてみましょう。 

BC M(SP-l)M(S P- 2 ) 

SP —S P- 2 

これは 

B —M( S P—1) 

い M( S P— 2 ) 

という二つの命令を実行した後に 
SP —S P-2 


という命令を実したものとみなすこともできま 
す 。 

もう少し具体的にお話ししましょう。 

いま， 

S P = 7 D 0 4 

BC = 12 3 4 ( B =12， C =34) 

であったとしましょう。上で述べた命令を実行す 
ると， 

B — M ( SP - l ) は B ^ M ( 7 D 0 3 ) 
と同じことになりますから 
M ( 7 D 0 3 )—12 

ということになります。また 

C — M(S P - 2 ) は C -> M ( 7 D 0 2 ) 

と同じことですから， 

M ( 7 D 0 2 )—3 4 
が実行されます。その後 
S P —S P —2 
が実行されるので 

S P — 7 D 0 2 
となります。 

同類の命令は6個ありますが，記号，アセンブ 
ラ言語，機械語の順でまとめておきます。 
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BC — M(SP —1) M ( SP —2)， SP — SP -2 

PUSH BC . C 5 

DE -> M ( SP - l ) M ( SP -2), SP — SP -2 

PUSH DE . D 5 

H い M ( SP - l ) M ( SP -2)， SP — SP -2 
PUSH HL ……… E 5 

AF — M ( SP -1) M(SP —2)， SP — SP -2 

PUSH AF . F 5 

I X — M ( SP - l ) M ( SP -2)， SP — SP -2 

PUSH IX . DD • E 5 

I Y -> M ( SP -1) M(SP —2)， SP — SP -2 


PUSH I Y . FD • E 5 



これは， PUSH 命令で退避させた内容をもと 
にもどす場合に有効な命令です。また，8080や Z 
80には16ビットの内容_をレジスタからレジスタ 
に送るロー ド命令は限られたレジスタ間でしかで 
きません。こんな場合に， PUSH で退避させて 
おいて，退避を解除する場合に，別のレジスタに 
もどしてやる，という利用法もあります。 

この退避解除命令は P 〇 P 命令と呼ばれていま 
す。一例を記号で書いてみましょう。 

BC — M ( SP +1) M ( SP )， 

SP —S P + 2 

具体的な例でやってみましょう。先程 ， PUSH 
命令のところで 

S P = 7 D 0 4 
BC =1 2 3 4 

のときに 

PUSH BC 
を実行しました。その後で 
M ( 7 D 〇 2 ) = 34 
M ( 7 D 0 3 ) = 12 
S P = 7 D 0 2 
となりました。ここで 
POP B C 

を実行してみましょう。 SP =7 D 02 ですから 
これは 

BC <- M (*7 D 0 3) M (7 D 02) 

SP — 7 D 0 2 + 2 


ということになります。 M (7 D 03) には 12 が， 
M (7 D 0 2 ) には 34 が入っていますから， 

B C = 12 3 4 
となって，その後 

PC — PC +2 ••… 

が実行されるので 

P C = 7 D 0 4 

となって，すべて，もとどうりになりました。 
ここで 

POP BC 

のかわりに 

POP IX 

とすれば，はじめ BC に入っていた内容を IX 
に移すこともできるわけです。 

同類の命令をまとめておきましょう。 

BC — M ( SP -1) M ( SP )， SP — SP +2 
POP BC . Cl 

DE — M ( SP -1) M ( SP )， SP — SP +2 
POP DE . D 1 

HL — M ( SP -1) M ( SP )， SP — SP +2 
POP HL . El 

A F — M ( SP -1) M ( SP )， SP — SP +2 
POP AF . FI 

I X — M ( SP -1) M ( SP )， SP — SP +2 
POP IX . DD • E 1 

I Y — M(SP — 1) M ( SP )， SP — SP +2 
POP IY . FD • E 1 

エクスチェンジ命令 | 

その 1 〔レジスタ間の場合〕 

2組のレジスタに16ビットのデータが入ってい 
るときに，その二つを入れかえる命令です。 

Z 80には，各 レジスタが一つの 予備を持って 
いるのですが，それを入れかえる場合も，この命 
令を使います。 

一例を記号で表ゎしてみましょう。 

DE< ~~ >H し 

もし， DE に1234， HL に5 6 7 8が入っ 
ていたとして，この命令を実行すると， DE の方 
に5 6 7 8が， HL の方に12 3 4が入るわけで 
す 。 

前にも述べましたが，各種フラグは影響をうけ 


24 
















ません。 

この命令をアセンブラ言語で表わすと， 

EX DE, H し 

となります。 

同類の命令を下にまとめてみました。 

DE —HL 

EX DE，HL .EB 

A F <~~ >A’F’ （ A’ は A の予備レジスタ） 

EX A F ， AF ， . 0 8 

B C< ~~ >B’C’ ， DE< ~~ >D ， E ，， HL< ~~>H ， L’ 
EEX .D 9 

なお，アセンブラ言語では， AF’ と書かれてい 
ても，実際の意味は A’F’ ですから注意してく 
ださい。また記号からおわかりだと思いますが， 
EEX 命令は，同時に 3 組の交換をするので，注 
意してください。 


エクスチェンジ命令 
その2 

〔レジスタとメモリーの間の場合〕 


メモリーのアドレス指定は，スタックポインタ 
を使って行ないます。 

一例を記号で表わしてみましょう。 


M(SP + 1 ) M(S P)< ~~ >HL 


HL では H が上位8ビット， L が下位8ビット 
なのに対し， M(SP + 1) M ( SP ) では M(SP + 1) 
が上位8ビット ， M ( SP ) が下位8ビットです。 
これをアセンブラ言語で表わすと 

E X (S P), H し 

となります。 

同類の命令を，記号，アセンブラ言語，機械語 
の順でまとめてみましよう。 


M(S P + 1 ) M ( S P)—HL 

EX ( SP)，HL . E 3 


M ( SP - hl ) M(S P )< ― > I X 

EX ( SP)，IX . DD - E 3 


M ( SP +1) M ( SP )<~~> I Y 

EX ( SP ), IY . FD • I Y 


通避命令，エクスチェンジ 
® 令®テストするプログラ 
ムの作成 


祥稃稃玆玆玆玆玆貉拥稃稃稃稃稃招玆銶拌玆銶稃玆路玆稃玆玆稃玆玆玆稃玆玆路路趑鮮 


Z 80 における退避命令や，エクスチヱンジ命 
令を一通り説明しました。そこで，これらのうち 
.代表的なものを使ってプログラムを考えてみるこ 
とにしましょう。 

第2二1図のようなものを考えてみましたが， 
特に意味ある仕事を効率よくする，とかいったも 
のではありません。これを通して，スタックボイ 
ンタの変化や，メモリーの変化を見ようというも 


のです。 

これを実行すると， 

M ( 7 D 1 B )=2 3 
M ( 7 D 1 C )= 01 
M (7 D 1 D )=6 7 
M (7 D 1 E )=4 5 
M ( 7 D 1 F )=1 B 
M (7 D 20)=7 D 
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《第 2 — 1 図》 PUSH 命令， EX 命令をテスト 
するプログラム 


となります。これがわかれば，この命令も卒業と 
いえるでしょう。順を追って説明していきましょ 
1 〇 

①の命令は，スタックポインタを M (7 D 19)， 
M ( 7 D 1 A ) に退避させるために設けたものです。 
あるメインプログラム中に，このテストプログラ 
ムを実行しようとする場合には，このようにして 
おかなければなりません。メインプログラムから 
サブルーチンへ飛んだり，もどったりする場合に 
スタックポインタを用いるからで，したがってサ 
ブルーチンの中でスタックポインタの値を不規則 
に変えると，メインプログラムに帰れなくなるので 
す。 

©で，このサブルーチン専用のスタックポイン 
夕を設定します。 

③ B C に012 3を入れます。 

④ BC の内容をスタックポインタで退避させ 
ます。この場合は退避させて， BC に別の仕事を 
させるというわけではありませんが，これで BC 
はフリ ーにな りました。ここで， 

M ( 7 D 1 E ) に01 が 
M ( 7 D 1 D ) に2 3 が 
入ります。スタックポインタの内容は2が引かれ 
るので， 


PC = 7 D 1 D 

となっています。 

⑤ HL に4 5 6 7が入ります。 

©M ( 7 D 1 E ) M ( 7 D 1 D)«—■>HL が実行され 
M ( 7 D 1 E ) に4 5 
M ( 7 D 1 D ) に6 7 
が入ります。そして 

HL には012 3 
が入ります。 

⑦ HL の内容，つまり01と2 3がスタックポ 
インタによって M (7 D 1 C ) と M (7 D 1 B ) に 
移されます。そして，スタックポインタの内容か 
ら2が引かれるのでこの段階で 

M ( 7 D 1〇= 01 
M ( 7 D 1 B )=2 3 
S P = 7 D 1 B 

となります。 

⑧ ここで，スタックポインタの内容，つまり 
7 D 1 B が M (7 D 20 ) と M (7 D 1 F ) に移されます。 
したがってこの命令を実行し終わった時点で， 

M ( 7 D 2 0 )= 7 D 
M ( 7 D 1 F )= 1 B 

となります。 

⑨ ここで，先程退避させておいたメインプログ 
ラムにおけるスタックポインタの内容をもとにも 
どします。 

⑩ これでサブルーチンを終わりとし，メインプ 
ログラムにもどります。 

以上の説明でおわかりのように，このプログラ 
ム全部を終了した時点では， 

M ( 7 D 1 B )= 2 3 
M ( 7 D 1〇= 01 
M ( 7 D 1 D )=6 7 
M ( 7 D 1 E )=4 5 
M ( 7 D 1 F )=1 B 
M ( 7 D 2 0 )= 7 D 

が人ります。 M (7 D 19), M (7 D 1 A ) には，メイ 
ンプログラム中でのスタックポインタの内容が人 
ってくるはずです。これは，メインプログラムが 
どんなものかによって変わってきますので，ここ 
では何とはいえません。 

この プログラムをアセンブラ言語で作り，それ 
を マイクロ ソフト社の M 80 にかけて，機械語を 
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《第 2-2 図》 

林 BEFORE RUM 

第 2- 

1 図のプログラムをアセンブラ言語，機械語になおしたもの 

林 RFFTER RUN 
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《第 213 図》第 212 図のプログラムの実行前、実行後のメモリ—の比較 
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出したものを 第 2 — 2 図に示しておきました。こ 
のリストの見方，注意すべき点については，ロー 
ド命令の終わりのところで，お話ししましたので， 
もう一度，確認をしておいてください。 

第 2 — 3図は，この機械語をメモリーに入れ， 
実際に実行する前後のメモリーの変化を見たもの 
です。先程の通りになっているのがおわかりでし 


ここでは実験をしませんでしたが， 

AF < ~ ^ A ’ F ’. EX A F , AF ’ 

を使うとフラダの内容の退避ができ，したがって 
各種条件判断を必要な分だけ後にのばして実行す 
ることができます。 

これは条件判断命令を説明するときに，詳しく 
お話しすることにしましよう。 


_酬 11111111|||||_|||_|||_酬|_«1111111111111111 _ i _ 111111 酬_11111 



111111111 _______ 1111111 ________ 11111_111111111111 


8ビットどうしの間で足したり引いたり，ある 
いは論理和を求めたりする命令です。一般に，こ 
れらの 命令は レジスタ A (アキュー ムレー タ）を 
介して行なわれます。 

また，これらの命令では必ず，各種フラグに影 
響を与えますので，注意してください。ただし， 
前にもお話ししましたが， N フラグ（アド/サブ 
トゥ ラクト•フラグ）と， H フラグ （ハーフ •キ 
ャリーフラグ）の変化をとらえて条件判断をする 
ことは， ソフトウェア 上ではできません。したが 
つて，ここでは，それら 二つの フラグの変化に つ 
いては記さないことにします。 


レジスタ A と 
他のレジスタとの和 


一例を記号で書くと 


A—A + B 

となります。これはレジスタ A に入っている内容 
と，レジスタ B に入っている内容をとりだしてき 
て，これらの和を求め，その結果をレジスタ A に 
人れるという命令です。 

アセンブラ言語では 
ADD A, B 

と書きます。このときの機械語は 


8 0 


28 




各種フラグの蛮化についてまとめてみましよう。 

s :足し算の結果，最上位のビット（第 
7ビット）が1になると ， S = l ， そ 
うでなければ ， S =0 

Z : 足し算の結果，全ビットがゼロにな 
ったら， Z = l ， そうでなければ， 

Z = 0 

P/V : 正の数どうしの和が オーバーフロー 
を起こし，負の数と同じ表示になって 
しまったり，負の数どうしの和が同じ 
ように，正の数と同じ表示になってし 
まったときに P/V = l ， そうでなけ 
れば P / V =0 

CY : 足し算の結果が8ビット以上の数に 
なった場合 CY =1， そうでなけれ 
ば C Y = 0 

同類の命令は7個あります。記号，アセンブラ 
言語，機械語の順にまとめておきました。 


A 

—A + B 





ADD 

A, 

B " 

…… 8 0 

A 

< ~A + C 





ADD 

A, 

C •• 

…… 81 

A 

—A + D 





ADD 

A, 

D " 

…… 8 2 

A 

—A + E 





ADD 

A, 

E .. 

……8 3 

A 

< ~A + H 





ADD 

A, 

H 

. 8 4 

A 

—A + L 





ADD 

A, 

L 

. 8 5 

A 

<-A + A 





ADD 

A ， 

A .. 

. 8 7 


レジスタ A に直接数値 
；を加える命令 

記号で表わすと 

A—A + X (X は8ビットの数） 

となります。 X が'16進数2 3のときのアセンブラ言 
語，機械語は 

ADD A , 2 3 H 

. C 6 . 2 3 


となります。 

この命令が，各フラグに与える影響は，レジス 
夕 A と他のレジスタの間の和を求める場合と同じ 
ですから，そこを参照してください。 

レジスタ A とあるメモ U 
一の内容の和を求める命令^ 

これを実行するのに，三つの方法があります。 
一つは， HL レジスタを使う方法，もう一つは， 
IX レジスタを使う方法，そして最後は IY レジ 
スタを使う方法です。 

記号，アセンブラ言語，機械語の順にまとめて 

みましよう。 

A — A+M ( HL ) 

ADD A , ( HL ) . 86 


A — A+M (IX + X ) 

ADD A , (I X + X ) 


DD • 8 6 • X 


A — A+M ( I Y + X ) 

ADD A , (I Y + X ) 



ただし， X は 8 ビットの数値です。 X が16進数 
の A B なら， 

A — A+M ( IX + 0 ABH ) 

ADD A , (I X + OABH ) 

D D • 8 6 • A B 

というふうになります。 

これらの命令が，各フラグに与える命令は，レ 
ジ スタ A と他の レジスタ の和を求める命令の場合 
と同じですので，そこを参照してください。 

\ レジスタ A と他のレジスタ! 
の和にキヤリーの値を加え 

7 

〇叩 - p 


一例を記号で書くと 

A—A+B+CY 

となります。なぜこのような命令があるか，とい 
いますと，たとえば，2組の16ビットの数の和を 
求めるときに便利だからです。それは次のように 
すればよいでしょう。16ビットの数はレジスタ B 
C , レジスタ DE に入っているものとします。 
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① A —C 
© A—A + E 

⑧ C<-A 

④ A<-B 

⑤ A<-A + D + CY 
© B—A 

これは 

BC—BC+DE 

と同じことになります。 

②で二つの下位 8 ビットの和を求めているので 


P / V = 0 


CY :この 演算の結果が8ビットを越える 

とき， CY =1 ，そうでなければ CY =0 

レジスタ A に直接数値を加 
え、それにキヤ 1 J 一の値を 
加える命令 


8ビット以下で表わせる，16進数の数を X とす 
ると，記号は次のようになります。 


すが，その結果，もし8ビットを才ーバーするよ 
うなことがあれば，それは，キャリーフラグ CY . 
に保存されます。③®の命令は CY には 影響を与 
えないことをすでに学びました。したがって，才 
ーバーした1ビットがあれば，⑤で，上位8ビッ 
卜の和を求めるときに一緒に加えておけばよいの 
です。 

このような命令は全部で，7個あります。記号, 
アセンブラ言語，機械語の順でまとめてみましょ 

■3 〇 


A—A+B+CY 

ADC A, B . 8 8 

A—A+C+CY 

ADC A, C . 8 9 

A—A+D+CY 

A D C A, D . 8 A 

A—A+E+CY 

ADC A, E .8 B 

A—A+H+CY 

ADC A, H .8 C 

A—A+L+CY 

ADC A, L .8 D 

A—A+A+CY 

ADC A, A .8 F 


この演算のフラグに与える影響は次の通りです。 
S :この演算の結果，最上位のビット 

(第7ビット）が1ならば ， S = 1, 
そうでなければ ， S = 0 
Z :この演算の結果，すべてのビットが 
ゼロならば ， Z =1,そうでなければ 


A — A+ X+ C Y 

これをアセンブラ言語で書くと 

A DC A, X 

となります。 

機械語は， 

C E • X 


となります。 X が AB なら，アセンブラ言語，機 
械語は 

ADC A, 0 ABH.CE • AB 


となります。 

この命令が各フラグに与える影響は， レジスタ 
A と他の レジスタの 和に C Y の値を加える命令の 
場合と同じですので，そこを参照してください。 


レジスタ A とあるメモ IJ 
一の和にキヤリーの内容を 
加える命令 


この 命令の必要性に ついては， 前のところでお 
わかりだと思います。 この 命令には，三つの種類 
があります。 HL レジスタを使うもの， IX レジ 
スタを使うもの ， I Y レジスタを使うものという 
具合です 。 I X や I Y に加える数は16進数 F と 


して，まとめてみました。 


A—A + M ( HL)+C Y 

ADC A , ( HL ) …… (-8 E 


A—A + M ( I X + 0 F ) 

ADC A , ( I X + 0 FH ) 


DD • 8 E • OF 


Z = 0 

P/V : 正の数どうしの和が負，負の数ど 
うしの和が正と いった 表示になってし 
まう場合 P / V = 1，そうでなければ 


A—A + M ( I Y + 0 F ) 

ADC A ， （ I Y + 0 FH ) 

. FD • 8 E • OF 

この演算の，各種フラグへ与える影響は，レジ 
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スタ A と他のレジスタの和に CY の値を加える場 
合と同じですので，そこを参照してください。 

レジスタ A と他のレジス! 
夕の間の差を求める命令! 

一例を記号で表わしてみましょう。 

A —A- B 

これをアセンブラ言語で表わすと， 

SUB B 

となります。注意してください。 

SUB A , B 

ではありません から。特に引き算の場合は，必ず 
レジスタ A を介して行,なわれます。したがって 
A を省いても，まちがえることはない，というこ 
とで，そうしたのでしょう。 

同類の命令は7個あります。下にまとめておき 
ました。 


A—A-B 

SUB B . 9 0 

A—A-C 

SUB C .91 

A—A-D 

SUB D .9 2 

A<—A — E 

SUB E .9 3 

A—A-H 

SUB H .9 4 

A<—A — L 

SUB L .9 5 

A<—A — A 

SUB A .9 7 


この命令の実行結果が，各フラグへ与える影響 
は次の通りです。 

s :この演算の結果，最上位のビット 

(第7ビット）が1になれば， S = 1, 
そうでなければ ， S = 0 
z : この 演算の結果が ゼロなら ば ， z = 
1,そうでなければ ， z = 0 
P/V :負の数から正の数を引いたときに， 

正の数と同じ表現になってしまったり， 
正の数から，負の数を引いたときに， 
負の数と同じ表現になってしまったと 


きに， P / V = 1,そうでなければ 
P / V = 0 

CY : 8ビットの表わしている数がすべて 

正であるとした場合，つまり， 8ビッ 
卜が10進数で表わせば〇 ~ 255の間の 
数を表わしているものとみなした場合 
に引く方の数が，引かれる方の数より 
大きい場合， CY =1, 
そうでなければ， C Y = 0 

たとえば，次の数値が16進数のとき 
FB-FF — CY = 1 
73-74 — CY= 1 

62-81 — CY= 1 


となります。 


レジスタ A から直接数値 
を引<場合の命令 


16進数で2桁の数を X とすると，記号は次のよ 
うになります。 

A — A - X 


これをアセンブラ言語で表わすと，次のようにな 
ります。 


SUB X 


機械語は， 

D 6 • X 

です。 X が BC なら，アセンブラ言語，機械語は 
次のようになります。 

SUB 0 BCH . D 6 - BC 

この命令が各フラグに与える影響は，レジスタ 
A と他のレジスタの間の差を求める場合と同じで 
すので，そこを参照してください。 
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レジスタ A からあるメモ IJ 
一の内容を引<場合の命令 


この値は⑤に送られ，そこで， A と D の差を求め 
るときに一緒に処理されるというわけです。 

同種の命令は7個あり，まとめると次のように 
なります。 


メモリーのアドレスを指定する方法によって， A — A-B —CY 

三つの種類があります。それぞれ，記号，アセン SBC A , B . 9 8 


ブラ言語，機械語の順でまとめてみましょう。 

A — A-M ( HL ) 

SUB ( HL ) . 9 6 

A — A-M ( I X + 10 ) 

SUB ( I X + 10 H ) 

. D D -96*10 


A — A - C-CY 

SBC A , C .9 9 

A — A - D-CY 

SBC A , D .9 A 

A — A - E-CY 

SBC A , E .9 B 


A — A-M (I Y +10 ) 

SUB ( I Y + 10 H ) 

. FD -96-10 


ここでは ， I X や I Y に加える値を 16 進数の 10 


としてあります。 

この命令の実行結果が，各種フラグに与える影 
響は， レジスタ A と他の レジスタの 間の差を求め 
る場合と同じですから，そこを参照してください。 


レジスタ A と他のレジスタ 
の差からキヤ 1 J 一の値を引 
く場合の命令 


一例を記号で表わしてみましょう。 

A<-A- B- C Y 


この命令も2ヮード以上にまたがる数の引き 
算のときに，重要な役割を果たします。 

たとえば ， B C レジスタ ， D E レジスタに，そ 
れぞれ16ビット以内で表わせる数が入っていると 
きに， 


A — A - H—CY 

SBC A , H . 9 C 

A — A - L-CY 

SBC A , L .9 D 

A—A—A-CY 

SBC A , A .9 F 


この演算が，各フラグに与える影響は，次の通 
りです。 

S :演算の結果，最上位のビット（第7 
ビット）が1ならば ， S =1，そうで 
なければ ， S = 0 

Z :演算の結果，8個のビットすべてが 
ゼロになった場合に ， Z =1,そうで 
なければ ， Z = 0 

p/v :負の数がら正の数を引いたときに， 
結果が正の数と同じ表示になってしま 
ったり，正の数から負の数を引いたと 
きの結果が負の数と同じ表示になって 
しま、ときに， P / V = 1,そうでない 
ときに P / V =0 


BC—BC-DE 

を行なう場合には，次のようにします。 

① A<-C 

® A 一 A-E 

③ C —A 

④ A —B 

⑤ A—A-D-CY 
© B —A 

②の演算で下位 8 ビットの演算をしますが， 

E の方が大きれば，ここで C Y に1がセットされ 
ます。③®において， CY は変化しませんから， 


C Y : A<-A —B —CY の場合，8ビッ 
卜で表わされる数が〇 ~ 255であると 
みなしたときに， AS (B + CY ) な 
ら， C'Y = 1 ， そうでなければ， CY 
= 0 


32 














16 進数で 2 桁の数を X とすると，記号は 

A —A-X-C Y 

となります。アセンブラ言語の方は 

SBC A, X 

となり，機械語は， 

DE • X 

です。 X が7 6なら，アセンブラ言語，機械語は 
次のようになります。 

SBC 7 6 H .DE • 7 6 

この命令が各フラグに与える影響は，レジスタ 
A と他のレジスタの差から， CY の値を引く場合 
と同じですから，そこを参照してください。 


この 命令の役割は， レジスタ 間どうしの引き算 
の場合と同じです。 

メモリーのアドレスを指定する方法のちがいで， 
三つの命令があります。以下まとめてみましょう。 

ただし， IX レジスタ， IY レジスタに加える 
数を16進数の12としてあります。 

A — A-M ( HL ) -C Y 

SBC A , ( HL ) . 9 E 

A — A-M ( I X +12 ) 

SBC A ， （ I X + 12) 

. DD • 9 E •12 


A — A-M ( IY +12 ) 

SBC B , ( I Y + 12 ) 


. FD • 9 E •12 

この演算が，各フラグに与える影響は，レジス 
夕 A と他のレジスタの差から ， C Y の値を引く場 
合と同じですから，そこを参照してください。 

拜稃稃瞇稃拌稃稃稃稃玆稃銶雜銶挞稃玆玆路玆路赭雜稃挞挞稃銶玆稃玆挞稃玆雄路拥将 


ADCt SBG 命令在使った 
テストプログラム 0) 作成 

辦 i 辦 im 辦谢 i 辦辦絲龍谢 i 辦谢 mtmii 辦找辦 i 谢辦谢辦谢辦鮮 

各命令を説明するところでお話しした，2ワー すが，第3 — 1図のようなプログラムを作ってみ 

ドにまたがる数の計算をしてみることにしましよ ました。 

う。 はじめ BC には0 8 01， DE には 0 7 FF が 

BC — BC + DE 入っています。ここで 

という計算を BC — BC+DE 

BC — BC —DE を計算するのですが，プログラムがうまく働らけ 

という計算ができるプログラムを作ってみるので ば， BC は 
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下位 8 ビット 
の計算 


上位8ビット 
の計算 


下位8ビット 
の計算 


上位8ビット 
の計算 


>BC—BC+DE 


> BC—BC-DE 


〈第 3— 1 図》 

A DC, SBC 命令のテストプロ 
グラム 



mCRO GO S. 2 

09 flfiV 73 

face 

< 

丄 





00108 

* 

TEST PROGEan ( RDC, 

SBC ) 



08288 

.ZS8 




0000 ^ 


KG38 

RSEG 






O_0 

ORG 

7_H 





QCC00 

* 




rm 

01 8001 

80S88 


し & 

BC, 381H 

； BOeSOiH 

7D03 

U S；fF 

06730 


LD 

DE, 7FFH 

； DE^87FFH 

7D86 

73 

00880 


LD 

fl,C 

,fl:C 

7D07 

S3 

60580 


ADD 

ft. E 

j fl=fl+E 

7D08 

4F 

01000 


LD 

C,fl 

』 C:fi 

7D89 

-?n 

I O 

811G8 


LD 


，触 

7_ 

Sfl 

81200 


ADC 


,fl^fl+D+CV 

7D8E ； 

47 

01^08 


し D 

B.fl 


7D8C 

ED 43 7D1B 

8I4GQ 


LD 

(flDRD.BC 

,M(fiDRi+l)M(flDRD=BC ： 



01500 

t 




7D1G 

73 

01608 


し D 

fl,C 

,fl 二 C 

7D11 

53 

01708 


SUB 

E 

, fi:fi - E 

1 レ 丄 & 

4F 

81_ 


LD 

し n 

,C-R 

TDi: 

78 

01308 


LD 

fl,B 

/ R-B 

7D14 

3fi 

02388 


SBC 

fl,D 

,fl=R-D-CV 

7D15 

47 

02180 


LD 

e,a 

； E-R 

7D16 

ED 4:: 7D1D 

02208 


LD 

<RDR2), BC 

， M<f<D2+l)M(flDR2)=BC 

7D1R' 

C3 

02300 


RET 


,RETURN 

7D1B 

98 

82498 

RDR1. 

DE ； 

00H 

,M<fiDRi>=8 

7D1C 

88 

82500 


DB 

_ 

, M<flDRi+i)=0 

7D1D 

0G 

02608 

m2 . 

DE 

0OH 

,M(RDR2>^0 

7D1E 

Q0 

02708 


DB 

_ 

； ri(flDR2U>^0 



02080 


END 




《第 3 — 2 図〉第 3— 1 図のフローチャートをアセンブラプログラミングしたもの 
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0 8 0 1 
+ 0 7 FF 

10 0 0 

より，10 0 0になるはずです。これを，メモリ 
一 7 D 1 C と 7 D 1 B に送った後，今度は， 

B C—B C-DE 

を計算します。プログラムが正しければ， BC は 
もとにもどるわけですから，0 8 01になるはず 
です。これをメモリー 7D1E と 7D1D に送り 
ます。以上のことから，結果として 

M( 7 D 1 B)= 0 01 

10 0 0 

M( 7 D 1 C)= 1 0 j 

M( 7 D 1 D)= 01 'l 
, 、 0 8 0 1 
M(7D1E)=08 J 

のようになることが，おわかりだと思います。 


• m ： BEFORE RUN 


N01 

7D80 

01 

N0 2 

7D01 

01 

N0 3 

7D82 

08 

N0 4 

7C€G 

丄 1 

N0 5 

7D04 

FF 

N0 6 

7D85 

87 

N0 7 

7DS6 

79 

NC 3 

7D07 


N0 3 

ァ DOS 

4F 

N018 

7D03 

78 

NO 11 

7_ 

Sfl 

N012 

7D6B 

47 

no 12 

7D0C 

ED 

N014 

7D0D 

42 

N015 

7D8E 

IB 

no 16 

7DGF 

7D 

NO 17 

7D18 

73 

NO IS 

7Dii 

32 

no is 

7D12 

4F 

NO 2Q 

7Di2 

78 

no 2 i 

7D14 

3fl 

ill*! 

NU C.C. 

?D15 

47 

NO 23 

?Di6 

ED 

m 24 

7D17 

AS 

N0 25 

• ?DiS 

ID 

N0 2b 

7D13 

7D 

N0 27 

7D1FI - 

C3 

NCJ 28 

7D1B 

00 

N0 23 

i レ丄し 

0G 

N0 30 

7DiD 

08 

N0 2i 

7D1E 

80 


アセンブラによるプログラム例を 第 3 — 2図に 
あげておきました。注意すべき点等につきまして 
は，ロード命令の■テストプログラムのところを参 
照してください。 

ここでは，シンボルの使い方に注目しておいて 
ください。 

7 D 1 B の代りに ADR 1 
7 D 1 D の代りに ADR 2 

を使っています。アセンブラプログラミング中に 
アドレスが確認できないときに便利な方法です。 

このリストより，直接 Z 80 に機械語を入れ， 
実行したものが， 第 3 — 3図です。ここでは，実 
行前のメモリーの内容と，実行後のメモリーの内 
容が，確認できるようになっています。 


• w . flFFTER RUN 


N0 i 

7D80 

8i 

N0 2 

7D0i 

01 

N0 : 

7002 

08 

m 4 

■二 

il 

N0 5 

7DQ4 

FF 

m e 

7005 

97 

N0 ? 

?m 

73 

N0 S 

?D07 

03 

N0 3 

7DS8 

4F 

N0 18 

7D03 

78 

N0 ii 

7D0R 

Sfl 

N0 12 

7D0E: 

47 

tNC 13 

7D6C ： 

ED 

N0 14 

7D8D 

43 

NC 15 

7D0E 

IB 

N0 16 

7D0F 

?D 

N0 17 

7D18 

79 

N0 18 

7D11 

33 

N0 13 

7D12 

4F 

m 20 

7Di3 

i O 

N0 21 

7D14 

3fi 

N0 22 

7015 

47 

N0 23 

7D16 

ED 

NC 24 

7D17 

43 

m 25 

7D1S 

ID 

N0 26 

7D13 

7D 

N0 27 

7Difi 

C3 

N0 2S 

7D1B 

00 

N0 23 

7D1C 

18 

N0 30 

7D1D 

01 

N0 31 

?D1E 

08 


《第 3 — 3 図》第 3 — 2 図のプログラムをメモリーに書き込み，実行前と実行後の内容の確認をしたもの 
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| レジスタ A と他のレジ 
スタの間の A N D 命令 \ 

一例を記号で表わすと 

A—AAE 

となります。今，レジスタ A , E の各ビットが次 
のようになっていたとします。 

A = 01101011…… ( 6 B ) 
E =01000001 …… (41) 

この場合， A と E の両方で1になっているビット 
は第ゼロビット（最下位ビット）と，第6ビット 
だけです。したがって AAE という演算を行 
なうと，この第ゼロビットと第6ビット以外のビ 
ットはすべてゼロになり， 


Z : 演算の結果，すべてのビットがゼロ 
になれば， Z = l . そうでなければ 
Z = 0 

P/V : 演算の結果，8個のビットの内，1 
になっているビットの数が隅数なら 
P/V = l , そうでなければ， P / V =0 


CY :どのような場合もゼロ 



16進で表わされた数を X とすると 

A—AAX 


ということになります。アセンブラ言語は 

AND X 


01000001 …… ( 41 ) 

となり，これが A に入ります。こういった演算を 
A N D と呼んでいるのです。 

この演算の命令は，数の処理のときにはあまり 
使いませんが，人出力装置に出し入れする各種の 
コードを処理するときには使います。 

同じような命令を，記号，アセンブラ言語，機 
械語の順でまとめておきました。 


A—AAB 

AND B . A0 

A<-A AC 

AND C . A 1 

A—A AD 

AND D . A 2 

A—AAE 

AND E . A3 

A—A AH 

AND H . A 4 

A < — A A L 

AND L . A 5 

A—AAA 

AND A . A 7 


機械語は 

E 6 • X 


となります。 

X が 7 8 なら，アセンブラ言語，機械語は 
次のようになります。 

AND 7 8 H . E 6 . 7 8 


この命令が各フラグに与える影響は，レジスタ 
A と他のレジスタの間での AN D 命令の場合と同 
じですから，そこを参照してください。 


レジスタ A とあるメ 
モ 1 J —間の A N D 命令 


メモリーのアドレスを指定する方法が三つあり 
ます。それぞれ，記号，アセンブラ言語，機械語 
の順でまとめておきます。なお，1父や1丫に加 
える値は，16進数2 3としてあります。 


A — AAM ( HL ) 

AND ( HL ) . A 6 


A—A AM ( I X + 2 3 ) 

AND (IX + 23 H ) 

. DD • A 6 • 2 3 


この演算が，各フラグに与える影響を次にまと 
めてみましよう。特に P / V フラグの変化には注 
意してください。 

S : 演算の結果，最上位のビット（第*7 
ビット）が1ならば， S =1 .そうでな 
ければ S =0 


A—A AM ( I Y + 2 3 ) 

AND (IY + 23 H ) 

. FD • A 6 • 2 3 

これらの命令が各フラグに与える影響は， レジ 
スタ A と他の レジスタの 間の AN D 命令の場合と 
同じですから，そこを参照してください。 
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レジスタ A と他のレジ 
スタ間の0 R 命令 

一例を記号で表わすと 

A—A V D 

となります。今， レジスタ A , D の各ビットが次 
のようになっていたとします。 

A = 01101011…… (6 B) 
D=10000001 …… (8 1) 

ここで A—AVD を実行すると， A は 
A= 11101011…… (EB) 

となります。レジスタ A ， D でともに ゼロに なっ 
ているビットは第 2 ビットと第 4 ビットの二つで 
す。したがって，この二つを除いたビットをすべ 
て1にします。これを，レジスタ A に入れるので 
すから，上のようになるわけです。 OR 命令はこの 
ような命令なのです。 

AND 命令と同じように，人出装置に出し入れ 
するコードの処理などによく用います。 

この命令は全部で 7 個あり，それは次のように 
なります。 

A—AVB 

OR B . B0 

A <~ A V C 

OR C . B 1 

A—A VD 

OR D . B 2 

A<—A V E 

OR E . B 3 

A<-A V H 

OR H . B 4 

A *~A V L 

OR L . B 5 


Z = l ， そうでなければ ， z = o 
P/V :この演算の結果， A レジスタの8個 
のビットの内，1になっているビット 
の数が，偶数ならば， P / V = l ， そう 
でなければ， P / V =0 
CY : どのような場合も CY = 0 

レジスタ A と直接数 f 直 
との0 R をとる命令 

16進数2桁の数を X とすると，記号は次のよう 
になります。 

A<-A VX 

アセンブラ言語では， 

OR X 

です。機械語は 

F 6 • X 

です。 X が3 4ならば，アセンブラ言語，機械語 
は 

OR 3 4 H . F 6 • 3 4 

となります。 

この命令が各フラグに与える影響は，レジスタ 
A と，他のレジスタの間での OR を求める場合と 
同じですので，そこを参照してください。 

レジスタ A とあるメモ IJ 
—の間で OR をとる命令 I 

メモリーのアドレスを指定する方法のちがいに 
よって，三つの種類があります。以下にまとめて 
みますが， IX や IY に加える数は，ここでは， 

16進数 AB としておきます。 


A<-A VM(H L) 
OR (H L) 


B 6 


A<-AV A 

OR A . B 7 

これらの命令が，各フラグに与える影響は，次 
の通りです。 

S : この演算の結果， A レジスタの第 7 
ビット（最上位ビット）が1ならば， 

S =1,そうでなければ ， S = 0 
Z : この演算の結果， A レジスタのすべ 

てのビットがゼロになった場合に， 


A—AVM( I X + AB) 

OR ( IX+ 0 ABH) 

.DD • B 6 • AB 

A<-AV M( I Y + A B) 

OR (I Y + 0 ABH) 

.FD ■ B 6 • A B 


これらの命令が，各フラグに与える影響は，レ 
ジスタ A と他のレジスタの0 R をとる場合と同じ 
ですので，そ4を参照してください。 
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レジスタ A と他のレジスタ 
の間の排他的論理和 
〔 ExclusiveOr 〕 をとる命令 

一例を記号で書くと 
A<-A VB 

となります。今， レジスタ A , レジスタ B が次の 
ようなビットの立ち方をしている場合， 

A = 10110 0 0 0 •"… （B 0) 
B =0110000 0…… (6 0) 

この A—AVB を実 ff した後 A は次のよう 
になります。 

A = 11010 0 0 0 .( DO ) 

この命令は， レジスタ A , B の対応するビット 
が，同じたち方をしている場合に，そのビットを 
ゼロにして，他は1にするというものなのです。 
この場合， レジスタ A , B の第0，1, 2，3ビ 
ットはともにゼロですし，第5ビットはともに1 
ですから，これらのビットがゼロになり，他は1 
になるわけです。したがって， レジスタ A の内容 
は上に書いたようになるわけです。 

この種の命令は7個あり，記号，アセンブラ言 
語，機械語の順でまとめると次のようになります。 
A«-A VB 

XOR B . A 8 

B<-A VC 

XOR C . A 9 

A—AVD 

XOR D . AA 

A<-A VE 

XOR E . AB 


A<-A VH 

XOR H . AC 

A—AVL 

XOR L . AD 

A<-A V A 

XOR A . A F 


レジスタ A の内容をクリアしたいときに 

XOR A (A 一 AVA> 

をよく使います。 

LD A, OH (A —0) 

は 2 ワードにまたがる命令ですが，上の命令は1 
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ワードですむからです。 

さて，この命令が各フラグに与える影響につい 
てまとめましょう。それは次のようになります。 

S :この演算の結果，レジスタ A の最上 
位ビット（第 7 ビット）が 1 ならば， 

S = l , そうでなければ， s = o 
Z : この演算の結果，レジスタ A のすベ 
てのビットがゼロになれば ， Z =1， 
そうでなければ z=o 
P/V :この演算の結果，レジスタ A の 8 個 
のビットの内，1になったビットの数 
が偶数なら， p / v = 1 ,そうでなけれ 
ば P/V= 0 


CY : どのようた場合でも CY =0 


レジスタ A と直接数値との 
排他的論理和を求める命令 


16進数2桁の数を X とすると，記号は次のよう 
になります。 


A<-AV X 


アセンブラ言語の方は 

XOR X 


です。機械語は 

E E • X 


です。 X が FF なら，アセンブラ言語，機械語は 
次のようになります。 

XOR 0 FFH.EE _ FF 


この命令が，各フラグに与える影響は， レジス 
夕間の場合と同じです_で，そこを参照してくだ 


レジスタ A と，あるメモ IJ 
一の間の排他的論理和をと 

〇叩 "P 


メモリーのアドレスを指定する方法のちがいで， 
3種類の命令があります。以下まとめてみますが 
I X や I Y に加える数値は，16進数，7 8として 


おきます。 


A — AVM ( HL ) 

XOR ( HL ) . AE 

A—AVM ( I X + 7 8) 















XOR ( IX +78 H ) . FD • AE • 7 8 

. DD . AE .78 これらの命令が，各フラグに与える影響は，レ 

A — AVM ( IY +7 8) ジ スタ間で，排他的論理和をとる場合と同じです 

XOR ( IY +78 H ) から，そこを参照してください。 

ANDft 令, OR 命令 ， XOR 

翁令のテストプログラムの 
作成 

辦辦辦辦辦觀辦 ㈣ 辦辦淑燃辦辦辦辦辦辦縱谢絲辦灌觀辦 

AND ， OR , XOR の 各命令で， レジスタ A 
のビットが，どのように変わるのかを見るために 
第 3 — 4図に示したフローチャートを考えてみま 
した。 第 3 — 4図を見ればわかると思いますが， 

プログラムがうまく働けば，実行後 
M(ADR 1 )=8 3 
M(ADR 2 )=E 7 
M(ADR 3)=18 
となるはずです。 

第 3—5図のように，アセンブラプ ログ ラミン 
グして実際のアドレスを割りつけてみると 
ADR 1= 7 D 12 
ADR 2=7 D 1 3 
ADR 3=7 D 1 4 
である>ことがわかります。 

これらをもとに，機械語をメモリーに入れ，実 
行前と実行後のメモリーの内容を比較したものが， 

第 3 — 5図です。 

予定通り 

M ( 7 D 12 )= 8 3 
M ( 7 D 13 ) = E 7 
M ( 7 D 14 )= 18 

になっていることがわかります。 

《第 3 — 4 図》 AND, OR, XOR の 
テストプログラム 


② 


③ 


⑥ 


⑦ 


⑧ 



10101111 
八 )_ 11000 on _ 

10000011…… 83—M(ADR1) 

10000011 
V)11100111 

11100111…… E7->M(ADR2) 

11100111 
V ) 11111111— 

000110 0 0 …… 18—M(ADR3) 
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NO i 

?m 

3E 

NO 2 

7D81 

flF 

NO 3 

7 & 82 

E6 

NO 4 

7003 

C3 

NO 5 

7D84 

22 

K0 6 

7085 

12 

NO 7 

7 m 

7D 

NO 8 

7D87 

F6 

NO 3 

7D08 

E7 

NO18 

7D83 

22 

NO11 

7D0R 

13 

W 12 

7D0B 

7D 

NO12 

7D8C 

EE 

NO14 

7 _ 

FF 

m 15 

7DQE 

32 

NO16 

7D8F 

14 

NO17 

7D10 

7D 

NO18 

7Dii 

C9 

NO13 

7D12 

83 

?40 20 

7D13 

E7 

no 21 

7D14 

18 


UO 1 
NO 2 
NO S 
NO 4 
NO 5 
NO 6 
NO 7 
NO 8 
NO 3 
m 10 

NO il 

NO12 
NO13 

m 14 
NO15 
NO16 

NO17 
NO IS 
NO19 
NO 20 
NO 21 


《第 3 —6 図》第 3 —5 図の機械語をメモリーに入れ、実行前と実行後のメモリー 
の内容を比較したもの 

前にお話ししました。その命令があれば，ここで 
とりあげる命令は不必要なのではないか，と思わ 
れるかもしれません。しかし，レジスタの内容に 
1を加えるという命令は，意外と多く使うのです 3 
それがどのレジスタであっても1ワード命令でか 
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レジスタの内容に1を 
加える命令 

レジスタ A の 内容に直接，数を加える命令を， 


nRCRO- 8813 03-mV-79 PfiGE i 




80100 

j 

TEST PROGRfiK ( fifiD, OR, 




08209 

.ZS8 




8808, 


00388 

flSEG 






00408 

CRG 

7D_ 





08580 

i 




7D09 

2E RF 

00603 


LD 

fi, 10101 iilB 

;fl=fiF (BINARY leiOliil) 

7D82 

E6 C2 

08708 


RND 

1168801 IB 

； r=< fl m 11080611 ) 

7DQ4 

12 7D12 

03368 


し D 

(mihfi 

; M(fiDRi)=R . 

7097 

F6 E? 

00368 


OR 

mmiiiB 

> fi=( fi OR 11100111 ) 

7D89 

22 7D13 

61000 


LD 

(fiDR2),fl 

i H(RDR2)=fi 

7D0C 

EE FF 

01100 


X0R 

iiliiliiB 

;fi=( fi X0R ilililil ) 

7D0E 

32 7D14 

81280 


LD 

(RDR2), fl 

> H(RDR3):fl 

7Dii 

C5 

01383 


RET 


i RETURN 

7C42 

08 

01480 

RDR1: 

DB 

0OH 

, M(fiDRi)=0 

7013 

83 

01508 

RDR2: 

DB 

60H 

i M(RDR2〉:0 

7D14 

68 

81608 

Fim ： 

DB 

m 

; M(ftDF3):8 



61708 


END 




《第 3 — 5 図》第 3 — 4 図のフローチャートをアセンブラプログラミングしたもの 


本 + BEFORE RUK 料 RFFTER RUN 
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TDmTDmTixFDrTDrDTDiprDrDr&TIXrFDTIXJrDrDTC'rDTD 







たずくのは，かなり助かるのです。それと，もう 
一つ，レジスタ A の内容に数値を加えるのとは， 
ちがう結果をもたらすことがあります。それは， 
この命令が，キャリーフラグに影響を及ぼさない 
点です。この点には注意しておいてください 3 
この種の命令は 7 個あります 3 下にまとめてみ 
ましよう。 


B — B + 1 

INC B . 0 4 

C — C + 1 

INC C . 0 C 

D — D + 1 

INC D ..14 

E < — E + 1 

INC E .1 C 

H — H + 1 

INC H .2 4 

L—L+ 1 

INC L .2 C 

A — A + 1 

INC A .3 C 


これらの命令が，各種フラグに与える影響を次 
にまとめておきましよう。 

S :演算の結果，指定したレジスタの最上 
位のビットが1であれば ， S =1，そう 
でなければ ， s = o 

Z :演算の結果，指定したレジスタのすべ 
てのビットがゼロならば， Z = l ， そ 
うでなければ ， z = 0 

P/V :演算を実行する前に，指定した レジス 
夕が16進数 7 F であった場合に， 

P / V 二1，そうでなければ， P / V = 0 

c Y : 影響をうけない（つまり，前の値のま 
ま） 

あるメモリーの内容に ( 
1を加える命令 ( 

メモリーのアドレスを指定する方法が三つあり 
ます 。 H L レジスタを使うやり方，インデックス 
レジスタ IX ， IY を使うやり方です。記号，ア 
センブラ言語，機械語の順にまとめると，次のよ 
うになります。 


M ( HL ) — M ( HL ) + 1 

INC ( HL ) .3 4 

M ( IX +0 AB ) — M ( IX +0 AB ) +1 
INC (I X +0 ABH ) 

. DD • 3 4 • A B 

M ( IY +0 AB ) — M ( IX +0 AB ) +1 
INC ( I Y +0 ABH ) 

. FD • 3 4 • A B 

ただし，インデックス レジスタ I X ， I Y に力!] 
える数値を，上の場合，16進数 ， A B にしであり 
ます。 

これらの命令が，各フラグに与える影響は，レ 
ジスタの 内容に1を加える命令の場合と同じで 
す。そこでノ指定した レジスタ" とあるところを， 
''指定したメモリー"と直せばよいわけです。 



各 レジスタの 内容から1を引く命令が用意され 
ています。記号，アセンブラ言語，機械語の順に 
まとめてみましよう。 


B ^~ B —1 

DEC B . 0 5 

C—C- 1 

DEC C . 0 D 

D —D — 1 

DEC D .15 

E—E-1 

DEC E . ID 

H—H-1 

DEC H .2 5 

L <- L -1 

DEC L .2 D 

A<—A — 1 

DEC A .3 D 


これらの命令が，各フラグに与える影響は次の 
通リです。 P / V と，特に CY には注意してくださ 

い 〇 

S : 演算の後，指定した レジスタの 第 7 
ビット（最上位ビット）が1であれば 
S = l ， そうでなければ ， S = 0 
Z : 演算の後，指定した レジスタの すべ 
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てのビットかゼロならば， Z = l , そ 
うでなければ ， z = o 

P/V :演算を行なう前に，指定したレジス 
夕の内容が16進で8 0ならば， P/V = 
1，そうでなければ， P / V = 0 
CY :どのような場合も影響をうけない。 
つまり，前の値を保つ 


ものとして，下に，記号，アセンブラ言語，機械 

語の順でまとめてみましよう。 

M ( HL ) <- M(H L )- 1 

DEC ( HL ) .3 5 

M ( I X ) — M ( 1 X )-1 
DEC ( I X + 0 H ) 

. D D -35.00 


あるメモリーの内容か 
ら1を引<命令 

メモリーのアドレスを指定する方法が三つあり 
ます。 HL レジスタを用いる場合と，インデック 
スレジスタ IX ， I Y を用いる場合とです。イン 
デックスレジスタを使う場合には，何も加えない 

拥玆雜玆玆昶銶雜挞玆稃稃挞拜路路路玆稃玆雜玆縣玆 it 雜玆稃挞銶路路稃拌雜稃玆玆鉢 


M ( I X ) <- M ( I Y )- 1 
DEC ( I Y + 0 H ) 

. FD -35-00 

これらの命令が，各フラグに与える影響は，レ 
ジスタの内容から1を引く場合と同じです。そこ 
の、'指定したレジスタの"の文を ''指定したメモ 
リーの"と読みかえて，理解してください。 


I NC , DEC 命令在使った 
テストプロクラムの作成 


鉢玆稃銶銶玆玆銶瞇銶路雜雜拌銶玆雜稃玆玆玆稃雜銶玆玆路銶銶銶銶路玆玆貉銶銶路器 


INC , DEC 命令は特にむずかしい命令では 
あリませんが，一応テストプログラムを作ってみ 
ました。第3 — 7図がそのフローチャートです。 

H L レジスタの L から1ずつ引いて，レジスタ A 
からレジスタ E までの内容を人れるメモリーのア 
ドレスを1ずつ小さくしています。 

■ レジスタ A からレジスタ E までは，1から1ず 
つ大きな数が作られていきます， 

実行後は， 

M (ADR —4) = 5 
M ( A . DR -3) = 4 
M ( ADR - 2 ) =3 
M ( ADR - 1 )=2 
M ( ADR )=1 


となるはずです， 

第 3 — 8 図は，第3 — 7図のフローチャートを 
もとに，アセンブラプログラミングしたものです。 
注意すべき点は，アドレス7 D 0 2 の 

7 D 0 2 21 7 D 1 B 

をメモリーに卉き込む場合，実際には 

21 • 1 B • 7 D 

とする点です。 

それと，シンボル ， ADR の使い方に注意し 
てください。 

D B は，ディファイン.バイトで，直接メモリ 
一に数値を:, 1 f き込むときに用いるものです。 

第 3 — 9図は，第3 — 8図から得られた機械語 
を，直接メモリーに宵き込み，このプログラムを 
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実行す る 前と，実行後の メモリーの 内容を比較し たものです。 


《第 3 — 7 図》 

I NC 、 DEC 命令のテスト 
プログラム 
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7Difl 

08 

32580 


DD 

80H , 


7D1B 

00 

0S8S8 

Huh. 

DE 

m\ .• 

tl 職 >:0 



tCiOO 


EX.‘ 
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林 BEFORE RUN 


林 fiFFTER RUN 


no 1 

7000 


no 2 

7D01 

81 

»C 2 

7D02 

21 

NO 4 

7m 

IB 

NO 5 

7D04 

7D 

NO S 

7D85 

77 

NO 7 

7D0G 


NO 3 

7D87 

84 

NO 3 

7D03 

2D 

m 10 

7D03 

70 

NO ii 

漏 

48 

NO12 

7D0E 

0C 

NO 12 

7D0C 

2D 

NO14 

7DOD 

71 

NO15 

7DGE 

5i 

NO16 

7D0F 

丄 4 

NO17 

7D10 

2D 

NO13 

7Dli 

，へ 

NO13 

-» r . i n 
\OltL 

5fl 

no 20 

7Di: 

1C 

m 2i 

7D14 

2D 

NO 22 

7D15 

7 孓 

NO 23 

TDib 

C3 

NO 24 

7D17 

08 

NO 25 

-»r- * n 
i レ ±0 

00 

NO 26 

7013 

08 

NO 27 

?Dlfi 

88 

NO 28 

7D1E ； 

60 


NO i 
NO 2 
NO 3 

如 4 

NO 5 
NO 6 
,N0 7 
HO 8 
NC 3 
NO10 
NO ii 
NO i2 

no n 

WO14 
?4015 
NO i6 
m 17 

如 iS 

NO13 
. N 0 20 
NO 21 
NO 22 
WO 2: 
HO 24 
NO 25 
NO 26 
NG 27 
NO 28 


7D0O 

TKll 

7DC2 

7D0 ： 

7D84 

7D05 

7D06 

7D07 

7D03 

7D0R 

7D0B 

7D0C 

7D0& 

7D0E 

7&8F 

7D16 

7Dii 

7Di2 

*T.、< **. 

I し 

-»r < 4 

i レ丄， 

7D13 

7Dib 

7017 

7D13 

?[)i3 

7DiR 

7D1E 


: E 
31 
21 
IB 
7 D 
11 
47 

84 
2D 
78 
4S 
OC 
2D 
71 
Si 
14 
2D 

I cl 

3 fi 

1C 

2D 

C：3 

85 
84 
83 
02 
Oi 


《3 — 9 図》第 3 — 8 図のプログラムをもとに，メモリーに機械語を入れ，実行前と実行後の 
メモリーの内容を比較したもの 
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I Y —I Y + 
ADD 


DD • 2 9 

DD • 3 9 
FD • 09 
FD •19 
FD • 2 9 
FD • 3 9 


DD • 09 


これらの命令で，特に注意しなければいけない 
点があります。フラグへの影響です。8ビットの 
場合とは異なるからです。以下，それをまとめて 
みましよう。 

S :どんな場合にも影響をうけず，前の 
値を保持する 

Z :どんな場合にも影響をうけず，前の 


I X—I X + DE 

ADD I X， DE . DD • 19 


8ビットの演算命令ほど多くはありませんが， 
アドレスを指定したり，変化させたりする場合に 
必要なものを中心にして，いくらかの命令があり 
ます。 

レジスタペアど*5しの 
足し算 

一例を記号で表わしてみましよう。 

HL — HL+DE 

16進4桁の数どうしの足し算がこれでできます。 
同じような命令は，全部で12個あります。次に 
記号，アセンブラ言語，機械語の順にまとめてみ 
4 し上つ〇 

HL — HL+BC 

ADD HL , BC . 09 

HL — HL+DE 

ADD HL , DE .19 

HL — HL+HL 

ADD HL , HL .2 9 

HL — HL+SP 

ADD HL , SP .3 9 


iiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiii 111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 iiiy 

圍 圍 

圍 l 

= = 

= = 

| 4 IB ビットの 

= = 

9 置命余 

m 異明， 

I I 

II 

詈 圍 

= 賺 

111111111111111111111111111111111111111II!1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 IIIH 


P 

S 

p Y, 
S I 


X 


P 

S 


C 

B 


E 

D 


Y 


XX p X CYEY YY 
n I s _1 f I c _1 II 
+ + + + + 

X D X D YD YD YD 
ID ID ID ID ID 
iA iA iA iA 1A 
X X Y Y Y 


c 

B 

c X 
B I 

+ 

X D 
ID 
i A 
X 
I 
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HL —HL-S P-CY 

SBC HL，S P.ED • 7 2 

この 命令が，各フラグに与える影響は，1ワー 
ド単位の SBC 命令と同じです。以下まとめてお 
きましょう。 

S :演算の後， レジスタペア HL の 最上 
位ビット（レジスタ H の第 7 ビット） 
が1ならば， S = l ， そうでなければ 

S= 0 

Z : 演算の後， レジスタペア HL の 16 個 
の ビットすべてがゼロならば ， Z =1， 
そうでなければ， Z = 0 
P/V : 16 ビットで正負を考慮した上で，引 
き算をした場合，正負，それぞれの場 
合で才ーバーフローを起こしたときに 
P / V = 1，そうでなければ p / v = 0 
CY : 二つの 16 ビットの数が，すべて正の 
数を表わしているとみなした場合，引 
く方の数が HL の内容より大きい場合 
に， CY =1， そうでない場合に CY 
= 0 


HL—HL-DE-CY 

SBC H L，DE.E D _ 5 2 


:う場合，越えた分を CY が表す 


レジスタペアどろしの差か 
らキヤ ij 一の値を引く場合 

の □ 口 -p 



この 命令は， 3 ワード，あるいは 4 ワード以上 
にまたがる数値どうしの差を求める場合や，正負 
を考慮した上での 16 ビットどうしの差を求める場 
合に，かなりの力を発揮する命令です。 

全部で4種類あります。以下，記号，アセンブ 
ラ言語，機械語の順でまとめてみましよう。 


値を保持する 

P / V ： どんな場合にも影響をうけず，前の 
値を保持する 

CY: 演算の結果が， 16 ビットで表わせ 

なかった場合に， CY= 1, そうでな 
ければ， C Y= 0 

レジスタペアどろしの和に 
キヤ 1 J 一の値を加える場合 
!の命令 

これは， 3 ワード，あるいは 4 ワード以上にま 
たがる数値の和を求める場合や，正負を考慮した 
上で16ビットどうしの和を求める場合にかなり 
の力を発揮します。考え方は，1ワード単位での 
A DC 命令と同じです。 

これらの命令は，全部で 4 個あります。記号， 
アセンブラ言語，機械語の順でまとめると，次の 
ようになります。 


HL—HL+BC+CY 

ADC HL, BC .E D • 4 A 

HL—HL+DE+CY 

ADC HL, DE .ED • 5 A 

HL—HL+HL+CY 

ADC HL, HL .E D • 6 A 

HL—HL+SP+CY 

ADC HL, S P .ED • 7 A 


これらの命令が各フラグに与える影響は，先の 
レジスタペアの場合の ADD 命令とは異なり， 8 
ビットの場合の ADC, または ADD 命令の場合 
と同じです。以下まとめてみましょう。 

S :演算の後，レジスタペア HL の最上 
位ビット（レジスタ H の第7ビット） 
が1ならば ， S = 1,そうでなければ 
S= 0 

Z : 演算の後， HL レジスタの 16 個のビ 
ットすべてが ゼロの 場合， Z = l , そ 
うでなければ， z = 0 

P / V ： 16ビットで表わされた正負の数の演 
算において，実際表示との正負が異な 
ってしまう場合に， p / v = 1 ,そうで 
ない場合に P/V= 0 

CY : 演算の結果が，16ビットを越えてし 


2 

6 

D 

E 


Y L 
c H 
_ ， 
L L 


LC 
H B 
<—S 
L 
H 


2 

4 

D 

E 


Y C 
c B 

_ ， 
c L 


L C 
H B 
<—S 
L 
H 
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レジスタベアの内容に 1 レジスタペアの内容か 

を加える命令 ら1を引く命令 


指定するアドレスを1ずつ変えていくときに便 
利です。また，この命令は，各種フラグに全く影 
響を与えません。 

全部で6種類の命令があります。以下，記号， 
アセンブラ言語，機械語の順でまとめてみましょ 
う。 


B C—B C + 1 


INC 

BC . 

.0 3 



DE — DE + 1 




I NC 

DE . 

.13 



HL — HL + 

1 




INC 

HL . 

.2 3 



S P — S P + 

1 




I NC 

S P . 

.3 3 



I X— I x + 

1 




INC 

IX . 

. DD • 

2 

3 

I Y — I Y + 1 




I NC 

I Y . 

. FD • 

2 

3 


この 命令は，指定するアドレスを1ずつ変えて 
いく場合に便利です。各種フラグにも影響を与え 
ないので，使い方によっては，かなり便利です。 

全部で6個の命令がありますが，下に記号，ア 
センブラ言語，機械語の順でまとめておきました。 


B C 

—B 

C- 

-1 







DE 

C 

B 

C . 

.0 

B 



DE 

—DE- 

- 1 







DE 

C 

DE . 

.1 

B 



HL 

— H 

L- 

-1 







DE 

C 

HL . 

.2 

B 



S P 

—S 

P- 

-1 







DE 

C 

S 

p . 

. 3 

B 



IX 

—I 

X- 

-1 







DE 

C 

I 

X . 

.D 

D - 

2 

B 

I Y 

—I 

Y- 

-1 







DE 

C 

I 

Y . 

.FD • 

2 

B 


路稃籾稃雜路雜玆拌路銶銶銶雜玆銶玆雜銶稃銶玆路玆稃挞稃銶鉢趑路玆玆銶雜路路篇 


レジスタペア 

ADC , SBC 命令在使った 

テストプロクラムの作成 


路雜稃拌拌玆昶路銶雜玆稃雜路雜路銶路銶雜玆玆辞銶拥稃玆稃跺雜銶稃稃玆雜路雜路 

第4一 1図にそのフローチャートを示しておき HL — HL-DE 


ましたが， 4ワードにまたがる数値どうしの和と 
差を求めてみましょう。考え方は，1ワード単位 
における A DC , S BC 命令のところでお話しし 
た，2ワードにまたがる数値どうしの和と差の求 
め方の場合と同じです。 

ここで注意すべき点は， Z 8 0 に 


という命令がない，という点です。したがって， 
実際には，キャリーを ゼロに した後で 

HL — HL - DE-CY 

を実行することになります。キャリーをゼロにす 
る方法は，何通りかあります0たとえば，論理演 
算の命令を実行すると，キャリーはどんな場合で 
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M(K + 3)M(K+2)M(K + l)M(K) 

—M (K+3)M(K + 2)M(K+l)M(K) + BCDE 
M(N+3)M(N+2)M(N + l)M(N) 

<-M(K + 3)M(K + 2)M(K+ l)M(K)-BCDE 



M(K + 3)M(K + 2)M(K + l)M(K) 

> —M(K + 3)M(K + 2)M(K + l)M(K) 

+ BCDE 


I M(N + 3)M(N+2)M(N + 1)M(N) 

> —M(K + 3)M(K + 2)M(K + l)M(K) 

-BCDE 


注 . この命令はないので， CY=0 とした 
後， HL—HL—DE—CY 命令を用いる。 


《第4一 1図》 

レジスタペアにおける 
A DC, SBC 命令を使 

つたテストプログラム 


もゼロになることを前にお話ししました。 ば，これは 7 D 27 に2を加えたときの値， 7 D 29 


そこで，ここでは 

A—A V A 


に対応するという点です。同じようにして ， N + 
2は7 D 2 D に対応しています。 


を使ってみることにしましょう。 
さて， BCDE は 
BCDE =0 EFFFFFFF 


OEFFFFFFF 
+ ) 0 0 0 0 0 0 01 

F 0000000 


メモリ ー M ( K +3) M ( K +2) M ( K +1) 
M ( K ) には00000001 

が人るようにして，アセンブラプログラミングし 
てみました。それが第4 _ 2図です。 

ここでは，シンボル K ， N の使い方，また， K ， 
N を定義した場合に K + 2， N +2などの使い方 
のできる点に注意してください。 

つまり，シンボル K はアドレス7 D 27 に，シン 
ボル N はアドレス7 D 2 B に対応しています。こ 
のとき，アセンブラ言語を使用中に K + 2を使え 


ですから，プログラム実行後は， 

M (7 D 27) = 00 
M (7 D 28) = 00 
M (7 D 29)=00 
M ( 7 D 2 A ) = F 0 

となるはずですし，引き算のほうでは 

0 F 0000000 
—) OEFFFFFFF 

00000001 
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ですから 




繼〇 -30 3 

03-rifiV-79 

PRGE 

1 






00108 

} 

TEST PROGRffi ( 恥 C H し 

SBC HL ) 



00200 

.ZS8 





_er 


8CG08 

RSEG 







•30408 

ORG 

7D86H 






80500 

t 





7DO0 

81 EFFF 

80608 


LD 

BC.0EFFFH 

f 

BC=EFFF 

?mi 

ii FFFF 

88708 


LD 

DE, 0FFFFH 

i 

DE 二 FFFF 

7D8S 

2R 7D27 

80800 


LD 

H し （ K> 

JI 

HL=M(K+l)t1<K> 

7D03 

13 

88908 


RDD 

HLDE 

I 

HL=HLrDE 

7D0fl 

22 7D27 

01808 


LD 

(K),HL 

) 

«<K+1)H<K)=HL 

7D8D 

2fl 7D25 

81100 


し！） 

<K+2) 

/ 

HL=(1<K+3>M(K+2) 

7D16 

ED 4fl 

81200 


RDC 

H し BC 


HL=HL+BC+CV 

7D12 

22 7D23 

01200 


LD 

(K+2), HL 

t 

«<K+3)M<K+2)=H 



81480 

> 





7D15 

2fl 7D27 

01500 


LD 

H し （ K) 

} 

HL=MCK+i)M<K) 

7D18 

ftF 

01000 


XOR 

fl 

} 

CY=8 

7D19 

ED 52 

01700 


SBC 

HLDE 

i 

HL=HL-DE-CV 

7D1B 

c-d » OcLD 

01880 


し C* 

<N),HL 

t 

H<N+1)I1<N)=HL 

7D1E 

2fl 7D29 

01383 


じ > 

H し (K+2) 

> 

HL=M(K+3)M(K+2) 

7D21 

ED 42 

02800 


SBC 

H し BC 

i 

HL 二 HL-BOCV 

7D2] 

22 7D2D 

02180 


LD 

¢N+2), HL 

> 

M(H+S)f1(N+2)=HL 

7D26 

C5 

82208 


RET 


t 

RETURN 


01 

02:00 

K. 

DB 

01H 

t 

H(K>=0i 

7D28 

80 

82488 


DB 

_ 

t 

H<K+1)=00 

7D23 

86 

02500 


DB 

00H 

r 

■+2)=00 

7D2fi 

88 

02600 


DB 

08H 

t 

M<K+3>=00 

7D2B 

00 

02780 

N. 

DB 

00H 

t 

ri ⑻ =00 

7D2C 

88 

82880 


DB 

80H 

t 

ri(N+i >: 的 

7D2D 

00 

82360 


DB 

_ 

t 

M(N+2)=80 

7 D 2 E 

08 

82068 


DB 

80H 

t 

M(N+3)=80 



83160 


END 





《第 4 — 2 図》第 4 — 1 図の フローチャー トをもとにアセンブラ プロ グラミングしたもの 

M( 7 D 2 B) = 01 
M( 7 D 2 C)= 0 0 
M( 7 D 2 D) = 0 0 
M(7D2E)=00 

となるはずです。 

機械語を直接メモリーに書き込み，実行前と実 
行後のメモリーの内容の比較を行なったものが第 
4 — 3 図，第 4 — 4 図です。期待どうりの値にな 
つています。 
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NO i 
NO 2 

m 2 

NO 4 
no 5 
NO 6 

no ? 

NO 3 
m 3 
NO18 
WO li 
NO 丄 2 

wr» 

1*0 JL_' 

NO14 
m is 
NO if . 
no 17 
NO13 
NO13 
NO 20 

no a 

如 22 
NO 23 
NO 24 
UO 25 
MO 26 


7 

28 

23 

:e 

21 


NO 
NO 
NO 
NO 
NO 
NO 32 
NO ：： 
NO 24 
NO : .5 
NO 2€ 
m 37 
m 33 
NO 33 
MO 48 
NG 41 
NO 42 
NO 4 ： 
NO 44 
NO 45 
NO 4G 
NO 47 


7D08 

7D0i 

7D02 

7D03 

7D84 

T^i-wr 

i i / b-j 

7[>86 

7D37 

7DCS 

7 D 03 

?:m 

7D0E 

7D8C 

7D0D 

7D0E 

7D8F 

7Di8 

7Dii 

7D12 

7 D 12 

7D14 

7D13 

i 以 b 

7Di7 

7D1S 

7Di3 

7D1R 

7D1B 

7D1C 

7D1D 

7D1E 

7DiF 

7D28 

7D2I 

7D22 

I 

7D24 

7D25 

7D26 

7027 

7D2S 

7D23 

7D2R 

7D2B 

7D2C 

7D2D 

7D2E 


叫 BEFORE RUN 

NO1 

7_ 

NO 2 

7DQ1 

HO ^ 

7D82 

m 4 

7D03 

NO 5 

7DQ4 

NO 6 

?m 

NO 7 

7D06 

NO 8 

7DQ7 

m 3 

7D0S 

NO10 

7003 

NO11 

7D0fi 

NO 12 

7D0B 

NO13 

7DCC 

m 14 

7D0D 

NO15 

7DGE 

NO16 

7D8F 

NO17 

7D10 

NO18 

7D11 

NO13 

7D12 

NO 20 

7Di: 

NO 21 

7D14 

NO 22 

7D15 

NO 2 ： 

7D16 

NO 24 

Tv* ， 
1 L>Jli 

NO 25 

7D18 

NO 26 

7D13 

NO 27 

7D1B 

NO 28 

7D1B 

NO 29 

7D1C ： 

UO 30 

7DiD 

NO 21 

7D1E 

NO 32 

7D1F 

NO 22 

7D28 

NC 34 

7D2i 

NO 35 

7D22 

NC 36 


HO 37 

7D24 

NO 33 

7D25 

NO 13 

7D26 

NO 40 

7D27 

m 41 

-•r.^vri 

« Oc-O 

NO 42 

7D29 

m 4 ： 

7D2FI 

NO 44 

702B 

NO 45 

7D2C 

NO 46 

7D2D 

NO 47 

7D2E 


《第 4 — 4 図》第 4 — 3 図のプログラムを実行 
した後のメモリーの内容 


林 fFFTER mi 


《第 4 — 3 図》第 4_2 図のプログラムを直接 
メモリーに害き込んだもの 


8iFr EF liFrFF2a277Di3 22 277D 2fl 23 r 7D ED 4fl 22 237D 2a 277D flrED 52 22 2E 7D 2fl 23 7DED 42 £2 2D7D s o0 0 o 80 F9 8i 000 e tt0 


81 FFEFiiFFFF 2fl£77D132227?c2B '23 7D ED 4fl2229 7D 2fl277D ftF ED 52222B 7D 2fl 23 7I) ED 42 222D7D c.3 018e9og88 s0 8G08 
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ここでは， レジスタ A の値と，他の レジスタ， 
またはメモリー内の値との大小関係等の比較を 
行なう命令と，各フラグの状態を調べ，それに従 
って ジャンプ する命令とをとりあげます。 



の差をとってみることです。 

しかし，その差そのものは必要ではありません。 
その差を求める段階で変化したフラグの値だけわ 
かればよいのです。そこで，差を求めてはみるが, 
その差は無効にする，という命令を作り，それを 
比較命令と呼んでいます。 

一例を記号で表わすと 
Null<-A-B 
または，単に 
A-B 

と書く こと もあります。 この 命令は，結果を無効 
( null ) にする こと 以外は， SUB 命令と全く同じです。 
レジスタ 間， レジスタと 直接数値との間， レジ 


スタとメモリーの間，すべてあわせて11個の命令 
が用意されています。直接数値の場合は，16進数 
7 E として，インデックスレジスタを用いる場合 
は，そこに加える値を16進数12として，以下こ 
れら11個の命令を記号，アセンブラ言語,機械語の 
順でまとめておきます。 


Null — A-B 


CP 

B . 

. B 8 

Null—A 

-c 


CP 

c . 

. B 9 

Null —A 

-D 


CP 

D . 

. BA 

Null —A 

-E 


CP 

E . 

. B B 

Null —A 

-H 


CP 

H . 

. B C 

Null—A 

-L 


CP 

L .. 

. BD 

Null —A 

-A 


CP 

A . 

. B F 


Null — A — 7 E 
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CP 7 EH . FE • 7 E 

Null—M (H L ) 

CP ( HL ) . BE 

Null—M ( I X +12) 

CP (I X +12 H ) •••DD • BE •12 

Null—M ( I Y + 12) 

CP (I Y +12 H ) --FD • BE .12 

これらの命令が，各フラグに与える影響は次の 
通りです。 

S : 差を求めてみたとき，その最上位の 
ビットが1ならば ， S =1，そうでな 
ければ ， S = 0 

z : 二つの数の間に差がないとき， 

Z = l , そうでなければ z=o 
P/V : 8ビット内で正負を表わすとき，正 
負それぞれの間でオーバー フロー を起 
こせば P / V = l , そうでなければ 

p / v=o 

CY : 8 ビットがすべて正の数を表わして 

いるとみなしたとき，引いてみる方の 
数が引かれる方の数より小さければ， 
CY = 1, そうでなければ， C Y = 0 

無条件ジャンプ命令 

プログラムは一般にアドレスの若い方から順に 
実行されますが，その流れを変えたいときに用い 
る命令が，無条件ジャンプ命令です。この命令が 
実行されればプログラマーが指定する任意のアド 
レスへジャンプします。 

そのジャンプ先のアドレスを指定する方法が 5 
通りあります。 

① 直接，ジャンプ先のアドレスを指定する方法 

② その命令を実行しているときのプログラムカウ 
ンタに，正負を考慮した 2 桁の 16 進数を加え 
ることによってジャンプする方法 

③ レジスタペア HL に書かれている内容を，プロ 
グラムカウンタに送ることによってジャンプさ 
せる方法 

④ インデックスレジスタ IX に書かれている内容 
を，プログラムカウンタに送ることによってジ 
ャンプさせる方法 


⑤インデックスレジスタ IY に書かれている内容 
を，プログラムカウンタに送ることによってジ 
ャンプさせる方法 

①②については，後でお話しする条件ジャンプ 
命令に共通した点が多いので，特に注意してくだ 
さい。 

それでは 一つ一つ 説明していきまし ょう。 

① は機械語の 3 ワード目， 2 ワード目に直接， 
ジャンプ先のアドレスを書き込む方法です。した 
がって，ジャンプ先に制限はありませんが，この 
命令を使って作ったプログラムは，そのまま他の 
アドレスに書き込んで実行することはできません。 

ジャンプ先のアドレスが A BCD で，そこにシ 
ンボル S YM がつけられている場合，アセンブラ 
言語は次のようになります。 

J P 0 ABCDH 

または 

J P S YM 

機械語は 

C 3 • C D • A B 

となります。 

② は機械語の2ワード目に，この命令が実行さ 
れている時点のプログラムカウンタに加える数を 
書き込む方法です。 

プログラムカウンタは一つの命令が実行されて 
いるときに，次の命令の書かれている先頭のアド 
レスが入っています。このジャンプ命令は2ワー 
ド命令ですから，これが 7D0 0 から書かれてい 
れば，この命令を実行中，プログラムカウンタの 
値は 7D02 となっています。この命令の 2 ワー 
ド目に10という値が入っていれば， 

7D02 + 10 = 7D12 

より，プログラムカウンタは 7D12 となります。 
したがって，この命令が終わりしだい， 7D12 番 
地へジャンプすることになります。 

この命令の場合，プログラムカウンタに加えら 
れる数が8ビットで表わせる正負の数ということ 
から，ジャンプ先には制限があります。つまりプ 
ログラムカウンタには10進数で 一128 から+127 
までの数しか加えることができないので，マイナ 
ス方向には126，プラス方向には129ワード分し 
かジャンプできません。 

しかし， 一つの 独立した プログラム 中で， ジャ 
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ンプ命令等がこのような方法を使っていれば，そ 
のプログラムは，どこのメモリーに書かれようと 
も所定の働きをします。こういったプログラムを 
リロ ケイタブルであるといいます。 

7 D 0 0にこの命令を書き， 7 D 12 にジャンプ 
させる場合， 7 D 12 に S YM というシンボルがつ 
いていれば，アセンブラ言語は， 

J R S YM 
または， 

JR 7D12H 

とします。このときの機械語は 

18 • 10 

となります。 

この命令を 7 D 7 F 番地から書き， 7 D 23 番地 
へジャンプさせる場合の，機械語を考えてみまし 
ょラ。 

まず， 7 D 7 F , 7 D 23 の下2桁をとり，.ジャ 
ンプ先のアドレスから，命令を書くアドレスの値 
を引く式を作ります。 

23- 7 F 

それぞれの桁を10進に直して 
( 02 • 0 3 ) — ( 07 •15) 

とします。 03—15において，引く方の数が 
大きいので，上の桁から1桁分，つまり16を借り 
てきます。式は次のようになります。 

(01.19) - (07 - 15) 

これで，下の桁は計算ができるようになりました 
が，上の桁においても，引く数の方が大きいので 
01の方に16を加えます。 

(17 .19) — (0 7 .15) 

となります。これを計算すると， 

(10 -04) 

となります。これから，さらに2を引きます。 

( 10 • 0 4 ) - ( 0 0 • 0 2 ) = (10 • 02) 

となりました。これを16進数になおすと， 

A 2 

となります。 

したがって，求める機械語は， 

18 • A 2 

ということになります。 

③④⑤はジャンプ先のアドレスを ' H L , IX ， 
IY に書き込んでおいて，それらの命令を実行す 
ればよいので，それほど問題はないと思います。 


プログラム中で色々な計算をし，その値によっ 
て，ジャンプ先が変わる，というときに，こ.の命 
令は便利です。 

アセンブラ言語，機械語の順でまとめてみまし 
ょラ。 

③ JP ( HL ) 

④ J P ( IX ) 

© J P (I Y ) 

以上，五つの命令は， 

を与えません。 



Z フラグを調べ，それが1ならば，2ワード目 
以降で指定するアドレスへジャンプする命令です。 

これも2通りのやり方があります。別々にまと 
めてみましよう。 

1, 直接ジャンプ先のアドレスを指定する場合 

ジャンプ先にはシンボルがつけられ，それが 
SYM である場合，アセンブラ言語は 

J P Z, SYM 

ジャンプ先にシンボルがついていない場合，そ 
のアドレスが 7 D 12 なら， 

JP Z, 7D12H 

この場合の機械語は 

C A ■ 12 • 7 D 

となります。 

2. 命令の書かれているアドレスとジャンプ先の 
アドレスとの隔りを指定することによって，ジャ 
ンプ先のアドレスを割り出す場合 

ジャンプ先にシンボルがつけられ，それが 
SYM である場合，アセンブラ言語は， 

J R Z, SYM 

この命令が書かれている先頭アドレスが 7 D 00 
で，ジャンプ先が7 D 12 なら 

JR Z, 7D 12H 

でも大丈夫ですし，そのときの機械語は 

28 • 10 

となります。’2ワード目の10の計算方法は，無 
条件ジャンプのところを参照してください。 

これらの命令は，各フラグに影響は与えません。 


. E 9 

. D D • E 9 

. F D • E 9 

いずれも各フラグに影響 
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Z フラグを調べ，それがゼロならば，機械語の 
2ワード目以降で指定するアドレスへジャンプす 
る命令です。 

2通りの命令があります。 

1 . 直接ジャンプ先のアドレスを指定する場合 

ジャンプ先のアドレスにシンボルがつけられて 
いて，それが SYM なら，アセンブラ言語は 

J P N Z, S YM 

ジャンプ先のアドレスが 7DEF なら 

JP NZ, 7 DEFH 

でも大丈夫です。この場合の機械語は 

C 2 • E F • 7 D 

となります。 

2. 命令の書かれているアドレスとジャンプ先の 
アドレスとの隔りを指定することによって，ジャ 
ンプ先のアドレスを割り出す場合 

ジャンプ先のアドレスにシンボルがつけられ， 

それが S Y M なら 

J R NZ, SYM 

この命令の書かれている先頭アドレスが 7D10 
で，ジャンプ先のアドレスが 7D0E なら 

JR N Z, 7D0EH 

でも大丈夫です。この場合の機械語は 

0 E- 10 = (16 .14) - (01-00) 

= (15 •14) 

(15 .14) - ( 0 0 • 0 2 ) = (15 •12) 

=FC 
上り 

20 • FC 

となります。詳しくは，無条件ジャンプのところ 
を参照してください。 

これらの命令は，各フラグに影響は与えません。 


キャリーフラグの内容を調べ，それが1ならば 
機械語2ワード目以降で指定するアドレスへジャ 
ンプする命令です。 


2種類の命令があります。 

1 . 直接ジャンプ先のアドレスを指定する場合 

ジャンプ先のアドレスにシンボルがついていて, 
それが SYM の場合なら，アセンブラ言語は 

JP. C, SYM 

ジャンプ先のアドレスが7 D 55 なら 

JP C, 7 D55H 

でも大丈夫です。また，このときの機械語は 

D A • 55 • 7 D 

となります。 

2. 命令の書かれているアドレスと，ジャンプ先 
のアドレスの隔りを指定することによってジャン 
プ先のアドレスを割り出す場合 

ジャンプ先のアドレスにシンボルがついて，そ 
れが SYM なら，アセンブラ言語は 

J R C, S V M 

この命令の書かれているアドレスが7 D 0 0で， 
ジャンプ先が7 D 10の場合なら 

J R C, 7 D 10 H 

でも大丈夫です。また，このときの機械語は 

38 • 0 E 

となります。2ワード目の機械語の計算方法は， 
無条件ジャンプのところを参照してください。 

これらの命令は，各フラグには影響を与えませ 
ん。 


キャリーフラグの内容を調べ，それがゼロなら 
機械語2ヮード目以降で指定するアドレスへジャ 
ンプする命令です。 

2種類の命令があります。 

1,直接ジャンプ先のアドレスを指定する場合 
ジャンプ先のアドレスに，シンボルがつけられ 
ていて，それが SYM だとすれば，アセンブラ言 
語は 

JP NC, S YM 

ジャンプ先のアドレスが7 D 27 なら 

JP NC, 7D27H 

でも大丈夫です。また，このときの機械語は， 

D 2 • 27 • 7 D 

となります。 
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2. 命令の書かれているアドレスと，ジャンプ先. 
のアドレスとの隔りを指定することによって，ジ 
ャンプ先のアドレスを割り出す場合 

ジャンプ先のアドレスにシンボルがついていて 
それが S YM なら 

J R NC, SYM 

命令の書かれているアドレスが 7 D 77 で， ジャ 
ンプ先のアドレスが7 D 53 なら， 

J R N C, 7 D53H 

でも大丈夫です。このときの機械語は 

53-77 = (16 + 5-1-16+ 3) —(07-07) 

= (20-19) — (0 7 -0 7 ) 

= (13 •12) 

さらに2を引いて 

(13 .12) — (0 0 • 0 2 ) = (13 • 1 0) 

=D A 
上り 

3 0 • D A 

となります。詳しくは，無条件ジャンプのところ 
に説明してありますので，そこを参考にしてくだ 
さい。 

これらの命令は，各フラグに影響は与えません。 

その他の条件ジャンプ命令 

これまでに述べてきた条件ジャンプ命令の他に 
パリティ奇数ブランチ（同時に，非オーバーフロ 
ーブランチ），パリティ偶数ブランチ（同時に， 
オーバーフローブランチ），非負ブランチ，負ブ 
ランチ， DJNZ 命令があります。 

D J N Z 命令は，特殊なものですので，後で独 
立させて説明することにして，他はまとめて説明 
することにします。 

これらの命令は，それぞれ1通リの命令しかな 
く，直接ジャンプ先のアドレスを指定しなければ 
なりません。もちろん，アセンブラ言語で書く場 
合に，シンボルを用いることはできます。 

そこで，以下， ジャンプ 先のアドレスは，1234 
とし，そこには SYM という シンボルがついてい 
るものとしましょう。アセンブラ言語の中では S 
YM を使います が， これは 1234 H とおきかえても 
大丈夫です。 


. パリティ奇数ブランチ 

=非オーパー フロー ブランチ 

これは， P / V フラグの内容を調べ，それが，ゼ 
口ならば指定されたアドレスへジャンプする命令 
です。これが，パリティ奇数ブランチなのか非才 
ーバーフロー ブランチなのかは，その前の命令に 
よ 1 )ます。 P / V フラグが何によって変化した力、が 
問題だからです。 

アセンブラ言語，機械語は次のようになります。 

JP PO, SYM 

.E 2 -34-12 

•パリティ偶数ブランチ 

=オーバーフローブランチ 

これは， P / V フラグの内容を調べ，それが1 
であった場合に指定したアドレスへジャンプする 
命令です。これが，パリティ偶数ブランチなのか， 
オーバーフロー ブランチなのかは，その前の命令 
によります。 

アセンブラ言語，機械語は次のようになります。 

J P PE, SYM 

.E A -34-12 

. 非負ブランチ 

これは S フラグの内容を調べ，それがゼロなら 
ば，指定したアドレスへジャンプする命令です。 

アセンブラ言語，機械語は次のようになります。 

J P P, SYM 

.F 2 -34-12 

• 負ブランチ 

これは S フラグの内容を調べ，それが1であれ 
ば指定したアドレスへジャンプするという命令で 
す。 

アセンブラ言語，機械語は次のようになります。 

J P M, S YM 

.F A -34-12 


これらの命令は，各フラグには影響を与えませ 
ん。 



非常に変わった2ワードの命令です。大変便利 
でもあります。 

まず， レジスタ B の内容から1を引きます。そ 
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して， B の内容を調べ， B がもしゼロでなければ， 
機械語の2ワード目に書かれている数値をプログ 
ラムカウンタに加えて，ジャンプし， B がゼロな 
らば，通常通り，次の命令を実行する，というも 
のです。つまり 第5 — 1図 に書いた フロー チャ 
—卜を 一つの 命令で，しかも2ワード命令で，実 
行してしまう，というものなのです。 

7 D 00番地にこの命令を書き， B がゼロでな 
いときに，7 D 12番地へジャンプさせたいのなら 
D J N Z 7 D 12 H 

. 10-10 

となります。7 D 12番地に， SYM というシンポ 
ルがついていれば，アセンブラ言語は 

DJ NZ S Y M 

としてもかまいません。 

機械語2ワード目の求め方は，無条件ジャンプ 





B 本 0 



^ B—B-l J 

- - - 




B = 0 




次の命令 





1 


ジャンプ 

《第 5— 1 図》 

DJNZ 命令を フローチャート 


で表わすと 


のところを参照してください。 

各フラグに影響を与えない点にも注意してくだ 
さい。 

とにかく大変便利な命令です。 




比較命令と条件ジャンプの 
テストプロクラムニつ 


找找玆稃銶玆雜玆玆稃玆銶銶玆路挞玆玆玆玆稃拌稃雜稃玆玆玆玆稃玆玆稃祥玆玆縣路 


(1) パリティ奇数=非オーバー フロー ブランチの 
テストプログラム 

おそらく，読者の方々は，「パリィティ奇数 
=非才ーパ’ ーフロー ブランチ」について，もう少 
し説明してほしい，と思われていることでしょう。 

そこで，この命令を使ったテストプログラムを 
作って，それを通してもう一度，考えてみること 
にしましょう。 

第 5 — 2図に，そのテストプログラムのフロー 
チャートを書きました。 

①の命令を実行する'と 

A =11111111 (F F ) 

となって，1になっているビットの数は8で偶数 


です。したがって，ここで P / V = l となります。 

② で，パリティ奇数ブランチを行ないます。 
P / V = l ですから，ジャンプは行なわず，③を実 
行するはずです。 

③ で， M ( ADR ) に A の内容，つまり FF が 
人ります。 

©で， A に人っている FF ， つまり一1と， 8 
0つまり 一128 の和を求めます。 

一1 + (-128)=—129 
となって，この数は8ビットで表わすことはでき 
ません。したがって，オーバー フロー フラグが1 
になります。 "_ P / V =1 

⑤ に， 非 オーバーフロー ブランチが，ありま 
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すが， P/V =1ですから，ジャンプは行ないませ 
ん。したがって，⑥を実行します。 



M(ADR)=0 
M(ADR + 1) = 0 

としてからプログラムを 
実行 


《第5 -2 図》 パリィティ奇数=非才ーバーフロー 
ブランチをテス 卜するプログラム 


⑥ A の値を M ( ADR + 1 ) に入れます。 
FF + 80 

の結果，負の範囲でオーバーフローはしています 
が，7 F となっているはずです。 

この フローチャートを もとに，アセンブラ プロ 
グラミングしたものが，第5 - 3図です。 

第 5 — 4図は， 第 5 — 3図より求められた機械 
語を直接メモリーに書き込み，実行前と実行後の 
メモリーの内容を比較したものです。 

M ( ADR ) =FF 

M ( ADR +1)= 7 F ただし ADR =7 D 14 
となっていることがわかります。所定通りの働き 
をしていることが確認できたわけです。 

A , B の値を変えて，パリティが奇数の場合， 
■オーバー フローを 起こさない場合について，確か 
めてみてください。 

(2) ゼロブランチ命令， CY=1 ブランチ命令， 

D J N Z 命令を使ったテストプログラム 

特に ， D J N Z 命令の便利な点を知っていただ 
くために ， A —BXC を実行するプログラムを 
作ってみました。 第 5_5 図がそのフローチャー 
卜ですが，これは，8ビットが0から255の数を 
表わしているものとしたときの， 8ビットどうし 
の掛け算をするプログラムです。ただし，答も8 
ビット以内の場合です。8ビットを越える場合は， 
越えた時点の レジスタ A の内容を M ( AN S +1 ) 
に送るようになっています。 
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《第 5 - 3 図》 

第 5 

一 2 図の フロ ーチヤートをもとに 



アセンブラプログラミングしたもの 
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N0 : 

7D02 

36 

m 4 

7CCG 

4F 

m z 

7084 

B6 

NO 6 

7D85 

E2 

N0 7 

7D06 

8E ； 

no 8 

rD87 

7D 

N0 3 

7D88 

---1 

N0 i0 

7D03 

14 

N0 il 

7D8fl 

7D 

N0 12 

7D8B 

D5 

N0 13 

7D0C 

38 

N0 14 

7D8D 

E2 

N0 15 

7D0E 

11 

N0 16 

7D8F 

7D 

HO17 

7D18 

'n 

N0 IS 

7D11 

15 

N0 13 

7D12 

7D 

m 20 

7D13 

C3 

NO 2i 

7Di4 

80 

NO 22 

7D15 

06 



《第 5 — 5 図》ゼロプランチ， CY =1 ブランチ ， D 
J NZ 命令を使ったテストプログラム 


林 RFFTEE RUN 


NO i 7D30 1Z 
如 2 7D8i B8 
如 3 7Ki2 06 
№4 7D03 4F 
N0 3 7084 B0 
NC 5 7D83 £2 
m 7 7D86 3E 
fJG 3 7D0? 7D 
NO 3 7D0S 22 
«C 10 7083 i4 
NO ii 7D€R 7D 
NO12 7D0B C6 
NO13 7D0C 38 
NO14 E2 
NO15 7D0E 13 
NO16 7D0F 7D 
NO17 7018 32 
N0 18 7D11 13 
NC 13 7Di2 7D 
N0 28 7012 C3 
N0 21 7D14 FF 
N0 22 7Di5 7F 


《第 5 — 4 図》第 5 — 3 図の機械語を直接メモリーに 
書き込み，実行前と実行後のメモリーの 
内容を比較したもの 


掛け算の考え方は，効率の悪い方法ですが，足 
し算の繰り返しを利用したものです。 8 X 7 の場 
合は，7を8回足す，という考え方です。レジス 
夕 A に C を加えるごとに， B から1を引き，それ 
がゼロになるまで繰り返して いる わけです。 ここ 
に D J N Z 命令が効率よく使われています。 

第 5 — 6図は，8 X 7を実行する場合のプログ 
ラムを，アセンブラで作ってみたものです。 

第 5 — 7 図は第 5 — 6 図の機械語を直接メモリ 
一に書き込み，実行する前後のメモリーの内容を 
比較したものです。 8 X 7 の結果，7 D 16番地が 
38，つまり10進数の56になっていることがわかり 
ます。 

第 5 — 8図は，第5 — 7図の実行後，7 DO 1 

の内容をゼロにして，つまり B = 0 にして，0 
X 7を実験するようにし，また実行したものです。 
7 D 16番地がゼロに変わりました。 

第5 — 9図は第 5-8 図の実行後，7 D 01の 
内容を25, (10 進数で 37) に変え， 37 X 7 を実行 
しようとし，また実行したものです。 

37 X 7 =259 ですから，255を上まわり，256(= 
0 ) を3上まわります。したがって，7 D 17番地 
に03が入っているわけです。 
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m 1 

7D08 

06 

NO1 

7D08 

m 2 

7D81 

88 

NO 2 

7D81 

NO 3 

7D82 

0E 

NO 3 

7D82 

NO 4 

7D8S 

07 

NO 4 

7003 

NO 5 

7D04 

78 

NO 5 

7D84 

NO & 

7D65 

B7 

NO 6 

7D05 

m 7 

7D06 

28 

NO 7 

?D06 

NO 3 

7D87 

as 

NO 3 

7D07 

NO 3 

7D83 

9? 

W: 3 

7D8S 

NO10 

7DS3 

81 

NO18 

7D03 

NOli 

7DCfl 

38 

NO11 

7_ 

№3 12 


06 

NO12 

7D0B 

NO13 

7D£C 

10 

NO i3 

7DSC 

UO 14 

7D0D 

FB 

NO 14 

7D8D 

NO15 

7D0E 

32 

m is 

7D8E 

NO16 

7DGF 

16 

NO16 

7DSF 

NO17 

7D18 

7D 

W 17 

7D10 

NO IS 

a 

l iAl 丄 

C9 

NO IS 

7Dii 

r^o 13 

7142 

32 

NO13 

7D12 

NO 20 

7D13 

17 

m 20 

7D13 

NO 21 

7D14 

7D 

NO 21 

7014 

NO 22 

7D15 

C9 

m 22 

7D15 

UO 22 

7D15 

08 

NO 23 

7DI6 

NO 24 

7D17 

80 

f4U 

TV.4 *r* 
i iaU 


f^CR0~S8 13 63-mY-?3 PAGE 1 

00160 i TEST PROGRfiM ( DJNZ > 

08268 . Z88 

8880 r 60589 flSEG 

08400 0R6 7D80H 

80508 i 


7080 

06 6S 

00600 


LD 

B,8H 

i 

B=8 

7D82 

OE 87 

68780 


LD 

C,7H 

i 

C=7 



00 獅 

i 





7D04 

78 

00908 


し!） 

fi,B 

i 

R=B 

7D65 

B7 

88510 


OR 

fl 

r 

fl=< fl OR fi > 

7D86 

28 66 

60328 


JR 

乙 JMP 

i 

IF R=0 GOTO .W 

7D83 

97 

00SG9 


SUB 

fi 

i 

R=0 

7D03 

81 

61660 

LOOP: 

fiDD 

ac 

i 

fl=fl+C 

7D8FI 

23 86 

01058 


JR 

C, OVER 

i 

IF CY=1 GOTO OVER 

7D0C 

10 FB 

01108 


DJNZ. 

LOOF 

t 

B=B-i : IF BO0 GOTO LOOP 

7D8E 

32 7D16 

81260 

JMP: 

LD 

msh a 

i 

_6>=fi 

7D11 

C9 

8088 


RET 


i 

RETURN 



61483 

} 





7D12 

32 7D17 

01580 

OVER: 

LD 

(flr-js+i). fi 

i 

n<ftr6-*-i)=fl 

7D15 

C3 

OiGGQ 


RET 


i 

RETURN . 



01700 

i 





7D16 

68 

81880 

RNS: 

DB 

0H 

i 

M(f»iS)=0 

7D17 

08 

01900 


DB 

0H 

i 

fKRNS+i)=0 


02800 END 

《第 5 — 6 図》第 5 — 5 図をもとに，アセンブラプログラミングしたもの 
林 BEFORE RUfi 林 RFFTER RUN 


060e0E0778B728069781380610FB32i67DC332177DC3388 8 


《第 5 — 7 図》第 5 — 6 図の機械語を直接メモリーに入れ ，8 X 7 を実験する前と後のメモリーの内容 
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NO i 
NO 2 
NO 5 
NO 4 
NO 5 
NO 6 
m 7 
NO 8 
m 3 
NO 10 
NO 11 
NO 12 
NO 13 
NO 14 
NO15 
NO ib 
NO 17 
NO 13 
NO 13 
NO 20 
NO 21 

m 22 

NO こ 
NO 24 


WO1 
NO 2 
NO 2 
NO 4 
NO 5 
NO 6 
NO 7 
NO 8 
NO 3 
NOIG 
NO 11 
NO 12 
NO1^ 
NO 14 
WO15 
NO 16 
m 17 
NO IS 
MO 13 
m 23 
NO 21 
NO 22 

阳 2: 

m 24 


《第 5 — 8 図》第 5 — 7 図実行後， 7D01 を 0 0 とし， 《第 5 — 9 図》第 5 — 8 図の実行後， 7 D 01 を 25 にし 
0 X 7 を実験する前後のメモリーの内容 て， 37X 7 を実験する前後のメモリーの 

内容 （オーバーフローの場合） 


料 BEFORE RL^ 


科 BEFORE RUN 


NO 

1 

7D08 

86 

HO 

1 

7D30 

86 

WO 

つ 

7D01 

00 

NO 


7D01 

25 

NO 

2 

7DS2 

0E 

NO 

3 

7002 

0E 

NO 

4 

?D£G 

87 

»0 

4 

7D83 

07 

NO 

5 

7D04 

78 

NO 

5 

7D04 

78 

m 

6 

7D85 

B7 

HO 

S 

7DS5 

B7 

NO 


7D66 

28 

NO 

フ 

7DS6 

28 

NO 

g 

7D87 

06 

NO 

8 

7D07 

% 

m 

9 

?m 

S7 

NO 

3 

7D88 

97 

NO 

18 

7DQ3 

81 

no 

10 

7D03 

SI 

NO 

ii 

7D8fi 

33 

m 

11 

漏 

38 

m 

12 

TDeB 

06 

NO 

12 

7D0B 

dG 

NO 

1：- 

7D6C 

18 

NO 

1: 

7DX 

10 

NO 

1*4 

7D0D 

FB 

NO 

14 

7DQD 

FB 

NO 

15 

7DGE 

32 

m 

15 

7D0E 

22 

m 

16 

. 7D8F 

16 

NO 

16 

7DGF 

16 

m 

4 -* 

7DI0 

7D 

NO 

i? 

7D13 

7D 

NO 

18 

7Dii 

C9 

NO 

18 

7Dii 

C9 

NG 

13 

7D12 

32 

NO 

13 

7D12 

32 

NO 

20 

7D13 

17 


2G 

7Di3 

17 

NO 

21 

7DI4 

7D 

NO 


7D14 

7D 

NO 


7Di5 

CS 

阴 


7Di5 

C9 

NO 

•*〇 

7DI6 

38 

NO 

22 

7D16 

80 

m 

24 

7D17 

30 

NO 

24 

7D17 

08 

料 fiFFTER RUN 


# RFFTER RUN 



86 258 E87?8 B7 288 G 97 81 380 Gi 8 FB 3216 7Dc9 32 17 7Dc980sl 


8 i 2 『 ->45 6 7 3 3 R B c D E F Q 12 rJ.4. 5 •.cr< 
o O 0 8 8 3 0 3 CD 8 8 0 0 -y _y _y i i 4 i 1 i 11 
cn D D D DD.D D D dpddd'djpd&pppp'dc. 

r-I f I r*— r •■• つ " r— rf7l 『..1 r.-~rf rfr*— f*~ r、— 


o 6 00eE0778 E7 28 0 g 9781 38e 6 18 FB 32167 Dc3 32 i77c-c.9 0000 


S d -K- u. 5 6 no 3 fl B c D re F 8 i 2 ? 4 5 6 -.» 
0 G C：D G G G G G 8 Cp c 〕 0 ,の CU i 1-H i i i i i 

"»•—T— f..— ff fs- f.f 『 ••1•?• f.s- f.I『-•1 f.f..— f:.. f.f 「 1 『 •—* 7 '— f-— J.-w 
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| 6 口 ■テ仆 | 

三 三 

I 命令とシフト命令 I 

= M 

1 圍 

_ = 

酬画__________111111111111111111111___1111111________1111111_圓 


ここでは，レジスタやメモリーにある8個のビ 
ットのもつ情報を回転させたり，シフトさせたり 
する命令をあつかいます。 


RLCORa，ROT ATE の R です。しは， 
LEFT の L，C は ， C I RCULAR の C です。 

これでおわかりのように，8個のビットを一つ 
の輪のように考えて，左に回転させる命令です。 

この命令の前に，あるレジスタまたはメモリー 
の8ビットが 

10110 0 01 …… (B 1 ) 

であったとすると，この命令を実行した後には 
01100011…… (63) 
となります。それぞれのビットの持つ情報が左に 
移され，最上位ビットの情報が最下位ビットに送 
られているわけです。 

この種の命令は，対象になるレジスタ，メモリ 
一の違いで，11種類あります。ただし，レジスタ 
A に関しては，ほぼ同じ命令が二つあります。一 


方は1ワード命令，一方は2ワード命令ですが， 
フラグに与える影響が違います。これは， Z 80 
が，8080上位コンパチブルに作られていることに 
よるものです。 

アセンブラ言語，機械語の順にまとめると次の 
ようになります。ただし， IX , IY に加える数 
は，16進数の23としてあります。 


R LC 

B . 

. CB 

0 0 

R LC 

c . 

. CB 

01 

R LC 

D . 

. CB 

0 2 

R LC 

E . 

. CB 

0 3 

R LC 

H . 

. CB 

0 4 

R LC 

L . 

. CB 

0 5 

R LC 

A . 

. CB 

0 7 

R LCA 



0 7 


(RLC A と， RLC ， A とは，ほぼ同じ働きをする。） 

RLC (H L ) . CB . 0 6 

RLC ( I X +23 H ) 

. DD - CB -23-06 

RLC ( I Y + 23 H ) 

. FF - CB -23-06 

上で，おわかりのように，インデックスレジス 
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夕を用いるときの機械語は，4ワードにまたがり 
ます。そして，インデックスレジスタに加える数， 
この場合は2 3ですが，それが第3ワード目にき 
ます。 

これらの命令が，各フラグに与える影響は次の 
通りです。 

S : RLCA の場合は，影響をうけない。 
他の場合は，実行後，指定したレジス 
夕あるいはメモリーの8個のビット 
が1ならば ， S =1，そうでなければ， 
S = 0 

Z : RLCA の場合は，影響をうけない。 
他の場合は.，実行後，指定したレジス 
夕あるいはメモリーの全ビットがゼロ 
ならば ， Z =1,そうでなければ Z = 0。 
P/V : RLCA の場合は，影響をうけない。 
他の場合は，実行後，指定したレジス 
夕あるいはメモリーの8個のビットの 
うち，1になっているものが偶数個なら 
ば， P / V = 1 ， そうでなければ, P / V = 0 
CY : 実行前に，指定したレジスタあるい 
はメモリーの最上位ビットが1ならば， 
CY =1, そうでなければ， C Y = 0 


RRC のはじめの R は， ROTATE の R , 次 
の只は ， RIGHT の R , C は ， CIRCULA 

R の C です。これからおわかりのように，この命 
令は，レジスタなりメモリーなりの8個のビット 
を一つの輪のように考えて，それを右まわりに回転 
させる命令です。 

たとえば， 

10110 010 

に対して，この命令を実行すると， 

010110 01 

となります。最下位ビットの情報が最上位ビット 
に送られ，他は一つずつ右どなりに送られるわけ 
です。 

全部で11種類の命令があります。アセンブラ言 
語，機械語の順でまとめると，次のようになりま 
す。ただし， IX， I Y に加える数を16進数 AB 


としてあります。まな， RRCA と RRC ， A と 
は，フラグに与える影響が違うことと，前者が1 
ヮード命令なのに対して，後者は2ヮード命令で 
あることが違いますが，他の働きは同じです。 


RRC B . CB • 〇 8 

R R C C . CB ■ 〇 9 

R R C D . CB • 〇 A 

RRC E . CB • 〇 B 

RRC H . CB • 〇 C 

RRC L . CB • 〇 D 

RRC A . CB • 〇 F 

RRCA . OF 

RRC (H L ) . CB • 0 E 


RRC ( IX + OABH ) 

. DD • CB • A B • 〇 E 

RRC (I X + OABH ) 

. FD • CB • AB • 0 E 

これらの命令が，各フラグに与える影響は次の 
通りです。 

S : RRCA の場合は，影響をうけない。 
他の場合は，実行後，指定したレジス 
夕あるいはメモリーの最上位のビット 
が1ならば ， S =1,そうでなければ 

s = o 

Z : RRCA の場合は，影響をうけない。 
他の場合は，実行後，指定したレジス 
夕あるいはメモリーの最上位ビット 
すべてがゼロならば， Z = 1,そうで 
なければ ， Z = 0 

P/V : RRCA の場合は，影響をうけない。 
他の場合は，実行後，指定したレジス 
夕あるいはメモリーの8個のビットの 
うち，1になっているものの数が偶数 
ならば， P / V = 1,そうでなければ 
P / V = 0 

CY : 実行前，指定したレジスタあるいは 
メモリーの最下位ビット（第ゼロビッ 
卜）が1ならば， CY = 1, そうでな 
ければ， C Y = 0 


R R C 命令 

( RRCA を含む） 
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RL の R は， ROTATE , しは ， LEFT の 
意味です。これからおわかりのように，レジスタ 
を左に回転させるのですが，実はキャリーを含め 
て，一つの輪を作りそれを左に回転させる命令な 
のです。たとえば 

CY= 1, 0110 0 011 

に対して，この RL 命令を実行すると， 

CY= 0 0 010 0111 

となるのです。キャリーの持つ情報が，指定した 
レジスタなりメモリーの最下位ビットに入り，最 
上位のビットの情報がキャリーに送られ，あとは 
一つずつ左に送られるのです。 

この命令は全部で11種類あり，次のようになり 
ます。ただし， RLA と， RL , A はフラグに 
与える影響が違うのと，前者が1ワード命令であ 
ることを除けば同じ命令です。また I X , IY に 
加える値は，ここでは，16進数56としてあり 
ます。 


R L 

B . 


CB • 

10 

RL 

c . 


CB • 

11 

RL 

D . 


CB • 

12 

RL 

E . 


C B • 

13 

RL 

H . 


CB . 

14 

RL 

L . 


CB . 

15 

RL 

A . 


CB • 

17 

K し A 





RL 

(HL). 


CB . 

16 

RL 

( I X + 5 6 H) 





.D D 

■ C B 

*56* 

16 

RL 

( I Y + 5 6 H) 





.FD 

.CB 

■56. 

16 


これらの命令が各フラグに与える影響は次の通 
りです。 

S : RL A の場合は，影響をうけない。 


他の場合は，実行後，指定したレジス 
夕あるいはメモリーの8個のビットす 
ベてがゼロならば， Z = 1,そうでな 
ければ ， Z = 0 

P/V : RLA の場合は，影響をうけない。 
他の場合は，実行後，指定したレジス 
夕あるいはメモリーの8個のビットの 
うち1になっているものの数が偶数な 
らば， P / V = 1,そうでなければ， 
P/V = 0 

CY :実行前，指定したレジスタなりメモ 
リーの最上位のビットが1ならば， 


C Y =1，そうでなければ ， C Y = 0 



R R は右に回転の意味ですが，実はキャリーを 
含めての回転です。たとえば， 


CY = 1, 0 0111110 

に対して，この命令を行なうと， 

CY =0 10 011111 

となります。 

キャリーの情報が，指定したレジスタなり，メ 
モリーの最上位ビットへ送られ，以下一つずつ右 
に送られ，そして，最下位ビットの情報がキャリ 
一に送られるのです。 

これらの命令は全部で11種類あります。ただし 
RRA と RR A は，フラダへ与える影響が違 
い，前者が1ワード命令であることを除けば同じ 
命令です。 

以下，これらの命令をまとめてみますが，イン 
デックスレジスタに加える値は，ここでは16進数 
の9 8としておきます。 


R R 

B . 

. CB • 

1 

8 

R R 

c . 

. CB • 

1 

9 

R R 

D . 

. CB • 

1 

A 

R R 

E . 

. CB • 

1 

B 


他の場合は，実行後，指定したレジス RR H . CB.1C 

夕あるいはメモリーの最上位ビットが RR L . CB.1D 

1 ならば， S = 1 ,そうでなければ， RR A . CB • 1 F 

S =0 RRA .IF 

Z : RLA の場合は，影響をうけない。 RR (HL) . CB.1E 
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R R ( I X + 9 8 H ) 

. DD - CB -98-1 E 

R R ( I Y + 9 8 H ) 

. FD . CB • 9 8 •IE 

これらの命令が，各フラグに与える影響は次の 
通りです。 

S : RR A の場合は影響をうけない。 

他の場合は，実行後，指定した，レジ 
スタあるいはメモリーの最上位のビッ 
卜が1ならば ， S =1,そうでなけれ 
ば ， S =0 

Z : RR A の場合は影響をうけない。 

他の場合は，実行後，指定したレジス 
夕あるいはメモリ_の8個のビットす 
ベてがゼロならば， Z = l , そうでな 
ければ ， z = o 

P / V ： RR A の場合は影響をうけない。 

他の場合は，実行後，指定したレジス 
夕あるいはメモリーの8個のビットの 
うち1になっているものが偶数個なら 
ば， P / V = 1,そうでなければ， 
P / V =0 

CY :実行前，指定したレジスタあるいは 
メモリの最下位ビット（第ゼロビット） 
が1ならば ， CY = 1, そうでなけれ 
ば ， CY = 0 



SLA の S は ， SHIFT の S , しは ， LE F 
T の L , A は ， AR I THMET I C の A です。 

なぜ，そんな名前がついたのか， といい ますと， 
このシフト命令を実行すると，丁度，もとの数値 
を2倍することと同じになるからです。たとえば, 
0 0 0 0 0 0 01 (つまり 1) 

に対してこの命令を実行すると 

0 0 0 0 0 010 (つまり2 ) 

さらに，この命令を実行すると 

00000100 (? まり4 ) 

というふうになるわけです。 

具体的には，第7ビットの情報をキャリーに 
いれ，第6ビットから第1ビットまでのそれを 


一^ つ左のビ ットに移し，第1ビットにはゼロを入 
れる，ということをします。これで，正負を考慮 
した上で，2倍しても，オーバーフローを起こさ 
ない範囲の，つまり， 一64 以上，+63以下の範囲 
のすベての数は，2倍されることになります。 

この命令は，対象とするレジスタ，メモリーの 
違いで，10種類あります。 

以下，それを記号，アセンブラ言語，機械語の順 
でまとめますが，インデックスレジスタ I X ， I 
Y に加える数は，ここでは16進数72としてお 
きます。 


B<-2 

* B 






S 

LA 

B . 

.CB . 

• 2 

0 

C<-2 

* c 






S 

LA 

c . 

.CB . 

■ 2 

1 

D 令 

-2 

氺 D 






S 

LA 

D . 

.CB . 

•2 

2 

E <- 

-2 

氺 E 






S 

LA 

E . 

.CB . 

2 

3 

H 令 

-2 

* H 






S 

LA 

H . 

.CB . 

2 

4 

L —2 

氺 L 






s 

LA 

L . 

.CB - 

2 

5 

A<- 

-2 

* A 






S 

LA 

A . 

.CB . 

2 

7 

M 

(H 

L) <-2 *M(HL) 




S 

LA 

(HL) 

.CB . 

2 

6 


M ( I X +72) — 2 * M ( I X +72) 
SLA ( IX +72 H ) 


. DD - CB . 72.26 

M ( I Y +72) 一 2 * M ( I Y +72) 

SLA ( IY +72 H ) 

. FD - CB -72-26 

これらの命令が各フラグに与える影響は，次の 
通りです。 

S :実行後，指定したアドレスまたはメ 
モリーの第7ビットが1ならば ， S = 
1，そうでなければ ， S = 0 
Z : 実行後，指定したアドレスまたはメ 
モリーの8個あるビッ ト すべてが ゼロ 
ならば， Z = l , そうでなければ ， Z = 0 
P / V ： 特に注意が必要です 。 ARITHMETIC 
の A がついた命令ですが，ここでは， 
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オーバーフローの有無ではなく，パリ 
ティによって， R / V が変化します。 
つまり，実行後，指定したレジスタや 
メモリーの8個あるビットのうち，1 
になっているものの数が偶数ならば， 

P / V = 1 ， そうでなければ， P / V 二. 〇 
CY :実行前に，指定したレジスタあるい 
はメモリーの第_7ビットが1ならば， 
CY= 1, そうでなければ， C Y = 0 

S R A 命令 | 

(1/ 2 命令その 1) 

SRA の S は， SHIFT の S, R は， RIGHT 
の R ， そして A は AR I THMET I C の A です。 

具体的には，レジスタなりメモリーの最下位の 
ビットの持つ情報をキャリーに送り，第2から第 
7ビットまでのそれを一つずつ右に移し，そして， 
第7ビットには何を入れるかといいますと，命令 
実行前の第7ビットに入っていたものを，ここに 
も入れるのです。したがって，実行後は，必ず， 

第7ビットと第6ビットは同じ値になります。た 


とえば， 

10110 010 …… (- 78 ) 

に対して，この命令を実行すると 

110110 01 …… (- 39 ) 
となります。 


すでにおわかりのように，前の内容の第1ビッ 
卜が1でなければ，命令実行後は，正の数も負の 
数も丁度半分になります。 

ただし，8ビットの表わす数が，すべて正の数 
と考える場合には，うまくいかないので注意して 
ください。そういった場合には次にとりあげる S 
R L 命令が用意されています。 

さて，この命令は全部で10種類あります。以下 
にまとめてみますが， IX ， IY を用いる場合に 
ついては，それに加える数を16進数 A 3としてあ 
ります。 

B — B /2 ( AR ) 

S R A B . C B • 2 8 

C — C /2 ( AR ) 

SRA C . CB • 2 9 

D — D /2 ( AR ) 



S 

R A 

D . 

CB . 

， 2 

A 

E . 

—E 

/2 

( AR ) 





S 

R A 

E . 

CB . 

•2 

B 

H * 

—H 

/2 

( AR ) 





S 

R A 

H . 

CB ■ 

， 2 

C 

し 

卜 L /2 

( AR ) 





S 

R A 

L . 

CB . 

- 2 

D 

A —A 

/2 

( AR ) 





S 

R A 

A . 

CB . 

- 2 

F 

M 

(H 

L ) - 

卜 M (H L ) /2 ( AR ) 




S 

R A 

( HL ). 

CB _ 

2 

E 

M 

( I 

X + 

A 3 )—M ( I X + A 3 ) / 

/1 

( AR ) 


S 

R A 

(I X+OA 3 H ) 







. DD • CB . 

A 3 • 

2 

E 

M 

( I 

Y + 

A 3 )—M ( I Y + A 

3)/2 

( AR ) 


S 

R A 

(I Y+OA 3 H ) 







. FD • CB • 

A 3. 

， 2 

E 


これらの命令が各フラグに与える影響は，次の 
通りです。 

S : 実行前に，指定されたレジスタある 
いはメモリーの第 7 ビットが 1 ならば， 
S = l, そうでなければ， S =0 
Z : 実行後，指定されたレジスタあるい 
はメモリーの8個のビットがすべてゼ 
口の場合 ， Z =1，そうでなければ，' 

Z = 0 

P / V ： 注意してください。 AR I THME 
T I C の A がついた命令ですが， P/V 
はパリティで変化します。つまり，指 
定されたレジスタあるいはメモリーの 
8個あるビットのうち，実行後に1で 
あるものの数が偶数ならば， P/V = 1 ， 
そうでなければ， P/V = 0 
CY : 実行前，指定したレジスタあるいは 
メモリーの第ゼロビット（最下位ビッ 
卜）が1ならば， C Y= 1,そうでな 
ければ ， CY = 0 

S R L 命令 ! 

| (1/2 命令その 2) ! 

8 ビットの数が， 一128 から +127 までの数を表 
わしているとしたときの1/2命令は前にお話しし 
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これらの命令が，各フラグに与える影響は次の 
通りです。 

s : 必ず ゼロ 

z :実行後，指定されたレジスタあるい 
はメモリーの8個のビットすべてがゼ 
口の場合 ， Z =1，そうでなければ Z = 0 
P/V :実行後，指定されたレジスタあるい 
はメモリーの8個のビットのうち，1 
になっているものの数が偶数個であれ 
ば P / V =1，そうでなければ ， P / V = 0 


CY : 実行前に，指定されたレジスタある 
いはメモリーの最下位ビットが1なら 
ば ， C Y =1,そうでなければ ， C Y = 0 



RLD の R は ， ROTATE の R , L は LEF 
T の L , そして， D は DIG IT の D です。 


4ビット単位で左に回転させる命令です。1ビ 
ット単位のときにキャリーが重要な役をしていま 
したが，この命令の場合，それに代るものとして， 
レジスタ A の下4ビットが使われています。 

対象となる8ビットは， HL レジスタペアによ 
ってアドレスを指定されるメモリーのものです。 

具体的に考えてみましょう。命令実行前各レジ 
スタ，メモリーが次のようであったとします。 

A = 2 3 

HL = 7 D 00 

M ( 7 D 00) =45 

数値はいずれも 16 進数です。この命令を実行する 
と ， M ( 7 D 00) の上位4ビットで表わされて 
いる 4 が，レジスタ A の下位4ビットに入り， レ 
ジスタ A の 下位4ビットで表わされていた3 が， 
M (7 D 0 0) の下位4ビットに入り， M (7 D 0 0 ) 

の下位4ビットで表わされていた5が，そのメモ 
リーの上位4ビットに入りまず。 HL の内容は変 
わりません。したがって，次のようになります。 
A = 2 4 
HL = 7 D 00 
M ( 7 D 00 ) =53 


M(IX + 4) — M ( IX +4) / 2 (LG ； 
S R L ( I X + 4 H ) 

. DD - CB -04-2 E 

M ( I Y + 4 ) <- M ( I Y + 4 ) /2 (LG ) 


ました。ここでは， 8 ビットの数が0から+ 255 
までの数を表わしているとしたときの1/2命令を 
お話しします。 

SRL 命令といいますが， S は SHIFT の S , R 
は RIGHT の R , L は， LOGICAL の乙です。 

具体的には，第ゼロビットの持つ情報をキャリ 
一に送り，第1ビットから第7ビットの情報はそ 
れぞれ一つ右のビットに入れ，そして，第7ビッ 
卜にはゼロを入れるという働きをします。 

レジスタなりメモリーに入っている数が偶数な 
らば，この命令を実行すると，もとの1/2になりま 
す。奇数の場合は，2で割って切り捨となります。 

たとえば， 

11011010 (+218) 

に対してこの命令を実行すると， 

01101101 ( + 109) 

となります。 

もとの値が奇数であった場合は，必ずキャリー 
が1になるので，後から確認をしたり四捨五入を 
することも容易です。 

この種の命令は全部で10種類あり，まとめると 
次のようになります。ただし， IX ， IY に加え 
る数は， 4としてあります。 


B — B /2 

( LG ) 



SRL 

B . 

…… CB . 

3 8 

C — C /2 

( LG ) 



SRL 

c . 

…… CB • 

3 9 

D — D /2 

( LG ) 



SRL 

D . 

…… CB _ 

3 A 

E — E /2 

( LG ) 



SRL 

E . 

…… CB . 

3 B 

H — H /2 

( LG ) 



SRL 

H . 

…… CB . 

2 C 

L —L 2 ( LG ) 



SRL 

L . 

…… CB . 

2 D 

A — A /2 

( LG ) 



SRL 

A . 

…… 3 B . 

2 F 


E 

2 

4 

〇 


B 

),C 

H • 
4 D 
+ F 
Y 


L 

R 

S 


E 

2 

)B 
G 3 


L 

H 

M( 


L 

H 


R 

S 
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この命令は，連続するメモリーに，何桁かの10 
進数 （ BCD コードの）が入っているときに，10 
進数の桁単位でのシフトをするときに大変便利な 
のです。 

たとえば， 

M ( 7 D 0 0 ) =45 
M ( 7 DO 1 ) =23 
M ( 7 DO 2 ) = 01 

を 

M (7 D 0 0) =50 
M ( 7 D 01)=34 
M ( 7 D 0 2 )=12 

とする場合には，次のようにすればよいわけです。 

① A — 〇 〇 

② H L <-7 D 0 0 
(3) R L D 命令 
©H L—H L + 1 
⑤ R L D 命令 
©H L —H L + 1 
⑦ R L D 命令 

③において ， A = 04, M ( 7 D 0 2 ) = 5 〇 
⑤において A = 02, M ( 7 DO 1 ) =34 
©において A = 00, M ( 7 D 00)=12 
となることは，もうおわかりでしょう。 

この命令のアセンブラ言語は， 

R し D 

だけで，機械語は， 

E D • 6 F 

です。 

この命令が各シフトに与える影響も，ちょっと 
変則ですから注意してください。それは以下のよ 
うになります。 

S :実行後， レジスタ A の 最上位ビット 
が1ならば ， S =1，そうでなければ 
S =0 

Z : 実行後，レジスタ A の8個のビット 
がすべてゼロなら， Z = 1,そうでな 
ければ ， Z = 0 . 

P/V : 実行後，レジスタ A の8個のビット 
のうち，1になっているものが偶数個あ 
れば， P / V = l , そうでなければ， 



RLD 命令と回転方向が逆の命令です。詳しく 
は， RLD 命令を参照してください。 

命令実行前に 


A = 2 7 
HL = 8 2 0 4 
M (8204) =04 
であれば，実行後は， 

A = 2 4 
H L = 8 2 0 4 
M (8204) =70 

となります。つまり，レジスタ A の 下位4ビット 
で表わされている7が ， M (820 4 ) の上位4ビ 
ットに ， M (820 4 ) の上位4ビットで表わされ 
ていた0が，その下位4ビットに，そして，その 
下位4ビットで表わされていた4が，レジスタ A 
の下位4ビットに，それぞれ移るという命令です。 
この 命令をアセンブラ言語で表わすと， 

R R D 

となり，機械語は 

E D • 6 7 

です。 

この命令が，各フラグに与える影響は ， RLD 
命令と全く同じですから，そこを参照してくださ 

い。 


P/V = 0 

CY : 影響はうけない 
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辦辦辦辦辦辦辦辦辦辦辦辦塞谢玆辦辦娜玆玆辦辦玆辦辦辦辦 


口ーテイト•シフト翁令在 
使つたプロクラムニつ 


鉢拌稃稃稃稃銶挞玆銶玆雜銶稃玆稃稃玆稃群玆稃玆路銶玆挞稃玆玆玆路玆拌玆玆玆找 

ローテイト命令やシフト命令の働きを，具体的 
に見れるようなプログラムを考えてみましょう。 

まずは， RLCA 命令と， RLC A 命令の違い 
をみるためのプログラムです。 

第 6- 1図にフローチャートを書いてみました。 

RLCA と RLC A の違いは，本文中にも説明 
しましたが， RLCA の方は，キャリー以外のフ 
ラグに影響を与えません。そこでレジスタ A に 7 
0，2進数なら，01110 0 0 0ですが，それを 
入れて， RLCA と RLC A の二つの命令を実 
行してみます。実行後，レジスタ A の内容は，2 
進数で，11100000になるはずです。 

ここで，このレジスタの第 7 ビットは 0 から 1 
に変化しました。ですから，もしこれらの命令が 
各種フラグに影響を与えるとすれば， S フラグは 
1になるはずです。 

そこで， S フラグをチェックし，もしそれが1 
ならば，レジスタ B に1が，もし，それがゼロの 
ままなら，レジスタ B に2が入るようなプログラ 
ムを作れば，実際に， RLCA と RLC A の違 
いを見ることができます。 

フローチャートからおわかりだと思いますが， 

AN S のシンボルの付けられたメモリーには，2 
が，その次のメモリーには，1が入るはずです。 

第 6 — 2図は，第 6 — 1図のフロ ーチャートを 
もとに，アセンブラプログラムをしてみたもので 
す。プログラムは 7 D00 から書き始める関係で， 

ANS は， 7D19 を指すことになりました。 《第 6—1 図》 RLCA と RLC A のちがいを 

何度もお話ししましたが，アドレス 7 D0 4 ， 調べるプログラム 



■M(ANS)*-B 
■ A— 70 の意味 

-HL—ANS+1 


-M(ANS+1)—B 
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HfiCRO -BS 3. 3 

8SS1RV-7S 

PAGE 

i 





88100 

j 

TEST PRGGRRn < RLCfi & RLC fi ) 




68288 

.Z38 




800 O' 


89^88 

ftSEG 






08400 

ORG 

7DQ0H 





80300 

, 




7D60 

: -E 78 

36680 


し！） 

R, 70fi 

,ft:78 

7D82 

86 81 

00780 


LD 


.. B-l 

7D04 

2i ?m 

00758 


LD 

H し搬 . 

,HL^RNS 

7C^t7 

87 

編 8 


RLCH 



7D68 

Ffi 7D8C 

88380 


JP 

M JMPi 

,IF S=1 GOTO JHPI 

7D9B 

84 

01000 


INC 

B 

> B-B+i 

7D8C 

78 

eii80 

JHPi ； 

LD 

(HL>, B 

> RCfiNS^B 



01200 

> 




7DGD 

0F 

nj ~r-nn 


RRCR 


,R=78 

7D0E 

Ob 01 

81408 


しじ 

B,1H 

パ : i 

7D10 


31430 


INC 

H し 

> HL:HL+i 

7Dii 

CB 87 

81500 


RLC 

R 


i ulj. 

Ffi 7D17 

01680 


JP 

M. JMP2 

> IF S^l GOTO JMP2 

7D15 

64 

01780 


INC 

B 

•， B=B+i 

7017 

78 

01880 

JMP2. 

LD 

<HL )； B 

,!1<RNS+i)-=B 

7D1S 

C3 

81389 


RET 


,RETURN 



02088 

r 




7013 

00 

82100 

ms . 

DB 

8H 

;_NSi>:8 

7D1R 

00 

02288 


DB 

8H 

f MCRHS+i)=8 



82200 


END 




《第 6 —2 図》第6 _1図の フロー チャートをもとに，アセンブラプログラムをしたもの 

林 BEFORE RUN 林 RFFTER RUN 


NO1 

7D00 

1E 

NO i 

■8 

3E 

NO 2 

7D0i 

78 

NO 2 

7D01 

79 

NO 3 

7082 

86 

NO 3 

7D82 

86 

NO 4 

?mi 

61 

m 4 

7 & 03 

0i 

NO 5 

7D04 

21 

NO 5 

7D04 

2i 

W 6 

7005 

13 

NO 6 

7D05 

IS 

m 7 

7D86 

7D 

HO 7 

7DS6 

?D 

m s 

7D07 

07 

NO S 

7D07 

0? 

NO 3 

7D8S 

Ffi 

NO 3 

7D9S 

Ffi 

NO10 

7D03 

9C 

NO18 

7D89 

0C 

NO il 

7D0R 

7D 

NO il 

7D0R 

7D 

NO12 

7D8B 

84 

NO12 

7DSB 

04 

NO 

7D0C 

78 

m 12 

7D0C ： 

70 

NO14 

7DQD 

8F 

no 14 

7D0D 

8F 

NO15 

7D3E 

86 

NO15 

7D8E 

86 

NO i»S 

7D0F 

01 

NO16 

7D8F 

01 

NO i? 

7D10 

22 

NO17 

7D10 

•*v> 

NO18 

7D11 

CB 

NO IS 

7D11 

CB 

NO 13 

7D12 

0? 

13 

7D12 

07 

NO 28 

7D13 

FH 

NO 29 

?m 

FR 

NO 21 

7D14 

17 

NO 2i 

7D14 

17 

NO 22 

7D15 

?D 

m 22 

7D15 

7D 

NO 2 ： 

7Di6 

04 

NO 2 ： 

7D16 

84 

NO 24 

f \JXi 

78 

WO 24 

7D17 

76 

NO 25 

7D18 

C5 

m 25 

7D1S 

C3 

NO 26 

7D13 

08 

UO 26 

7D19 

02 

NO 27 

7Dift 

08 

HO 27 

7Dlfi 

0i 

《第 6 — 3 図》 

第 6 — 2 図の機械語を直接メモリ 

一に入れ，実行前と実行後のメモリ 

一の内容を比較したもの 
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7 D 08, 7 D 13 から始ま 


る機械語は，実際にメモ 

(START ) 

リーに入れる場合，次の 

f 

A— 0 

順で入れなければなりま 

ZEZ 


| HL—DATA | 

せん。 . 

\ 

7 D 04 …21 • 19 .7 D 

RLD 

7 D 0 8 - FA - 0 C .7 D 

T 

| HL—HL+l I 

7 D 13 … F A • 1 7.7 D 


これらの点を注意して， 

RLD 

機械語をメモリーに書き 

| HL—HL + l | 

込み，実際に実行すると 

t 

RLD 

どのようになるか，を示 

( END ) 

したものが’，第6 - 3図 


です。 

《第 6 — 4 図》 

7 D 19,7 D 1 A がそれぞ 

R L D 命令を使った 

れ0 0，0 0から02，01 

テストプログラム 


に変化しています。 RLCA が S フラグに影響を 
与えなかったので， 7 D 19 は02になったわけで 
す。一方 ， RLC A は S フラグに影響を与えた 
ので，7 D 19 は01になったわけです。 

さて，もう一つのプログラムは， RLD 命令の 
テストプログラムです。これは， RLD 命令を説 
明する本文中に例として説明したものを，実際に 
プログラムしてみたものです。 


1RCRC-30 3. 2 03 -HRV-73 FflGE 




00108 

•• 



00200 

.ZS8 

8000* 


00:80 

flSEG 



00400 

0R.G 



00308 

t 

7D08 

ar 

00680 


7D81 

21 7D8D 

00708 


7D04 

ED 5F 

088 0C 


7D06 

C.-> 

003OQ 


7087 

ED SF 

01080 


rm 

"cL-> 

OiiOG 


?D8fl 

rr- 

CL- J t*r 

01200 


7D0C ： 

C3 

Ol：：80 




01488 

t 

7KJD 

4o 

01300 

DfiTfl 

7D0E 

c_> 

01688 


7D8F 

01 

81730 

81S0G 



フローチャートを第6 — 4図に，アセンブラプ 
ログラムを第 6 — 5図に，実行結果を第6 — 6図 
にまとめておきました。 7 D 0 D 以下に書かれた 
16進数 （10 進数と見なすのも可）……012 3 4 
5，（メモリーには 45 —23— 01の順に人ってい 
る）がプログラム実行後，123450 (メモリ 
—には， 5 0 —34 —12と入っている）となったこ 
とがおわかりだと思います。 

詳しくは， RLD 命令の説明のところを参照し 
てください。 


1 

TEST PROGRAM C RLD ) 


7D00H 


XOR 

B 

, R:0 

i rs 

RLD 

H し DfiTfl 

,HL^DRTfl 

INC 

RLC« 

H し 

f H レ HU1 

INC 

RLD 

HL 

,HL:HL+i 

RET 


, RETURN 

DB 

45H 

, ri(c 側〉 二 45 

DB 



DB 

END 

01H 
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《第 6 — 5 図》第 6 — 4 図のフローチャートをもとに，アセンブラプログラムしたもの 
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《第 6 — 6 図》第6 — 5図の機械語を直接メモリーに書き込み，実行前と実行後の内容を比較したもの 
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71 ヒツトたけ 


に闊わる命令 




Z 8 0では，レジスタあるいはメモリーの，一 
つのビットだけを操作したり，チヱ.'/クしたりす 
する命令があ 1 )ます。ここでは，そういった命令 
について，述べることにします。 


レジスタまだは H L レジスタべ 
アで指定されるメモ 1 」一のある 
ビットの状態を調べる命令 

たとえば，レジスタ B の第3ビットが ゼロ かど 
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うか調べる場合は 

BIT 3， B 

という命令を使います。この命令を実行した場合 
に，もし，レジスタ B の第3ビットがゼロならば 
Z フラグが，1になります。そうでなければ ， Z 
フラグはゼロになります。 

したがって，この命令は，ゼロフフンチ命令， 
あるいは非ゼロブランチ命令との組み合わせで用 
いるのが一般的です。 


この命令を記号で表わす場合は，次のようにし 
ます。 

Z— 巳 <3> 

B く 3>はレジスタ B の第3ビットを表わして 
います。その上にバーが付いていますが，これは， 
ビットの内容を反転，つまり，ゼロならば1に， 

1ならばゼロにする，という意味です。したがつ 
て，レジスタ B の第3ビットがゼロならば， Z フ 
ラグは1に，そうでなければ，ゼロになる，とい 


《第 7— 1 表》レジスタ，または HL レジスタペアで指定されるメモリーのあるビットをチェックしたり 
操作したりする命令の機械語の 2 ワード目を求める表 （ 1 ワード目はすべて CB ) 


BIT 

0, 

B 

BIT 

0 , 

C 

BIT 

0, 

D 

BIT 

0, 

E 

BIT 

0, 

H 

BIT 

0, 

L 

BIT 0,(HL) 

BIT 

0 ， i 

BIT 

2 ， 

B 

BIT 

2 , 

C 

BIT 

2, 

D 

BIT 

2, 

E 

BIT 

2 , 

H 

BIT 

2, 

L 

BIT 2,(HL) 

BIT 

2 ， i 

BIT 

4 ， 

B 

BIT 

4 , 

c 

BIT 

4 , 

D 

BIT 

4, 

E 

BIT 

4, 

H 

BIT 

4 , 

L 

BIT 4,(HL) 

BIT 

4, i 

BIT 

6, 

B 

BIT 

6, 

c 

BIT 

6 , 

D 

BIT 

6 , 

E 

BIT 

6, 

H 

BIT 

6 , 

L 

BIT 6,(HL) 

BIT 

6 ， i 


RES 0， B 
RES 2， B 
RES 4 , B 
RES 6 , B 


SET 0 , B 
SET 2 , B 
SET 4 , B 
SET 6 ， B 


0 ， 

C 

RES 

0, 

D 

RES 

0, 

E 

RES 

0, 

H 

2 ， 

C 

RES 

2 , 

D 

RES 

2 , 

E 

RES 

2 , 

H 

4 ， 

c 

RES 

4 , 

D 

RES 

4 , 

E 

RES 

4 , 

H 

6 ， 

c 

RES 

6 , 

D 

RES 

6 , 

E 

RES 

6 , 

H 

0 , 

c 

SET 

0 , 

D 

SET 

0 , 

E 

SET 

0 , 

H 

2 , 

c 

SET 

2 , 

D 

SET 

2 , 

E 

SET 

2 , 

H 

4 , 

c 

SET 

4 , 

D 

SET 

4 , 

E 

SET 

4 , 

H 

6 , 

c 

SET 

6 , 

D 

SET 

6 , 

E 

SET 

6 , 

H 


RES 0 ， L 
RES 2 ， L 
RES 4 ， L 
RES 6 ， L 


SET 0 ， L 
SET 2 ， L 
SET 4 , L 
SET 6 , L 


RES 0,(HL) 
RES 2,(HL) 
RES 4,(HL) 
RES 6,(HL) 


SET 0,(HL) 
SET 2,(HL) 
SET 4,(HL) 
SET 6,(HL) 


RES 0 , A 
RES 2 , A 
RES 4 , A 
RES 6 , A 


SET 0 , J 
SET 2 ， i 
SET 4 ， j 
SET 6 ， i 



BIT 
BIT : 
BIT ! 
BIT 


RES 1 ， B RES 1 

RES 3 ， B RES 3 

RES 5 ， B RES 5 

RES 7 ， B RES 7 


SET 1 ， B SET 1 

SET 3， B SET 3 

SET 5 ， B SET 5 

SET 7 ， B SET 7 


C BIT 1 ， 
C BIT 3, 
C BIT 5, 
C BIT 7, 


C RES 1 ， 
C RES 3 ， 
C RES 5 ， 
C RES 7, 


C SET 1, 
C SET 3, 
C SET 5 , 
C SET 7, 


BIT 1,E 
BIT 3, E 
BIT 5 , E 
BIT 7 , E 


RES 1,E 
RES 3 ， E 
RES 5 ， E 
RES 7 ， E 


SET 1,E 
SET 3, E 
SET 5 , E 
SET 7 , E 


BIT 1,H 
BIT 3, H 
BIT 5 , H 
BIT 7 , H 


RES 1,H 
RES 3， H 
RES 5 ， H 
RES 7 ， H 


SET 1 ， H 
SET 3， H 
SET 5 ， H 
SET 7, H 


BIT 1,L 
BIT 3, L 
BIT 5， L 
BIT 7， L 


RES 1 ， L 
RES 3， L 
RES 5 ， L 
RES 7 ， L 


SET 1 ， L 
SET 3 ， L 
SET 5 ， L 
SET 7， L 


BIT 1 ，（ HL) 
BIT 3 ，（ HL) 
BIT 5 ，（ HL) 
BIT 7 ，（ HL) 


RES 1 ，（ HL) 
RES 3 ，（ HL) 
RES 5 ，（ HL) 
RES 7 ，（ HL) 


SET 1 ，（ HL) 
SET 3 ，（ HL) 
SET 5 ，（ HL) 
SET 7 ，（ HL) 


BIT 1 ,J 
BIT 3, j 
BIT 5 ,i 
BIT 7 ,i 


RES 1,A 
RES 3 , A 
RES 5 , A 
RES 7, A 


SET 1,, 
SET 3， , 
SET 5 ， . 
SET 7 ， , 



( 例） BIT, 3, H の機械語は ， CB . 5C 
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うことを表わすことになるわけです。 

アセンブラ言語と機械語の対応は，命令の数が 
多いので，第7 - 1表にまとめておきました。 

これらの命令は2ワード命令ですが，1ワード 
目は必ず ， C B なので，第7 _1表では2ワード 
目との対応が示してあります。 

たとえば， 

BIT 5, (H し） 

という命令の場合，第7— 1表より， 6 E を知り 
その前に， CB をつけて 


なら，その機械語は 


C 巳 • A D 

というわけです。 

これらの命令は，どのフラグにも影響は与えま 
せん。 


レジスタまだは H L レジスタ 
ペアで指定されるメモ 1 」一の， 
あるビツトを1にする命令 


C B • 6 E 

とすれば，これがこの命令の機械語というわけで 
す。 

これらの命令が各フラグに与える影響は，次の 
通りです。 

S : どうなるかわからない 
Z : 指定したビットが1ならばゼロに， 
そうでなければ，ゼロになる 
P/V : どうなるかわからない 
CY :影響をうけず，前の状態を保持する 

レジスタまだは H L レジスタ 
ペアで指定されるメモ 1 」一の， 
あるビツトをゼロにする命令 

たとえば， M (7 D 1〇.)の第ゼロビットつまり 
最下位ビットをゼロにしたい場合は ， H L レジスタ 
ペアに，7 D 10を入れた後に， 

RES 0, (H し） 

という命令を実行すればよいでしょう。 RES は 
もちろん， RESET の意味です。 

この命令の機械語は 


丁度， R E S 命令の逆の命令です。 BL レジス 
夕の第ゼロビットを1にする場合，つまり， 
日<0>一 1 

アセンブラ言語で表わせば 

SET 〇, B 

とな 1 )ます。そして，これの機械語は，やはり第 
7-1 表に示したように， 

CB ' 0¢ 

となります。 

そして，これらの命令は，どのフラグにも影響 
は与えません。 

インデックスレジスタを用いて，メ 
モ 1 J 一を指定し,そのメモ 1 」一に対し 
て， BIT , RES , SET 命令を行なう場合 

Z <- M ( I X + 1 2) <0> 

とぃう命令，つまり，インデックスレジスタ IX 
に16進数12を加えたときにできる数を，アド 
レスとするようなメモリーの第 ゼロ ビットの持つ 
情報の逆の値を， Z フラグへ送る命令は，アセン 


C B • 8 6 


ブラでは 


です。記号は次のようにしておきます。 

M (H L ) <0><- 1 

このような命令は全部で6 4種ありますが，そ 
のアセンブラ言語と機械語の対応は ， B I T 命令 
と同じく，第7 — 1表にまとめておきました。す 
ベて2ワード命令ですが，表では2ワード目の機 
械語との対応が示されています。1ワード目はど 
れも C B です。 

たとえば， 

RES 5，し 


巳 ITO , ( IX +12 H ) 

と書きます。 

この機械語は，第 7 — 2表にも書いておきまし 
たが 

D D • C B • 12 • 4 6 

と，4ワードにまたがる長いものになります。 

このうち ， DD • CB はインデックスレジスタ 
I X を用いるすべての場合に共通で，次の1ワー 
ドに(卜 I X に加える16進数が入ります。そして， 
最後の1ワードは， BI . T 命令か， RES 命令か, 
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《第 7-2 表》 インデックスレジスタを用いる B I T , SET 命令，第何ビットを指定するかによって 


RES , SET 命令の機械語 



決まります。それは第7_2表にまとめた通りで 
す。 

M ( I Y + 3 4 ) <7 >—1 
の場合のアセンブラ，機械語は 

SET 7, ( IY +34 H ) 

FD • CB • 3 4 • FE 

となりますが，この， FD - CB は，インデック 
スレジスタ IY を用いるすべての場合に共通です。 
次の3 4は， I Y に加える16進数です。最後の F 
E は， BIT 命令， RES 命令， SET 命令のう 
ちどれか，また第何ビットを指定するかによって 
決まる値です。それについては第7_2表を参照 
してください。 

これらの.命令のうち， RES 命令， SET 命令 
は，どのフラグにも全く影響を与えません 。 B I 
T 命令が各フラグに与える影響は次の通りです。 

S : どうなるかわからない 
z : 指定したビットが0ならば ， Z = 1 , 
そうでなければ ， z = o 
P/V : どうなるかわからない 
CY : 影響をうけない 


玆稃雜稃稃玆稃稃銶路玆路銶拌貉路踗稃稃玆稃群玆稃群玆玆玆找玆稃挞玆稃招 


RES , SET 命令《使つた 

テストプログラム 

玆玆玆拌跆稃雜稃玆雜玆貉玆縣稃玆稃稃銶拌稃稃玆玆玆玆稃稃玆稃稃玆銶挞路鮮 

これらの命令は特にむずかしいものではありま これを実行すると， M ( DATA ) の第 3 ビットが 
せんが，確認の意味で第 7 — 1 図に示したフロー 1 になり， MKDATA + 1 ) の第 5 ビットがゼロに 
チャートの働きをするプログラムを作ってみました。 なるはずです。あらかじめ， M ( DATA ) をゼロに, 
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M(DATA + 1) を FF に 
しておけば，実行後， 

それぞれ 

00000000 
—00001000 
…… [08] 

1111111 
—11011111 
…… 〔DF〕 

となるはずです。 《第 7-1 図》 

これらのことを盛り RES , SETf 令を使 

込んで，ァ セン ブラプ ゥたテストプログラム 



ログラムしたものが，第 7 — 2 図に表わしたもの 
です。 

これをもとにして， 7 D 00 番地から直接機械 
語を書き込んだもの，そして実行した結果を示し 
たものが第 7 — 3 図です。 


I-1RCR0- 881 Z 09-f1RV-73 FflGE 




QCiCO 

> 



00200 

ZS8 

8000- 


60300 

RSEG 



00403 

0RG 



80500 

.* 

7DQC 

21 7D8E 

£¢500 


7D03 

CB DE 

00703 


7DC5 

DD 21 7D8E 

8CSG3 


Tim 

DD CB 01 RE 

80388 


7D0D 

CS 

01800 




81100 

» 

7DGE 

88 

ca 200 

DATA 

7D0F 
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《第 7 — 2 図》第 7— 

1 図の フロ — 

ナヤ ート 


i 

TEST PROGRRH < SET, RES ) 


7DC0H 


LD 

HL, D_ 

} HL=DRTR 

SET 

X <HL> 

,f1(HLK3>l 

LD 

IX.DRTR 

t IX 二 DflTR 

RES 

5, (IX+iH) 

, ti<IX+l)<5>=0 

RET 


,RETURN 

DB 

OH 


[>B 


,H く DfiTfl+1) 二 ilUliil 


END 

をもとに，アセンブラプログラミングをしたもの 


•“ BEFORE RUN 



林 fiFFTER RUN 
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RE 
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m is 
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00 

K015 
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08 

m 16 

7D0F 

FF 

m lg 
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DF 


《第7 — 3図》第7 — 2 図のプログラムの機械語を直接メモリーに書き込み，実行前と実行後 
の内容を調べたもの 
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_1_111111111 __lll 議 111111___1 圆 _ 圆圆圆 ____1_1111111111 _ 11111 圆團 

I 8 CALLm 

と RETM 

11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111^ 


ここでは，メインルーチンからサブノ h チンを呼 
び出す命令……これを CALL 命令といいますが， 
それと，サブルーチンからメインルーチンへ帰す 

命令 . これを RET 命令といいますが，この命 

令を説明します。 

CALL 命令， RET 命令は大きく分けてそれ 
ぞれ二つの種類があります。一つは，無条件に， 
サブルーチンを呼び出したり，メインルーチンへ 
帰したりするものです。もう一つは，指定した条 
件を満たしている場合にのみサブルーチンを呼び 
出したり，メインルーチンへ帰したりするものです。 

まずは無条件の場合について説明していきます 
が，ここで，どのようにしてサブルーチンを呼び 
出すのか，あるいはメインへ帰すのかを十分理解 
しておいてください。 

無条件でサブルーチン 
を呼び出す命令 

サブルーチンの先頭アドレスに，そのサブルー 
チンの働きにふさわしいシンボルを付けておくと 
便利です。今，掛け算のサブルーチンがあったと 


して，この先頭アドレスに， MULT というシン 
ボルが付けられていたとします。このサブルーチ 
ンが必要なときは，次のように命令します。 

CALL MULT 

もし，シンボルが付けられていない場合は，そ 
の先頭アドレスを直接 MULT に替えて書きます。 
たとえば，このサブルーチンの先頭アドレスが， 

7 E 0 0なら， 

CALL 7 E 0 0 

となります。 

この場合の機械語は 

CD • 〇 〇 • 7 E 

です。〇〇は無条件〇八乙乙のコードで，〇〇. 
7 E は，7 E 0 0という先頭アドレスから来てい 
るものです。 

実は，この命令を十分に使いこなすには，これ 
だけの知識では不十分なのです。この命令が具体 
的には，どのような手順で実行されていくのかを 
理解する必要があります。 

今とりあげた 

CA しし 7 E 0 0 

を記号で書くと，次のようになるのです。 
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① M ( SP - I ) M ( SP —2) — PC 
© SP—S P -2 
⑧ PC —7 E 0 0 

SP はスタックポインタ， PC はプログラムカウ 
ンタです。 

スタックポインタが8 2 0 0で， この CALL 
命令が7 D 0 〇から書き込まれていたとすると， 
つまり 

S P <-8 2 0 0 

7 D 0 0 CD 1 .CALL 7 E 0 0 
7 D 01 0 0 

7 D 0 2 7 E ) 

7 D 0 3 …… 

というようになっていたとすると，命令実行後， 
PC，S P , M (81 FF),M (81 FE ) は次のよ 
になりま十。 

M (81 FF ) — 7 D 
M (81 FE ) —0 3 
S P —81 FE 
PC 一7 E 0 0 

もう少し具体的に説明してみましょう。 
プログラムが 7 D 0 0 に来ると，そこに書か 
れている命令が3ワード命令だということがわか 
ります。その段階で，プログラムカウンタ PC に 
は3が加えられ 

P C <-7 D 0 3 
となります。 

次に 

M ( S P - 1 )M (S P -2 ) 一 PC 
が実行されますが， SP は8 2 0 0 なので 
M (81 FF ) — PC の上位8ビット 
M (81 FE ) — PC の下位8ビット 
となります。具体的には 
M (81 FF ) <-7 D 
M (81 FE ) —0 3 
となります。次に 

SP — S P - 2 
が実行されますので 
S P 一 81 FE 

となります。そして最後に 

PC 一7 E 0 0 

が実行されます。.これが実行されるということは 
7 E 0 0へジャンプするということに他なりませ 


ん。 

以上のようにして， 

CALL 7 E 0 0 

は実行され ます。 おわかりいただけたと思いますが， 
M (81 FF),M (81 FE ) に，サブルーチン終了 
後に帰るべきアドレスが保存されるわけです。 
なお，この命令はどのフラグにも影響を与えませ 
ん。 

無条件で，メインルー1 
チンへ帰す RET 命令 j 

この命令の機能を記号で表わすと次のようにな 
ります。 

① S P—S P + 2 

② PC—M (S P- I ) M (SP—2) 

一つ前に説明した， CALL 命令の丁度反対を 
していることが，おわかりだと思います。 

具体的に考えてみましょう。 CALL 命令のと 
きの例の続きを考えてみます。そこでは，メイン 
ルーチンから，7 E 0 0 から始まるサブルーチ 
ンへジャンプしましたが，その時点で 
M (81 FF ) <-7 D 
M (81 FE ) 一〇 3 
S P —81 FE 

となっています。サブルーチンの中で，これらの 
内容を変えないのが普通ですから，サブルーチン 
の最後にこの RET 命令を置けば，まず， 

① SP—SP+2 (8IFE + 2) 

より， SP は82 0 0 となります。次に 

② PC—M (SP—1)M (SP-2) 

より， PC には M (81 FF)，M (81 FE ) の内容， 
つまり，7 D 0 3 が入ります 。 P C に7 D 0 3 
が人るということは， 7 D 0 3番地にジャンプす 
ることに他なりませんから，これでメインルーチ 
ンへ帰ることができるわけです。 

なお，アセンブラは 
RET 

の一言で，機械語は 

C 9 

です。 

また，この命令は，どのフラグにも影響を与え 
ません。 
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与えられた条件を満たした場合に，無条件のと 
ころで説明した手順で目的のアドレスへジャンプ 
させる命令です。 


《第8 - 1表〉 


条件.アセンブラ言語 • 機械語を第8 — 1表に 
まとめておきました。 

なお，フラグの条件の持つ意味については，条 
件ジャンプ命令のところを参照してください（特 
に PO , PE については注意してください）。 

これらの命令は，どのフラグにも影響は与えま 
せん。 



条件つき CALL 命令 

条件つき RET 命令 

条件 

アセンブラ 

機械語 

アセンブラ 

機械語 

Z = 0 なら 

CALL NZ ， 7 E 0 0 H 

C 4 • 0 0 • 7 E 

RET N Z 

CO 

Z =1 なら 

CALL Z ， 7E00H 

CC • 0 0 • 7 E 

RET Z 

C 8 

C Y = 0 なら 

CALL N C, 7 E 0 0 H 

D 4 • 0 0 • 7 E 

RET N C 

DO 

C Y =1 なら 

CALL C, 7E00H 

DC • 0 0 • 7 E 

RET C 

D 8 

P/V = 0 なら 

CALL PO, 7E00H 

E 4 • 0 0 • 7 E 

RET PO 

E 0 

P/V= 1 なら 

CALL PE, 7E0 OH 

E C • 0 0 • 7 E 

RET PE 

E 8 

S = 0 なら 

CALL P, 7E00H 

F 4 • 0 0 • 7 E 

RET P 

F 0 

S =1 なら 

CALL M, 7E00H 

FC • 0 0 • 7 E 

RET M 

F 8 

注 . ここでは，サブルーチンの先頭アドレスは 7 E 0 0 としてあります。そこにシンボルがつけてあれば，アセンブラ 
の 7E0 0H のかわりに，そのシンボルを 書く ことができます。 


mmmmmmnmmmmmmnmmmmmmmmmmmm 


CALL 翁令， RET 翁令 


在使つたテストプログラム 


辦類而■老辦两辦爹而辦辦■順而辦辦而顔而辦辦辦 

CALL 命令を使うと，スタックポインタ SP 
や M ( SP —1 )，M ( SP —2) が具体的にどの 
ように変化するのか，そして，その後 RET 命令 
を使うと ， S P がどのようになるのかを確認でき 
るようなプログラムを作ってみました。 

なだ，ここで注意しなければいけないのは，こ 


のテストプログラム自体がサブルーチンになって 
いることです。ですから，フローチャート上でメ 
インプログラムの終りは，アセンブラプログラム 
のところでは， RET 命令となっています。 

ま.た，ここでのメインを始める前に，以前のス 
タックポインタを M ( STO +1 )M ( STO ) 
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1 

PROGRAM ( CRLL RET 


7D0SH 

—— min - 

LD <ST0),SP 

LD SP, fiDR 

CALL SUB 

LD <RN3+2),SF 

LD SP, <STO) 

RET 




00160 

；REST 



03200 

.Z80 

0803 ^ 


G 漏 

flSEG 



68408 

ORG 



00580 

> 



00600 

j 

7!>〇0 

ED 72 7D1S 

60708 


7D04 

31 TDiC 

CGS00 


7D07 

CD 7D13 

00360 


7D0R 

ED 73 7D1F 

OICC0 


7D0E 

ED ?B 7D18 

0110S 


7012 

C9 

oi2ee 




Ol^DQ 

/ — 

7DC 

ED 72 7D1D 

01400 

SUB. 

7D17 

C9 

01500 




01603 

} - 

7013 

的 

0173G 

STO. 

7D13 

00 

01S50 


?Difl 

68 

01300 


7D1B 

00 

02083 


7D1C 

00 

02188 

fiDR. 

7D1D 

60 

02208 

ms. 

7D1E 

60 

82300 


7D1F 

G0 

02480 


7D20 

GQ 

02500 




02600 



S P = ( ADR —2) 


/ M<S0T4l)M(S0T)=SP 
;SP=fiDR 

/ r.(SP-i)M(SP-2)=pc : sp=sp- 2 r pc-sub 
i M(ms+3>H(RNS+2)=W 
i SF-M(ST0+i)M(3TC) 

；miN m 

i M<flfiS+l)ri(RNS)=SP 
;sp=sp+ 2 : Pc=ri(SP-i)ri(SP-2) 

;M(STO)=C 
;M<S70+i)=8 
;M(flDR-2)=0 
i M<fiDR-i)=0 
i M(ftDR)=0 
;MCRfiS)=8 
i M(fiNS+l)=0 
； M<fll4S+2)=0 
i !1(flHS+3)=0 


〈〈第 8 — 2 図》 第 8—1 図のフローチャートをもとに，アセンブラプログラムをしたもの 


SP—M(STO+l)M(STO) トース タックポインタの退避 


SP—ADR 


サブルーチン実行 


-新スタックポインタの設定 

( PC—M(SP-l)(SP-2) 
-{ SP—SP-2 
1 PC—SUB 


④ SP-^M(ANS+3)M(ANS+2) 


⑤ | SP-M(STO+l)M(STO) {HU! 


サブルーチン 


SUB-START 


| ⑥ | SP—M(ANS+1)M(ANS) 


JSP-SP+2 

SPC<-M(SP-l)M(SP-2) 


《第 8 — 1 図》 CALL 命令， RET 命令を使った 
場合に ， S P , M (S P — 1 )M (S 
P -2) はどのように変化するかを確 
認するプログラム 


に退避させている点にも注意して〈ださい。 

第8 — 1 図のフロー チャートを少し説明してみ 
ましょラ。 

②のところで， S P をあらたに， A D R とします。 
③で， CALL 命令を実行しますが，これは， 

DC 一 M ( SP -1 )M ( SP -2) 

SD — S P - 2 
PC<-S UB 

で，このとき 

PC = 〔④の命令の先頭アドレス〕 

S P = ADR 
ですから，具体的には， 

M ( ADR -1) M ( ADR -2)=〔® W ^)5® アドレス〕 
SP — ADR — 2 
PC—SUB 

となります。 PC —SUB を実行すると⑥に行き 
ますが，ここでこの時点での S P の内容，つまり 
( ADR - 2 ) SM ( ANS + 1 ) M ( ANS ) に送られます。 

この後の⑦で， RET 命令が実行されますが， 
これは 

SP — SD +2 

P C<-M ( SP -1 )M ( SP -2) 

のことで，この時点で， 


i & i 

一 -43) iD 

! 5 ; DJ 0 H 0 H 8 HeH 0 HOH 0 H 8 HeH 

城 江 

jsRETDEDBDBDBDBDBDBDBDBi 
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なので， 

SP —S P +2 
を実行すると 

S P = ADR 

になります。したがって次の命令は 

P C<-M ( ADR —1 )M ( ADR -2) 

ということになります。 M ( ADR -1) M(AD 
R —2) には，④の先頭アドレスが入っています 
から，これを実行するということは，④へ ジャン 
プするということになります。 

④で，この時点の SP の値，つまり ADR が 

M ( ANS +3) M (ANS + 2) に送られて， 


このプロ グラムは終ります。 

この フローチャートを 7 D 00 から，アセン 
ブラプログラミングしてみると， 第 8 — 2図のよ 
うになります。ここで，④の命令の先頭アドレス 
は 7 D 0 A 。 三つのシンボルは 
S T 0 = 7 D 18 
ADR = 7 D 1 C 
AN S = 7 D 1 D 

と割りつけられるので，プログラム実行後，各メ 
モリーは次のようになるはずです。 

M ( STO +1 )M ( STO ) 

=〔前のプログラムの S P の値〕 


4 BEFORE RUH 


NO 1 

7D0G 

ED 

N0 2 

7081 

72 

N0 3 

7D02 

18 

N0 4 

7D03 

7D 

N0 5 

7D04 

21 

N0 6 

7D05 

1C 

N0 7 

7D06 

7D 

no 8 

7D07 

CD 

m 3 

700 S 


N018 

7D09 

7D 

no u 

7_ 

ED 

N0 12 

7_ 

i 

UQ 

7D8C 

■i 厂 

N0 14 

7D0D 

7D 

N0 13 

7D0E 

ED 

m LG 

7D0F 

7B 

NO 丄 7 

7010 

IS 

m 13 

7011 

?D 

m d 

i i)Xc. 

C3 

N0 28 

7D1 ：： 

ED 

NO 21 

7D14 

72 

NO 2c 

7D15 

ID 

m 22 

7DiS 

7D 

m 24 

7D17 

C3 

N0 23 

7D13 

00 

no 26 

7D13 

00 

27 

7Difi 

80 

fciri 

»4u to 

7D1B 

00 

N0 23 

7D1C 

00 

NO 38 

7D1D 

88 

NO 21 

7D1E 

00 

\ID ：2 

7DiF 

0G 

NO 3S 

7D20 

Q8 


“ flFFTEE RUN 


NO i 

»l«-i 

HU C. 

no 2 
nc 4 
NO 5 
NO S 
NC 7 

Ub u 

NO 3 
NO 1C 
HO ii 

110 xc. 

»;n t -• 

mo 上- > 

UD 14 
HO i5 
NO it. 
NO17 
NO IS 
UC 13 
UG 20 
NO 2i 

»4u c.c. 

m 22 

NO £4 

»ir ： •->rr 
JlU C.O 

NO 2S 
NO 27 
m 2 G 
UC 23 
NO 38 
NO :i 
NO 

no 22 


7_ 

ED 

7DS1 

1 J 

7002 

13 

7KG 

7D 

7D04 

-• * 
•>丄 


iC 

1 レ bb 

7D 

7D07 

CD 

7D8S 

看， 
丄- > 

7D03 

r«r. 

1 V 

7D0R 

ED 

7D0B 

i」• 

7DK ： 

< p- 

7DQD 

7D 

7D0E 

ED 

7D0F 

7B 

7D10 

13 

7Dii 

7D 

7D12 

C3 

7Di3 

ED 

7D14 

1 j- 

7D15 

ID 

7D16 

7D 

7D17 

C3 

7D1S 

2E 

7D13 

BS 

7D1R 

8R 

7D1B 

7D 

7D1C 

00 

7D1D 

ifi 

7D1E 

7D 

7D1F 

1C 

7D28 

7D 
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《第 8 —3 図〉第 8 — 2 図から与えられた機械語を直接メモリーに害き込み，実行前と実行後 

の内容を比較したもの 







M ( ADR -2) =0 A 
M ( ADR —1)=7 D 
M (AN S )=1 A 
M (ANS + 1)= 7 D 
M (ANS + 2)=1 C 


M (AN S + 3 ) =7 D 
第 8 - 2 図から与えられた機械語を， 7 D 0 〇番 
地から書き込んで実行すると，実際に上のよう亡 
なることか確認されます。それを第 8 — 3図にま 
とめておきました。 


匪11111111111111111111111111111__1111111_酬_111111111111111111111___酬1111111画_圓 

1 国 

I 9 レジスタや 


CPU 在コントロ1 


—ルする翁令 

1 1 

= = 

議 11111111__111111 酬 11111111111111111111111111111111111111111_____ 關圓 ________ 


ここでは次のような命令をとりあげます。 

CPL , NEG , CCF , SCF , NOP , 
HALT , DA A , D I , El , I M 0, 

I M 1 ， I M 2, 

これらが，どのような命令であるかを，一つ一 


つ説明していきます。 



この命令は，レジスタ A の8個のビットの持つ 
情報を，すべて反転させる命令です。たとえば， 
レジスタ A 


10110001 

となっている場合に，この命令を実行すると， 

V 10 01110 

となります。 


この命令を記号で書くと 

A —A 

となります。 

その機械語は 

2 F 

です。 

また，この命令は，次のフラグには影響を与え 


ません。 

S , Z , P / V , CY 



この命令を記号で表わすと，次のようになりま 
す。 


A< - A 

つまり，レジスタ A の8ビットが，正負の数を 
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表わしていると考えたときに，その符号を反転させ 
る命令です。 

たとえば，レジスタ A が16進数で 


F F .(- 1のこと） 

のときに，この命令を実行すると， 

01 .(+ 1のこと） 


となります。 

この命令の機械語は， 

E D • 4 4 

です。 

この命令が，各フラグに与える影響は，次の通 
りです。 

S : 命令実行後，レジスタ A の最上位ビ 
ットが1ならば ， S = l , そうでなけ 
れば ， S = 0 

Z : 命令実行後，レジスタ A がゼロなら 
ば， Z = l , そうでなければ， Z = 0 

P/V : 命令実行前に，レジスタ A が 16 進数 
8 0 (10 進数の一 256 に当る）であっ 
た場合に， P/V = l , そうでなけれ 
ば P / V = 0 


CY :命令実行前に，レジスタ A がゼロで 
なければ， CY =1, ゼロならば， 

C Y = 0 



つまり，この命令実行前に ， CY = 1ならば， 
実行後は C Y = 0, になるというものです。 

この命令を記号で書くと 

C Y—C Y 

となります。機械語は 

3 F 

です。 

この命令は， CY 以外の， S , Z , P / V のフ 
ラグには影響を与えません。 


この命令は，キャリーフラグを1にする命令で 
す。記号で書くと 

C Y — 1 

となります。その機械語は 

3 7 

です。 

この命令は， CY 以外の S , Z , P / V フラ 
グには影響を与えません。 

ここで参考までに一言 
C Y — 0 

という命令はありませんが，これは色々な命令で 
実現できます。たとえば， 

OR A . ( A — AVA ) 

AND A …… （ A — AAA ) 

ついでに A —0 としたければ 


XOR A … ( A<-AV A ) 
SUB A … （ A — A - A ) 



この命令は，何もしないという命令です。すで 
にできあがってしまった プログラムの 1部を削除 
したいときなどに，埋め合わせとして使われます。 
機械語は， 

0 0 


です。もちろんどのフラグにも影響は与えません。 



HALT の持つ意味通り，プログラムを停止さ 
せる命令です。 


各フラグ等すべてに影響は与えず，この命令の 
書かれて いる 番地で， CPU はストップします。 
ただし，割り込みを受けつけることはできます。 
この命令の機械語は， 

7 6 

です。 
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DAA は ， DECIMAL ADJUST - 
ACCUMULATOR の略です。この命令を 
足し算命令 （ ADD , ADC , INC ) や，引き 
算命令 （ SUB , SBC , DEC , NEG ) の次 
に配置すると，これらの演算命令が BCD コード 
で表わした10進数に対して有効なものになります。 
具体例をテストプログラムのところでとりあげて 
あるので，そちらを參照してください。 

この命令の機械語は 
2 7 

です。 

また，各フラグに与える影響は次の通りです。 

S : 命令実行後， レジスタ A の 最上位ビ 
ットが1ならば ， S = l , そうでなけ 
れば ， S = 0 

Z : 命令実行後， レジスタ A がゼロなら 
ば ， Z = l , そうでなければ z = o 

P/V : 命令実行後， レジスタ A の8 個の ビ 
ットのうち，1になっているものの数 
が偶数ならば， P / V = l , そうでな 
ければ P / V =0 

CY : 上位4ビットを10進数に補正した時 
点で，10進数として上の桁に影響を与 
えるような場合， CY =1, そうでな 
ければ ， CY = 0 



DI は ， DISABLE INTERRUPTS 

の略です。この命令を実行すると，マスク可能な 
割り込みをうけつけなくなります（インタラプト 


. エナブル•フ リップ. フロ ップ . IF F 1， 

I FF 2 がリセットされます）。 

この命令の機械語は 


F 3 

です。 

フラグその他に影響を与えることはありません。 



の略です。この命令を実行するとマスク可能な割 
り込みが可能になります（インタラプト•ェナブ 
ル •フリップ ーフロ ップ ー IFF 1 ，I F F 2 , 
がセットされます）。もちろん，割り込み実行中に 
は，他の割り込みは禁止されます。 

この命令の機械語は 
FD 

です。 


フラグその他へ影響を与えることはありません。 



割り込みに関しては，ハードウェアの十分な知 
識も必要になるので，簡単に説明することができ 
ませんが，モード0，モード1，モード2は次の 
ようになっています。 

モード 0: 8 0 8 0系と同じで，いかなる命 

令もうけつける。 

モード 1:プログラムカウンタの内容を，ス 
タックポインタを使って退避させたあ 
と，0 0 3 8番地へジャンプする。 

モード 2:プログラムカウンタの内容を，ス 
タックポインタを使って退避させたあ 
と，インタラプト.ページ•アドレス 
.レジスタ （1) などで指定されるア 
ドレスへジャンプする。 

それぞれ，機械語は次のようになっています。 


I M 

0 … 

…… ED . 

.4 

6 

I M 

1… 

…… ED • 

.5 

6 

I M 

2 … 

…… ED - 

.5 

E 


もちろん，これらの命令は，どのフラグにも影 
響は与えません。 



RETI は ， RETURN FROM 


INTERRUPT の略です。この命令は，サ 
ブルーチンの最後に RET 命令を置くのと同じ要 
領で，一つの割に込みに対応して作られたプログ 
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ラムの最後に置かれます。その働きも，サブルー 
チンにおける RET 命令と同じです。 

また次に処理しなければならない割り込みの 
要求が来ていれば，それの受け入れを許可します。 
この命令の機械語は 
E D • 4 D 

です。 


もちろん，どのフラグにも影響は与えません。 



マスクされない割り込みに対応させたプログラ 
ムの最後に置〈命令です。普通のプログラム中の 
サブルーチンの最後に使う R E T 命令に似ていま 
す。 

この命令は具体的に次のように実行されます。 

〇 S P<-S P + 2 
〇 IFF 1— IFF 2 
O PC—M ( SP -1 )M (SP — 2) 
なお， IFF 1 ,I FF 2 は，インタラプト • 
ェナブル•フリップ•フロップのことです。 

この命令の機械語は 
E D • 4 5 

です。 


もちろん，どのフラグにも影響は与えません。 



この命令を実行することによって，次の番地へ 
ジャンプすることができます。このとき，それま 
でのプログラムカウンタの内容は，スタック領域 
に保存されます。 

0 0 0 0 


0 0 3 8 

この命令は一語命令なので，一つのシステムを 
作るときに，最も頻繁に用いるプログラムやサブ 
ルーチンなどを上の番地から書き込むようにして 
おくと便利です。 

記号，アセンブラ，機械語の順でまとめると次 
のようになります。 

SP <- SP - 2， M ( SP - 1 ) M ( SP — 2卜 PC 
PC — 0 0 0 0 

R S T 0 . C 7 

SP — SP — 2， M ( SP —1) M ( SP -2 ) 一 PC 
P C <-0 0 0 8 

RST 8 . CF 

SP — SP - 2， M ( SP —1) M ( SP -2 ) 卜 PC 
PC <-0 010 

RST 10 H . D 7 

SP 一 SP -2， M ( SP - 1) M ( SP -2 ) 一 PC 
PC —0 018 

RST 18 H . D F 

SP «- SP - 2, M ( SP -1) M ( SP - 2 )HPC 
P C <-0 0 2 0 

RST 2 0 H . E 7 

SP <- SP -2, M ( SP -1) M ( SP - 2 )<-PC 
PC —0 0 2 8 

RST 2 8 H . E F 

SP — SP -2, M ( SP —1) M ( SP -2 ) 一 PC 
PC —0 0 3 0 

RST 3 0 H . F 7 

SP — SP -2, M ( SP -1) M ( SP -2 ) 一 PC 
PC —0 0 3 8 

RST 3 8 H . F F 


0 0 0 8 
0 010 
0 0 18 
0 0 2 0 
0 0 2 8 
0 0 3 0 
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路雜昶稃雜玆玆餘路雜玆路路群群路銶玆玆雜銶銶稃玆雜銶玆玆雜拜路雜玆路雄銶路路 


DAA 翁令％使った 
テストプロクラム 


微辦辦辦辦辦辦辦辦辦辦辦挞辦娜辦辦辦谢辦辦辦辦辦娜 


BCD コードで表わされた10進数4桁どうしの 
足し算のプログラムを作ってみました。機能や考 
え方は第9 — 1図のフローチャートに見る通りで 
す。テストプログラムということで，インデック 
スレジスタ I X を作ってみましたが，特にこだわ 
る必要はないでしょう。 

第 9 —1 図をもとに，アセンブラプログラミン 
ダしたものが，第9 一 2図です。 

ここでは，6789 + 1234の計算をさせるように 
プログラムしてあります。したがって 

M ( DATA ) =89 
M (D AT A + 1 ) =6 7 
M ( DATA +2) =34 
M ( DATA +3)=12 
とします。所定通りの働きをすれば 
6789 + 1234=8023 

ょり， 

M ( DATA ) =23 
M ( DATA +1) =8 0 

になるはずです。 

第 9 — 2図の機械語を直接メモリーに入れ，実 
行前と実行後の変化をみたものが第9 一 3図です。 
実行後 

M ( DATA ) =M ( 7 D 1 B ) =23 
M ( DATA +1 )=M ( 7 D 1 C ) =8 0 

になっているのが確認できます。 



《第 9 — 1 図》 

M (DATA+1)M (DATA) 

<-IVl (DATA+1)M (DATA) 

+ M (DATA+3) M (DATA + 2) 
ただし， 10 進数どうしの計算 
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NO 1 

?m 

HO 2 

7D0i 

NO 5 

7D02 

NO 4 

7002 

m 5 

7D94 

N'O 6 

7D05 

NO 7 

7mG 

NO S 

7D07 

NO 3 

7D0S 

m IQ 

7D63 

NO11 

7D0fl 

no 12 

7D0B 

KO13 

7DGC 

NO14 

7D6D 

NO15 

7D0E 

HO 16 

?D8F 

NO17 

?D10 

m 18 

7D11 

m is 

?m 

NO 29 

7D12 

NO 21 

7D14 

NO 22 

7DI5 

NO 23 

7DiG 

NO 24 

7D17 

fiO 25 

7DI8 

NO 26 

7D13 

如 27 

7Difi 

NO 23 

?DiB 

m 23 

7D1C 

HO 30 

7D1D 

NO 21 

7D1E 


《第 9 一 3 図》第9 一 2図の機械語を直接メモリ 
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60108 

， 



80263 

Z82 

8 雛 ， 


8CG88 

RSEG 



084C9 

ORG 



88500 

t 

?m 

DD 21 7D1B 

06580 


7DG4 

DD ?E 80 

00783 


7D87 

DD 86 02 

動 3 


7D0R 

21 

00900 


7D0B 

DD 77 80 

CiOOQ 


7D8E 

DD 23 

01180 


7D18 

DD 7E 08 

01263 


i. i/Ij- 

DD SE 82 

01308 


7D16 


01400 


7D17 

DD 77 80 

01500 


?Difi 

C9 

01600 




01700 

i 

7D1B 

89 

01883 

DRTR 

7D1C 

67 

01900 


7D1D 

24 

02380 


7D1E 

12 

02100 




02203 



《第9 一 2図》第 9-1 図をもとに， 

林 BEFORE RUN 


1 

TEST PR ㈤ RflM ( _ ) 


7D83H 


LD 

IX , 圆 


IX=DflTR 

LD 

fl,(IX+8) 

/ 

㈣ (IX+8) 

RDD 

_ 

fi,(IX+2) 

i 

R=fi+M<IX+2) 

LD 

<IX+0)ifl 

/ 

«<IX+0)=fl 

INC 

IX 

i 

IX=IX+i 

LD 

FI ( 獅） 

i 

fl=nax+0> 

RDC 

Dfifl 

fl, (IX+2) 

i 

fi=fl+nax+2>+CY 

LD 

RET 

«X+8),fi 

t 

j> 

riax+8>=fl 

RETURN 

DB 

89H 

f 

PKDfiTfl)=S3 

DB 

G7H 

t 

«(DRTfl+i)=e7 

DB 

24H 

f 

M(DflTfi+2)=34 

DB 

12H 

i 

K<DRTfi+Z)=12 


END 

アセンブラプログラミングしたもの 


“ RFFTEF ： RHi 

NO1 

7D80 

DD 

NO 2 

7D01 

21 

UO 2 

7D02 

IB 

NO 4 

7D02 

7D 

NO 5 

7D04 

DD 

no 6 

?m 

7E 

NO 7 

7086 

08 

HO 3 

7D07 

DD 

NO 3 

7D0S 

86 

NO10 

7D03 

82 

NO ii 

7D8R 

27 

NO12 

7DOB 

DD 

NO 12 

7DGC 

，フ 

NO14 

7D0D 

80 

NC 15 

7D6E 

DD 

m 16 

7D0F 

23 

\iQ 17 

7D1G 

DD 

13 

7D11 

7E 

NO13 

7D12 

80 

NO 28 

7D13 

DD 

WO 21 

7D14 

8E 

NO 22 

7D15 

82 

NO 23 

7D16 

27 

NO 24 

7D17 

DD 

WO 25 

7D18 

77 

NO 26 

7D13 

83 

m 27 

7Difi 

C9 

NO 23 

7D1B 

22 

NO 23 

7D1C 

80 

m 2Q 

7D1D 

34 

NO 21 

7D1E 

12 


一に入れ，実行前と実行後の変化をみたもの 


l DD 21 iB 7D DD f f c.83g860227 DD 77e0 DD 23g7E00 DD 8E8227g7?e3 c 9 83673412 
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Z 80 では，入出力のポートか256個用意され 
ています。したがって，最大256個の入出力装置 
を制御することが可能です。ここで説明する入出 
力命令は，これらの入出力装置のうち，どれから 
入力を得，どれへ出力するのかを指定する命令で 
す。 

直接，入カポートを指 
定する I N 命令 

この場合，人力装置からの情報は レジスタ A に 
だけ送られます。もし，人カポートが2 3 H であ 
れば，記号は次のようになります。 

A <-1/0 ( 2 3 H ) 

アセンブラ，機械語は， 

IN A , ( 2 3 H ) . DB • 2 3 

となリます。 

各フラグに彩響を与えることはありません。 

入カポートをレジスタ C を 
使って指定する IN 命令 


この場合，入力装置からの情報は，七つあるレ 
ジスタのうち，指定する 一つに 送られます。 

記号，アセンブラ，機械語の順にまとめると次 
のようになります。 


I/O 

(C) 




IN 

B ， 

(C) ……. 

.ED . 

•40 

C—I/O 

(C) 




IN 

c ， 

(C) ……. 

.ED ■ 

'48 

D—I/O 

(C) 




IN 

D ， 

(C) .…… 

.ED • 

5 0 

E—I/O 

(C) 




IN 

E ， 

(C) ……- 

.ED . 

5 8 

H—I/O 

(C) 




IN 

H ， 

(C) .…… 

.ED . 

6 0 

L—I/O 

(C) 




IN 

L ， 

(C) …•… 

.ED • 

6 8 

L—I/O 

(C) 




IN 

A, 

(C) ……. 

.ED • 

7 8 


これらの命令が各フラグに与える影響は次の通 
りです。 

s : 送られてきたデータの最上位ビット 
が1ならば ， S =1，そうでなければ, 
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s = o 

z : 送られてきた データが ゼロならば， 
Z = l ， そうでなければ， z=o 
P/V : 送られてきた情報をビット単位で考 
えた場合，1になって いる ビットの数 
が偶数ならば， P / V 二1，そうでなけ 
れば， P / V =0 
CY : 影響はうけない 

直接，出カポートを指 
定する0 U T 命令 

256個ある出カポートのうち，どこかのポート 
を指定し，そこにレジスタ A の内容を送るという 
命令です。ハードウエアとの関わりが大きいので 
すが，あるポートにある数を出力すると，ある入 
出力装置の電源が ON になる，といったようなこ 
とができます。後で，具体例を示しますが ， TRS 
— 80 システムでは， FF ポートに，第2ビットが 
1である8ビットの情報を送ると，そこに継いだ 
カセット テープ レコーダの モータが 0 N になるよ 
うになっています。また同じポートに，第2ビッ 
卜がゼロである8ビットの情報を送ると，その モ 
一夕が OFF になるようになっています。 

出カポートを FF に設定し，そこへレジスタ A 
の内容を送る命令を記号で書くと， 

I/O (F F) <-A 
となります。上の例の場合， 

A<2>— 1 ， または 0 

としてから，この命令を実行すれば目的は果たせ 
ます。 

この場合，アセンブラ，機械語は次のようにな 
ります。 

OUT ( 0 FFH ), A 

. D 3 • FF 

もちろん，この命令は，どのフラグにも影響を 
与えません。 

出カポートをレジスタ C を 
使って指定する0 U T 命令 

この場合，七つあるレジスタのどれか 一つを 選 
び，そこに入っている内容を，指定する出カポー 


卜に送ることができます。 

記号，アセンブラ，機械語の順でまとめると次 
のようになります。 

I/O ( C ) — B 


E D • 41 



OUT 

( C ), 

B 

I/O 

( C ) —C 



OUT 

( C ), 

c 

I/O 

( C ) <-D 



OUT 

( C ), 

D 

I/O 

( c ) —E 



OUT 

( C ), 

E 

I/O 

( c ) —H 



OUT 

( C ), 

H 

I/O 

( C ) —L 



OUT 

( C ), 

L 

I/O 

(C ) <—A 



OUT 

( C ), 

A 


E D • 4 9 


E D 


E D • 5 9 


E D • 61 


E D • 6 9 


•E D • 7 9 

これらの命令は，どのフラグにも影響を与えま 
せん。 
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路玆銶玆踗群玆銶玆玆玆玆找辞貉玆玆玆玆雜雜銶銶玆玆玆玆玆路辟群辟玆玆路路玆路 


OUT 命令を使った 
テストプログラム 


祥稃玆玆玆玆玆玆玆玆稃玆玆趑玆銶玆玆玆跆玆玆玆路玆路路稃玆稃稃玆路路路玆找找 

OUT 命令をテストしてみる場合，困っ 
た問題があります。ハードウェア扱きに，こ 
の命令をテストすることはできないからで 
す。 

そこで，ここでは ， Z 80を用いている 
パーソナル コンビ ュータ TRS -80 シス テ 
ムを例にとってみることにしました。 

なるべく基本的なもの，ということで， 

TRS -80 に継ぐカセットテープレコーダの 
モータをコントロールするプログラムを考 
えてみることにしましょう。 

TRS -80 では，出カポートを255 (16 進 
数で FF ) に指定し，そこに第2ビットが 
1である8ビットの情報を送ってやると， 

カセツトテープレコーダのモータを0 N に 
するリレーが閉じるようになっています。 

また，出カポートを255 (16進数で卩尸） 

に指定し，そこに第2ビットがゼロである 
8ビットの情報を送ってやると，リレーが 
開くようになっています。 

そこで， 第 10— 1図のフローチャートに 
示されたようなプログラムを作れば，ある 
時間だけテープレコーダは動くはずです。 

つまり，図中，①②で，.テープレコーダ 
は動き出し，③〜⑧で条件が満たされるま 
でループして，⑨⑩で，テープレコーダは 

停止します。 《第 10— 1 図》 OUT 命令のテストプログラム 

③④⑤で各レジスタに入れる値を変えれ （ TRS -80 のカセツトテープレコ 

ば，テープレコーダが動いている時間が制 ー ダの モータ ON , OFF 制御） 


① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

⑨ 

⑩ 
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御できます。これをもとに，アセンブラプロダラ TRS — 80に，マニュアルで指定された通りテ 

ムしたものが，第 10— 2図です。 ープレコーダを接続してから，このプログラムを 

第 10- 3図は，この第 10- 2図の機械語を直接 実行すると，約8秒間，テープレコーダは動きます。 

メモリーに入れてみたところです。 

rlB ； R 0-88 13 09- MfiV -73 PRGE J 




GOiQO 

t 

.TEST PROGRAM ( ODT ) 





00203 

.Z83 





0_' 


60200 

RSEG 







mm 

0R& 

7D88H 






09588 

i 





?m 

3E 84 

00686 


LD 

fi,4 

i 

R<2>=1 

7D02 

EG FF 

08783 


OUT 

<0FFH),fl 

i 

I/0(FF)=ft 

?m 

1610 

06800 


LD 

D,16H 

i 

D=10 

7DQS 

6E 60 

00900 

LI: 

LD 

C,0 

i 

C=8 

7_ 

06 00 

01600 

L2: 

LD 

B,0 

i 

B=0 

7_ 

10 FE 

01188 

12: 

mz 

12 

i 

B=B-1 : IF BO0 GOTO L3 

7D8C 

0D 

01200 


DEC 

C 

j 

C=C-1 

7D0D 

20 F3 

8 層 


JR 

NZ,L2 

i 

IF CO0 GOTO L2 

7DGF 

15 

01400 


DEC 

D 

j 

OD-i 

7D10 

20 F4 

81500 


JR 

NLL1 

i 

IF DO0 GOTO LI 

7D12 

CB 37 

01600 


RES 

2,fl 

i 

RC2>=0 

7DI4 

FF 

01700 


OUT 

(8FFH〉,fl 

i 

I/0(FF>=a 

7D16 

C3 

01868 


RET 


t 

RETURfi 



01980 


END 





《第 10-2 図》 
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N0 20 
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N0 22 
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3E 
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0E 
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F4 
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FF 

rQ 《第 10-3 図 > 
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11 - O のデ■夕 




プロックを対象と 
した翁令グループ 


咖__1111111_111111111111111111111__11111111111111_____1111111___1111111關關 


連続したメモリーに人っているデータを，連続 
的に対象とするときに便利な命令をここにまとめ 
てみました。これらの命令には次のようなものが 
あります。 

1, 口ード命令系 LDI, LDD 

2, 比較命令系 CPI, CPD 


3 ,入出力命令系 INI, IND, OUTI, OUTD, 

一つ一つ説明していくことにしましょう。 



L D I 命令と L D D 命令がありますが，それぞ 
れを記号で表わすと次のようになります。 


L D I 命令の場合。 

① M ( DE )— M ( HL ) 

② DE — DE + 1 

③ HL — HL + 1 

④ BC — BC — 1 
LD D 命令の場合 

① M(DE )— M(H L ) 

② DE — DE - 1 


③ H L—H L - 1 
©B C—B C -1 

どちらの命令の場合も， S , Z , CY フラグに 
は影響は与えませんが， P / V フラグに影響を与え 
ます。 BC — B — 1を実行後， BC +0 ならば 
P / V = 1, BC =0 ならば P / V =0 となります。 

したがって，1ブロック内のデータ数を レジス 
タペア BC に入れておき，これらの命令を実行す 
るたびに， P / V フラグをチェックすれば，必要回 
数命令が実行されたかどうか確認することができ 
ます。 

それぞれの機械語は次の通りです。 


し D I .E D • A 0 

し D D.E D • A 8 


し D D.E D • A 8 



CPI 命令と， CPD 命令とがあります。それ 
ぞれを記号で表わすと次のようになります。 

C P I 命令の場合 

① Null — A-M ( HL ) 
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© HL — HL +1 
③ B C —B C—1 
CPD 命令の場合 
① Null — A—M (H L ) 

© HL — HL -1 
③ BC—BC-1 

これらの命令が各フラグに与える影響は次の通 
りです。 

S : A-M ( HL ) の結果が負ならば， 
つまり，第7ビットが1ならば， S = 
1，そうでなければ ， S = 0 
Z : A と M ( HL ) の内容が同じなら， 

Z = 1,そうでなければ， Z = 0 
P/V :命令実行後， B C 二0 ならば， 

P / V =0, そうでなければ， P / V = 1 
CY : 影響はうけない 

以上のことからわかるように，ブロック内での 
最大値ゃ最づ、値を見つけ出すときなどに便利な命 
令です。その点については，テストプログラムの 
ところ全参照してください。 

機械語は次の通りです。 


C P I .E D • A 1 

C P D.E D • A 9 


CPI .E D • A 1 

C P D.E D • A 9 



IN I 命令， IND 命令 ， OUT I 命令 ， OU 

TD 命令の四つがあります。これらの命令を記号 
で表わすと次のようになります。 


INI 命令の場合。 

① M ( HL ) — I/O ( C ) 

©H L<-H L + 1 
©B <—B —1 
IND 命令の場合 

① M ( HL ) — I/O ( C ) 

©H L<-H L - 1 
③ B — B — 1 
OUT I 命令の場合 

① I/O ( C ) 一 M ( HL ) 

©H L<-H L + 1 
③ B «- B — 1 
OUTD 命令の場合 

① I /〇 ( C ) <-M (H L ) 

② HL — HL - 1 

③ B—B- 1 

どの命令も各フラグに与える影響は同じで，次 
のようになっています。 

S :不定 

Z : 命令実行後， B がゼロならば ， Z = 
1，そうでなければ， Z = 0 
P/V : 不定 
CY :影響はうけない 
以上からわかるように，データを連続的に入力 
または出力するときに便利な命令です。 
機械語との対応は次の通りです。 

I N I .E D • A 2 

I N D . E D • A A 

OUT I .ED • A 3 

O U T D.E D • A B 
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找玆跆稃銶玆玆雜銶玆玆玆路玆玆銶玆路銶玆玆玆玆玆群銶稃稃玆玆玆玆玆玆趑玆雜路 


CPI 翁令％使った 
テストプロクラム 


(最大値を求めるプログラム) 


路踗玆玆稃玆雜稃玆玆玆玆玆挞玆路稃路稃稃路玆玆玆稃玆稃玆稃稃群玆玆玆稃稃雜鮮 


CP I 命令を使って最大値を求めるプロ 
グラムを考えてみました。考え方は第 11— 

1図のフローチャートに見る通りです。 

ここでは，8ビットのデータは正負を考 
慮して表現されているものとしてあります。 
ただし，オーハ•ーフローが起きる場合には， 
正しい結果が得られません。 

考え方の上でのポイントは，①でレジス 
夕 A に8 0 (10 進数一 128) を人れておく 
こと，④で M ( HL ) の内容を D に入れて 
おくこと，の二つでしよう。 

これをもとに，アセンブラプログラミン 
ダしたものが第 11— 2図です。データは10 
進数に直せば，一1，一2，4，15, 32 
になるような五つの16進数としてあります。 

M ( SIZE + 1 ) M ( SIZE ) に5，つまり， 

0 00 5を入れ， M ( DATA ) 以降に FF ， FE ， 
04， OF , 20,を入れ， M ( ANS ) にゼロ 
を入れておきます。 

これらのことをもとにして， 7 D 00 以降 
のメモリに直接，機械語，データを入れた 
ものが 第 1 丨 一 3図の BEFORE RUN の 
表に当ります。これを実行した後のメモリ 
一の様子が ， AFFTOR RUN の表に当 
ります。 M ( 7 D 1 E ) に五つのデータの内， 
最大の2 0が入っているのが確認できます。 

もう1回実行してみましょう。 M ( ANS ) 
にあたる7 DIE を0 0にして， M ( 7 D 1 C ) 
に，このプログラムであつかえる最大の数 



《第 n_i 図》 cp I 命令を使ったテストプ□グラム 
——最大値を求めるプログラム 


7 F (+127) を入れてみましょう。 

実行前，実行後のメモリーの内容を第 11— 4図 
に示しておきました。 M ( 7 D 1 C ) が， 7 F になつ 
て，プログラムが所定の働きをしたことが確認で 
きます。 
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《第 11 一 2 図》第 11 一 1 図のフローチャートをもとに，アセンブラプログラミングしたもの 
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《第 11 一 3 図①》第 II 一 2 図の機械語を直接メモリーに入れ，プログラム実行前後のメモリーの内容を示したもの 
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一に入れ，プログラム実行前後のメモリ 
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《第 11— 4 図 > データを変えて，もう一度実験してみた場合 
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Z 80 には，連続したメモリーに入っているデ 
ータを，ブロックごと移動したり，ブロックの中' 
から特定のデータを選び出したりするときに非常 
に効率のよい命令があります。こういった命令は, 
すべて条件判断およびリピート命令を含んでいま 
す。これらをここで説明するのですが，次のよう 
なものがあります。 

1 . ロード命令系，し DIR , し DDR 
2 . 比較命令系， CPIR , CPDR 


3. 入出力命令系， INIR , INDR , OTIR,OTDR 

一-3—つ説明していくことにしましょう。 



LDIR , LDDR の二つがありますが，それ 
ぞれを記号で表わすと次のようになります。 


LDIR 命令の場合 

① M ( DE ) —M (H L ) 

② DE — DE +1 

③ HL — HL +1 
© BC — BC -1 


⑤ IF BC +0 GO TO ① 

LDDR 命令の場合 

① M ( DE ) —M ( HL ) 

② DE—DE 1 

③ HL — HL — 1 

④ BC — BC -1 

⑤ IF BC +0 GO TO ① 

これからわかるように，レジスタペア BC に入れ 
られたデータ数の分だけロー ド命令が繰り返され 
ます。 

似たような命令が二つありますが，なぜ二つも 
用意されているかおわかりでしょうか。 

たとえば， 7 D 0 0~7 DFF のデータを ， 7 D 
02〜 7 E 01 へ移動したい，という場合には， L 
D I R 命令は使えません。移動されたデータが移 
動前のデータを消してしまうからです。ここでは, 
HL =7 DFF , BC = 7 E 01 として， L D D 
R 命令を使います。 

これらの命令が各フラグに与える影響は，次の 
通りです。 

S :影響をうけない 
z :影響をうけない 
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P/V : 必ずゼロになる 
CY : 影響をうけない 
機械語との対応は次の通りです c 


なお，これらの命令の機械語との対応は次の通 
りです。 


LD I R- 
し DDR_ 


•E D • B 0 
•E D • B 8 


比較命令系 


CPIR 命令と ， CPD R 命令の二つがありま 
すが，これらを，記号で表わすと次のようになり 
ます。 

'CP I R 命令の場合 

① IF A = M ( HL ) THEN Z = 1 , E 
L S E Z = 0 
©H L —H L +1 

③ B C — B C -1 

©I F (BC + O ) A ( Z =0) GO TO ① 
C P D R 命令の場合 

① IF A = M ( HL ) THEN Z =1 ,E 
L S E Z = 0 
©H L —H L —1 
.③ B C —B C -1 

④ I F (BC + 0) A ( Z =0) GO TO ① 

つまり，どちらも，レジスタ A の内容のものと 
同じものがブロック内に見つかるか，または，ブ 
ロック内の データを すべてチェックし終わるかす 
るまでは，同じことを繰り返すわけです。 

ブロック内に同じものがあったのか，そうでは 
なく，すべてのデータをチェックし終わったのか 
の区別は，命令終了後のフラグの状態から判断し 
ます。この命令がフラグに与える影響を，次にま 
とめてみましょう。 

S : A と比較したメモリーの内容が ， A 
よりも大きかった場合（正負を考慮し 
た上で）に S = l , そうでなかった場 
合 ， S = 0 

Z : A と比較したメモリーの内容が ， A 
と同じであった場合， Z = 1,そうで 
なかった場合 ， Z = 0 

P/V : 命令終了後 BC = 0 ならば， P/V = 
0,そうでなければ， P / V = 1 
CY : 影響をうけない 


CP I R 
CPDR 


■E D • B 1 
•E D • B 9 



入出力命令系 


入力系に INI R , IN DR , 出力系に OTI 
R , OTDR の命令があります。それぞれを記号 
で表わすと次のようになります。 

INIR 命令の場合 

① M ( HL )<- I /0 ( C ) 

② HL — HL +1 

③ B—B-1 

I N D R 命令の場合 

① M ( HL )<- I /0 ( C ) 

② HL — HL -1 

③ B—B-1 

0 T I R 命令の場合 

① I/O ( C )^ M ( HL ) 

② HL — HL + 1 

③ B—B-1 

OTDR の場合 

① I/O ( C )<- M(H L ) 

② HL — HL -1 

③ B—B-1 

レジスタ B に，人出力したいデータの数を人れ 
ておけば，それらすべてが処理されるまで，この 
命令は続けられます。 

これらの命令が各フラグに与える影#はみな同 
じで，次のようになります。 

S :不定 

z : 命令終了時点で Z =1 
P/V : 不定 
CY : 影響をうけない 
なお，これらの命令の機械語との対応は次の通 
りです。 

I N I R . E D • B 2 


N D R.E D • B A 


OT 丨 R. 
OTDR- 


•E D • B 3 
■E D • B B 
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LDDR 翁令％使った 

テストプロクラム 
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LDDR 命令を説明した本文中で， 

ふれましたが，すでにメモリーに書か 
れている内容を，指定した分だけ後の 
メモリーに移すプログラムを作ってみ 
ました。考え方は，第12— 1図に示し 
た通りです。 

H L に移したいデータの先頭アドレ 
スを，レジスタペア BC に，移したい 
データの数を，そしてレジスタ A に， 

いくらずらすかを指定する数を入れて 
おきます。 

ここから，移したい データの 最終ア 
ドレス，移し先の最終アドレスを計算 
して，それぞれ HL , DE のレジスタ 
ペアに入れ，ここで LDDR 命令を実 
行する，というものです。 

これをもとに，アセンブラプログラ 
ミングしたものが第 12--2 図です。 

ここでは，データの数 5, ずらす大 
きさを2,として，プログラムしてあ 
リます。 

ここから得られた機械語を，直接メ 
モリーに書き込み，命令実行前と，実 
行後のメモリーの内容を比較したもの 
が第12 3図です。所定の働きをして 

いることが，ここから確認できます。 


《第 121 図》 LDDR を使ったテストプログラム 
( データ群の移動） 
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《第 12—2 図》第 12 図をもとに，アセンブラプログラミングしたもの 


99 



4 BEFORE RUT ； 


•w: fiFFTER RIJN 


第 12 2 図の機械語を直接 メモリーに 入れ， 


N0 1 

7D03 

N0 2 

7D8i 

m 3 

7D02 

N0 4 

7D82 

N0 5 

7D34 

N0 6 

7D£5 

N0 7 

7D8S 

N0 3 

7D87 

N0 9 

7D83 

N0 10 

7D03 

N0 11 

7D8R 

N0 12 

7D0B 

N0 13 

7D0C 

N0 14 

7D0D 

N0 15 

7D8E 

m 16 

7D6F 

N0 17 

7D 丄 0 

«018 

7Dil 

iiO 13 

7D12 

N0 28 

7D12 

HO 2i 

7D14 

N0 22 

7D15 

N0 23 

7D16 

N0 24 

7D17 

K0 25 

7D18 

N0 26 

7D19 

N f 0 27 

7Difl 

N0 2S 

7D1B 

如 23 

7D1C 

»0 38 

7D1D 

»0 21 

7D1E 

m 22 

7DiF 

N0 S3 

7D20 


実行前と実行後のそれを比較したもの 


NO 1 
N0 2 
N0 ^ 
N0 4 
m 5 
.N0 6 
N0 7 
N0 8 
N0 3 
N010 
N011 
N012 
N013 
N014 
N015 
N016 
K0 17 
fiOIS 
NO19 
NO 20 
N0 21 
N0 22 
N0 2S 
m 24 
N0 25 
N0 26 
N0 27 
N0 28 
N0 23 
N0 30 
如 ； Si 

N0 32 
N0 33 


《第 12 3 図》 
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Z 80 用のソフトウェアで，最も基本的なもの 
をここに紹介してみましょう。それは 

1. データを大きい順に並べかえるプログラム 

2. 8ビット X 8ビットの掛け算のプログラム 
3. 16ビット X 16 ビットの掛け算のプログラム 
4 . 16ビット+ 8ビットの割り算のプログラム 
5. 16ビットの平方根を求めるプログラム 

の五つですが，これらは，サブルーチンとして活 
用することもできるよう考慮されています。 
一つ一つ簡単に説明していきましょう。 

データを 大きい順に ! 
!並べかえるプ□ク'ラム j 

代表的なアルゴリズムが二つあります。このア 
ルゴリズムについて詳しいことを，お知りになり 
たい方は，維誌「マイコン2月号」 （1979 年）を 
参考にしてください。ここでは第 13— 1図のフロ 
ーチャ _ 卜の示すアルゴリズムを用いて話しをす 
すめていきます。 

この プロ グラムが サプルー チンとして用いられ 
ることを考慮して，スタック領域を使わないよう 


に工夫がしてあります。 

レジスタペア HL に，データの先頭アドレスを 
入れ，レジスタ B にデータ数を入れてから， L 0 
0 P 1というシンボルのつけられたところから実 
行すれば，データを大きい順に並べかえられます。 

第 13— 2図は，第13— 1図をもとにアセンブラ 
プロダラミンダしたものです。 

ここでは，データ数は5,データは； 3，7， 
-2, 3 ,10 (すべて10進数）としてあります。 

ここから与えられた機械語や，データを直接メ 
モリーに入れ，プログラム実行前と実行後のメモ 
リーの内容を比較したものが第13— 3図です。 

データが， 0 A , 07，03，03, FE つまり， 
10，7，3，3， 一2 の順になっていることが確 
認できます。 

なお，ここでは8ビットが，-128- +127 を 
表現しているものとしてプログラムを作ってあり 
ますが， 8ビットが， 0 ~255を表現していると 
みなす場合は，第13—2図の行番号1400の命令を 
1400 J R C , J MP 

とかえればよいでしょう。この場合は，オーパー 
フローに対する心配はなくなります。また，全体 
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《第 13 —丨図 > 

データを大きい順に並べかえるプ 
ログラム（オーパーフローのある場 
合は正しい結果は得られない） 


として，1ヮード分，プログラムが短くなります。 

8ビット X 8ビットの1 
掛け算のブ□グラム 

ここでは， HXE の結果がレジスタペア H しに 
入るものを考えてみました。 

アルゴリズムについては，「わかるアセンブラ 
プログラミング」（電波新聞社）の第1章を参考 
にしてください。 

フローチャートを第13 4図に示しました。 H 

L を左へシフトさせるのを HL — HL+HL 

102 


で行なっている点 HL — HL + E を D = 0 
として， HL — HL + DE としている点がポ 
イントです。 

このフローチャートをもとにして，アセンブラ 
プログラミングしたものが，第13 ■ 5図です。こ 
こでは，メモリー M ( DATAl ) に人っている内容 
と， M ( DATA 2) に人っている内容を計算して， 
結果を M (ANS + 1) と M ( ANS ) に人れるように 
なっています。例として， M ( DATA 1) = FF , 
M ( DATA 2) = FF としてあります。 

ここから得られた機械語を直接メモリーに人れ， 
実行前と実行後のメモリーの内容を示したものが， 
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00180 

t 

TEST PROGRfiM < SORTING DflTft ) 



88230 

.ZS0 





860 JT 


00^80 

RSEG 







00408 

ORG 

7D0GH 






60500 

i 





7DCQ 

217D1C 

06600 


LD 

H し fiDR 

f 

H し: FiDR 

薦 

06 05 

08760 


LD 

B,5 

f 

B:5 

7085 

7E 

08388 

LCOFl: 

LD 

fb <HL> 

i 

fi=M(HL) 

7DS6 

43 

msm 


LD 

C,B 

/ 

C=B 

7D07 

54 

81000 


LD 

D,H 

i 


7D83 

5D 

01168 


し D 

BL 

j 

DE=HL 

7089 

BE 

81300 

L00P2: 

CP 

(HL) 

i 

NULL = ft - M < HL ) 

7D0fi 

F2 7D12 

01480 


JP 

P.. JMP 

r 

IF S=0 GOTO JMP 

7DQD 

88 

81508 


EX 

RF ； flF y 

i 

fld 

7D0E 

7E 

81518 


LD 

fl,(HL) 

i 


7D0F 

03 

81528 


EX 

RF, RP 

i 


?Dia 

7*7* 

015：<0 


LD 

<HL>, fi 

t 

[1(HL)=fi 

7D11 

GS 

c:.<rv 

〇丄 


Bi 

fiF, RF- 

i 

flW.fi 

7D12 


01608 

JMP: 

INC 

HL 

t 

HL=FL+1 

7DO 

6D 

81700 


DEC 

c. 

i 

C=C-1 

7D14 

20 F3 

01800 


JR 

\IZ L00P2 


IF COG GOTO L00P2 

7D16 

EB 

01380 


EX 

DBHL 

} 

DE<->HL 

7D17 

77 

02000 


LD 

(HL〉,fi 

i 

M(HL)=fi 

7D18 

23 

02108 


INC 

H し 

i 

HL=HL+1 

7D13 

10 Efl 

02280 


DJHZ 

L00F1 

t 

B=B - i : IF BOG GOTO L00P1 

7D1B 

C3 

02269 


RET 


t 

RETURN 



02400 

i 





7DiC 

03 

82600 

ADR: 

DB 

ス 

i 

DfiTRi=3 

7D1D 

07 

02700 


DB 

Y 


DftTR2=7 

7D1E 

FE 

02800 


DB 

-2D 

i 

DflTfl>-2 

7D1F 

03 

82SG0 


DB 

2 

t 

DfiTfl4=3 

7D20 

6fl 

02008 


DB 

m 

j 

DflTR5=i0 



03100 

i 







G3200 


END 




《第 13 

2 図》 第 13 

1 図をもとに，アセンブラプログラ 

ミングしたもの 




第 13 … 6 図です。ここで，実行後， M ( ANS + 1 ) 
= FE , M ( ANS ) = 01になっていることが確 
認できます。 

FFXFF = FE 01 が計算できているわけです。 

I 16 ビツト X 16 ビツトの 
! 掛け算のプ□グラム？ 

考え方は，8ビット X 8ビットの場合と同じで 
す。ただ，32ビットどうしの足し算が一度にでき 
ないので， DE->HL 命令をうまく使って，第 
13 - 7図のフローチャートのようにします。この 
部分がこのプログラムのポイントでしょう。 

これをもとにアセンブラプログラミングしたも 
のが第13 8図です。 


ここでは，メモリー M ( DATA 1 + 1) M(DATA 
1) に人っている内容と， M ( DATA 2 +1 )M 
(DATA 2 ) に入っている内容を掛けて，その結 
果を， M ( ANS + 3 ) ~M ( ANS ) に入れるよう 
になっています。 

また，例として， FFFFXFFFF を計算す 
るようにしてあります。 

これを実際に確かめるために，ここから得られ 
た機械語を.直接メモリーに書き込んで，実行前後 
の変化をみようとしたのが，第13 — 9図です。実 
行後 

M ( 7 D 27) = 0 1 
M ( 7 D 28) = 0 0 
M ( 7 D 29) = FE 
M ( 7 D 2 A ) = F F 
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7D1S 
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18 

N0 
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03 

N0 

:0 

7DiD 

87 
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7D1E 

FE 

m 

22 

7D1F 

83 

m 


7D20 

Gfl 

《第 13 3 図》 第 13 2 図の機械語を試したもの 

:なっていることか’確認できます。つまり， 


林 RFFTER RUM 
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7D60 

m 2 
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N0 S 

7D62 

N0 4 
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N0 5 

7D04 
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7D05 

N0 7 
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N0 8 
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N0 3 
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7D83 
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7D8B 

m 12 
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N0 15 

7D0E 

N0 16 

7D8F 

N0 17 

7D10 

N0 IS 

-'r. f i 

1 レ丄丄 

N0 13 

7D12 

N0 20 

7D13 

rjo 2i 

7D14 

N0 22 

7D15 

»D 22 

7D16 

N0 24 

7D17 

N0 25 

7D1S 

N0 26 

7Di9 

N0 27 

7D1R 

N0 23 

7D1B 

N0 29 

7D1C 

N0 30 

7D1D 

»0 31 

7DiE 

N0 Z2 

7D1F 

22 

7D28 


21 

1C 

7D 

66 

85 

~7广 

48 

54 

5 D 

BE 

F2 

A "• 

7D 

08 

7E 

Q8 

■7 *7 

08 

n-> 

こ- > 

SD 

28 

F3 

EB 

r 1 

23 

18 

Efl 

£3 

0 R 

87 

82 

03 

FE 


としました。つまり， レジスタペア HL に入って 


FFFFXFFFF = FFFE 000 1 


いる16ビット以下の数を，レジスタ E に入ってい 


が正確に計算されているわけです。 


16ビツト+ 8ビツトの 
割り算のプ□ク'ラム 


8 ビット X 8 ビットの場合 


H L<-H X L 

としたので，16ビット+ 8 ビットは 

H< — H し + E 


る 8 ビットの数で割り，そのときの商をレジスタ 
H に，余りを L に入れるというものです。 

ただし，ゼロで割ろうとしたり，商が 8 ビット 
を越えてしまう場合について，箬告を発するよう 
にはしてありません。もし，この割り算のプログ 
ラムを，システム中のサブルーチンとして用いる 
場合には，そのシステムに合った警告を発するエ 
夫をサブルーチン内，あるいはサブルーチンへ移 
る直前のメイン側に施さなければなりません。 

サブルーチン内で行なう場合は，メインから移 
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START 


D—0 
L—D 
B—8 



LOOP 


^ HL—HL+HL 



HjL—HL+DE 

JMP 




B-l) 


END 


HL—HXE 


-- 一 HL を左へシフトの意味 
-一一 HL—HL + E の意味 


《第彳3 4 図》 H L — HXE のアルゴリズム 



MrXR0~S012 

39-MRV-73 

PfiGE 

i 





S0183 

> 

TEST PR0GRRM ( S BIT MULTIPLICRTID.N ) 



002 的 

.Z8Q 




0080 


Q0203 

RSEG 






@@403 

ORG 

7DO0H 





805 S3 

j 




?m 

217D15 

80600 


LD 

H し DRTBi 

ii; ~r*.oTC5< 

} h し 一し *11111 丄 

7DQ2 

5E 

00780 


しひ 

L CHL> 

,E^,<Daiai) 

7DG4 

22 

00889 


INC 

卜;し 

,HL^-HL+i 

7DG5 

ee 

60300 


LD 

H, (HL) 

, H=f1CDRTfi2> 



8職 

t 




7D86 

16 GO 

011G0 


し & 

D,0 

,D=8 

•. 000 

6R 

01230 


し！） 

し D , 

> L=0 

7D83 

86 03 

0^0 


LD 

B,8 

,B:S 

7DGB 

23 

01480 

LOOP. 

fiDD 

HbHL 

， HL=2+H し 

7D3C. 

23 0i 

81500 


JR 

NC.JriP 

/ IF CY:0 GOTO JMP 

7D6E 

13 

01680 


fiDD 

HLDE 

,HL=41.+E 

7D0F 

18 Ffi 

61700 

JNP. 

r i)JU2 

LOOP 

》 B=B-i : IF BGQ GOTO LOOP 

7Dii 

22 7D17 

01008 


し!） 

<RNS), HL 

> M(RNS+i)H(flNS)=HL 

7Di4 

C3 

01980 


RET 


i RETURN - 



82869 

i 




7D15 

FT 

62183 

DfiTBi. 

DB 

0FFH 

;HQfiTfii〉 二 FF 

7Di6 

FF 

02208 

E)flTfl2. 

DB 

8FFH 

> n(DflTR2>=FF 

7D17 

00 

02368 

flNS. 

DB 

0 

;M(fiNS)=8 

7D1S 

80 

02403 


DB 

Q 

;H(RNS+1)^8 



02503 


END 




《第 13 5 図》第 13 4 図を もとに ， HL 二 HXE を アセンブラプログラミングしたもの 
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80108 

i 

TEST PROGRfifl < 16 BIT MULTIPLICATION ) 



00200 

.Z30 

1 


0800 ， 


00:89 

flSEG 





08400 

ORG 

7DO0H 




00530 

/ 



7D30 

ED 58 7023 

08600 


LD 

DL(Dflini) ;DE=M<DflTfli+i)M<DaTRi) 

7DS4 

ED 4B 7D25 

86700 


LD 

BC, (DfiTfl2) ; BC4KDflTfl2+i)?1(DfiTfl2) 



00300 

i 



7DG3 

21 0800 

03308 


LD 

H し 0 ; H=8 

7D0S 

3E 18 

010C3 


LD 

fliQH ; ft=10 

700D 

23 

01108 

LOOP. 

ADD 

H し FL ; HL=2 败 

7D8E 

EB . 

01200 


EX 

dlhL ; 

7D6F 

ED 

01300 


ADC 

HLHL / HL=2+HL+CV 

7D11 

EB 

01480 


EX 

DL HL ; < DEHL=2-*OEHL ) 

7012 

28 34 

01508 


JR 

NC,JMP i IF CV=0 GOTO JMP 

7D14 

m 

01600 


m 

HL BC ； HL^HL-fBC 

7D15 

：0 Oi 

01700 


JR 

NC.JMP ； IF CV=3 GOTO JHP 

ii/li 

じ 

81300 


INC 

DE i DE=DE+i 

7Di8 

3D 

01309 

JHF. 

DEC 

fi ; fi=fi-l 

7013 

20 F2 

02800 


JR 

NLL0GP ; IF ROD GOTO LOOP 



02100 

i 



7D1B 

22 7D27 

82200 


し!） 


7D1E 

ED 53 7m 

02300 


LD 

(fiNSJ-2), DE / M<flNS+3)r'KfiNS+2)M<fiNS+l)t1(fi?^>=DEHL 

7D22 

C3 

82480 


RET 

i RETURN 



02530 

> 



7023 

FF 

02600 

DflTfll: 

DB 

8FFH s 

7D24 

FF 

02780 


DB 

0FFH ; n(DflTfli+l)MCDaTfli)=FFFF 

7D25 

FF 

02300 

DflTF12. 

DB 

0FFH i 

7D26 

FF 

02388 


DB 

0FFH ; MCDfiTfl2+i)M<DflTR2)=FFFF 

7027 

03 

02800 

RN3. 

DB 

0 > 

7D23 

80 

03180 


DB 

6 i 

7D23 

08 

0^200 


DB 

8 i 

7D2fl 

OQ 

03200 


DB 

0 i J1<flNS+3)M<RNS+2)I1<fir6+i)M(flNS)=0 



03400 


m 



《第 13—8 図》第 13—7 図をもとに，アセンブラプログラミングしたもの 


った直後に， H と E を比較して， H が E 以上であ 
る場合（もちろん第7ビットが1である場合も正 
とみなして）に，荇告を発するようにするか，？？ 
告発生用のサブルーチンを別に作っておいて，そ 
こにジャンプさせるようにすればよいでしょう。 

サブルーチンを簡素にしたいのであれば， H が 
E 以上であったら， CY が1になるような比較の 
し方をして，サブルーチンを終わらせ.るようにす 
る方法もあります。ただしこの場合，普通に実行 
できた場合には， CY が ゼロで 終わるようにして 
おかなければ意味ありません。しかし，こうして 
おくと，このサブルーチンは色々なシステムで使 
.えることになります（つまり，システムによって 
警告の出し方がちがう場合でも）。 

アルゴリ ズムについて 詳しいことをお知りにな 
りたい方は，「わかるアセンブラプログラミング」 
(電波新聞社）の第一章を参考にしてください。 


フローチャートを第13…10図に書いておきまし 
た。 H ， L , E のレジスタ以外に， A と B のレジ 
スタを使っています。 

これをもとに，アセンブラプログラミングした 
ものが， 第 13— n 図です。 

ここでは， M ( DATA 1+1) M ( DATA 1) に 
人って いる 内容を M ( DATA 2 ) で割って，商を M 
( ANS +1), 余りを M ( ANS ) に人れるようにし 
てあります。また例として， FE 0 1+ FF を計 
算するようにしてあります。 

これを実際にためしてみたものが 第 13— 12図で 
す。 

実行後， 

M ( 7 D 25) = F F . 商 

M ( 7日 24) = 0 0 . 余り • 

となっていることが確認できます。 
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《第 13 9 図》第 13- 8 図の機械語を試したもの 
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《第 13 10 図》 HL + E の商を H ， 余りを!-,に入れるアルゴリズム 


16 ビツトの平方根を求 
めるプログラム 

小数点以下を四捨五入する場合，16ビットの平 
方根は，最大で9ビットになります。したがって 


ここでは， 

BC — v/H L 

というプログラムを考えてみました。答が9ビッ 
卜になる場合，最上位のビットを CY を用いて表 


わす方法もありますが，このプログラムをそのよ 
うに直すのは，わけないことです。 

フローチャートを 第 13 — 14図に書きましたが， 
こんなもので，16ビットの平方根が，しかも小数 
点以下を四捨五入した場合の正確な値が求まるの 
か，と思われる方もいると思いますが，確かにで 
きます。誤差はありません（小数点以下を四捨五 
入した場合の整数の範囲で)。またルートゼロは 
ゼロと答えてくれるので，全く警告発生について 
考える必要もありません。 
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《第 1311 図》第 1310 図をもとに，アセンブラプログラミングしたもの H—HL + E 
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12 図》第 13 11 図の機械語を試してみたもの 
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《第 1313 図》第 1311 図のプログラムのデータを変えてみて実験したもの 
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これをもとに，アセンブラプログラミングした 
ものが，第 13—15 図です。 

ここでは， M(DATA+ 1 )M(DATA) の平方 
根を求め， M(ANS+1)M(ANS) に入れるよう 
になっています。計算例として，ルート FFFF 
をするようになっています。 

これを確かめてみたのが，第 13—16 図です。実 
行前と実行後のメモリーの内容が比較できます。 
実行後に 

M ( 7 D 1 A)= 01 
M ( 7 D 19 ) = 0 0 

となっているのが確信できます。つまり.' 
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《第 1315 図》 BC—/FT ( 小数点以下四捨五入）のプログラムただし， HL = FFFF を例としてある 


(小数点以下四捨五入） ですから，小数点以下を四捨五入すると，一方は 

を計算しているわけです。 3 に，一方は 2 になるはずです。ニュートン法な 

第 13 — 17 図に /〇~の場合，第 13— 18 図に どでは，このように小さい#や#の区別がな 

■ TT 、 第 13 彳 9 図に#の場合をあげておきまし かなかつけられないのですが，ここでは， 3 と 2 

た。 に区別しているのがおわかりでしょう。 
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第 1317 図》ノ 〇 〇 〇 〇 = 0 0 0 0 を計算 


林 BEFORE RUfi 


? 幻 

< 

丄 

7DG0 

2fl 

NO 


7D01 


NO 

Jr 

7D82 

7D 

Nsj 

< 

7DCG 

01 

m 

T 

7D04 

63 

NG 

6 

7D85 

m 

阳 

■ 

: DOG 

:7 

NG 


7D07 

ED 

no 

3 

70GS 

42 

阳 

ie 

7D03 


N0 

j . < 

7D0R 

67 

N0 

i 2 

7MB 

ED 

ric 

i 

丄 -> 

7DX 

4 ク 

>iri 

» 1 U 

i4 

7DCD 

3.3 

N0 

13 

7D5E 

O: 

N0 

16 

7DCF 

0 :' 

N0 

17 

7DI9 

18 

no 

iG 

7Dii 

F5 

N0 

19 

-v\< ， 

1 t/xc. 

ED 

N0 

20 

7013 

4 -. 

N0 


7D14 

13 

NG 

••i へ 

cc. 

■'r.i tr 

1 1/ 丄 % 

7D 

no 

C.S 

7D16 

CS« 

m 

24 

7D17 

FF 


产 ，rr 

C.O 

TDiS 

FF 

N0 

26 

7D19 

06 

N0 

cil 

7DiR 

G0 

《第 1316 図》第 1315 図の機械語を 1 
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一- 3 の簡単な完成したシステムを作るという前 
提を仮定して，それに必要ないくつかのプログラ 
ムを，全体とのバランスを十分に考慮しつつ，々 
えていくことにしましょう。 

ここでは，比較的簡単であり，利用度の高いと 
いう理由で，データ処理のシステムをと 1 )あげる 
ことにしました。目標となる仮想システムは次の 
ようなものにします。 

1 . データは10進数2桁以内の正の整数である。 

2. データは，メモリに BCD コードで連続して 
人っているものとする。 

3. データの合計は，9999以下であるものとし， 
それを BCD コードでメモリに納める。 

4. データの平均は，小数点第3位を四捨五入し， 
第2位までを BCD コードで，メモリに納める。 

5 . データの順位づけを行なう。 

6 . データの分布状態を，5の幅で調べ21個のメ 
モリにその度数を納める。 

さて，目標が決まったところで，作業のおおま 
かな進め方を考えておきましょう。ここでは次 
のようなものにしてみました。 


1 . 演算やカウントはすべて2進数で行なう。 

2. 1のために必要な BCD — 2進変換，2進— 
BCD 変換は，システムの最初と最後にまとめ 
て行なう。 

3. データやその合計が，目標で指定した範囲を 
越える場合の警告システムは含めない。 

4. プログラムは次のブロックにわけて，まずは 
一つ一^3のプログラムを制作する。 

( A ) M ( HL ) に入っている データを BCD コー 
ドで表わされているものとみなして，それ 
を 2進数に変換し， M ( HL ) に納めるプロ 
グラム。 

: B ) M ( HL ) に入っている2進数を BCD コー 
ドに変換して， M ( HL ) に納めるプログラ 
ム。 

〔 C 〕 二つのメモ.リ M ( DATA + 1 )， M ( DATA ) 
にまたかって入っている2進数を BCD コ 
ードに変換して， M ( DATA + 1 ), M(DA 
TA ) に納めるプログラム。 

( D ) 連続してメモ+リに人っているデータ群の中 
で，個々のデータが何番目に大きいかを調 
ベ,.指定したメモリへその順位（ただし，2 
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進数）を納めるプログラム。 

〔 E 〕 連続してメモリに人っている2進数のデ 
一夕を5の幅で区切 1 )，それぞれの範囲に 
いくつのデータがあるかを調べ，指定した 
メモリにその数 （ 2進数）を納めるプログラ 
ム〇 

〔 F 〕 連続してメモリに2進数で人っているデ 


ータの和と2ワードにまたがる2進数で求 
め，指定したメモリへ納め，また平均を小 
数第2位(第3位を四捨五入）まで求め，胺 
数部，小数部を分けて，別々のメモリに納 
めるプログラム。 

以上のことをよく頭の中に入れて，上で述べた 
〔 A 〕~〔 F 〕 までのプログラムを作っていくことに 
しましょう。 


玆稃群玆稃銶稃拌玆玆玆辟玆挞玆群路稃稃玆稃稃稃雜稃稃銶稃玆踗稃路招玆稃玆招 


( A ) BCD コード岭2進数 
变換プロクラム 


銶雜玆雜稃銶銶玆銶稃稃玆路稃玆稃玆跺稃雜稃稃挞找稃銶稃雜挞玆銶玆銶銶稃群我 


メモリに 入って いるデータを BCD コードと見な 
して，それを2進数に変換するプログラムです。 
メモリの番地は， HL レジスタペアで指定すること 
にしました。連続したデータに対して，この処理 
を行なうときに効率よくできるからです。 

ここで， BCD コードで表わされたデータを2進 
数に変換するアルゴリズムについて考えてみまし 
ょラ。 

たとえば10進数の99という数が BCD コードでメ 
モリに入っていたとすると，そのメモリの上位4 
ビットが9を，下位4ビットが同じく 9を表わし 
ていることになります。したがって，メモリの各 
ビットは10011001となっているはずです。 

これを10進数に直せば99に相当する.2進数に変 
.換するわけですから，各ビットを次のようにしな 
ければなりません。 

01100011 

どうすればよいかといいますと，メモリに入っ 
ている BCD コードのデータの上位4ビット'の1001 
をとりだし，これに10進数の10に相当する1010 
を掛けて，その結果と下位4ビットの1001を 
加えればよいのです。 


では，どうやって， BCD コードで表わされてい 
るデータの上位4ビットと下位4ビットを分けた 
らよいのでしようか。 

理論的には，8ビットのデータを4ビットずつ 
に分けたければ，それを2進数10000で割って，商 
と余リにわければよいのですが，割り算の命令の 
ない マイクロ コンピュータでは，それは簡単な方 
法とはいえません。 

シフト命令や，口ーテイト命令を使って，4ビ 
ットずつに分ける方法もありますが， Z — 80独特 
の命令 RLD 命令を使えばことは非常に簡単になり 
ます。 

RLD ( ROTATE , DIGIT LEFT ) は，レジスタ 
A の下位4ビットと， M(H L ) の上位4ビットと 
M ( HL ) の下位4ビットを第14 一 1図のように回| 
転させる命令です。したがって，レジスタ A をゼ 
口にしておいてから，この命令を実行すれば，4 
ビットずつ取り出すことができるわけです。 

次に，取り出した M(H L ) の上位4ビットに2 
進数1010を掛けなければなりませんが， Z 80 
に掛け算の命令はありません。とり出した4ビッ 
卜の数を10回加えてもよいのですが，もう少しよ 
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下位4ビッ1 


上位4ビット 

下位4ビット 




レジスタ A 

RLD 実行前 


M ( HL ) 

0000 

0000 


1001 

1001 

レジスタ A 

RLD 実行後 


M ( HL ) 

0000 

1001 


1001 

0000 


レジスタ A M ( HL ) 


《第 M _ ) 図》 RLD 命令の復習 


い方法があ 1 )ます。 

数‘'-/:でいう分配法則を使うのです。つま 1 )， 
〔上位4ビッ h ) X 1010 

=〔上位4ビット〕 x (1000+10) 

=〔上位4ビット 〕X ( 100 +1 ) X 10 

=|〔上位4ビット〕 Xiol X (100+ 1 ) 

= I 〔上位4ビット〕 X 10 I X 100 
+ |〔上位4ビット〕 X 10 I 

ところで，10を掛けるということは2倍するこ 
と，100を掛けるということは4倍することに他な 
リません。したがって簡単に実行できるわけです。 

たとえば，レジスタ A に1010を掛ける場合なら， 

① A を2倍する （A —A + A ) 

② この A を B にも人れておく 

③ A を4倍する （A —A + A を2回行なう） 

④ この A に B の内容を加わえるとすれば0 K 
です。 

以上のことを利用して，メモリに人っている B 
C D コードのデータを2進数に変換するプログラ 
ムのフロ ーチャー トを办いてみましよう。 

第 14- 2図のようになりました。データの人っ 
ているメモリのアドレスを DATA としました 。 R 
LD 命令を実行する前に，レジスタ A をゼロにして 
おくことは忘れがちです。注意しましょう。後は 
特に問題は無いでしょう。 

この フローチャー トをもとにアセンブラブログ 
ラミングをすると第14— 3図のようになります。 
マイクロソフト杜の MACRO — 80を使ってアセン 
ブルしたものですが，ラインナンパ600のところ 
のアドレスと機械結の順序には注意しなければい 
けません。 

7 D 00 217 D 12 



f データの入っているァドレスを 
HL レジスタペアに入れる。こ 
1れ URLD 命令と，最後に結果 
I を出力するときに必要になる 


/ M ( HL ) の上位4ビットを，レジ 
1スタ A に取り出す 


> A — 1010* A を足し算で実現 


f はじめ M ( HL ) の下位4ビットで 
あったものを取り出すのに，レ 
1ジスタ A を使うので， B に退避 


\はじめ M ( HL ) の下位4ビットで 
I あったものを，レジスタ A に取り出す 


/1010倍された上位4ビットと， 
1下位4ビットの和を求める 


{結果を M ( HL ) に送り出す 


《第 14— 2図》 M ( HL ) 内のデータを BCD コードとみ 
なして，それを2進数に変換するプログラムのフロ 
ーチヤート 


とあリますか•，一つ一つメモリに入れるときには， 

M ( 7 D 00 )=21 
M ( 7 D 01 ) =12 
M ( 7 D 02 ) = 7 D 

としなければなりません。実際には ， MACRO - 
80を含むソフトウエア • パッケージを用いる場合 
には，このリストを見ながら，機械語を人力する 
ことはありませんから，アドレスなどを表わす2 
ワードにまたがる数値は，アドレス- シンボルと 
の対応を見やすくする方に重点が置かれ，このよ 
うになっているものと思われます。その点を頭に 
入れて注意をしておいてください。 

また，ここで作られたブログラムを後で実際に 
動かしてみるときに便利なように，プログラムの 
鉍後は HALT ではなく， RET にしてあリます。 

データは，とリあえず BCD コードで99としてあ 
リます。 

第 14— 4図は，第14一 3図から得られた機械語 
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へ， 

or 
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47 
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r\—* 

Of 
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7D09 

87 

01200 


7D0fi 

SQ 

01380 


7DGB 

47 

@1408 


7DGC 

37 

01430 


7D0D 

ED 6F 

813GG 


7DGF 

80 

81600 


7D10 

77 

01700 


TDil 

C3 

01S0Q 




01300 

» 

7D12 

33 

02000 

DfiTfl: 



B210Q 



MRCRO-80 3. 3i 

0>JUL-79 

PfiGE 


MfiCROS. 

SYMBOLS. 

DfiTft 7D12 
NO FfiTfiL ERROR<S> 


1 

TRANSFORM BCD INTO BINfiRV 


7 D 90 H 


し 0 

HL DfiTfl 


HL=DfiTfl 

SUB 

fl 

j 

fl 二 0 

RLD 


) 

fi. M(HL>^KHL)+10H 

ADD 

ft, ft 

* 

B=fi+8fiH 

し！） 

B,R 

> 

<B=R> 

P.DD 


* 


RDD 


* 

く fl=2 ネ 

ADD 

fl.B 

t 


し D 

B.fl 

! 

(B-fl) 

SUB 

R 

i 

fi=0 

RLD 


t 

R M<HL)=M(HL>+10H 

fiDD 

fi,B 

t 

fl-R+B 

し D 


* 


RET 


t 

RETURN 

DB 

99H 

* 

(1(DflTfi)=93H 


END 

5 


《第 14 一 3 図》第 14 2 図の フロー チャートをもとにアセンブラプログラムしたもの 


を，実際に7 D 00 番地以降のメモリに一-^ずつ人 て， M (7 D 12) を00010101にしてから実行で 

れ，一-^のサブルーチンとして動かしてみたとき す。 

に，メモリがどのように変化したかを示すもので 実行後， M ( 7 D 12) が0 F つまリ00001111 

す。 N 0.19のデータ，つまリ M ( 7 D 12) の99が，実 になっていることがわかります。 

行後，63になっていることがわかリます。これは， 以上で，ブログラム 〔 A 〕 は完成しました。 

10011001が10進数に直せば99になる2乘数01 
100011に変換されたことを物語っています。 

第 14— 5 図は DATA として，10進数の15をとリ 
あげて，今作ったブログラムがうまく働くかどう 
か調べてみたものです。 NO . 19の16進数を15にし 
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m l 

7 D 80 

KO 2 

7 D 01 

HO 2 

7 D 02 

NO 4 

7 KG 

m z 

7 D 04 

no 6 

7 KC 

NO 7 

7 D 05 

NO S 

7 D 07 

NO 3 

7 D 0 S 

NO 10 

rm 

m ii 

7 D 0 R 

NO 12 

7 DQB 

rffl 12 

r&K 

m 14 

7 D 0& 

rjo 13 

7 D 3 E 

m is 

7 D 0 F 

UQ 1? 

7 D 10 

NO IS 

TDii 

m 13 

7 D 12 


《第 14 一 BCD コード00010101を2進数に 

に変換する実験 


•w. BEFORE R(JN 


NO 1 

7090 

21 

HO 2 

7 D 01 

12 

ms 

7 DQ 2 

7 D 

UQ 4 

7 D 6： 

97 

NO 3 

7 D 84 

ED 

NO 6 

7 DG 3 


NO 7 

7 D 85 

87 

m 3 

7 D 07 

47 

m 3 

7 D 03 

S 7 

HO 10 

7 D 03 

87 

如 ii 

TDGfl 

80 

NO 12 

7 D 0 B 

47 

no n 

7 D 0 C 

97 

NO 14 

7 DQD 

ED 

NO 13 

7 D 0 E 

6 F 

NO i £ 

7 D 8 F 

80 

NO 17 

7 D 1 Q 

77 

NO 16 

7 Dli 

C 9 

NO 13 

7 D 12 

15 


本 I fiFFTER RUN 


《第 14—4 図》第14 3図の機械語を実際に 

メモリに入れ実行前後の変化をみたもの 


从 fiFFTER RUU 


•w. EEFORE RUN 


21i27D97ED6F87478737804797ED6F8877c90F 


2 i 127 D 97 ED 6F 87 47 878786 47 97ED 6F 8077c9e3 


3 i 2 3 4 一 ? 5 r <〇 3 CC1BC^)DEF.01L2 
7&07D07M7DO7M)7DO7D07[>07I>07DO7&07D8?!>07DG7DQEn/OF7&l7Dil7Di 


CD i 2 r_>4 lJ5 7 ¢0 3 
i 2 3 4 一 。 5 r* S31111111111 

tio t 40 mmram t{o mmrroram»omliommriom 


2 i12?D97ED6F874787878Q4797ED6F8077c999 


11111 7D83 EIIIE7D0FIII 


0 12 二 4 3 6 7 <.03 

i 二 4 u <-0 『•* ¢0 3 i 丄 i 11 i i 111 

NOgNOmmrioNOmfioNONO 叨 tJoficuofjoNONOf » 
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拜銶貉玆玆稃玆銶群銶玆玆玆稃玆銶銶銶雜找找玆雜貉玆群銶玆稃玆路銶稃稃路辟銶玆路 

CB ) 2進数を BCD コード 
交換するプロクラム 


»8稃玆稃餘稃玆雜玆群玆稃玆稃玆雜貉稃《«玆辞稃稃玆稃銶玆路玆銶玆玆路雜玆拌玆路 


前頁のプログラム A の逆を行なうブログラムを 
作るわけです。つまり， M ( HL ) に人っているデ 
一夕を2進数であると M なして，それを BCD コ 
-ドに変換して， M ( HL ) に納めるブログラムを 
作るわけです。 

さて，このアルゴリズムは，どのようなもので 
し'ょうか。 

この場合，10進数に政せば99以下のデータしか 
扱かいませんから，第 14— 6図のようなアルゴリ 
ズムで大丈夫です。 

このアルゴリズムに従って行うものとすると Z 
80には，割り算の命令があリませんからまずはそ 
こからセえなければなりません。 

割り算は引き算の繰リ返しで実現することにし 
たとしても，砬大9 la ! の繰り; M しですみますから, 
実用的でないとはいえないでしょう。 

そこで，第 14- 6図のアルゴリズムを Z 80 の 
命令を姒に人れて，書きかえてみることにしまし 


(START ) 

_1_ 


Ri — M ( HL )+(1010) の商 

R 2 — M ( HL ) + (1010) のあまり 





Ri を M ( HL ) レジスタの上位4ビットに送る 
R2 を M ( HL ) レジスタの下位4ビットに送る 


(El 

MD ) 


《第 14— 6図》 M ( HL ) 内の2進数を BCD コー 
ドに変換するアルゴリズム 


ょう。第14 一 7図のようになリました。これで'よ 
いのですが，ちょっと色シ(を出して，レジスタ B 
を使わないでやるん'法を工夫してみましょう。2 
ワードほどブログラムが M くなってしまいました 
が，レジスタ B を退避させなければ いけない 場合 
には，2ワード以上が必要になリますから，がま 
んできる範囲です。第〗 4— 8図が，そのフローチ 



《第 14— 7図》第 M — 6図のアルゴリズムを Z 
一80用に書きかえたもの 


120 




( START ) 
] 


HL 卜 

-DATA 


A ‘ 

卜0 


^ A ' 


I 


一 A — M ( HL ) _ 


-- LOOP 

(a—a-(ioio) 

[CY = 0 
AWV 
A—A + l 
A ^ A f 
_] 


JMPj - 

— A — A + (1010) _ 


A を M ( HL ) の上位 
4 ビットへ送る 


A—>A ， 


M ( HL ) の上位4ビットを，その 
下位4ビットに送り， A を M ( HL ) 
の上位4ビットに送る 


Q END ) 


《第 14—8 図》第 M— 7 図のレジスタ日を A の 
補助レジスタ A ' に代えたもの 
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DflTfl. 


riflCRO-80 2. 21 

0>JUL-73 

PfiGE 

MACROS. 

SYMBOLS 

DRTfl 

7D17 JMP 

7D6F LOOP 

7D86 


HO FATAL ERR0R(S> 


ャートです。 レジスタ A の 補助 レジスタ A ' を BO 
代 1 )に使ったわけです。 

第14 一 8図のフローチャートをもとに，アセン 
ブラブログラミングしたものが，第14 一 9図です 
おもな注意.4(はブログラム〔 A 〕の場合と同じです 

ライン ナンパ 1100,1600, 2200 のところに, 
数卞 + D というのがあリますが，これは，その数 
宇が10進数であることを示すものです。もし H で 
あれば，それは16進数， B であれば2進数である 
ことにな 1 )ます。 

また，データは，ブログラム 〔 A 〕 の場合のちょ 
うど逆になるように，01100011としました。 

第 14—10 図は，第 M — 9図から得られた機械語 
を一- つ 一-3メモリに人れ，実際に実行してみたと 
きに，メモリの内容が目標どお 1 )変化しているか 
どうか調べたものです。ここで N 0.24のデータが 
63から99に変っているのが確認できます。 

第14—11図は，データをゼロにした場合の確認 
を行なおうとしたものです。ゼロはゼロになって 
います。 

以上でフログラム 〔 B 〕は完成です。 

TRANSFORM BINflRV INTO BCD 


7D00H 


ID 

H し DRTfi 

* 

HL-DftTfl 


SUB 

fl 

> 

fi -0 


EX 


* 




fl >( HL > 

f 



SUB 

10 D 

t 

fl = fl -10 D 


JR 

C , JMP 

* 

IF CY -1 GOTO JMP 

EX 

fiF , fiF " 

> 

fl - C —> fl y 


INC 

fl 

* 

fl - fi +1 


EX 

fiF , fiF 7 

* 

FK -う FT 


JR 

LOOP 

j 

GOTO LOOP 


fiDD 

fi ,10 D 

> 

ft = ft +16 D 


RRD 


i 

ROTATE DIGIT 

RIGHT 

EX 

fiF , RF r 

j 



RRD 


t 

ROTftTE DIGIT 

RIGHT 

RET 


t 

RETURN 


DE : 

3 SD 

* 

M く DfiTfi 〉 二 39 D 



EHD 

S 《第 14_9 図》第 14—8 図の フロー チヤートを 

もとにアセンブラプログラミングしたもの 
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《第 14—1 晒》第 14- 9 図の機械語をメモ 《第 14- 11 図》データを 0 にして実行して 

リに入れ，実行前後のメモリの変化をみた みたもの 

もの 
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辞玆玆貉玆稃玆銶玆銶路玆玆群雜銶雜銶貉群銶雜縣雜玆群玆銶稃貉玆貉玆拌稃玆趑玆銘 

CC ) 2 ワード C またがつて 
入つている2進法を 
BCD 3_ ドに変換する 


プログラム 

鉢稃路路拥玆銶稃路拜拌雜稃玆玆雜玆稃餘玆群稃銶縣拌雜玆玆玆稃稃玆玆玆群玆稃玆找 


M ( DATA + 1 ) M ( DATA ) にまたがって人って 
いる2進数を BCD コードに変換して， M(DATA 
+1 ) M ( DATA ) に納めるプログラムですが，変 
換の アルゴリ ズムの基本は，プログラム 〔 B 〕 と同 
じです。それを第 14— 12図にまとめてみました。 

2ワードどうしの割り算と，商をメモリの上位 
4ビットに送るプログラムを工夫しなければなリ 
ませんが，これらがほぼ同じ形で3回も如を出す 
ことに注目して，サブルーチンの形にすることに 
しましょう。そのために，第 14— 12図を，第14一 



1000 UOI は10進数の1000で2進数なら 

1111101000 

100<1〇>は10進数の100で2進数なら 
1100100 

lO ( io ) は 10 進数の 10 で 2 進数なら 
0 A 


《第 14-12 図》2ワードにまたがって入っている2 
進数を BCD コードに変換するアルゴリズム 



《第 14— 13図》第14一 12図のフローチャートをいく 
ぶん具体化させたもの 
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《第 14—14 図》 M ( DATA + 1 ) M(DA T A ) にまたがって入っている2進数を BCD コードに変換して M ( DATA + 1 ) 
M ( DATA ) に納めるプログラムのフローチャート 


13図のように書き直してみました。 

これをもとに ， Z 80用のフローチャートを書く 
と，第 M — M 図のようになリます。さらに，これ 
をもとに，アセンブラプログラミングしたものが 

第彳4一 15図です。 

ここでは，3ワード命令が多いのですが，ここ 
から得られた機械語を，直接メモリに入れる場合 
は，その順序に注意しなければなリません。詳し 
くは，ブログラム 〔 A 〕 のところでお話ししました 
が，要点を繰リ返しておきましょう。 

7 D 00 21 7 D 2 B 
は， 

M ( 7 D 00)—21， M (7 D 01)<-2 B ， M ( 7 D 02) 
— 7 D 

7 D 06 01 03 E 8 

は， ' 

M (7 D 06)— 01， M (7 D 07)— E 8， M (7 D 
08 )—03 

7 D 09 CD 7 D 1 D 


は， 

M (7 D 09 卜 CD ， M (7 D 0 A )—1 D ， M ( 7 D 0 
B )—7 D 

7 DOC 01 0064 

は， 

M (7 D 0 C )<- 1 01, M (7 D 0 D )<- 64, M ( 7 D 0 E ) 
<-；00 

7 D 0 F CD 7 D 1 D 
は， 

M ( 7 DOF )— CD ， M ( 7 DIO )— ID ， M ( 7 D 11) 

— 7 D 

7 D 13 01 00 OA 

は， 

M (7 D 13)— 01， M (7 D 14)— OA ， M ( 7 D 15) 
—00 

7 D 16 CD 7 D 1 D 
は， 

M (7 D 16)— CD ， M (7 D 17)— ID , M ( 7 D 18) 

— 7 D 
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HL DfiTfi , DE-rKCflTfl+DrKDfiTfi) 

巳 (fl) 

HL (HL-DflTfl+1) 

D, (HL) 


LD 

BC, i3SK_ 

CflLL 

SRT 

LD 

BC,188D 

CfiLL 

SRT 

DEC 

HL 

LD 

D ，， 4 

DU 丄此 

CfiLL 

oKi 

LD 

fi,E 

r.« rv. 

凡 Ur ， 


RET 



SUSRCIUTINE SRT — • 


EX 

DLHL 

SUB 

a 

SBC 

H し BC 

JR 

C,JrF 

INC 

fi 

JR 

LOff 

m 

H し BC 

EX 

DE> HL 

RLD 


RET 



DB 

0E7H 

DB 

03H 

END 



> BC-100SD 

,GOSUB SRI 
,BC - 纖 

i 13U3UO 

,HL-DfiTfi 

> BC-10D* 

,GOSUB SRT 
,fi-E 

,ROTET DIGIT LEFT 

> END 


t H 
,fl-0 , CY-0 
,HL-HL-BC-CY 

> IF CV-i GOTO JMP 

> fi-fl+i 

> GOTO LOOP 
,HL-HL+EC 

,H 
,ROTfiTE DIGIT LEFT 

> GOTO MfilN 


,M(DfiTRtl)M(DfiTfl)-02E?H 


TRfiNSFORM BINfKV INTO BCD(io-BIT) 


.1BCRO-30 1 21 02-JUL-73 PfiGE 




00186 

t 



00200 

. ： S0 

0880- 


33280 

fiSEG 



88400 

URU 
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?m 

217D2B 

msm 


7D0 ：： 

3E 

08700 


7D64 

iLJ> 

08333 


7D85 

56 

£0308 




01808 

t 

7D66 

8i 0SE8 

01188 


7D03 

lu rDit* 

81208 


7D6C 

018364 

81200 


7D8F 

CD 7D1D 

81408 




01300 

f 

7D12 

2B 

01600 


7D1S 

01 0_ 

S1783 


7D16 

CD 7D1D 



7D13 

7B 

01300 


I'Difl 

rri. ■i-r- 

tu or 

02068 


7DiC 

C3 

82103 




82200 

> 



82200 

> - 

?DiD 

EE ： 

82488 

SRT. 

7DiE 

37 

32300 


- 1 r 

i. yir 

ED 42 

32600 

LOOP 

?D2i 

-•ry rv*'- 

02700 


■'D23 

X 

02300 


’D24 

18 F3 

02900 



03 

03000 

JHP. 

T-27 

EB 

02160 


v ••.ハ 

UiO 

ED 6F 

022® 


D2fi 

C3 

8 二 80 




03400 

} — 



82306 

i 

iOiLD 

E7 

83000 

DfiTfi. 

7D2C 

02 

03700 




32030 



ffiCR0-S81 03-JUL-73 PfiGE S 

MACROS. 

SYMBOLS. 

DfiTfi 7D2B JMP 7D26 LOOP 7D1F SRT 
NO FfiTflL ERROR(S) 


となります。 

ここでは，データを 10 進数に直せば 999 になる 
2進数，1111100111としておきました。したが 

つて 


《第 14— 15図》 M ( DATA + 1 ) M ( DATA ) 
にまたがって入っている2進数を BCD コ 
ードに変換して M ( DATA + 1 ) M ( DATA ) 
レ に納めるプログラム 


M ( DATA + 1 )—3 H 
M ( DATA ) —0 E 7 H 

を入れておきます。 

プログラムが正常に働けば，二つのメモリの内 


0 H 

7 D 0 LDLD Ifc LD 
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W. BEFORE RUN 



“ flFFTEp ： run 



NO i 

7D86 


m i 

7D08 

21 

NO 2 

7D01 

2B 

m 2 

7D81 
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NO 2 

7D02 

?D 

NO :• 

7002 
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7DG: 

5E 
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7D84 

22 

NO 5 

7004 
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NO 6 
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JO 
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NO 7 
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7D87 

ES 

NO S 

7D07 
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7D0S 

02 
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CD 

m 10 
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CD 
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m 12 
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m 14 

7D0D 

64 

NO15 

7D8E 
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NO16 

7D0F 

CD 

NO16 

7D6F 

CD 

m 17 

7D18 

ID 

NO17 

7D10 

iD 

m is 

7Dii 

7D 

m IS 

7C.11 

7D 

MO13 

7D12 

/M-. 

(iD 

m 13 

7Di2 

2B 

m 28 

7D13 

01 

NO 28 

7D1S 

3i 

m 2i 

7014 

8fi 

NO 21 

7D14 

0R 

m 22 

7D1S 

00 

NO 22 

•^r. i r- 

fUU 

00 

m 22 

■^r. 4 j" 

iW10 

r-r 
し 1/ 

NO 23 

7D16 

CD 

NO 24 

7D17 

ID 

I1U clH 

f し •丄 f 

iD 

m 23 

广， 

7D 

KO 23 

-vs« r, 
iUlO 

7D 

NO 26 

7D13 

7B 

f^O 26 

7D19 

7B 

NO 27 

7Difi 

ED 

KO 27 

7Difi 

ED 

NO 28 

7D1B 

6F 

m 23 

7D1B 

6F 

NO 29 

7D1C 

C3 

NO 23 

7D1C 

C3 

m 30 

7D1D 

EB 

NO 30 

TDiD 

EB 

m 

7D1E 

3? 

m 21 

7D1E 

37 

m 32 

7D1F 

ED 

NO 32 

TDiF 

ED 

NG 二 

7028 

42 

NG ジ 

7028 

42 

NO 34 

iUi.1 

— -r, 

NG 34 

tVLl 

•' 严 • 

HO 35 

iULi ： 

G ： 

NO 

7022 

33 

NG ze 

?D2 ： 

X 

»JA 

I1U ^0 

7D22 

ふじ 

NO 3? 

7D24 

IS 

NO : 

7D24 

4 r. 
10 

NO ^ 

?D23 

F9 

NO S3 

7D23 

F3 

如： 3 

7D26 

03 

NO 33 

7D26 

63 

NO 48 

?fi2? 

Eo 

NO 40 

7D27 

EB 

m 4i 


ED 

KO 41 

7D2S 

ED 

m 42 

7D23 

c7 

NO 42 

7D23 

5F 

HO 4^ 

7D2R 

C3 

m 4S 

7D2ft 

C3 

NO 44 

7D2B 

E7 

m 44 

7D2B 

QQ 

NO 43 

i ttC 

93 

r^O 43 

7D2C 

03 


《第 14—16 図》第 14— 15 図から得られた機械語を直接メモリに入れ実行前後の内容の変化をみたもの 


容は， 

M ( DATA + 1 )=09 H 
M ( DATA ) =99 H 

となるはずです。 

第 14—16 図は，第14一 15図から得られた機械語 
を，直接， 7 D 00 番地以降のメモリに人れ，実際 


に動かしてみたときに，メモリの内拆がどう変る 
かを兄たものです。 

実行前に， E 7, 03であった N 0.44と N 0.45の 

内容は，実行後，99，09になっていることが確認 
できます。 

これで，プログラム 〔 C 〕 は完成です 3 
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玆銶雜玆玆玆玆稃玆群玆踗銶銶稃群玆稃路銶趑路找路銶玆路玆玆玆群路銶群銶群器 


CD ) 順位づけの 
プログラム 


找稃縣挞銶玆玆稃玆稃玆玆銶玆玆稃稃玆縣稃稃銶稃挞雜稃縣稃稃稃稃雜銶玆雜稃玆銶路 

連続してメモリに人っているデータ 
群の中で，個々のデータが何番目に大 
きいか，を調べ，その順位を指定した 
メモリへ納めるプログラムです。 

ブロ グラム実行前に，データ群の先 
頭アドレスと，データ数と，顺位を納 
めるメモリの先頭アドレスが与えられ 
るものとして，アルゴリズムをセえて 
みましょう。 

おおまかには， 一つ一つの データを 
取リ出し，それを全部のデータを比較 
して，大きなものがいくつあったかを 
調べ，それに1を加わえたものが，そ 
のデータの全体における順位である。 

と乃えればよいのです。これを フロー 
チャートに表わすと，第14一 17図のよ 
うになります。 

さて， 第14 一 17図で R 1から R 7で 

表わされているレジスタを， Z80 用に 
は，どのレジスタにわリつけたらよい 
でしょうか。それの良し悪しで，ブロ 
グラムの良し悪しが決ってしまいます 
ここでは，第 14— 18図のようにしてみ 
ました。ただし，そこでは，データの 
先頭アドレスを DATA, 順位出力先の 
先頭アドレスを RANK, データ数の入 
つているメモリのアドレスを SIZE と 
してあります。 

これでよいのですがフロー チャ ー《第 14— 17図》 順位づけのアルゴリズム 
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《第 14 一 18 図》順位づけのプログラム （ Z 80用） 


卜の中央よリやや上のところに， 

HL 一 DATA 

という命令があります。データの先姒アドレスを 
HL レジス タ ペアに 入れる命令ですが，これがどう 
も W にな 1 )ます。同じような命令がフローチャー 
卜の一番上にあリます。 

IX—DATA 

ですが，2度もある特定のアドレスを示す数値を 
レジスタに 人れ る命令があることになリ ます。 も 
しデータを 人れ る先頭アドレスを変史したい場合 
に，これだと，2か所の機械語を Ifi さねばなリま 
せん。したがって，こういった命令は1か所にま 
とめておいた方が.よいわけです。 

そこで第 14— 19図のようにフローチャートを変 
えてみました。 PUSH 命令， POP 命令を使って， 



《第 14— 19図》第14一 18図を改造したもの 
HL—DATA 

を実现しようとしたものです。 PUSH , POP 命令 
はヘアで用いれば SP つまり，スタックポインタの 
他:はシ(にしなくてもよいのですが，ここでは ， PO 
P の方がルーブの内側にあるため，スタックボイ 
ンタのバランスがくずれてしまいます。そこで， 

2か所でその値を調節することにしてあリます。 
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《第 14 —20 図》順位づけの プログラム 
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《第 14—2 彳図》第 14 — 20 図から得られた機械語をメモリに入れ実行前後内容の変化をみたもの 
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ミングしたものが第 14—.20 図です。機械語のリス 
卜の見方における注意点は，今までと同じです。 
以下の4ヮード命令，3ヮード命令には十分注意. 
してください。 

7 DOO D D 217 D 2 D 
7 D 04 FD 217 D 32 
7 D 08 3 A 7 D 2 C 

なお， 

7 D O F DD 7 E 00 
7 D 21 FD 72 00 

は，表示の順と機械語の順は同じです。 

ここでは，データ数は5，データは，10進数に 
直せば，100, 3 0, 75, 0, 45,になるような2 
進数にしてあります。ブログラムが正常に働けば, 
RANK という シンボルの つけられた7 D 32 以下の 
メモリに，100, 30, 75, .0, 45,の全体におけ 
る順位が，データの*に対応して入るはずです。 
つまり，100の順位は1なので， M ( 7 D 32) に1が 
次の30というデータの順位は4なので， M ( 7 D 
33) に4が，という具合に M ( 7 D 34) に2， M (7 D 
.35) に5, M (7 D 36) に3が人るはずです。 

これを確かめるために，第 14 — 20図から得られ 
た機械語を一つ一つメモリに人れ，実行前と実行 
後のメモリの内容を W •ようとしたものが第 14 — 21 
図です。 N 0.51から N 0.55のデータで，上で述べた 
ことが確認できます。 

参考のために，同値のデータがいくつもある場 
合の順位づけが正常に働くかどうかをチ i ックし 
たときの結果を第 14— 22図にあげておきます。四 
つの データが同値で同 Wi 位，他の 一つは 順位が5 
になっていることが確認できます。 

以上で，ブログラム 〔 D 〕 は完成です。 


《第 14_22 図》同値の 
‘値のデータがある 
場合の順位づけの確認 
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【 E 】 度数分布表を作る 
プロクラム 

拜稃稃昶玆稃縣稃稃稃稃稃銶挞稃縣玆銶銶路銶玆玆玆玆群玆稃雜玆玆群玆稃路路玆銶器 


連続してメモリに人っているデータ群を，〇〜— 
4, 5 ~ 9, 10-14, 15-19 ……95~99,100以上 
の21の範囲に分類し，それぞれの範囲に納まるデ 
一夕の数を別に用意した21のメモリに納めるプロ 
グラムを作るわけです。 

このアルゴリズムは二つのタイプがあります。 
一つは，21個のフルイを作リ，全データをそれに 
かけ，どのフルイにかかったかで対応するメモリ. 
に1を加算していくタイプ。 

もう一- 3 は，一- 5—つの データから取接，演算 
などを通して，加兑していくべきメモリのアドレ 
スを求め，そのメモリに1を加わえていくタイプ 
です。 

前者のタイプをマイクロコンピュータ用のアル 
ゴリズムで表わしたものが第 14—23 図です。100以 
上のデータの数，95以上のデータの数，90以上の 
データの数を調べ，そこから5の幅の度数を求め 
ているわけです。割り算の命令が不必要なことと， 
あらかじめ度数の人るメモリをクリアしておく必 
要のないことが特徴かもしれません。 

後者のタイプのアルゴリズムをマイ クロコン ピ 
ュータ用にしたものが第 M _24図です。割 1 )算の 
命令をもったマイ クロ コンピュータにはむ いてい 
ますが，度数を人れるメモリをあらかじめクリア 
しておかなければなリません。 

Z 80用には，あえて後者のタイプのアルゴリズ 
ムを用いてみることにしました。第 14 — 24図を Z 
80用に書きなおしたものが第 14 — 25図です。後で 
独立したサブルーチンとしても使い易いように， 



data :データ—の入っているメモリの先頭アドレス 
size :データ数の入っているメモリのアドレス 
TABLE :度数を入れるメモリの先頭アドレス 


《第 14— 23図》 度数分布表を作るアルゴリズムタイ 
プ 1(100 以上の度数， 95~99 の度数 90~94 の度数の 
順で M ( TABLE ) 以降に入る） 

人力出先のアドレス， TABLE, DATA, SIZE, 
は初めの部分だけにしか顔を出さないように配慮 
されています。そのための DE レジスタベアの使い 
方に注意してください。 
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DATA :データの入っているメモリの先頭アドレス 
SIZE :データ数の入っているメモリのアドレス 
TABLE :度数を人れるメモリの先頭アドレス 


《第 14 — 24 図》度数分布表を作るアルゴリズムタイ 
プ 11(0 ~ 4の度数，5~92度数，10~14の度数の 
順で M ( TABLE ) 以降のメモリに入る） 

第 14 — 25図のフローチャートをもとに，アセン 
ブラプログラミングしたものが 第 14一26図です。 
リストを姑る上での注意点は，前にお話しした汕 
リです。16進数が切目なく 4個つながって表示さ 
れている所は要注意です。 



《第1 4-25 図》第1 4- 24図を Z 80用に書きなおしたもの 
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《第 14—27 図.その 2 》第 14 —26 図の機械語を一つ一つメモリに入れ実行前後の内容を比較したもの 
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CF ] 合》と平均％求める 

プロクラム 
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迚続するメモリに入っている2進数のデータの 
合計 （ ただし2ワードを越えない）と，平均を求め 
るブログラムです。平均は，小数 A 1 . (以下第3位を 
叫抬土'.人したときの，第2位までを求めるように 
してあリます。 

全データは，1ワードに納まっているもの，と 
してあリますから，平均の格数部も1ワードです 
みます。したがって，平均には2ワードを用意す 
れば，小数乂(以下第2位までを納めるのに十分で 
す。 

さて， アルゴリズム ですが，合計のそれは たい 
した こと はあリません。 データは すべて，1ワード 
に納まるものですが合計を計ねするときには，2 
ワードどうしの足し兑の命令を使うのが得策です。 
たとえば， D に ゼロを 人れ， E に 個々 の データを 
送リ込み， 

HL — HL+DE 

命令を使って， HL に和を求めていけばよいでしょ 

ぅ。 

平均を求めるためには，割リ算のサブルーチン 
が必要になります。小数点.以下を計算するのであ 
れば，さらに掛け I ):のサブルーチンも必要になリ 
ます。 

合計をデータ数で割ったときの商は，平均の蛴 
数部になります。そのときの余りを100倍して，そ 
れをデータ数で割ったときの商が小数第1位，第 
2位の®になリます。四捨五入は，そのときの余 
リを2倍して，データ数と比較します。もし，デ 
—夕数の方が大きければ，前の商はそのままです。 


Ini じか，余りの 2 倍の方が大き v 、場合には，商に 
1 を加わえます。これで，小数第 3 位を四捨五入 
したことになります。 

さて，以上のことを注意して，第 14 — 28 図のよ 
うなフローチャートを書いてみました。 

2ワードにまたがる合計は， BC レジスタペアに， 
平均の粮数部は H レジスタに，小数/.(以下は L レ 
ジスタに人るようになっています。 

後で，独立したサブルーチンとしても使えるよ 
うに，外部メモリのアドレスが必要な郜分 （ デー 
夕数の入っているメモリのアドレスと，データの 
先姒アドレス）は设前部にまとめてあります。そ 
のために，レジスタ C が活用されています。 

また，二つのサブルーチンを用いるわけですが, 
サブ ルー チン内で使われている レジスタは， 当然 
サブルーチンを実行すれば，その値を変えてしま 
います。したがってサブルーチンの前後で，デー 
夕の受け渡しはできませんので注意が必要です。 

第 14 — 28 図の中でも，そのためにレジスタ A の補 
助レジスタに，平均の®数部を退避させています。 

一般に，2ワードにまたがるデータの退避は， 
HL レジスタペア， DE レジスタペアの人れ換えで 
可能な場#はこれを使います。そうしない場合は， 
PUSH, POP 命令で行•なうのか'交) J 率的です。 1 ワ 
—ドのデータの場合，他に空いているレジスタが 
なければ，レジスタ A の fiP カレジスタを用いるの 
がよいでしょう。ただし，この場合，各フラグの 
状態も人れ代わってしまいますから注意が必要で 
す。 
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《第 14 —28 図》 合計と平均を求めるプログラムのためのフローチャート 

第 14 一 28 図のフローチャートをもとに，アセン M (7 D 62) = E 5 

ブラプログラミングしたもの'が第 14-29 図です。 M ( 7 D 63) = 01 

割リ算，掛け算のサブルーチンは前にあげたもの M (7 D 64)=00 

と同じものです。 M ( 7 D 65)=61 

マイクロソフト社のアセンブラにより，リスト となるはずです。 

の W •方の注意点については，何度もお話ししてき これを確かめるために，第 14 — 29 図から得られ 

ましたが，16進数が切れ目なく四つつながって表 た機械語を一つ一つメモリに書き込み，実際にこ 

示されているところには注意してください。 のプログラムを動かしてみて，メモリの内容がど 

データは，10進数になおせば，99，98，97，96， のように変化したかを兄たものが，第 14 一 30 図で 

95の五つとしてあります。この合計は485,平均は す。これよリ，この7 ログラムが正常に働いてい 

97. 00ですから，プログラムが正常であれば， ることが確認できます。 

M ( SUM + 1 ) M ( SUM )=01 E 5， i 6) しかし，このデータの場合，平均の小数*以下 

M ( MEAN + 1 ) M ( MEAN ) = 6100 16> の確認ができません。そこでデータを10進数にな 

となるはずです。もう少し具体的に書けば おせば，100,110, 0となるものにして，平均が66 
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《第 14 一 3彳図》小数点以下の確認のためにデータを100，100, 0の三つにしたもの 
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67 になるがどうか確認してみることにしまし•よう。 
第 30 図の 1093 以降のデータを， 

3，64，64，00，00，〇〇，〇〇，〇〇，〇〇，〇〇 に 

してから，実行すればよいわけです。合計は10進 
数になおせば2 てすから，10進数では C 8,平 
均の格数部は 10 進数になおせば 66 ですから， 16 進 
数で'は 42, 小数点以下は 67 ですから， 16 進数では 
43 になるはずです。 

これを確かめてみたのが 第 14 一 31 図です。上で 
述べた通 1 )の結果が梅られていることが,ここで 
確認できます。 

以 I •.で，フログラム〔 F 〕は完成です。 


簡単システムを想定して，〔 A 〕から 〔 F 〕のブロ 
グラムを作ってきました。これらのプログラムを 
サブルーチン化して，簡単なメインプログラムの 
もとで働かせるようにすれば，想定したシステム 
はできあがります（メインの作リ"によっては， 

フ'ログラム 〔 C 〕 は必要なかったかもしれません）。 
データ数を入れておく メモリのアドレス，データ 
の先頭ァドレス，各結果を出力する場合の先妞ァ 
ドレス等の シンボルに 注意して，また手持の メモ 
リ数に注意して，メインブログラムを作ってみて 
ください。 
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などに比べて高速であることなど，高いポテンシ 
ャルを秘めたプロッサであると言うことができま 
ます。 

けれども， Z 80, を数値演算などの目的に使用 
しようとする時には，他の8ビットマイクロプロ 
セッサと同様に，乗除算や関数の命令を有してい 
ないため，機械語やアセンブラでプログラムを作 
成する場合には多大の労力を必要とします。また 
BAS IC などの言語を使用したプログラムでは， 
処理速度が遅かったり，あるいはシステムが必要 
以上に大きくなったりする場合があります。 

こういった問題を解決するためには，アセンブ 
ラ言語による演算サブ ルー チ ンを いく つか 用意し 
て，必要に応じてそれを使えばよいという事にな 
ります。幸いにして8080用のアセンブラで書かれ 
た演算サブ ルーチンは， 雑誌などを通じて数多く 
発表されておりますので ， Z 80を使用した マイコ 


ンシステムをお持ちの方も，そういった演算サブ 
ルーチンを使用することができます。 

しかしながら ， Z 80と8080との機械語レベルで 
の コンパ チビリ ティ ーに頼って8080用に書かれた 
プログラムばかり使用していたのでは ， Z 80を使 
用する妙味が半減してしまいます（これは演算サ 
ブルー チンに限った事ではありませんが)。 

そこで，本章では ， Z 80の特徴を，十分に生か 
した演算サブルーチンを紹介します。 

紹介するプログラムは，固定小数点数ならびに 
浮動小数点数の四則演算，および三角関数や平方 
根な どの，いくつかの 演算 サブ ルーチンより成り 
立っています。 

プログラムに関する詳細な説明に ついては 後述 
致しますが，プログラムはサブルーチン形式にな 
っておりますので，例えばこのプログラムと適当 
な入出カプログラムを用意して，電卓と同じよう 
に使用されても結構ですし，また必要に応じてプ 
ログラムの一部を利用されても結構です。 

このプロ グラムで と. り扱う数値は， すべて 通常 
の 2進数であり，関数演算に ついてはその 精度を 
固定しておりますが，四則演算に ついては 任意の 
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精度で演算が行なえるようになっておりますので， 
電卓の代用ばかりでなく，様々な用途に利用でき 
る事と思います。私としては皆さんのソフトウェ 
アライブラリーの 一つに 加えていただき，多くの 
場所でこのプログラムが使用される事を期待して 
おります。 

さて，プログラムについて解説する前に，演算 
ルーチンのアルゴリズムなどについて，簡単に述 
ベておきましょう。 

15-1 固定小数点数 I 

の演算 

固定小数点数といっても， マイクロ コンピュー 
夕には小数点を表わすための特別なレジスタやメ 
モリなどがあるわけではありませんので，151 
図のように取り扱うデータの最下位ビットの右側 
に小数点があるものと考えて，データを扱います。 


MSB 

LSB 











(•) 

符号と 

二.ット 

t 仮想小数点 


《第 15- I 図》固定小数点数の構造 


15—1 — 1 乗算.除算のアルゴリズム 

データ長が第151図のように8ビットになっ 
ている場合には，加算と減算については， Z 80 の 
持っている命令でそのまま演算を行なうことがで 
きます。 

乗算と除算については加算あるいは減算をくり 
返すことによっても行なうことができますが，こ 
の方法では，データの大きさによって演算に必要 
とする時間が大幅に変化しますし，効率のよい方 
法とは言えません。 

そこで一般に， マイコン で乗算を行なう場合に 
は，第 15- 2図のように，シフトしながら数値を 
加え合わせていく方法で乗除算を行ないます。こ 
の方法は，一見すると特別な方法のように感じら 
れるかもしれませんが，私達が日常10進数の筆算 
でよく使っている方法なのです。 

除算についても乗算と本質的には同じで，この 

合には，第1‘5—3図のようにシフトしながら， 
数値を差し引いていくアルゴリズムによって演算 


1011X1010 
1111 ! 


X) 



1 

1 

1 

s ^ 



1 

^ 1 A 1 




一丄 U 丄 （J 

■ v V Y v 



^ A A A A. 

x / r 

^ ■丄 U 丄 

- -10 


+ ) _ 

1101110 

乗算の場合はシフトして，ビットが1になっている 
部分だけを加え合わせればよい 


《第 15— 2図》10進数の II (=1011)2 掛ける 
10進数の10 (=1010)2 の計算 
結果は 110 (=1101110)2 
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除算の場合は 

シフ 

卜して引くことのできる場合に 

1を立てる。 

これは10進数では90+10= 

9の計算 


《第15 — 3図》 

を行ないます。 


15- 1 一2多精度を扱う方法 

言うまでもなく Z 80は8ビットのマイクロプ 
ロセッサですが、この8ビットというデータ長で 
表わすことのできる数値は符号付きの蛴数では、 
—128から+ 127にすぎません。けれども実際の 
数値計算で問題とするデータはさらに大きな数値 
であったり，あるいは，浮動小数点数の場合には， 
多くの有効桁数を持っていたりして，8ビットに 
おさまらない場合が多数くあります。 

多精度のデータをとり抜う方法としては いくつ 
かあり，例えば16ビット長のデータに対しては， 

Z 80の場合には， DE レジスタ，および HL レジ 
スタを用いて，データを扱うこともできます。こ 
の場合 Z 80の裏レジスタをうまく活用すれば，速 
度の速いプログラムを作成することが可能となり 
ます。 

今回のプログラムでは，より一般的な方法とし 
て，第15_4図のようにメモリを仮想のアキュム 
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《第 15— 4 図》メモリを仮想アキュミュレータとして使う 

レータと考えてデータを扱います。 

この方法を用いれば，データの精度は，実際上 
無制限に増加することができます。前述しました 
ように四則演算を行なううえでの基本となるのは, 
加算と減算ですが，他精度の加減算を行なう場合 
には，キャリーフラグを，有効に利用しなくては 
なりません。この場合に ， A DC や SBC などの 
キャリーを含んだ加減算命令は，非常に有効なも 
のとなります。 （16 ビットの マイクロプロセッサ 
の中には，このようなキャリーを含んだ加減算命 
令のないものもあります。この場合，多精度の演 
算を行なううえでどのような不都合が起こるか， 
考えてみて下さい。 

15 - 2浮動小数点数 

の演算 

数値計算を行なう場合には前述の固定小数点形 
式のほかに，浮動小数点形式で数値を表現できる 
と便利です。 

浮動小数点の形式で，私たちが日常みなれてい 
るものは10のべき乗形式でしょう。例えば 

3，1415 X 10 8 
1,234 X 10- 6 

のように，10進数で表現された仮数部と指数部か 
ら成り立っています。計算機で，浮動小数点数を 


表現する場合には， 2 のべき乗， 8 のべき乗， 16 
のべき乗などの方法がありますが，ここでは 16 の 
べき乗による表現を用いています。 

15-2-1 浮動小数点数の構造 

16 のべき乗を用いる理由としては，とり扱うこ 
とのできる数値の範囲が広いことがあげられます。 

先ほどの 3.14 X 10 3 という数値に ついて 考えてみ 
ましょう。四捨五入の結果この数値が得られたも 
のとすると，この数値の表わしているデータの大 
きさ （ x とします）は， 

3.135 X 10 3 ^ x <3_145 X 10 3 
という幅を持っていると考えられます。 

つまり，浮動小数点数でデータを表わす場合に 
は，その最下位桁の大きさ（この場合は0.01 X 10 3 ) 
という誤差を持っているものと考えなくてはなり 
ません。 

この誤差は，データの表現が2のべき乗の場合 
は， 2 n の形ですので小さなものですが，データの 
表現が 16 のべき乗の場合は 16 ■'の形となり，くり返 
して計算を行なううちに大きな誤差を発生する可 
能性があります。この点に ついては2 のべき乗に 
よる表現の方がすぐれています。 

けれども，同一のビット数で表現することので 
きる数値の範囲は，2のべき乗の形式に比べて， 

16 のべき乗の形式の方がはるかに大きく，それぞ 
れ一長一短があります。 

ここでは 16 のべき乗による表現を使用します。 

この 表現によって，例えば 10 進数の 0.1 を表わ 
しますと， 

0.1=1 X 16 1 + 9 X 16— 2 + 9 X 16— 4 +… 
のように無限級数になります。 

実際の構造は第 15 -5 図のように，仮数部 7 バ 
イト，および指数部1バイト（符号ビットを含む） 
から構成されています。 

この構造によって表現することのできる数値は 
0.0625 X 16— 64 S | x | < 1 X 16 63 
10進法では，およそ 

5.397 X 10— 79 S : 丨 x 1 〈7.237 X 10 75 
となっています。 

浮動小数点数によって数値を現わす場合に注意 
しておかなくてはならないことに，正規化という 
問題があります。これは計算機により演算を行な 


147 






《第 15— 5 図》浮動小数点数の構造 
う場合に限りませんが，ほとんど同じ大きさの数 
の減算を行なった場合などに，桁落ちといって有 
効桁数が減少するのを防ぐ処理です。 

例ぇば， 

0.333 X 10 3 —0.332 X 10 3 =0.001 X 10 3 
のような演算を行なう場合には，これをそのまま 
計算機に行なわせたのでは，最初3桁あった有効 
桁数が，結果としては1桁になってしまいます。 
これを防ぐ為に，正規化という処理を行ないます。 
これは， 

O . OOIXIO ^ O . IOOXIO 1 

のように，常に，ある有効桁数を確保する処理で， 
す。 

ここで紹介する演算ルーチンでは 

0. m m n n n X 16" 

の形で正規化を行ない有効桁数の減少を防いでい 
ます。 

_15 — 2-2 浮動小数点数の乗除算 

浮動小数点数の乗除算も，固定小数点数の場合 
と基本的には同様です。まず，仮数部について固 
定小数点数と同様な演算を行なった後に，得られ 
た結果に対して，上に述べた正規化を行ないます。 


浮動小数点数の加減算は乗除算に比べると，す 
こし手間がかかります。その手順はまず，加減算 
しようとする数値（いずれも正規化されているも 
のとします）の両方の指数部を比較して，両者が 
同一の指数部を持つ様に，仮数部を調整します。 
この後で，仮数部に対して加減算を行ない，さら 
に得られた結果に対して正規化を行なわなくては 
なりません。 



これも計算機で演算を行なう場合に限ったこと 
ではありませんが，ここでは10進数演算の場合の 
四捨五入に相当する七捨八入の処理を行なってい 
ます。もちろん，この処理を行なう為には，必要 
とする桁数よりもさらに1桁以上多くの桁につい 
て，演算を行なう必要があります。 



演算ルーチンのプログラム開発は，マイクロソ 
フト社のマイクロ 80 の下で行ない■ました。 


プログラムを皆さんのマイコンシステムに移植 
する際に必要なプログラム•リストの見方などに 
関する2，3の注意点を挙げておきましょう。 


指数部については，乗算の場合には加算，除算の 
場合には減算となりますが，これに正規化を行な 
った場合のべき乗数を補正して最終結果とします。 


15-2-3 浮動小数点数の加減算 


15 - 3アセンブラに 

ついて 


アセンブラは， Z 80 のニーモニックで書かれて 
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おり，特に変わったものではありません。プログ 
ラム.リストは，左から行番号，アドレス，機械 
語，ラベル， ニーモニック オペランドの順に書か 
れています。但し，小さなことですが，相対ジャ 
ンプ命令のオペランド欄の書き方で， 一 $が省略 
されていますので注意して下さい。 

また，アドレスはすべて0番地から割り振って 
ありますので，プログラムを各自の マイコン シス 
テムに機械語レベルで移植する場合には，注意し 
てアドレス計算を行なって下さい。 

アドレスの書き換えが必要な機械語には，4桁 
の16進数の後にアポストロフィーが振ってありま 
す。アスタリシック （*) が振ってある4桁数値は， 
外部のプログラムのアドレスですから，これにつ 
いてもやはり，アドレスの変更が必要です。アド 
レスの変更には16進計算尺があるととても便利で 
す。 

尚，このアドレスは上位，下位の順に書かれて 
いますが，実際に マイコンに プログラムを移植す 
る場合には，この逆にメモリ上に書き込む必要が 
あります。つまり， 026 C ’ と書かれている場合， 
実際には6 C , 02の順に移植を行ないます。 

何の添え記号も振っていない4桁数値は，デー 
夕などの絶対数値ですから，これは変更しないで 
下さい。 

プログラムの中で， マクロ 表現を用いています 
が，これについては，展開した結果がリストの中 
に入っていますので，機械語でプログラムを移植 
される場合はさほど気にしなくて結構です。 

マクロを持たないアセンブラによって，プログ 
ラムの移植を行なう場合は，すこし気をつけて下 
さい。マクロ文は，機械語に翻訳されておりませ 
んので，リストの左側に注意しておけばマクロ文 
を発見できますから，これを無視してプログラム 
の移植を行なって下さい。 


15 — 4リンケージに 

ついて 


各プログラムは，それぞれ小さなサブルーチン 
に分割されていますので，実際に演算ルーチンと 
して使用する場合には，これを再び結合する必要 
があります。 


プログラムリストの先頭部分に ， GLOBAL 
および EXTERNAL と書かれている部分があ 
りますが，手持ちのアセンブラで，これらの表現 
が許されている場合には，この表現によってプロ 
グラムの結合ができます。 

あるプログラム内で， GLOBAL 宣言が行な 
われた場合は，その宣言されたラベルが，他のプ 
ログラムから CALL されることを示しますし， 
また EXTERNAL 表現は，逆に，そのプログ 
ラム内で他のプログラムを CALL する場合に用 
います。（第 15 — 6図を参照） 


GLOBAL XYZ 
EXTERNAL ABC 

XYZ - 


CALL ABC 


プログラム A 



《第 15- 6 図》 EXTERNAL 表現 



ここで紹介するすべてのプログラムで，データ 
の受け渡たしに関して，統一した約束事を定めて. 
あります。それは第15 - 4図のように被演算数な 
らびに演算の結果が格納されるアドレスを D E レ 
ジスタで，また演算数が格納されるアドレスを H 
L レジスタで示します。すなわち，四則演算につ 


いては， 土 

〔 DE 〕=〔 DE 〕 X 〔 HL 〕 

という規則に従っています。また関数演算につい 


いては 


〔 DE 〕=/(〔 HL 〕） 

という規則に従ってい’ます。 

15-5-1 固定四則演算 

固定四則演算を行なうプログラムは， LADD , 
LUB , LMLT , LDIV , LM , LD , LC 
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DE レジスタ 



《第 15— 7 図》 LM , LD を使用する場合のデータ配置 
M P および L M 0 V です。 

ラベル名からおわかりのように， LADD , L 
SUB , LMLT , LDIV は，それぞれ多精度 
の加減算ならびに乗除算を行なうプログラムです。 

演算の精度は，プログラムの先頭部分にある E 
QU 表現を変更することにより，自由に変更する 
ことができますが，一応4バイトとしてあります。 
例えば，データの大きさが2バイトを越えないと 
わかっている場合には， 

BYTE EQU 4 を 

BYTE EQU 2 

と変更する事ができます。 

このプログラムの使い方としては，第15 4図 

のようにあらかじめデータを特定のアドレスにセ 
ットしておき，例えば乗算の場合には， 

LD H L , △△△△ 

LD D E , X X X X 
CALL LMLT 

の様に使います。 LMLT により乗算を行なう場 
合に，演算結果が4バイトを越える場合がありま 
すが，4バイトを越える部分については，丸め処 
理を行なった後に切り捨てています。また LDI 
V による除算の結果得られた余りについては切り 


《第 15— I表》フラグの変イ匕 


状 態 

変化するフラグ 

オーバーフ ロー時 

Pe ， M 

結果が正 

Z 

結果が範囲外 

P ， NZ 


捨てています。 

これに対して， LM ならびに LD は，やはりそ 
れぞれ乗除算のサブルーチンですが ， L M を使用 
した場合は演算の結果をすべて保存しますし ， L 
D を使用した場合は演算の結果である商と，余り 
を保存しています。これらについては第 15— 7図 
を参照下さい。 

最初に述べましたように，ここでとり扱うデー 
夕は，先頭ビットが符号を表わしているものとし 
ています。すなわち先頭ビットが0であれば正数， 
1であれば負数を表わすものとしています。演算 
の結果はこの符号に従い，同時にフラグも変化し 
ます。これらについては第 15. 1表を参賄下さい。 

なお，これらのサブルーチンの中で，裏レジス 
夕を除く全てのレジスタが破壊されます。 

LCMP は， DE , および HL レジスタでアド 
レス表示された二つのデータについて，その大き 
さを比較するルーチンで，データの大きさに従っ 
て，以下の様にフラグが変化します。尚，データ 
そのものは破壊されずに残ります。 

《第 15— 2表》各クラブの変化 


状 態 

フラグの変化 

〔 DE 〕>〔 HL 〕 

〔 DE 〕=〔 HL 〕 

〔 DE 〕<〔 HL 〕 

NZ NC P 

N Z NC P 

N Z C M 


また， LMOV はデータの転送ルーチンで，そ 
の転送方向は旧1〇->〔0£〕の方向です。このルー 
チンでは， HL レジスタにより示されたアドレス 
のデータの大きさによって，フラグが以下の様に 
変化します。 

《第 15- 3表》 


状 態 

フラグの変化 

〔 HL 〕>0 

N Z , P 

〔 HL 〕=0 

Z , P 

〔 HL 〕<0 

NZ , M 
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15_ 5 — 2 固定関数演算_ 

固定関数のルーチンは LAB S , LMOD , お 
よび L S G N です。 

まず LABS は絶対値を求めるルーチンで ， H 
L レジスタにより示されたアドレスのデータの符 
号が正の場合にはそのまま，また負の時には正に 
直してから DE レジスタで示されるアドレスに格 
納します。 

LMOD は，被除数を除数で割った場合の余り 
を求めるルーチンで式で表わすと次のようになり 
ます。 

〔 DE 〕=〔 DE 〕一(〔 DE 〕/〔 HL 〕）*〔 HL 〕 


また， LSGN は， 

HL レジスタで示されるア 

ドレスのデータの符号に従って, 

D E レジスタで 

示されるアドレスに1 

，〇，_ 

1を格納するルー 

チンです。 



〔 HL 〕> 0 

のとき 

〔 DE 〕= 1 

〔 HL 〕=0 

のとき 

〔 DE 〕=0 

〔 HL 〕< 0 

のとき 

〔 DE 〕= -1 


J 5-5- 3 浮動四則演算_ 

浮動四則演算を行なうプログラムは DADD , 
DSUB , DMLT , DDIV , DCMP および， 
D M 0 V でそれぞれ浮動小数点数の加減算，乗除 
算，比較ならびに転送を行なうプログラムです。 

プログラムの使用方法は固定小数点数の四則演 
算と同一です。また， BYTE の EQU 表現を変 
更することによって任意の精度のデータを取り扱 
うことができます。 

15— 5 — 4浮動関数演算 

浮動関数には，一般の三角関数や平方根，指数 
関数などが含まれ，演算ルーチンの中心を成す部 
分です。 

ここでは， DABS , DCO S , DEXP , D 
FIXDLOG , DMO D , D S GN , DSIN 

および D S Q RT のプログラムを用意しておりま 
す。それぞれのプログラムについて解説いたしま 
しょぅ。 

DABS :浮動小数点数の絶対値を求めるプロ 
グラムで，処理は仮数部の符号ビットを0にして 
います。 


DF I X ：これは HL レジスタでアドレス表示 
された小数点以下の浮動小数点数のデータを整数 
化するルーチンで小数点以下の部分は切り搶てま 
す。例えば， 

0.1224 X 16 2 —0.12 X 16 2 

のように処理を行ない，結果は DE レジスタで示 
されるアドレスに格納します。 

DS IN :ラジアンで与えられた引数に対して， 
S T N を計算するルーチンで，そのアルゴリズム 
として， 



のようにテイラー級数展開を用いています。展開 
項数は常に固定で11項，つまり x 23 の項まで計算を 
行なっています。 

DCOS :ラジアンで与えられた引数に対して， 
C 0 S を 計算する プロ グラムです が，このプロ グ 
ラム内では実際の演算は行なわず，引数に; r /2 を 
加えて， D S I N の ルー チンへこのデータを送つ 
ています。 

DEXP :これは指数 e x を求める演算ルーチン 
です。 

演算のアルゴリズムは，まず引数 x に対して， 

D F I X のルーチンでこれを整数化した数値 x ’ を 
求め，を計算します。これは e を X ’回掛け合 
わせる方法で行なっています。次に e x _ x ’ を求め 
ますが，これはテーラー展開 

v _ v . , , X — X’ . tx — X ’） 2 , lx— X ’） 3 I 
6 、=1+- 1 丁+^^+-^^+". 

により求めています。この計算を行なう場合の展 
開する項数は特に定めず，展開項の大きさが 1.0 
X 10- 17 以下になるまで計算をくり返しています。 
プログラムリストの中で K 17 と記されたラベルが, 
この数値を表わしています。 

演算の最終結果は e x ’ Xe x - x ’ を計算し求めます。 
また引数が負である場合は最後に逆数を求めて， 
計算結果としています。 

尚， この ルーチンで計算できる範囲はおよそ e 
一 174 〜 e 174 までです。 

DLOG ： DEXP と逆に， e を底とした対数 
を求めるルーチンです。 

DSQRT : 平方根を求めるルーチンです。こ 
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のルーチンのアルゴリズムは，引数 X を次の様に 
変形してから計算を行ないます。 

X ニノ rX 16 n (但し l $ r <16) 

=ノ r X 4 " 

このように引数を分解した後,/ 7 について Ne- 
wton-Raphson 法により計算を行ないます。 

DMOD : DE レジスタでアドレス表示される 
データを， HL レジスタでアドレス表示されるデ 
一夕によって割った時の余りを求めるルーチンで 
す。以下の式に従って計算を行なっています。 

〔 DE 〕=〔 DE 〕-[〔 DE 〕/〔 HL 〕〕*〔 HL 〕 

_ 整数化 _ 

15- 5 一 5変換ルーチン 

データの変換ルーチンとして，固定小数点数表 
示と浮動小数点数表示との間の変換，および，2 
進数データの JIS コードへの変換などのプログ 
ラムを用意してあります。レジスタの使い方は他 
のルーチンと同じで， HL レジスタには変換しよ 
うとするデータのアドレスを DE レジスタには結 
果を格納しようとするアドレスをそれぞれ記入し 
てからプログラムを呼びます。 

LDFI X ：浮動小数点数のデータを固定小数 
点数（整数）に変換するルーチンです。固定小数 
点数のデータ領域として4バイトを指定している 
場合，その表わす事のできる範囲は 
一2147483648 S X ^2147483647 
の間です。これを越える数値についてはオーバー 
フローフラグが立ちます。また，整数に変換した 
際の小数点以下の部分は切り捨てています。 

DFLOAT : LDFIX と逆に，固定小数点 
数を浮動小数点数に娈換するルーチンです。 

JTOL : JIS コードで書かれた10進数のデ 
一夕を固定小数点数に変換するルーチンで，キー 
• ボードなどから入されたデータを2進数に変換 
する時に使用すると便利です 。 J IS コードのデ 
一夕の形式は，第15 — 8図のように何バイトであ 
ってもかまいません。 

データの最後の CR は， LF 又は SPACE , 
あるいはコンマで代用してもかまいません。変換 
のアルゴリズムとしては ， J I S コードで書かれ 
たデータを下位バイトから順に2進数に変換し， 
データを10倍しながら加え合わせています。 



《第 15— 8図 》 J I S コードデータ形式 



I I 

《第15— 9図 》 J T 0 D の初期データ 

LTOJ : J TO L とは逆に，固定小数点数か 
ら J I S コードへの変換ルーチンです。.この変換 
は上位バイトから10で割って引算する事により得 
られます。 

J TOD : J I S コードで書かれたデーターを 
浮動小数点数に変換するルーチンです。最初に与 
えるデータは，第 15— 9図の様な形式を持つこと 
が必要です。仮数は0の場合には省略する事がで 
きますが，小数点を省略するとエラーになります。 
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変換のアルゴリズムは，まず J I S コードで書か 
れた仮数データを上位八イトから小数点までを順 
次変換し，小数点以下のデータについてはその桁 
数をカウントしながら，2進数に変換します。次 
に指数部について J T 0 L と同じ方法で変換を行 
ない，最後にカウントした仮数部の桁数を調整し 
てから正規化を行ないます。 

DTO J ： JTOD と逆に，浮動小数点数を J 
I S コードに 変換す るルーチンです。このルーチ 
ンでは，仮数部，指数部とも上位バイトから，そ 
の変換を行なっています。 

Z 80 は，極めて高性能なマイクロプロセッサで 
あり，周辺チップも充実して各方面で使用されて 
おりますが，ソフトウェア的には8080との互換性 


ログラムに， Z 80 のアセンブラーニモニックで書 
かれたものがまだまだ数少ない事は非常に残念に 
思います。 

今回紹介した演算プログラムは私の所属する大 
学の研究室で人工衛星の軌道計算などに数多〈使 
用されていますのでプログラムに虫はないと思い 
ますが，あくまで試作プログラムに過ぎませんの 
で，虫に対する責任は容謝させていただきます。 

このプログラムが Z 80 の，ソフトウェアの普及 
にいくらかでも，役に立てるならば幸いです。 

参考文献 

bit 臨時増刊マイクロコンピュータのプログ 
ラミング 

共立出版 


が禍いしてか，その能力が十分に引き出されてな 〇電子計算機のための数値計算法 


い様に思えます。特に各方面で発表されているプ 


山内二郎他著 培風館 
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E 8 E F 8 6 9 
F D F 3 D E c 


F 2 D A フ 4 F D A 7 7 7 フ 4 5 A A7DAD9E6C0 フ A B AA フ 4D10AD9 E 8 9 
A i UJ 3 4 0 A c 3 8 CO 8 4 0 c 2 3 4 c 2 E 0 7 D 3 フ 2 c C\J 3 40CC12E 0 7 cc 


0 0 0 


01c\J3 4s67s9Qlc\J3.4.5'o7 890 123 456 7co9012 34s''o789csl2ro4uv'o7 8o'-04c\J34Ln''o7co901c\J34s 
Lns'LO s 5 s 5 LO LO 5 6 S5 ND 6 s S3 6 S3 7 7 フ 7 フ 7 フ 7 7 . フ 8 00 00 8 8 8 8 CO GO 00 9 9 9 9 9 9 9 9 CNO 000 Q0CD00- 0 G 111111 
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(ASUB2) 

Macros : 


Symbols : 


• ADD 

003 卩氺 

'CLR 

00SD 氺 

.DIG 

00401 ? 

.DEC 

Q0ABH 

： M.1Q 

0000 1 5 

、 SL1 

008E 氺 

• STP 

009FI 9 

BYTE 

QQB? 9 

COMMA 

0020 

CR 

0000 

0101 

0067 s 

0102 

008S 5 

DSTADR 

00BS ， 

し F 

Q00A 

: NBASE 

0030 

SPACE 

• 0020 


WRKADR Q0B7 , 


No Fatal err 〇 r(s) 
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DABS 


DABS 

53 0013 ， 

0000 氺 

0007 • 

5B 0013 ， 

BE 


$ 

(DSTADRhDE 
DMOV 
H し 7 

DE,CDSTADR) 
H し DE 
7 ， （ HL ) 

A 


0000 


DSTADR ： DEFW 
END 


TITLE DABS CV02/L01) 

GLOBAL DABS 
EXTERNA し DMOV 


0000 ? 
0000 ’ 
0004, 
0007 s 
000A ， 
QQQE 3 
Q00F 9 
001 1 a 
0012 , 

0013, 


Macros : 
symbols: 

DABS 00001 ， DMOV 0005 氺 DSTADR 0013 s 

No Fatal errorC s ) 


DABS (V02/L01) 


MACRO-80 22 10 一 Apr •— 79 


PAGE 


DD1D9BFO/ 

EC2E1CAC 


u し D s R T 
QDADDDEOE 
E 」 c L し A R X R 


12 3 45678901234 5 678 
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GLOBAL DATAN 
EXTERNA し 
EXTERNAL 
EXTERNAL 
EXTERNAL 
EXTERNAL 
EXTERNA し 
EXTERNA し 


MACRO 
し D 
し D 

CA しし 
ENDM 


DST,SRC 
H し ， SRC 
DE，DST 
DADD 


MACRO 

Ld 

LD 

CA しし 
ENDM 


DST，SRC 

HL,SRC 

DE，DST 

DSUB 


DCMP- 


MACRO 

LD 

し D 

CALL 

ENDM 


DST^SRC 
HL ， SRC 
DE,DST 
DCMP 


MACRO 
し D 
LD 

CALL 

ENDM 


DST,SRC 

HL,SRC 

DE,DST 

DMLT 


MACRO 
し D 
LD 

CALL 

ENDM 


DST,SRC 
H し ， SRC 
DE，DST 
DDIV 


MACRO 
し D 
し D 

C 八しし 
ENDM 


DST,SRC 
H し ， SRC 
DE.DST 
DMOV 


DATAN ( ッ 02/ し 0)：) 


DATAN EQU $ 

LD (DSTADR)，DE 


10-APT-7? PAGE 1 

TITLE DATAN (V02/ し 01) 


43 

44 

45 

46 

47 

48 0000 ’ 

49 0.000’ 


MACRO-80 3.22 


ED 53 0148 ? 


DATAN 


R D B p T V V 
Q D u M L 1 o 
s A s c M D M 
D D D D D D D 


2 3 4 5/07 


8 91 01 11 21 3J41 51 <61 71 81 9202122232'42526272829303i3233343s3<4373839404i42 
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(DATAN) 


し D 

DE,X 

CALL 

DMOV 

し D 

HL,X+7 

し D 

A,CHL) 

し D 

C, A 

AND 

80H 

し D 

CSGNX), A 

し D 

A,C 

AND 

7FH 

し D 

(HL), A 

し D 

H し ， TT 

し D 

B,8 

XOR 

A 

し D 

(H し ）， A 

INC 

H し 

DJNZ 

ATNC し R 

DCMP 

X,K1 

し D 

HL.Ki 

し D 

DE,X 

CALL 

DCMP 

JR 

C,ATAN1 

DMOV 

TT/PAI04 

し D 

H し， PAI04 

し D 

DE,TT 

CALL 

DMOV . 

DMOV 

AA,X 

し D 

HL,X 

し D 

DE, AA 

CA しし 

DMOV 

DADD 

AA,K1 

し D 

HL,K1 

し D 

DE, AA 

CALL 

DADD 

DSUB 

X,K1 

し D 

HL,K1 

し D 

DE,X 

CALL 

DSUB 

DDIV 

X, AA 

し D 

ML, AA 

し D 

DE,X 

CALL 

DDIV 

EOU 


DMOV 

T ， X1 


014A ? 

0000 * 

0151 ， 


80 

0147* 

IF 

Q152 3 

08 

ATNC し R: 
FC 

0192 s 

014A ， 

0000 氺 
2 D 

01AA* 

0152 s 

0000 氺 

014A ， 

015A , 

0000 氺 

01?2 J 

0iSA ， 

0000 氺 

0192 J 

Q14A 9 

0000 氺 

015A , 

014A’ 

0000 氺 

ATAN1 


0192* 

0162 J 
0000 氺 

ATAN2 

Q18A* 

014A , . 

0000 氺 

40 

019 A 9 

0162’ 

0000 木 

014A J 

Q15A J 

0000 氺 

014A 9 

01SA ， 

0000 木 

0192 s 


H し K1 
DE；T ' 
DMOV 

劣 

.X,KQl 
HL,K01 
DE,X 
DCMP 
C,ATAN3 
T ， K2 

H し， K2 

DE,T 

DM し T 

AA，X 

HL,X 

DE, AA 

DMOV 

AA，X 

HL，X 

DE，AA 

DMLT 

AA,K1 

HL,K1 


006E , 
0071 J 
0074, 

0077 s 

007A ， 

007D ， 

0080 ， 

0083, 

0086’ 

0089, 


0004 ? 
0007 s 
Q00A 9 
000D* 
000E ， 
O00F ， 
0011 J 
0014, 
0015, 
0017, 
0018, 
Q01B ? 
001D ， 
Q01E 9 
001F ， 
0020， 

0022 , 

0025* 

0028, 

Q02B 7 

002D J 

0030 ， 

0033, 

0036 , 

0039, 

Q03C S 

003F ? 
0042 a 
0045 r 

0048 , 

QQ4B , 

004E J 

0051 ， 
0054 * 
0057, 
Q0SA ? 


QGBA* 

005D , 

0060* 

QQ63 f 


し p L T し V し T し D 
し UM しし し CD しし し D 
DDAQCDDARMDDAMDDAMDDAAD 
_I し CED しし CJD しし CD しし CD しし CD し 


1D1EF 6296 フ 16LL 730 
1 c 2 フ . 


•4.E 3 r 


2 0 A 1 


11 D 8 
2 1 c 3 


- 1* £_^ 1* lx f 一 .. 1A 41. f-v 一 . is IX f _ 

1C 21c 21c 21c 


- 12 f J 

II 


c 


11c 

21c 


11 D 8 

21 c 3 


4i • 「一 1 * lx rs 一 

21c 21c 


lie 

li 


c 


21 


3 6 9c 
6 6 6 6 
0 0 0 0 
0 0 0 0 


0123 4 SXD フ 8 9 01 
5 5s 5_-5 555s 5 6. 6 


2 3 4 5 6 7 8 ? Q 12 3 4 5 6 7 8 9 0 
6 6 6 6 6 S3 6 7 7 • フフ 7 7 7 7 7 7 00 


12 3 456789012 
8 8 8 888888999 


345/078901 2 34567890 12 3 4.s_ 

0^. 0^ . o'-. 0^ O' Q.. CD CD00 G5- 0 J — T la 1A 4 — I- 

If* 1+ 4X IX JI* 'JTX IX IX-IX fx f* IX -MIX .IX T* 
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(DATAN) 


01A2, 

0172 J 

0000 * 

C8 


015A S 

QUA 3 

0000 * 

B5 


01SA ， 

0000 * 

01SA ， 


0000氺 


EQIJ 
DMOV 
し D 
し D 
CALL 
DML1 
し D 
し D 

CALL 
し D 
SET 
DMOV 
し D 
し D 
CALL 
DMOV 
し D 
し D 

CALL 
DMOV 
し D 
し D 

CALL 

EQU 

DADD 

LD 

し D 

CALL 

DMLT 

し D 

LD 

CALL 

DMOV 

LD. 

LD 

CALL 
DDIV 
し D 
し D 

CALL 

DADD 

LD 

LD 

CALL 
DCMP 
し D 
し D 

CALL 

JR 

DM し T 
し 0 


21 0 】 4A S 
11 016A , 
CD 0000 氺 

21 014A* 
11 Q16A f 
CD 0000 氺 
21 0171 ， 
CB. FE 

21 Ql?2 f 
11 0172 ， 
CD 0000 氺 

21 0192* 

11 01 フ A 1 • 

CD 0000 氺 

21 01 ? 2 , 
11 0182 ， 
CD 0000 氺 


21 019A S 
11 0172, 
CD 0000 氺 

21 016A J 
11 017A ， 
CD 0000 木 

21 017A J 
11 01SA ， 
CD 0000 氺 

21 0172, 
H 015A* 
CD 0000 氺 

21 015A ， 
11 0182, 
CD 0000 氺 


21 01 ? 2 , 
11 Q15A f 
CD 0000 氺 


ATAN3 


ATAN4 


21 0182, 


U ヒ，八 A 

DADD 
HL, AA 
D,H 
E，L 
□SORT 
AA,K1 
HL,K1 
DE, AA 
DADD 
X, AA 
H し ， AA 
DE,X 
DDIV 
ATAN2 
$ 

X2,X 
HL,X 
DE,X2 
DMOV 
X2,X 
HL,X 
DE,X2 
DM し T 
HL ， X2 + フ 
7, （ HL) 
FN,K1 
HL,K1 
DE，FN 
DMOV 
TM,K1 
HL,K1 
DE,TM 
DMOV 
SM,K1 
HL,K1 
DE, SM 
DMOV 
$ 

FN,K2 

HL,K2 

DE,FN 

DADD 

TM,X2 

HL,X2 

DE,TM 

DMLT 

AA,TM 

H し ， TM 

DE, AA 

DMOV 

AA,FN 

H し， FM 

DE,AA 

DDIV | 

SM, AA 

HL, AA 

DE，SM 

DADD 

FN,K15 

HL,K15 

DE,FN 

DCMP 

C,ATAN4 

T,SM 

H し， SM 


008C ， 

008F ? 

0092^ 

0095 , 

QQ96 3 

00?7 ? 

009A ， 
Q0?D , 
00A0 * 

00A3, 

Q0A6 , 

00A? J 

00AC, 

00AE’ 

00AE ， 

00B1 , 

Q0B4 ? 

00B7, 

00BA ， 

Q0BD ? 

0000^ 

00C3 J 

00C5 J 

00〇8» 

QQCB 3 

00CE J 
00D1 * 
00D4* 

00D7 , 
00DA ， 
G0DD ， 
Q0E0 * 

QQEQ 1 

00E3, 

Q0E6* 

QQE? 9 

00EC ， 

00EF ? 

00F2, 

Q0F5 J 

Q0F8 ? 

00FB ， 
Q0FE ? 
0101， 

0104, 
0107* 
01 也， 

010D ， 

0110， 

0113 , 

0116 9 

0118, 


1 4S D 00 
2 1 c 3 


11 D CO 
2 10 1 


1-D 1 4 D D 
1 c 2 5 s c 


L 

L 


5 

ID 


IV 


L 

L 


UADDDAADDADDDAR 
し c ししし CD しし CD—J し CJ 


SD7oo90i2ro4LOS:>7co9 012ro4 5NO7oo9.012‘34s'-o7co9 0.1c\J.34LrJND7.8901c\J3 4..LO.^O7.oo9.0 12.3.4.s''o.7.COCK0 1 
111122c\j22 2'2c\i223 3.3 3rororo33344 4 444444 4.Lnss5L0s.5 55L06''o''06''o.''0.''0s:>'o'o77.7 77.777.77CD00 
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(DATAN) 


0147, 


0162* 

5B 0148, 

0000 氺 


ATAN1 

Q05A * 

ATNCLR 

001E* 

DDIV. 

0102* 

dstadr 

0148, 

K1 

0192, 

SGNX 

0147 ? 

IT 

0152, 


11 0162, 
CD 0000 本 

21 014A ， 
il 0162" 
CD 0000 氺 

21 0152, 

11 0162, 
CD 0000 氺 
21 016 ?， 


DE，T 

DMLT 

T,X 

H し X 

DE,T 

DM し T 

T,TT 

HL,TT 

DE，T 

DADD 

HL,T+7 

C,(HL) 

A,CSGNX) 

C 

CHL )，A 
HL,T 

DE,CDSTADR) 

DMOV 


Macros : 
DADD 

Symbols 
AA 

ATAN4 

OCMP 

OSQR'T 

KQ1 

PAI04 

TM 


J?H,40H 

0,0,0,0,0,0,10H,41 卜 

0，〇，0，0，0，0，20 H ，41 卜 

0 ， 0,0 ， 0 ， 0 ， 0 ， 0F0H,41 

0C2H,68H,21H,OA2H 

0DAH,0FH,0C9H,40H 


00AE 9 
00001， 
0144 氺 
01 フ 2 ， 
Q19A 9 
0162 s 
Q16A 9 


SGNX ： 

DEFB 

DSTADR ： 

DEFW 

X ： 

DEFB 

TT ： 

DEFB 

AA ： 

DEFB 

T ： 

DEFB 

X2 ： 

DEFB 

FN ： 

DEFB 

TM ： 

DEFB 

SM ： 

DEFB 

K01 ： 

•DEFB 

DEFB 

K1 : 

DEFB 

K2 ： 

DEFB 

K15 ： 

DEFB 

PAI04 ： 

DEFB 

DEFB 


DMOV DSUB 


ATAN2 0063 ， ATAN3 

DADD 0131* DATAN 

DMLT 0128 ホ DMOV 

DSUB Q04F* FN 

K1S Q1A2 9 K2 

SM 0182 ， T 

X 014A ， X2 


011 B ， 
01 IE ， 

0121， 

0124, 

0127, 

012A ， 

Q12D 3 

0130 ， 

0133, 

0136* 

0137, 

013A ， 

013B ， 

013C’ 

013F ? 

0143, 

0146, 

0147, 
0148, 
Q14A 9 
014E ? 
0152* 
0156* 
015A* 
01S£， 
0162, 
0166, 
016A ， 
014E ， 
0172, 
0176, 
017A ， 
017E ， 
0182, 
0186, 
0.18A ， 
018E* 
0192 s 
0196 ? 
019A ， 
G19E ， 
01 A 2, 
Q1A6 9 
Q1AA* 
01AE ， 


DCMP 


015A* 

00E0 ， 

0114* 

G0?8 氺 

018A ， 

GIAA ^ 

017 A a 


No Fatal error(s) 


LU A 9 フ 1 D D 9 
43A72ECC 


0 0 
0 0 

0 0 0 0 0 
0 0 0 0 0 


0 0 0 0 0 0 0 0 0 CD 0 0 0 0/ CS 0 < 0 1 0 0 

000000 000000009 40 40404 A4 

.Qv 0 0 0 0 0 0 J ―- 0/ 


-0 < 
10 < 


0 0 0 0 0 0 0 


0 0 0 0 9.- 

0 0 0 0 9 1 0 1 0 CM 0 Ll. 2 c 


- 0 - 

0000000000000000099000000 60 
0 

000000000000000000 AO/ 0000002 A 
00000000000000000099000000 CD 


T 

し . 

M 

o 


D 

D 


0 0 
0 0 
0 0 
0 0 
00, 
0 0 
0 Q 
0 0 0 0 


0 

0 , 

0 , 

0 

0 , 

0 

0 a 

0 


0 

0 

0 

0 , 

0 , 

0 , 

0 , 

0 


0 

0, 

0 , 

0 

0 , 

0 

0 

0 


0 

0 , 

0 S 

0, 

0 

0 0 0 
0 0 Q 
0 0 0 


0 

0 

0 , 

0 , 

0 , 


L T し D L し 
しし し D し R し T 
DAM DDAADDADDDODDDAE 
し CD しし CD—1LCL 


しし X ししし CR 


2345 VO78901234S 678901 CM 341 TJ6 7 8901234 s'o フ 8901234 LO 67 8 90 
^0 @ 8 8 8 8 0 8 9 9 9 0/ 9 0/ 0/ 0/ 9 0/ 0 0 0 0 0 Q 0 0 0 0 1-1-1- <1111 1 1112 2 2 2 2 2 2 2 2 3 
11i 4i 11i <i 1* 4i ti 11* IX 1i 1* 1 41 1- »2- ?- 2 0^ 2 2 2 2 2 2 2 2 2 0^ ?- 2 2 2 0^ ?- 2 2 2 2 2 2 2 2 C\J 
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0000 

0000 

00 00 00 00 
00 00 00 00 
1A 2D 44 54 
FB 21 i? 41 



TITLE 

DCOS CV02/LQ1 


G し 013 A し 

DCOS 


EXTERNAL 

DSIN 


EXTERNAL 

DADD 


EXTERNAL 

DMOV 


DADD MACRO 

DST,SRC 


し D 

H し SRC 


LD 

DE,DST 


CALL 

ENDM 

DADD 


DCOS EQU 

$ 

0020 J 

し D 

(SRCADR ),H し 

53 0022 s 

し D 

C DSTADR ),DE 

0024 , 

LD 

DE,X 

0000 氺 

CALL 

DMOV 


DADD 

X,PAI02 

Q02C # 

LD 

HL,PAIQ2 

0024 ， 

し D 

DE，X 

0000 氺 

CALL 

DADD 

0024 ， 

し D 

HL,X 

SB 0022 s 

し D- 

DE“ DSTADR) 

0000 氺 

JP 

DSIN 


SRCADR ： DEFW 
DSTADR ： DEFW 
X ： 'DEFB 


PA1Q2 ： DEFB 1 AH, 2DH, 44H ? 541-. 

DEFB 0FBH ， 21H ， 19H,41 

END 


0000， 

0000 * 

0003* 

0007, 

000A J 

Q00D , 
Q010 , 
0013, 
0016, 
0019, 
001D ， 

0020， 

0022 , 

0024, 

0028, 

0020 , 

0030 ， 


Macros : 

DADD 

Symbols; 

DADD 0014 木 DCOS 00001 ， DMOV 000B 氺 DSIN 001E 氺 

DSTADR 0022* PA 102 QQ2C , SRCADR 0020 ， X .0(^4, 


No Fatg.i errQr( s ) 



2Dlo 11D1D3 
2 E 1 c 2 1 c 2 EC 


0 
0 , 
0 
0 
0 
0 ,- 
0 , 

0 0 0 


4S6 7 8--91 Qnl21 31 41 51 41 71 81 92Q2 122232425'2627282?303 13233 
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DST，SRC 
HL,SRC 
D 匚 ， DST 
□MOV 


DMGV 


GLOBAL DEXP 
EXTERNAL 
EXTERNA し 
EXTERNAL 
EXTERNA し 
EXTERNAL 
EXTERNA し 
EXTERNAL 


DADD 


MACRO 
し D 
し D 

CALL 

ENDM 


DST,SRC 
HL ， SRC 
DE，DST 
DADD 


DSUB 


MACRO 
LD 
し D 

CA しし 
ENDH 


DST,SRC 
H し ， SRC 
DE，DST 
DSUB 


DCMP 


MACRO 
し D* 

し D 

CAL し 
ENDM 


DST,SRC 
H し ， SRC 
DE,DST 
DCMP 


DM し T 


MACRO 
し D 
し D 

CALL 

ENDM 


DST,SRC 
H し SRC 
DE，DST 

DM じ「 


DDIV 


MACRO 

LD 

L.D 

CALL 

ENDM 


DST,SRC 
URC 
DE,DST 
DDIV 


0000 ’ 
0.000 * 


DEXP EQU 
し D 


$ 

(DSTADR)，DE 


10-APr-7? 


PAGE; 


TITLE DEXP (V02/L01) 


DEXP (V02/U01) 


MACRO-80 3.22 


ED 53 011C ? 


DEXP 


o 

R L M 
c L D 
A D D A N 
M しし c E 


X D B p r V V 
1 D UML 1 . 0 . 
F A s c M D M 
D o D D D D D 


1 C\i 3 4 s 7 OO 9 ¢3 12 3 4 LO 6 7 8 9 0 12 3 4LO 6 7 CO CN 0 12 3 4 .5 6 7 CO 9 0 i 2 3 4 5 〇フ 8 9 
•11 J 111-11 122 2.2 2 222223333333 33344 44 4 44 4 44 
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(DEXP) 


01 フ E ， 
014E ， 
0000 氺 
F5 


015E 9 
0136 J 

0000 氺 

Q11E 9 
Q12E 3 
0000 氺 

012E，• 
0136 J 

0000 氺 

Q166 J 
013E ； 

0000 氺 

Q166 J 
014 6’ 

0000 氺 

012E 9 

0126 s 

0000 * 


011A’ 
012E S 

0000 木 

013S ? 

80 

Q11B S 

BE 

0176* 

012E , 

0000 氺 

01QA ? 
012E’ 
011E J 
0000 氺 

01SE ， 

014E ， 

0000 ネ 

0125 9 


0058 s 


XOR 

LD 

し D 

CALL 

し D 

LD 

AND 

LD 

RES 

DCMP 

し D 
し D 

CA し L 
JP 
し D 
LD 

CA しし 
DMOV 
LD 
LD 

CALL 
し D. 

し D 
AND 
JP 
DEC 
LD 
CP 
JR 
SR し 
SR し 
SR し 
SR し 
EQU 
DM し T 
し D 
し D 

CALL 

DJNZ 

CQU 

DMOV 

し D 

LD 


EXP2 


EXP1 


EXP し P 


004D , 
0050 ? 
0053, 
0056 s 
0058 ? 

0058, 

00SB* 

QQ5E ： 

0061 ， 
0064, 
0067, 

QQ6A y 

006D ， 

0070* 

0073, 

00 フ <6, 
0079 s 

007C ， 

00 フ F ， 
0082 ； 

Q085 , 

0088, 

Q08B , 

008E ? 


0004 J 
0005, 
0008, 
000B’ 
000E’ 
0011， 
0012’ 
0014, 
001 フ ’ 

0019, 

Q0iC , 

001F J 

0022, 

0025* 

0028, 

002B ， 


A 

(STATUS), A 
DE,X 
DMOV 
H し， X+7 
A ，（ HL) 

80H 

(SGNX), A 
7 ，（ HL) 

X,LIMIT 

HL,LIMIT 

DE,X 

DCMP 

P,0'VF 

l-l し ， X 

DE,TEMP 

DFIX 

K,K1 

HL’Ki 

□E,K 

DMOV 

H し， TE 卜 1P+7 

A, C HL ) 

A 

Z,EXP1 

HL 

B, CHL ) 

41H- 

NZ,EXP2 

B 

B 

B 

B 

$ 

K,EE 
卜 I し ， EE 
DE,K 
DM し T 
EXP2 
$ 

EXF)X ， K1 
H し K1 
DE.LXPX 

DMOV 
X,TEMP 
H し ， TEMP 
DE，X 
DSUB 
EXPX，X 
HL,X 
DE,EXPX 
DADD 
PM,K2 
HL, K2 
DE，PM 
DMOV 
UnU<2 
H し， K2 
DE , し N 
DMOV 
XX,X 
HL，X 
DE，XX 
DMOV 
$ 

XX,X 


18 8 8 8 8 
4 0 3 3 3 3 


L B し D し V し V し V L T 
L u し D L o し〇 し o し u し 
ASDDAADDAMDDAMDDAMDDAQM 
CD しし CDL し CDL し CD しし CD しし CED 


F21D1E6 2B 
A 3 1 c 2 7 E 3 c 


IX 4 ■— I 
21 


D 211 D 
c F 21 c 


11D1E フ AB6E0BBBB 
CM1C2 フ AC24F2CCCC 


2 


1 D 0 11 D 1* 1 D 11 

1 cl 21 c oc 1 D 21 


一 D 


11 c 
21c 


1* ii ou 1 - 1 pu. 

21c 21c 


E14 フ ABCF 013579 BD 
2 3 3 3 3 3 3 3 4 4 4 4 4 4 4 4 
0000000000000000 
0000000 000000000 


0 12 3 4 5 6 7 8 9 0 12 3 4 5 >0 7 8 9012 3 4 s 678901234 5 6789012 345 6 _ 8 90123 4 56 7 8901 2 3 4 5 6 
s s s LD LO in s s LO s 6 N3--56 6 6 .6 6 6 6 フフフフフ 7 7 7 7 フ 00 8 CO CO CO OO 00 00 CO CO 9 9 9 9 9 9 9 9 9 CN0.0 0 0 0 0 召 CD 0 0 i.11111 6 

41 lx 41 f* 1* -1 yl.1-1 4 1-1* 1 VI1-1A 



(DEXP) 


Q0A? s 

00AC ， 

00AF ， 

0082 ? 
Q0B5 , 
0088, 
00BB ， 

00BD ， 

00C0 ， 

00C3, 

00C6, 

00C ?， 

00CC ， 

00CF , 

00Di ， 

0001 J 
Q0D4 ’ 
00D7, 
00DA ， 
00DD ， 
00DE ， 

00E0 ， 
00E3, 
00E ぐ 

00E9, 

00EC ， 

00EF ， 

Q0F2 , 

00FS ， 

Q0F8 , 

00FB , 

QQFB f 

Q0FE , 

0102 , 

0105, 

0108, 

0109, 

010A ， 

010A ， 

Q10C S 

01QF ? 

0112 * 

0115 s 

0118, 


Q12E 3 

0126* 

0000 氺 

0126 s 

011E ? 

0000 氺 

013E’ 

01IE’ 

0000 氺 

01 IE 9 
0136* 

0000 氺 

Q16E 9 

011E’ 

0000 氺 

14 

Q15E 9 

Q146* 

0000 氺 

0146 ? 

013E S 

0000 氺 

BD 

EXP3 

014E J 

0136* 

0000 氺 

GllB* 

IB 

015E ? 

011E ， • 

0000 氺 

0136* 

011E J 

0000 氺 

011E # 

0136* 

0000 氺 

EXPRT 

0136 ， 

SB 011C 9 

0000 氺 

011A J 


QVF 

81 

011A* 

0156 s 

0136? 

0000 氺 
El 


Q08E ? 
0091 ， 
0094, 

0097, 

009A ， 

009D ， 


H し ， X 
DE，XX 
DMLT 
TEMP,XX 
HL.XX 
DE,TEMP 
DMOV 
TEMP,PM 
HL,PM' 

DE,TEMP 
DDIV 

EXPX.TEMP 
H し ， 「EMP 
DE,EX'PX 
DADD 
T£MP,K17 
HL,KL7 
Df：,TEMP 
DCMP 
C,EXP3 
LN,K1 
HL,K1 
DE.LN 
DADD 
PM, し N 
HL,LN 
DE,PM 
DM し T 
■ EXP し P 
$»• 

EXPX,K 
HL，K 
DE,EXPX 
DM し T 

A,CSGNX) 

A 

Z,EXPRT 
TEMP,K1 
H し K1 
DE.TEMP 
DMOV 

TEMP,EXPX 
H し ， EXPX 
DE，TEMP 
DDIV 

EXPX,TEMP 
H し ， TEMP 
DE.EXPX 
DMOV 
$ 

CDSTADR),£XPX 
H し ， EXPX 
DE,(DSTADR) 
DMOV 

A,(STATUS ) 

A 

东 

A,81H 

(STATUS), A 

EXPX,FMAX 

UMAX 

DE,EXPX 

DMOV 

EXPRT 


し V し V し D し p し D 
L o LI し D し ML D 
DDAMDDADDDAADDACDDARAUD 
しし CD しし CD しし CD しし CD しし CJD しし 


LT し T し V し V し V し V し V し 
しし し： D し し Do LI し o- Luo し T u o し 
AMDDAROMDDADNRMDDADDDAMDDAOMDDADREQDDMDDAR 
CD しし CJED しし CLAJD—I し CD しし CD—J し CED し Lc し OR E しし D し L c J 


0 3 6 
AAA 
0 0 0 
0 0 0 


1 A 1- l ~\ 一 


67890123456 78 9012345678 
111 1222222222 2 33 3333333 


9 Q 12 3 4 5 6 7 8 9 0 12 3 4 5 6 7 8 9 
44444455 55 5 5 5 5 5 5 


3 4 4 4 4 


0 12 3 4 5/07890 123456789 0 1 
' 〇 ^ 〇 ^ 〇 ^ 〇 ^ 〇乙る ^ 〇 ^ 〇ざフフ 7 • フ 7 フフ 7 7 7 8 8 
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(DEXP) 


0 A ， 


0FFH ， 0FFH ， 0F 卜 H,0FFH 
0FFH ， 0FFH ， 0FFH ， 7FH 
0，0，0，0 
0,0,i0H,41H 
0, Q, 0,0 
Q,0,20H,41H 
0B4H,0A4H.36H,32H 
0AAH ， フフ H,0B8H ， 32H 
3FH,35H,BEH,0BAH 
4?H,0ACH,0AEH ， 42H 
0D2H,0AEH,28H,16H 
1SH ， 7EH ， 2BH ， 41H 


FMAX ： 
Ki ： 

K2 ： 

K17 ： 

LIMIT ： 

EE ： 


STATUS ： DEFB 
SGNX ： DEFB 
DSTADR ： DEFW 
TEMP : DEFB 


DSUB 


DM し T 


END 


XX ： 

DEFB 

0 ， 0,0 ， 0 ， 0 ， 0 ， 0，0 

X ： 

DEFB 

0 ， 0 ， 0 ， 0 ， 0 ， 0 ， 0 3 0 

EXPX ： 

DEFB 

0,0,0,0,0,050,0 

PM ： 

DEFB 

0’0j0 ， 0’0 ， 0 ， 0，0 

LN ： 

DEFB 

0 ， 0 ， 0 ， 0 ， 0 ， 0 ， 0，0 

K ： 

DEFB 

0 ， 0 ， 0 ， 0 ， 0 ， 0 ， 0* 0 


011A ， 
0UB ， 
011C’ 
011E ， 
0122 ) 
0126 J 
012A ， 
Q12E 9 
0132* 
0136, 
013A ， 
013E ， 
0142 9 
0146, 
014A ， 
014E ， 
0152, 
0156, 
015A ， 
01SE ， 
0162 J 
01 乙 6, 

016A S 
Q16E r 
0172 s 
0176, 
017A ， 
0.17E ? 
0182 s 


DEXP 

0000 1 

DSTADR 

011C ， 

EXP2 

•004D S 

EXPX 

0136, 

K17 

016E 9 

OVF 

G10A ， 

TEMP 

01IE ， 


DMOV 


DDIV 

DHOV 

EXP1 

EXPRT 

Kl 

し N 

STATUS 


Macros : 
DADD ' 

DCHP 

DDIV 

Symbols. 
_D 

.0004 本 

DCMP 

ORIX 

Q02C* 

DMLT 

DSUB 

0068* 

EE 

EXP3 

00D1 * 

EXPLP 

FMAX 

Q1S6* 

K 

K2 “ 

Q 166 9 

LIMIT 

PM 

Q13E a 

SGNX 

X 

012E ， 

XX 


No r Fatal error(s) 


氺 J » » » 

0 6 8 B E 6 
F 1 B F 5 4 

0 0 0 4i 11 
0 0 0 0 0 0 


BBBBBBBBBB B B 
FFFFFFFFFFFF 
EEEEEEEEEEEE 
DDDDDDDDDDDD 


0 

0 , 

0 , 

0 , 

Q 

0 

0, 

0 0 0 0 


? 8 E E E 6 B 6 
BD 7 84712 

【 〆 } 【こ ii Q 】 IX 4—* JxIX 
00000000 


000000 00000000 FF 0 10122 A261 
00000000000000 F 7040433 B414 

0 0 000000000000 FF0000yo8EE8B 
0000000000000 QFF 01023 B5A22 

00000000000000 FF 00004 フ 5 CEE 
0 00 000000000000 FF0000A73AA7 
0 

000 000000 00000000 FF 00004 AF925 
00000000000000000 FF0Q00BA34D1 


2 3 4 5 6 7 8 ? 0 12-3 4 5 
888 88888 999 9??_ 


8 9- 

9 0^- 0 0 0 0 Q Q - Q 0 0 0 1* 41 1 

- 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 
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10 — Apr-7? 


TITLE 

5 

GLOBAL 

DFIX EQU 
し D 
し D 
し D 

LDIR 
し D 

AND 

CP 

JP 

CP 

JP 

LD 

し D 

LD 

SUB 

SRL 

AND 

JR 

し D 

XOR 

FIXl_P EQU 
し D 
INC 
• DJNZ 
BIT 
JR 

FIXi EQU 
LD 
AND 
し D 

FIXRET EQU 
し D 
し D 
し D 

し DIR 

XOR 

RET 

FIXZ EQU 
し D 
XOR 
し D 

FIXZL.P EQU 


(H し ）， A 
H し 

FIX2LP 


PAGE 1 


DFIX (V02/ し 01 〕 
DFIX 

李 

(DSTADR)，DE 

DE，TF 

BC，8 

A ，（ TF+7) 

7FH 

4EH 

P.F1XRET 

41H 

M ， F.1XZ 

HL，TF 

C，A 

A ， 4EH 

C 

A 

A 

Z’FIXl 
B, A 
A 
$ 

(HL ) ， A 
H し 

FIXLP 

0,C バ 

Z,FIXRET 
$ 

A,CHL) 

0FQH 
(HL), A 

求 

DE,(DSTADR) 

BC,B 


0000 ? 
0000， 
0004, 
000フ， 
000A ’ 
Q00C , 
000F, 
0011 * 
0013, 

001 ジ 
0018, 
0018’ 
001E ， 
001F ， 
0021 9 
0022, 
0024, 
0025’ 
0027, 
0028, 
002?， 
Q 02? 9 
002A ， 
002 B ， 
0020 9 
002F ， 
0031 ’ 
0031 ， 
0032, 
0034, 
0035 ? 
0035 ? 
0038, 
Q03C 9 
003F ， 
0041 * 
0042 ? 
0043, 
0043, 
QQ46 , 
0047, 
004 ?， 
0049, 
004A’ 
004.B * 


MACRO-80 3.22 


53 004E J 
0050?- 
0008 
B0 

Q057 J 

IF 

4E 

0035 s 

41 

Q043 J 
0050 s 

4E 

3F 

0A 


FC 

41 

04 


F0 


0050 5 
SB 004E 9 
0008 
B0 


004E 9 

08 


FC 


DFIX (V02/L01) 


DFIX 


R 

D 

A 

T 

s 

D 


8 


A $ H A B $ 


z 

c N 
D N J 
LID 


2 3 4 10 6 7 CO CN 0 12 3 4 S 6 フ 8 CN 0 12 3 4 s 6 7 00 9 CD 
1- il IX i 4^ (X 11 1* 11* 2 2 2 0-^ 2 0-^ 0^ 0^- 2 


12 3 4 
3 3 3-3 


3-3 3 3 3 4 4 4 4 


4 5 
4-4 


/o T 8 0/ 
4 4 4 4 


D11DA6E2EA1FE1B78 フ F 7 3 0 B 8 E /o 7 1 D 1 D F 9 A F 6 フ 3 0 
E10E3EFFFF 24 3 9 CA 2 4 A 7 21C 2 7 UJ フ 2.E0EAC 2A07 21 
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(DFIX) 


004D , C? 

Q04E * 0000 

0050 1 00 00 00 00 

Q054 , 00 00 00 00 


Macros; 





symbols: 

DFIX 

FIXRET 

Q000T 

Q035 a 

DSTADR 

FIXZ 

QQ4E J 

Q043 J 

FIX1 
FIXZ し P 


No v Fatal errorc s ) 


RET 


DSTADR ： DEFW 0 


TF ： 


DEFB 0 ， 0 ， 0 ， 0 ， 0 ， 0 ， 0，0 


END 


0031 ， FIX し P 0029, 
0049 ， TF 0050 9 


0 12 3 4 5 6 
5 s 5 5 5 5 5 
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EQU 虫 

LD A,40H+BYTEL*2 

LD C EXPO), A 

し D CDSTADR),DE 

し D (SRCADR) ， H し 

し D DE,WRKD 

し D B ， BYTEF — i 一 BYTE し 

XOR A 

CALL .CLR 

し D H し ， SRCADR 

し D 3C ， BYTE し 

LDIR 

DEC DE 

し D. A,(DE) 

AND 80H 

LD CSGND), A 

JR Z ， DFL_T1 

し D DE,WRKD+BYTEF-l-BYTE 

'LD B,BYTEL 

CALL •NEG 

し D H し， WRKD+BYTEF-1-BYTE 

LD B,BYTEL 

CALL *ZRC 

JR Z,DF し T2 

•し D A.CWRKD-BYTEF-2) 

AND 0F0H 

JR NZ ， DFt_T3 

し D H し， WRKDi-BYTEF- 1-BYTE 

し D B ， BYTE し 

CAL し し 4 

LD HI ,EXPD 

DEC (HL) 

JR DFlT4 

し D D 匚， （ DSTADR) 

LD HL,WRKD 

し D BC,BYTEF - 1 

LDIR 

し D A ，（ EXPD) 


CV02/ し 01) 


0004 

0008 

0000 * 
0000 * 
0002, 
0005* 
000?， 
0000 * 
G00F ， 
0011’ 
0012, 
0015, 
0018, 
001B ， 
001D ， 
001E ， 
001F ， 
0021 » 
0024, 
0026 , 
002?， 
002B , 
002E , 
0031’ 
0033* 
Q036 ? 
0038, 
003B* 
Q03D , 
003F ， 
0042, 
0044, 
0047, 
Q04A , 
004B* 
004D , 
0051 * 


79 PAGE 1 

TITLE DF し OAT (V02/ し 01) 

GLOBAL DFLOAT 
EXTERNA し -CLR 

EXTERNA し .NEG 

EXTERNA し .ZRC 

EXTERNAL 


DFLOAT 


MACRO-80 3.22 


10-Apr — 


3E 

32 

ED 

22 

11 

06 

AF 

CD 

21 

01 


48 

007A J 
53 0078 s 
00 フ V 
006F* 

03 


0000 氺 
00 フ 6* 
0004 
ED B0 
IB 
1A 

E6 80 
32 0078’ 

28 08 
1100 フど 
06 04 

0000 氺 
00 フ 
04 

0000 氺 
2C 

0065 J 
F0 

20 0E 

21 00 フ 2 ， 

06 04 

CD 0000 氺 
21 007A ? 

35 

18 EB 

ED 5B 0078’ 
21 Q06F* 

01 000 フ 
ED B0 
3A 007A* 


CD 

21 

06 

CD 

28 

3A 

E6 


BYTE!.. 

BYTEF 

DFLOAT 


DF し T1•• 


DF し T4: 


DF し T3: 


DE し 0 AT 


4 8 


u u 
o o 
E E 


47'. 9 
5 55 
0 0 0 
000 


2 3 4 5 6 7 8 9 0 12 3 4 5 6 7 8 9 0 I 2 3 4 5 6 7 8 9 0 12 3 4 5 6 7 8 9 0 12 3 4 5/0 78 9 
1111111 i 112 2 22 2 2 2 2 2 2 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 
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(DELOAT) 


DEFS 

DEFW 

DEFW 

DEFB 

DEFB 


END 


005C a 

4F 


00SD ， 

3A 007B 9 


0060 ， 

A? 


0061 ， 

12 


0062 J 

AF 


0063 J 

C? 


QQ64 a 

ED 5B 0078 s 

DF し T2: 

0068 ， 

06 08 


Q06A a 

AF 


Q06B , 

CD 0000 氺 


006E , 

C? 


006F 3 


WRKD ： 

007 ゲ 

0000 

SRCADR ： 

0078 J 

0000 

DSTADR ： 

007A , 

00 

EXPD ： 

Q07B , 

00 

SGND : 


C, A 

A, CSGND) 

C 

CDE) 3 A 
A 

DE ，（ DSTADR) 

B, BYTEF 
A 

^CLR 


BYTEF-1 

0 

0 

Q 

0 


Macros: 


symbols; 


• CLR 

Q06C* 

.NEG 

0020* 

.S し 4 

0045 氺 

.ZRC 

0034* 

BYTEF 

0008 

BYTEL 

0004 

DFLOAT 

00001 9 

DFLT1 

0Q2E 9 

DFLT2 

Q064 , 

DFLT3 

004D , . 

DFLT4 

0038 J 

DSTADR 

0078 J 

EXPD 

00 フ A a 

SGND 

00 フ 

SRCADR 

0076 s 

WRKD 

006F J 


No Fatal error(s) 


R R T R L T 
DDODOEDDOAE 
し 」 XLXRLLXCR 


0 12 3 4 5 6 7 8 9 0 12 3 4S 6 7 8 
5 5S 55 5 5855 6S 6 66 6/0 >6 6 
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GLOBAL DADD 
GLOBAL DSUB 
GLOBAL DMLT 
GLOBAL DDIV 
GLOBAL DCMP 
GLOBAL DMOV 
EXTERNAL 
EXTERNAL 
EXTERNA し 
EXTERNAL 
EXTERNAL 
EXTERNAL 
EXTERNA し 
EXTE.RNA し 
EXTERNAL 
EXTERNAL 
EXTERNA し 

BYTE EQU 8 


0008 

0000， 
0003 J 
0006, 
0007, 
G00A ， 
000B’ 
000E ， 
Q010 , 
0013, 
0016, 
0019, 
001 A ， 
0010, 
QQif 9 
0021 s 
0024, 
0027, 
0028, 
002A ， 
002D ， 
QQ2F f 
0032, 
0035* 
0038 , 
003A S 
003D S 
0040 J 


DADD ： CALL F し D 

し D A,(EXPS) 

し D C，A 

し D A.(EXPD) 

SUB C 

JP C ， DADD1 

CP BYTE 氺 2 - 1 

JP NC,DADD2 

DADD12 ： CALL EXPEQ 

DSUB1 : し D A,CSQND) 

AND A 

JR Z,DADD3 

し D DE, WRf<D 

し D BYTE 氺 2 — 1 

CALL 、NEG 

DADD3 ： し D A,CSGNS) 

AND A 

JR Z ， DADD4 

し D DE,WRKS 

し D B ， BYTE 氺 2—1 

CALL .NEG 

DADD4 : し D DE，WRKD 

し D H し ， WRKS 

し D B ， BYTE 氺 2-1 

CA しし •ADD 

し D A, C WRKD+C BYTE — 1：) 氺 2 

AND 80H 


APr-7? PAGE 1. 

TITLE. DF し T ( V05/L.01) 


〇 5 し丁 CVOS/ し 01) 


MACRO-80 3.22 


CD 026C ? 
3A 0317, 
4F 

3A 0318 J 
91 

DA GeDA* 
FE QF 
D2 00C フ ， 
CD 02B? 9 
3A 0316 9 
A フ 

2Q 08 
11 0301 ? 
06 0F 
CD 0000 氺 
3A 031S ， 
A7 

28 08 
11 02F1 ， 
06 0F 
CD 0000 氺 
11 0301 s 
21 02F1 s 
06 0F 
CD 0000 氺 
3A 030F ， 
E6 80 


D F し T 


DBPG1144RCD 
DUME」RUR し RN 
ASCNSSSSCZR 


_ CM 3 4 LO 47 8 9 3 1 C\J 3 4 5 S5 フ CO 9 0 — -23 4 & 678 9 0 1234 5 6 7 890 12345 6 78 9 
11111 1111 —-22 22 22 22 2233333333334444444 444 


173 




(DFLT) 


DADD11 


CSGMD)，A 
2, DADDS 
DE,WRKD 
B ， BYTE 氺 2-1 
、 NEG 

A, C WRKD4-CBYTE-1) 氺 2 ) 

A 

Z,DADD6 

HL，EXPD 

(HL) 

H し， WRKD+(BYTE_1) 氺 2 
B ， BYTE+1 
.SR4 

DE,WRKD+BYTE-2 

B, BYTE 
.RND 
DADDS 

H し ， WRKD 
B,BYTE*2-1 
、 ZRC 
Z,DADD7 

A, ( WRKD+(BYTE-；l )*2-1) 
0F0H 

NZ,DADD8 

A, CEXPO) 

A 

Z ， DADD7 

A 

CEXPD), A 
H し ， WRKD 
B 3 0f-( BYTE-1) 氺 2 
• SL4 • 

DADD? 

DE, WRfCD 十 BYTE - 2 

B, BYTE 
.RND 

A,(WRKD+CBYTE-1 〕氺 2 ) 

A 

Z ， DADD10 
H し ， EIXPD 
CHL) 

H し， WRKD-KCn'TE_l) 氺 2 

B ， BYTE+1 

.SRI 

DADDS 

A,CEXPD) 

A 

M,OVF 

DE ，（ DSTADR) 

H し WRKD+BYTE-1 
B ， BYTE-1 

A,CEXPD) 

C, A 

A,CSGND) 

C 

(DE)，A 
A 

A 


CALL 
JR 
LD 
AND 
JP 
LD 
し D 
し D 

LDIR 
し D 
し D 
し D 
XOR 
し D 
XOR 
RET 
XOR 
し D 
し D 
し D 
LD 

CALL 

JR 


0316 9 

08 

0301 * 

0F 

0000 氺 
030F J 

16 

0318 9 

03QF , 

0? 

0000 氺 
030 フ ， 

08 

0000 氺 

E4 

0301 * 

QF 

0000 氺 
54 

030E ， 

F0 

14 

0318 , 

4 フ 

0318’ 
0301 * 

0E 

0000 氺 
E.5 

0307> 

08 

0000 * 

03QF S 

0E 

0318 ? 

030F , 

0? 

0000 氺 

E4 

0318’ 

00EE J 
SB 0313 9 
0 刪， 

0 フ 
B0 

0318* 

0316 ’ 


0316 s 

0318’ 

0308 s 

07 

0000 氺 

D? 


DADDS ： 


DADD6 ： 

DADD ?： 


DADDS: 


DADD10 ： 

DADD11 ： 

DADD2 ： 
DADD フ： 


0042* 
0045, 
0047 s 
004A ， 
Q04C , 
0Q4F , 
0052* 
0053* 
0055° 
0058* 
005? J 
00SC ， 
005E* 
0061 s 
0064* 
0066 J 
0069 s 
006B ? 
006E , 
0070 ， 
0073* 
0075 s 
0078, 
007A ， 
0070, 
007F ， 
0080’ 
008 之 ， 
Q083 , 
0086* 
0089* 
Q08B , 
008E* 
0090 ， 
0093, 
Q0?5 , 
0098 » 
00?B , 
QQ9C 9 
009E S 
00A1 ， 
00A2* 
00A5 * 
00A フ ， 
00AA 1 
00’AC ， 
00AF ， 
00B0 ， 
00B3 , 
00B7, 
Q0BA , 
00BC , 
QQBE ? 
0001 » 
Q0C2* 
0005 s 
Q0C6 ? 
00C7, 
00C8, 
00C ?， 
00CA ， 
0000 1 
00D0 ’ 
00D3 ぞ 
Q0D5 S 
00D8, 


E 

一 — 

Y 

B 

A A 十 1 

， > D - 
))K E 
D D R T 
N p w Y R 
G X ， B L 

00 E E » c 

c c p- D • 


し ししし しし 
し DCL し し D. DC し し DC 
DRDDADNRDNDDADDARDDARDNRDNREDDDARDDADNRDNDD 
し J しし C し AJ し IL し C しししし CJLAJLAJD ししし CJLLC し AJ-JI しし 


C\J0016DA 7 81416 D1/0D 81 SDDCOA'OQA フ 8D21-6D 816 DA フ 81416 D8A フ AD16DAFA9c\iLLCKFC\i216D8 
3 2 i 0 c 3 A 2 2 3 2 0 c 1 0 c 1 2 0 c 2 3 E 2 3 A 2 3 3 2 0 c 11 0 c 3 A 2 2320 C 13 AFE 20 E 343 A 1 ACA 3 310 cl 


0 12 3 4 S6' 700 CNCD1 2 3 4 5-678901 2 345 6 フ 00 9 012 3 4567 8 9010 VJ34S 67009012 34 5 67 8 901? 34 in 
5 5 In LO s Loins LO LO 6 6 6 6 6 6 6 S3 77 フフ 7 フ 77 7780000 CO 800 8008899 9 9 ? ? ? 9 ? ? 0.0Q 0 0 0 0 G? 0 0 111111 
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(DFLT) 


CALL 

JP 


44 

QF 

QQ13 9 

0311’ 

5B 0313 ， 

08 

B0 

D9 

DD1: 

81 

OVF ； 

Q26C f 

0317 s 

DSUB : 

0318’ 


13 

0F 

00C7 J 

02B9* 

02F1 * 

0F 

0000 氺 

0016* 

DSUB3 ： 

44 

0F 

0104’ 

0311? 

5B 0313 s 

0008 

B0 

DSUB2 ： 

80 


00C フ ， 


Q26C J 

0315* 

DCMP ： 

0316 9 


IB 

0317 ? 


0318 ， 


030E S 

02FE 9 

07 

0000 氺 

2? 


IF 

DCMP5 ： 

0316* 

3F 

DCMPi : 

39 



031 8 1 DCMP2 ： 


00DA ， 
00DC’ 
00DE ， 
00E1 9 
00E4, 
00E8* 
00EA ， 
00EC ? 
Q0EE , 
00F0 ， 
00F1 * 

00F2, 
00F5* 
00F8, 
00F ?， 
00FC ， 
00FD , 
00FF , 
0101， 
0104, 
0107, 
010A ， 
010C ， 
010F ， 
0112, 
0114, 
0116 s 
011?， 
0110, 
0120， 
0123 s 
0125/ 
Q126 9 
0127, 
012?， 
012A ， 


BYTE 氺 2-i 
C,DADD12 
H し， （ SRCADR) 
DE,(DSTADR) 
B,BYTE 

DAD.D2 

A.81H 

A 


FLD 

A ，（ EXPS) 

C, A 

A ，（ EXPD) 

C 

C,DSUB2 
BYTE 氺 2 - 1 
NC,DADD2 
EXPEO 
DE,WRKS 
B ， BYTE*2-i 
«NEG 
DSUB1 

BYTE 氺 2 — i 
C.DSUB3 
H し， （ SRCADR) 
DE,(DSTADR) 

• BC,BYTE 

D 

A,CDE) 

80H 

CDE), A 
DADD2 

FLD 

A,CSGNS) 

C, A 

A.CSGND) 

C 

NZ,DCMP1 

A,CEXPS) 

C, A 

A, CEXPD) 

C 

NZ 

DE^WRKD-KBYTE-l) 氺 2-1 
H し， WRKS+(BYTE — 1)*2-1 

B, BYTE-1 
.CMP 
C ， DCMP4 
7 .. 

A ， フ FH 
A 

A, CSGND) 

A 

B, A 
C 

A, C 
B 

A ，（ EXPD) 


R 

I 


Q. I D T 
EPPDDDDRDNE 
NCJL しし一し AR 


し し 
し CD L 
ADDDURPPADD 
c ししし SJCJCL し 


R し し 
G ICR し R B T し T T しし CQT 
EPPDDDDEDODP ADDDORDDDUEDDDAREDREDRDRDUED 
NCJ し L しし D し X し J c し - 一し XJLL し SRLL し CJR し OR し SLSLSR し 


D E A A D 6 D 8 E フ 9 DAU-A18E2D16D3clEAADlD5AEC\Jro DA F A 9 0 A F A 1 0 ll'OD 88 QJ79 A B 7 B CN 0 9 A 
EFD 2 E 0 E 13 AC c 34393 FDC 10 CCEFD 2 E 0 E 11 E 1 C C343ACM 3439 C 12 0C3C3BC3-C4C フ 9C3 


D03478ADE12369BE013458ABDEF0 
2333 3 3333 4 4 4 4 4 4 4 5 5 5 5 5 5 5 5 5-556 

1i 4J 4—A tx tx i — A IX / .* / i 4 . — * IX IX i ― * IX IX i—x 4i IX Jl* IX 4»x IX- 4—* IX 
000000000000 0 '. 0 0 . 000000000.0 000 


•07890 1 2 34 5 6 7.8 90 i 2 3 4 L06 フ CO 9 012 3 4 Ln.-O 7 8 90 12 3 4 5 6700 ?0 1 C\J3 410 6 7 8 901.2 3 4UVS:>7 89 0 1 
11 i CM 2 C\J 2 0J 2 C\J C\J 2 2 3 .3 3 3 3 3 3 3 3 3 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 5 s L0 5 s 5 5 s s s 6 6 nQ 6 ->0 6 ^ 6 6 6 フフフフ 7 フフ 7 フ 7 8 8 


1 —* 

1 
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CALL 

LD 

LD 

XOR 

LD 

し D 

LD. 

ADD 

SUB 

JP 

JP 

し D 

LD 

し D 

し D 

XOR 

CALL 

し D 

PUSH 
.LD 
し D 
CA しし 
JR 
し D 
し D 
し D 
CALL 

し D 
し D 

CA し L 
POP 
DJNZ 
LD 


0260* 

Q315 ? 

0316, 


0317’ 

0318, 


02E1 ， 

0E 

B0 

006B ， 

026C ? 

0315 J 

0316’ 


0317, 

0318, 

40 

0 び : 3’ 
00EE ， 


0317 s 


02FE , 

030E ， 

07 

0000 * 

03 


DCMP4 : 


DM し T: 


DM し T し Pi 


DMLT1 : 


DDIV ： 


(DFLT) 


C, A 

A ，（ EXPS) 

C 

NZ 

DE,WRKS+(BYTE-1)*2^1 
H し， WRKD+CBYTE — 1) 氺 2 — 1 

B, BYTE-1 
， CMP 

C, DCHP4 
Z • 

DCMPS 

A,80H 

A 


F し D 

A/CSGNS) 

HL,CS6ND) 

CHL ) 

CHL ), A 
A ，（ EXPS) 

H し EXPD 
A ， （HL ) 

40H 

C ， DADD7 

M，OVF 

CHL), A 

DE,WRKD 

H し， WRKD+BYTE - 1 

B,BYTE-1 

A 

• Cl_R 

B,0+CBYTE~1 )*8*2 
BC 

H し， WRKS+(BYTE — 1 ) 氺 2— 1 
B,BYTE-1 
.SR'l 

NC ， DMI_T1 
D£,WRKT 
H し a WRKD 

B ， 0+CBYTE-1) 氺 2 
.ADD 
H し， WRKD 

B ， 0~K BYTE-1)*2 

• SLi 
BC 

DM し T し P 
DE,WRKD 
H し， WRKT 
B,Q+C BYTE-1 n2 

DADD6 

FLD 

A,CSGNS) 

H し ， SGND 
CHL) 

CHL), A 
A“EXPS) 

A,CEXPD) 

C 

A , 40H 

P ， DDIV0 

NC,OVF 


0163, 
0164 / 
0167 ? 
Q16S f 
0i69 , 
Qi6C f 
Qi6F f 
0171 ? 
0174 / 
017 が 

0177, 
017 9? 
017B ， 
0170, 
0170* 

017E ， 
0181 ? 
0184 そ 

0187, 
0188? 
018? ? 
018C ， 
018F ， 
0190 ， 
01?2 ? 
Q19S 9 
0198, 
01 ??， 
0190, 
01?F ， 
01A1 ? 
01A2, 
QlAS r 
01A7 9 
G1A8, 
01AB’ 
01 AD ， 
Q1B0 , 
Q1B2, 
01B5? 
Q1B8 ? 
QlGA f 
01BD S 
0100* 
0iC2, 
0105, 
0106* 
0108, 
01CB ， 
01CE , 
01D0 ， 
0102* 

01DS ， 
01D8^ 
01DB ? 
01DE ， 
01DF , 
01E0 ， 
01E3, 
01E4, 
Q1E7 , 
01E8, 
01EA 9 
01ED ， 


R 
i — i 


D D D p 
しし L J 


し R B D 
ADD.ODDDDUD 尸 p 

c しし X しし _J し COAJ~> 


PA A E フ A 1 
c 3 .2 A フ 3 2 


D 下 . _i .1— 一一 .! ~ 
DDU EDDDARERD R c E 
し L s R. ししし CJRJ し o s R 


16 D 3 DA1E7AFA1622 
20 EC c32A フ 3439cFD 


8 0 
D 8 

8 E 7 7 9 
1 3 B.3 G 


F A 1 0 116 - D 8 8 
4 3 9 c i 2 0 c-3 c 


E 18 
c E 0 0 
>00 337 
- 0 0 0 0 0 


氺 

0 

0 

0 0 
0 7 


氺 

0 




， ネ » ，- オ， 

C 一 . Q i i 0 1 
F 0 E 0 0 0 0 Q 
270R-23E0 3E0 F 3 
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 D 0 


6 6 A A 7 11-6 F D 6 5 16 D 0 116 D 16 D 1 0 1 
8 D D F 7 12 0 A c 0 c 2 0 c 3 12 0 c 2 0 c c 11 


vl 3 4 5 6 7 8 9.012 3 4 5 6 7 CO ? 0 12.3 4 s 6 フ CO ? 0 12 3 4 s nQ 7 CO 901 2.3 410 6 7 8 9 05 1525354 . 5556575859 S lJ.213 1 4t5l6n 
^88888 8-8 ? 99? 9 9 9 ?Ay 9 0 0 0 0-000 00 01111 111 111222222222 23 ^ ^ ^ ^ ^ M- M M M M- MMM 
li i-1- I 11.111111111122222 22 2 222 2 222 22 2222 222 2 2 22222 ? 22222222 22 22222? 
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(DFLT) 


JP 
LD 
し D 
LD 
し D 

CALL 

JR 

JR 

し D 

INC 

LD' 

し D 

CALL 
し D 

■ PUSH 
し D 
し D 
CA しし 
し D 
し D 
し D 
CALL 
JR 
し D 
SET 
LD 
し D 
し D 

CALL 


00C? a 

0318’ 

SB 030E J 
02FE ? 

07 

0000 氺 

0E 

0C 

0318’ 

030E , 

0E 

0000 氺 

71 

02E1* 

0F 

0000 氺 

030F S 

02FF , 

0F 

0000 氺 
10 

02E1 J 

06 

0301 s 

02Fr 

0F 

0000 * 
0301 J 
0F 

0000 氺 

CF 

0301 a 
02E1 J 
000F 
B0 

004F , ' 
0311 9 
0008 
B0 


0311 s 
0 フ 

0000 氺 
7F 


0311 > 

53 0313 a 
02E1’ 

0E 

0000 氺 

0301 * 

07 

0000 氺 
0313* 
0007 
B0 


DDIV0 ： 


DDIV1 : 
DDIV し P: 


DDIV2 ： 


DMOV ： 


FLD ： 


DADD 7 
C EXPO), A 

DE,C WRfCD+C BYTE-1 ) 氺 2— i ) 

HL s CWRKS+(BYTE-i )*2-1) 

B,BYTE-1 

.CMP 

C ， DDIV1 

Z ， DDIV1 

H し， （ EXPD) 

(HL) 

HL,WRKD+CBYTE-1)*2-1 

B，BYTE 氺 2-2 

.SR4 

B,0+CBYTE-1 ) 氺 8 氺 2+1 
BC 

HL,WRKT 

B ， BYTE 氺 2 - 1 

.SL1 

DE,WRKD+(BYTE-1)*2 

H し / WRKS+CBYTE — 1) 氺 2 

B,BYTE 木 2-1 

、 CMP 

C ， DDIV2 

HL, WRfCT 

0 ， （HL ) 

DE,WRKD 
HL 9 WRfCS 
B ， BYTE 氺 2-1 
.SUB 
H し ， WRKD 
B，BYTE 氺 2-1 
、SU 
BC 

DDIV し P 
DE,WRKD 
H し ， WRKT 
BC,BYTE 氺 2 — J 

DADD5 

CSRCADR),HL 

BC,BYTE 

H し 

A ，（ H し） 

A 

N'l 

H し， （ SRCADR) 

B,BYTE~i 

-ZRC 

2 

A, フ FH 
A 


(SRCADR) ， H し 
(DSTADR〕，DE 
DE,WRKT 
B ， 0+(BYTE-1)*2 
A 

.CLR. 

DE，VRKD 

B ， BVTE-1 

.CLR 

H し “ D$TADR) 

BC,BYTE-1 


01F0 ， 
01F3 3 
01F6, 
01FA S 
Q1FD 9 
01FF ， 
0202’ 
0204 s 
0206, 
020 ?， 
020A ， 
0200 J 
020F , 
0212 s 
02:14’ 
0215 J 
0218 ? 
Q21A' 
021D ， 
0224, 
0223, 
0225 f 
0228, 
022A ? 
Q22D ? 
Q22F # 
0232, 
0235 、 
0237, 
Q23A , 
023D ， 
023F , 
0242 ? 
0243, 
0245, 
0248, 
024B ， 
Q24E , 
0250 ? 
0253 ^ 
0256 y 
Q25? 9 
Q25B ? 
Q25C? 
0250 ? 
Q25E , 
Q2SF 9 
0262 ? 
0264, 
0267 ? 
0268 ： 
Q26A 9 
026B? 

Q26C f 
Q26F 3 
0273, 
0276 s 
0278? 
0279 9 
027C , 
Q27F> 
0281 ? 
0284/ 

028 フデ 

Q2QA 3 


し zR R L 
— - p N I I c I — — II — I — 
DDAOJDDDDPDDDF-DREDDAED RE 
し」 c p D しし」」 J 」 し」 D し OR 」」 c R し o R 


し L 
R し し 


DDDDOADDADDD 
しししし x c しし c L. し..し 


3 CV Q ■へ /o D 8 8 A 4 16 D 6 16 D 11 yo D 81 B 11 /o D 1 /o D 1 0 111D321DBE70A /0D8 E 7 0/ 2 D 1 yo-FDl>ODAlD 
c 3 E 2 0 c 3 2 2 3 2 0 c 0 c 2 0 c i 2 0 c 3 2 C 1 2 0 c 2 0 c c 11 2 .0 E c 2 0 E 2 7 B c 2 0 c c 3 B c 2 E 1 0 A o 1 0 c 2 0 E 


8 ? 3 1 2 3 4 s. 6 7 8 9 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 1 2 3 4 s 6 7 8 9 0 1 2 3- 45 6 7 8 9 0 12 3 4S 6 7 8 9 0 12 3 4 5 6 7 8 9 .0 1 2 3 
4 4 LO 5 s m LH s 55-s 5 6 6 6 6 6 SD >0 6 6 6 7-7 7 7 フ 7 フ 7. 7 フ 8 00 8 00 CO 8 8 00 8 8 9 9 9.9 .9 9 9 9 CN 9 0 0 0 0. 0 0 000 0-1 i i 
2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 .2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 z ^ 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 z 2 2 2 2 2 2 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 
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(dflt) 


IF 

0318, 

80 

0316 s 


02F1 s 
07 

0000 木 
0311 s 
000 フ 
B0 

IF 

0317* 

80 

0315, 


0317, 

0318’ 


GF 


0317 s 

02FE J 

0E 

0000 氺 

E6 

0318 s 

030E ， 

0E 

0000 氺 
D8 


0000 

0000 

00 

00 

00 

00 


.C し R 

'SL1 

,SUB 

DADD1 

DADD2 

DADD6 

DCMP 


02A0 氺 
0240 氺 
0238* 
00DA , 
00(^ 
QQ6B f 
012DI 9 


， CMP 

.SL4 

• ZRC 

DADD10 

DADD3 

DADD7 

DGMP1 


• NEG 

、 SR1 

BYTE 

DADDli 

DADD4 

DADDS 

DCMP2 


Macros : 

Symbols 
/ADD 
,RND 
,SR4 
DADD 
DADD 12 
DADDS 
DADD9 


m 5 v m_ / 

7FH 

CEXPD), A 
A a (HL ) 

80H • 

CSGND), A 
A 

(DE)，A 
DE,WRKS 
B,BYTE-1 
.CLR 

H し， （ SRCADR) 
BC,BYTE-1 

A ，（ HL) 

7FH 

• CEXPS), A 
A,(HL) 

80H 

CSGNS), A 
A 

(DE)，A 


A,CEXPS) 

C, A 

A ，（ E.XPD) 

C 

Z 

C,EXPEQ1 

C 

A, C 

CEXPS), A 

H し， WRKS+(BYTE — 1)*2-1 

B, Q-K BYTE-1)*2 
• SR4 

EXPEQ 

A 

CEXPD), A 

H し， WRKD+CBYTE — 1)*2-1 
B,Q+CBYTE-1) 氺 2 
-SR4 
EXPEQ. 

BYTE 氺 2 
BYTE 氺 2 
BYTE 氺 2 
0 
0 
0 
0 
0 
0 


0 咖氺 

01AE 氺 

0008 

00B3 9 

0032* 

0090* 

0160 5 


EXPEQ ： 


EXPEQ1 : 


U/RfCT : 

WRKS ： 

WRKD ： 

SRCADR ： 

DSTADR ： 

SGNS ： 

SGND : 

EXPS: 

EXPD ： 


0226 氺 
0080 
0265 氺 
00AC ， 
0024 J 
00C? S 
0155 J 


028C , 

028D J 

028F a 

0292, 

0293, 

0295* 

0298, 

0299, 

029A ， 

02?D , 

Q2?F 9 

Q2A2 3 

Q2AS 9 

02A8, 

02AA ぞ 

02AB ， 
Q2AD , 
02B0 , 
Q2B1 9 
02B3 ? 
QZQ6 9 
02B7 ? 
02B8, 

02B ?， 
02BC ， 
02BD ， 
03C0 ， 
02C1’ 
02C2, 
QZC4 * 
Q2C5 9 
Q2C6 3 
02C? ? 
G2CC ， 
02CE ， 
02D1 a 
02D3 a 
0204 ? 
02D7, 
02DA ， 
02DC ， 
02DF ， 

02E1 J 
02F レ 
0301 » 
0311 s 
0313’ 
0315 , 
0316, 
0317, 
0318, 


013 B* 
0096* 
02DD 氺 
00001 J 
0013’ 
004F J 
0075* 


E.6 2E62F2 16DA1DE62E6 2F2? AFA988C9216D 8C 21608 
7E3 フ E3A110C20E フ E 3 フ E3A1C 34 3 BC30 フ 320 clro 3 2 0C 1 


R 


D DR し ID DR 
UNDDNDODD DAD D D DNDDNDODE 


丁 c •し c し 
DDDPERNDDDDARNDDDAR 
し L し CRJI しししし CJI ししし CJ 


OOSSWWBBBB 
FFFFFFFFF u 
EEEEEEEEE N 
DDDDDDDDD E 


4 LO 6 フ 8 9 0 1 C\J ro 4 s 6 フ 8 9 0 1 .CM 3 4 5 6 7 8 9 0 i <N/ 3 4 LO 6 7 8 90 .1 CM 3 4 LO 6 7 CD CK 0 1 2 3 4 s 4 7 8 
li 11112 2 2 2 2 2 2 22233333333334444 4 4 4 4 4 4 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 6 /o 6 6 6 6 6 6 6 
3 3 3 3 3 3 3 3 33 3 33 333333 3 3 3 3 3 3 33333 3333 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 
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(DFLT) 


DCMP4 

Q179 y 

DDIVi 

0212 ， 

DMLTi 

01BD , 

DSUB 

00F2I ， 

EXPD 

0318 ， 

， FLD. 

026C ? 

SRCADR 

0311 ， 


DCMP5 

0151 9 

DDIV2 

023A ， 

DHLTLP 

0iA7, 

DSUB1 

0016 s 

eXPEQ 

02B ?， 

OVF 

00EE ， 

WRKD 

0301 ， 


DDIV 

01D51 5 

DDIVLP 

Q214 9 

DMOV 

02531 3 

DSUB2 

0112 ， 

EXPEQ1 

02D3, 

SGND 

0316 3 

WRKS 

02F1 ， 


DDIV0 Q1K3 5 
DMLT 017EI 
DSTADR 0313’ 
DSUB3 - 0104 s 
EXPS 0317, 
SGNS 0315 ? 
WR(CT 02E1’ 


No Fatal errorc s ) 
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DST,SRC 
H し ， SRC 
DE,DST 
DM し T 


DM し「 


DST,SRC 
H し SRC 
DE,DST 
DSUB 


a 

DSUB 


DDIV MACRO DST,SRC 

し D HL,SRG 

LD DE,DST 

CALL DDIV 

ENDM 

DMOV MACRO DST,SRC 

し D H し ， SRC 

LD DE，DST 

CALL DMOV 

ENDM 

0000 ， DLOG EQU $ 

0000’ ED S3 00F4 , LD CDSTADR),DE 


DCMP MACRO DST.SRC 
LD H し ， SRC 

LD. DE,DST 

CALL DCMP 

ENDM 


TITLE. DLOG CV02/ し 01 

GLOBAL DLOG 

EXTERNAL • DSQRT 

EXTERNAL DADD 

EXTERNA し DSUB 

EXTERNAL DCMP 

EXTERNA し DM し T 

EXTERNAL DDIV 

EXTERNA し DMOV 

DADD MACRO DST,SRC 
LD HL,SRC 

し D DE,DST 

CALL DADD 

ENDM 


DLOG 

DLOG (V02/L01) MACRO-80 3.22 10-APr-79 PAGE 1 


) 


o 

R し M 
c し D 
A D D A N 
M し L c E 


o 

R し 2： 

c L D 
A D D A N 
ML し c E 
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(D し OG) 


0000 ネ 

D7 


DE，X 

DMOV 

M,ERROR 

Y ， K1 

HL,K1 

DE , Y 

DMOV 

劣 

X ， K080 

HL,K080 

DE，X 

DCMP 

C,SQR 

X.K125 

H し ，10 25 

OE,X 

DCMP 

C,CAL 

$ 

丫， K 2 
HL,K2 
DE, Y 
DMLT 
HL，X 
D，H 
E,L 
DSQRT 
SQR し P 
$ 

FX_，X 

HL,X 

DE,FX 

DMQV 

FX,K1 

HL,K1 

DE,FX 

DADD 

X ， K1 

H し K1 

DE，X 

DSUB 

X，FX 

H し ， FX 

DE，X 

DDIV 

FX,X 

HL,X 

DE,FX 

DMOV 

FX.K2 

HL.K2 

DE,FX- 

DMLT 

FM, FX 
H し ， FX 
DE,FM 
DMOV 
X2,X 
HL,X 
DE.X2 
DMOV 
X2,X 
HL,X 
DE,X2 
DMLT 

FN, f<l 


012E’ 

QQF6 9 

0000 ネ 

0B 


00F6 , 

0000 本 

QQE6 3 


21 00F6 , 
11 0106 , 
CD 0000 氺 

21 0126* 
11 01Q6 , 
CD 0000 氺 

21 0126 s 
11 00F6* 
CD 0000 氺 

21 QlQ6 f 
11 00F6 ? 
CD 0000 氺 

21 00F<6 J 
11 0106* 
CD 0000 氺 

21 0i3E’ 

1.1 QlQ6r 

CD 0000 氺 

21 0106* 
11 G10E , 
CD 0000 氺 

21 eeF^* 
11 0116 J 
CD 0000 本 

21 00F6 , 
11 0116 s 
CD 0000 氺 


21 0136, 
11 QQF6 1 
CD 0000 本 
3813 


21 0126 5 
11 00FE J 
CD 0000 氺 


SQR し P 


SQR 


CAL 


0004* 

0007’ 

000A ， 

000D ， 

Q010 ? 

0013* 

Q016 J 

0 016 ? 
QQl? f 
001C ， 
001F ， 

0021 ? 
0024, 
0027, 
002A ， 
002C , 

002C? 
002F ， 
0032, 
0035 * 
0038, 
0039 , 
003A ぞ 
003D ， 
Q03F , 

Q03F , 

0042, 

0045, 

0048, 

004B* 

QQAE ： 

0051 * 
0054 J 
0057 , 

005A S 

005D ， 

0060 ， 

0063 s 
0066* 
0069, 

QQ6C 9 
QQ6F ， 
0072 J 

007S , 
0078* 
00 フ&， 

007E ， 
0081 * 
0084 / 

0087* 

008A ， 

008D ， 


E E 0 6 
3 F 0 F 
10 0 0 
0 0 0 0 


411 1» 4* nw 8 

21 c 2 5 5 cl 


11 D 8 
2 1 c 3 


llCDFA 


—IV し p し p し T L し V し D LB L V し V L T し V し V し T し V 
し o し： DM L M Lu し し Luo L D Lu し I L o しし L o し o しし し0 
DAPMDDAQCDDARCDDARQMDDADDDARQMDDAADDASDDADDDAMDDAMDDAMDDAMDDAMDDAM 
し CJDL-JcEDL」CJDLLCJED—ILC」_iLCJUJD」LCDL」CD」」CJD」-JCD」LCDLLCD」」CJDLL-CDLLCD 


0 12. 3 4 s 6 7. Go. 9 .0 i 2 3 4. s. S3 7 8 9.0.12 .3 4 .In. '•0 フ CO 9.. 0 1 C\J 3. 4 .5 S3 7 8. CK 0 1 2. 3 4. 5 6 7 8 CK.0 12ro4s. 6 7 890123 4 .5 
5 5 LO 5 S5S s 5 5 6 'o 6' ''o S} 6 S> S3 66 フフ 7 7 フフ 7 7 フフ • CO CO 8 8 CO CO 8 CO CO 8 9 9 「 


CO OD 00 00. 9.. O'- .o'- O*- O'- ..o'- 9' CD 0 0 0 CD). 0 Q CD 0 c?. J ^ ■" 一 . 1 
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(D し OG) 


し D 
し D 

CA しし 

CA し LP EQU 

DM し T 
し D 
し 0 

CALL 
DADD 
し D 
し D 

CAL し 
DMOV 
し D 
し D 

CALL 
DDIV 
し D 
し D 
CALL 
DADD 
し D 
LD 

CALL 
DCMP 
し D 
し D 

CA しし 
JR 

DM し T 
し D 
し D 

CALL 
DMOV 
し D 
し D 

CALL 

XOR 

RET 

ERROR EQU 
DMOV 
し D 
し D 


0000 
00 00 
00 00 
00 00 
00 00 
00 00 
00 00 
00 00 
00 00 
00 00 
00 00 
00.00 
00 00 
00 00 
00 00 
CD CC 
CC CC 
00 00 


00F<^ 

010E* 

0000 氺 

0146 s 
011E ， 
0000 氺 
C8 

00FE J 

010E ， 

0000 氺 

010E S 
SB 00F4, 

0000 氺 


014E ， 

SB 00F4 S 

0000 氺 
01 


DSTADR ： DEFW 
X ： DEFB 


HL’Ki 

DE,FN 

DMOV 

求 

FX,X2 

HL ， X2 

DE，FX 

DM し T 

FN,K2 

HL,K2 

DE,FN 

DADD 

X,FX 

HL,FX 

DE,X 

DMOV 

X,FN 

HL, FN 

DE,X 

DDIV 

FM, X 
HL,X 
Dt,FM 
□ADD 

FN, K23 
H し ，！ <23 
DE,FN 
DCMP 

MZ»CA しし P 
FM, Y 
HL, Y 
DE,FM 
DM し T 

C DSTADR )，FM 
HL,FM 

DE, (.DSTADR ) 

DMOV 

A 

$ 

CDSTADR ),MZ 
HL,MZ 

DE バ DSTADR ) 
DMOV 
A,01H 
A 


21 0126 3 
11 01IE 9 
CD 0000 氺 


21 0116 , 
11 0106, 
CD 0000 氺 

21 013E ? 
11 0ilE ， 
CD 0000 木 

21 0106* 
11 00F6 J 
CD 0000 氺 

21 011E’ 
11 00F6, 
CD 0000 氺 


Y ： 

DEFB 

0,0,0,0,0,0,0,0 

FX ： 

DEFB 

0,Q,Qj0,0,0,0,0 

FM ： 

.DEFB 

0,0,0,0,0,0,0,0 

X2 ： 

DEFB 

Q,0',0,0,0,0,0,0 

FN ： 

DEFB 

0 ， 0 ， 0 ， 0 ， 0,0 ,0，0 

XI : 

DEFB 

0 ， 0 ， 0 ， 0 


DEFB 

0,0,10H,41H 

K080 ： 

DEFB 

0CDH,0CCH,0CCH,0CCH 


DEFB 

0CCH ， 0CCH,0CCH ， 40H 

K125 ： 

DEFB 

0,0 ， 0，0 


0090* 
00?3 9 
0096 1 
00??^ 

00?? J 

0090 s 

009F’ 

00A2 S 

00A5* 

00A8* 

00AB , 
00AE J 
00B1 ， 

0004 9 
00B7 ? 
00BA’ 

Q0BD * 
QQCQ f 
Q0C3 , 

QQC6 9 

QQC? f 

00CC ， 

00CF* 

00D1 J 
00D4* 
00D フ， 

00DA , 
00DD , 
00E1 ， 
00E4, 
Q0E5 S 
Q0E6* 

00E6 , 

Q0E9 , 

00ED ， 

00F0 ， 

00F2* 

00F3* 

00F4 J 
00F6 , 
00FA ， 
00FE’ 
0102 , 
0106 、 
010A ， 
010E ， 
0112 , 
0116, 
011A ， 
01IE ， 
0122 * 
0126, 
01 之 A ， 
012E J 
6132, 
0136, 


L D T 
A D N E 
◦ し A R 


0000000000600 ic 0 0 
000 00000000004 c 40 

00000000000000 CC0 
0000000000000 1CCQ 


11 D 11 D 0 11 D 1 D D F 0/ 1 D D E V 0/ 
210 2 1 c 2 21 c 2ECAC 2 E c 3 A c 


0 

0 

0 , 

0 , 

0, 

0, 

0 , 

0 0 


2 3 4 s 6 7 8 9 0 12 3 4 5 6 7 8 9 0 12 3 4 5 6 7 8 9 0 1? 3 4 5 6 7 8 9 0 12 3 4 5 6 

! ' 566 66 /06y6/66>6 7-7^7 I-7 7 


6 7 00 9-0 1 2 3 4 s 6 フ 8 9 0 I I 
111 . 1 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 5 5 s 5 5 5 5 5 ..s 

41 ~42 1+ 1*- 1* 1* 1-1* • fi 1* fi <11 - 1 f* 1 41 fi f* 41 41 1- '11IX- 41 f- tl» 1 IX 1* 41 lx - IX f* 1* 


7 B 9 0 1 
フフ 8.8 


7 

fl 
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(D し OG) 


DM し「 


Macros : 
DADD 

DCMP 

DDIV 

Symbols 

CAL 

•Q03F , 

CALLP 

DDIV 

00BB 氺 

DL06 

DSQRT 

003B 氺 

DSTADR 

FM 

Q10E , 

FN 

K1 

0126 ， 

K125 

MZ 

01 4 £， 

SOR 

X2 

0116 ， 

V 


No Fatal errorc s ) 


182 

(S16A f 

183 

013E ， 

184 

0142, 

185 

0144, 

iS6 

014A ? 

187 

014E ， 

188 

0182 9 

18? 



K2 ： 

K23: 

MZ ： 

DSUB 


DEFB Q,0,i4H,4lH 

DEFB 0 ， 0 ， 0，0 

DEFB 0,Q,?0H,41H 

DEFB 0,0,0,0 

DEFB 0,0,17H.42H 

DEFB 0FFH,0FFH,0FFH,0FFH 

DEFB QFFH,0FFH,QFFH,0FFH 

END 


DCMP 00CD 氺 
DMOV Q0EE* 
ERROR Q0E6 , 
K080 012E ， 
K23 Q146 3 
X 00F6" 


J I J •• ? ， 3 
9 0 4 E 6 c E 
? 0 F 13 2 F 

CD 4 —- IX 

0 0 0 0 0 0 3 


10 1 0 2 F F 
4 0 4 0 4 F F 

4 0 8 0 7- F F 
10 2 0 IFF 

0 0 0 0 0 F .c 
0 0 0 0 0 F F 

0 0 0 0 0 F F 
0 0 0 0 0 F F 


木ネ * ，，， 

4 8 8 6 E 6 
c D 5 0 3 1 

Q) フ】 Qv-I IX « — 一 Q} 
0 0 0 0 0 0 


p 

V D T B L 
o D し u R 
M A M s X 2 Q 
D D D D F K s 
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□MOD C 


MACRO-80 3.22 10-APT-7? PAGE 1 


TITLE DMOD (V02/L01.) 

GLOBAL DMOD 
EXTERNAL DFIX 

EXTERNAL DSUB 

EXTERNAL DMLT 

EXTERNAL DDIV 



DSUB 

MACRO 

.DST,SRC 



し D 

URC 



し D 

D£,DST 



CALL 

ENDH 

DSUB 


DMLT 

MACRO 

DST,SRC 



し D 

卜化 ， SRC 



し D 

DE,DST 



CALL 

ENDM 

DMLT 


DDIV 

MACRO 

DST,SRC 



LD 

HL.SRC 



LD 

DE,DST 



CA しし 
ENDM 

DDIV 


DMOD 

EQU 

$ 

53 003F 7 


し D- 

CDSTADR),DE 

0041 ， 


し D 

DE,TMS 

0008 


LD 

BC, 8 

B0 


LDIR 


003F’ 


し D 

HL,CDSTADR ) 

0049 ， 


し D 

DE，TfrlD 

0008 


LD 

BC,8 

B0 


LDIR 

DDIV 

TMD,TMS 

0041 * 


し D 

HL，TMS 

0049 ， 


し D 

DE,TMD 

0000 氺 


CALL 

DDIV 

01 


JR 

Z.DMOD1 



RET 

PE 


□MODI 

EQU 

$ 

004 ?， 


し D 

H し， ' I>1D 



し D 
し D 

D,H 

E ， し 

0000 氺 


CALL 

DFIX 



DM し T 

TMD,TMS 

0041 ? 


し D 

H し ， TMS 

004 ? ぞ 


し D 

DE，TMD 


V.02/L01) 


0000 9 
0000 * 
0004 9 
000 フ , 
Q00A a 
OQQC ： 
Q00F f 
0012 ，. 
0015, 

0017 s 
001 A J 
001D , 
0020， 
002 之， 
0023, 
0023? 
0026, 
0027, 
0028, 

Q02B 5 

002E ， 


DMOD 


12 3 4 5 >o 7 8 9 0 12 3 


012345 xw 7890123456 7-890 1 2 3 4 5 6 f8 9 0 12 3 4 5 6 7 8 9 
111.111 i 1-1-1.2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 


la 1i 一 _ - - 1* I__ J 

E 1 0 E 21 0 E 


- ID 8 < 

-1 c 2 _ 


1 4 D D 
2 s 5 c 
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(DMOD) 


CD 0000 氺 

21 004? J 
ED SB 003F ， 
CD 0000 氺 
C? 


50 

0031 9 

51 


S2 

0034 3 

S3 

QQ37 f 

54 

003B ， 

5.S 

003E .， 

56 


S7 

Q03F , 

S8 

0041 s 

S? 

004 5 5 

60 

0049 s 

61 

004D , 

62 


63 



Macros: 

DOIV' DMLT DSUB 

Symbols: 

DDIV Q01E* DFIX 0029 氺 DMLT 

DMOD1 0023" DSTADR 003F S DSUB 

tMS 0041 s 


No Fatal error(s ) 



CALL 

m し T 


DSUB 

(DSTADR), TMD 


し D 

HL ， TMD 


し D 

DE,( DSTADR ) 


CALL 

DSUB 


RET 


DSTADR ： 

DEFW 

0 

TMS ： 

DEFB 

07 05 0,0,050,( 

TMD ： 

DEFB 

0，0，0，0,0，0，( 

; 

END 



0032 氺 DMOD 00001: 

003C 氺 TMD 0049 s 


0 0 0 0 
0 0 0 0 

0 0 0 0 
0 0 0 0 

0 0 0 0 
0 0 0 0 0 
0 

0 0 0 0 0 
0 0 0 0 0 
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‘ TITLE DSGN (V02/ し 01) 

j 

GLOBAL DSGN 

EXTERNA し • DMQV 

.， 

DSGN EQU $ 

LD CDSTADR),DE 

LD D，H 

L.D E,L 

CAL し DMOV 

LD H し， （ DSTADR) 

LD DE,7 

ADD H し ， DE 

LD A,Q0H 

JR Z ， S6N1 

LD A,41H 

JP P,SGN1 

LD A ， 0C1H 

SGN1 EQU 生 

し D CH し ）， A 

DEC H し 

SLA A 

S し A A 

AND 10H 

し D (H し ）， A 

LD 

XOR A 

SGN し P EQU $ 

し D (H し ）， A 

DEC HL 

DJNZ SGNLP 

RET 

DSTADR ： DEFW 0 
END 


DSTADR Q02C J 


SGN1 


0018’ 


7 1 
2B 

10 FC 
C? 

0000 


DSGN 


00001 : 


ED 53 002C S 

54 

5D 

CD 0000 氺 
2A QQ2C 9 
1 1 0007 
19 

3E 00 
28 0 フ 
3E 41 
F2 001B J 
3E Cl 


Macros; 

Symbols 

OHOV 

SGNLP 


0000* 
0000 ’ 
QQQ4 , 
Q005 , 
0006 s 
000 ?* 
0000 , 
000F a 
0010 ， 
0012 J 
0014, 
0016, 
0019, 
00 iB’ 
0018, 
001C ， 
0010’ 
001 F’ 
0021， 
0023 5 
0024, 
0026, 
0027, 
Q027 9 
0028, 
002? 3 
002B ? 

00?C ， 


0007 氺 
002 フ ？ 


No Fatal errorc s) 


DSGN 

DSQ.N C.V02/L01) MACRO-80 3-22 10-APr-7? PAGE 


7 7 0 6 
2 21 0 

7 B B B 6 フ 6 F 
7 2 c c E 7 0 A 


- 2 3 4 s 6 7 8 9 [01 11 21-3UI 5 1 61 7 1 81 9 2G2 122232425.26272829303 1 3233343536 
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DS 


J0-Apr- フ？ PAGE 1 


TITLE DSIN ( V02/L0J ) 

GLOBAL DSIN 

EXTERNA し DFIX 

EXTERNAL DADD 

EXTERNAL DSUB 

EXTERNAL DCMP 

EXTERNAL DMLT 

EXTERNA し DDIV 

EXTERNA し DMOV 

DADD MACRO DST,SRC 

し D H し ， SRC 

し D DE，DST 

CALL DADD 

ENDM 

DSUB MACRO DST,SRC 

し D H し ， SRC 

し D DE，DST 

CALL DSUB 

ENDM 

DCMP MACRO DST,SRC 

し D H し ， SRC 

LD DE,DST 

CALL DCMP 

ENDM 


DST^SRC 

HL，SRC 

□E,DST 

DMLT 


DSIN C 


DDIV MACRf DST,SRC 

し D H し ， SRC 

し D DE.DST 

CALL DDIV 

ENDM 

DMOV MACRO DST a SRC 

し D HL,sSRC 

し D 「 JE,DST 

CAL し GMOV 

ENDM 

DSIN EQU $ 

LD CDSTADR),DE 


V02/ し 01 〕 MACRO-80 3 22 


0000 » 

0000 ? ED 53 G153 ? 


G 

R し M 
c し D 
A D D A N 
M しし c UJ 


12345,6 78 901 -2 34 5 67890123 

la IX 1i IX >1 1—- 1* /i n* 1i 


ND 7 CO CS 0 123 4 s 6 7 0 0 9 0 1 CM fO 4 s 6 フ〇 0 9 
2 2 2 2 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 
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(DSIN) 


GIBE* 

01SE ， 

0000 .* 

0165* 

FE 

016E S 

08 


01A6* 

015E S 

0000 氺 

0103, 


018E ， 
0166* 
0030 氺 
0166, 


0000 氺 


01AE ， 

0176 s 


21 Ql?6 f 
11 015 £， 
CD 0000 氺 
F2 0129, 

21 019E ， 
11 015E S 
CD 0000* 
F2 013D ， 


21 QISE^ 
11 0166 , 
CD 0000 本 


21 018E ， 
11 Q166 9 
CD 0000 氺 

21 0166 s 
11 Q15E 9 
CD 0000 木 


21 Q15E J 
11 0166* 
CD 0000 木 


015E ， 

0000 * 

0165 s 


80 

015D J 

IF 


S INSUM 


SIM(XR 


CALL 
JP 
EQU 
DMOV 
し D 
し D 

CALL 
D 卜 1 し T 
し D 
LD 

CA しし 
し D 
SET 
し D 
し D 

XOR 
EQU 
し D 
INC 
DJNZ 
DMOV 
• LD 
し D 


DE，X 

DMOV 

HL.X+7 

A, CHL ) 

C, A 
80H 

CSGNX),A 
.A, C 
7FH 
(H し）， A 
XI,X 
HL,X 
DE,X1 
DMOV 

XI,PAI20 

HL,PA128 

DE’Xl 

DDIV 

HL,X1 

D, H 
E ， し 
DFIX 

XI,PAI20 
H し ， PA 120 
DE,X! 

DM し T 

X,X1 

HL,X1 

DE,X 

DSUB 

X ， PAI32 

H し， PA 132 

DE，X 

DCMP 

P,S1N1 

X ， PAI10 

H し PAI10 

DE，X 

DCMP 

P,SIN2 

X,PAIQ2 

卜 II,FMI02 

DE，X 

DCMP 

P,SIN3 

XI，X 

HL,X 

DE,X1 

DMQV 

X,X 

HL,X 

DE,X 

DM し T 

HL,X+7 
7 ，（ H し） 

H し， X2 

B, 8 
A 

$ 

(HL 〕 ， A 
H し 

SINCl_R 

X3,Ki 

HL,K1 

DE ， X3 


0004 J 
0007, 
000A 9 
000D ’ 
000E ， 
000F* 
00il J 
0014 ? 
0015» 
0017 , 

0018* 

001B , 

001E ， 

0021 7 
0024, 
0027’ 
002A ， 
002D , 
QQ2E 9 
002F 9 

0032 y 

0035* 

0038, 

003B S 
003E J 
0041 * 

0044* 

0047* 

004A S 

004D S 

0050 * 
0053* 
QQS6 9 
005? * 

0050 s 

005F S 

0062 # 

0065 , 

0068 , 

0068? 

006B , 

0Q6E ? 

0071 J 
0074* 

m~n ， 

Q07A ? 

007D ， 

007F ， 

0082, 

Q084 , 

0085, 

0085, 

0086, 

0087, 

0089, 
008C’ 


11C1B1/CF 

2 102 c 2 0 A 


-D 1 4 D D 
6 2 5 5 c 



1D1EF 62967 
1 c 2 フ 4 E 3 フ E 7 


c 

F 

7 3 0 
7 21 


- 1 2 3 4 5-6 7 8 9 9 1 2 3 4 s yo 7 8 9 0 i 2 3 4 s 6 7 8 9 0 12 3 4 5 6 7 8 9 Q 12 3 4 5 6 7 8 9 0 12 3 4 5 6 7 ^ ? Q i 2 3 4 5 
T 5 LO s Lns.s s s s >0 6 6 6 S5 6 nQ 6 4 .フフ 7 フフフフフフ.フ 8co8 8 8co8oo88CN?CK999??99CD00000c30001i4111 
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(DSIN) 


CALL DMOV 

DMOV X4 ， K1 

LD ML,K1 

LD DE,X4 

CALL DMOV 

LD B,11 

EQU $ 

PUSH BC 

DMOV X5，Xi 

LD HL ， X1 

LD DE,XS 

CA しし DMOV 

DDIV X5,X3 

し D H し， X3 

LD DE,X5 

CALL DDIV 

DADD X2,X5 

LD HL,X5 

LD DE,X2 

CALL DADD 

POP BC 

DJNZ SINL.P1 

JR SIMLP2 


0186, 

016E ， 

0000 木 


DMQV 

A 

$ 

X1 9 PAI2Q 
f-l し ， PA 120 
DE,X1 
DMOV 
XI，X 
HL, X 
DE,X1 


01SE’ 
0166* 
0000 氺 

B0 

0150, 

0175 s 


Q16E 9 
SB 015B ， 

0000 氺 


21 

11 

CD 

Cl 

10 

18 


00A フ， 
00AA ， 
00 AD，. 

00B0 7 

00(^ 

QQB6 , 

00B9 , 

Q0BA ? 

QQBC ? 

00BE ， 

00BE ， 
00C1 J 
00C4, 

00C7, 

00CA ， 

00CD ， 

00D0 ’ 
00D3, 
QGD6 9 

00D9 , 

00DC ， 

Q0DF , 

00E2, 
00E5* 
G0E8, 
00EB ， 
00ED ， 
00ED’ 
00F0 ’ 
00F1 J 
Q0F4* 
00F5 , 
00F6 , 

00F7, 
00FA ， 
00FE ， 
0101， 
Q102 a 
0103? 

0103, 

0106, 

010?， 

01QC ? 

010F , 


008F ， CD 0000 氺 


SI NLP 


3INLPU 


SINLP2 


S1N1 


21 018E ， 
11 0166 * 
CD 0000* 

21 01SE ， 
11 Q166 9 


21 01AE ， 
11 017E , 
CD 0000 氺 

21 017E ， 
11 0176, 
CO 0000* 

21 01AE ， 
11 017E ， 
CD 00004 

21 017E ， 
11 0176, 
CD 0000 氺 


21 01AE ， 
11 017E ， 
CD 0000 氺 
06 0B 

C5 

21 Gl66 f 
11 0186, 
CD 0000 氺 

21 0176* 
11 0186’ 
CD 0000* 


X 7 
N+) 

114 4 4 3 114 4 4 3 1 p G 9J _I 
KKXDXXXTKKXDXXXTXXXT し s ' X H 
» > > G > - J > _!>)> 一 __ 一 J7J __~ » 9 » _ - Np c 

4 し EA3LEM4 し EA 3 し EMi し EMI ，，し 
XHDDXHDDXHDDXHDDXHDDS$ACHACC(HD 


2 ) 
X R 
, D 
) A 
R T 
A D s 
， A 2D 
一 — X c 


- c 
- > 


J— 


s 9 J 

D L E 


2 F 
0 ?. 


D し T し D L T し T し V し V LB 
u D しし LD しし しし L u R o L R T u o し u 
QADDAMDDAADDAMDDAMDDARQDDDDODMDDAOEQMDDASDD 
ED しし CD しし CDL し CD しし CDL し CJUJ—1 しし - JXLn し - JCXREDL し CD_J し 


11 D 8 AF1E9 フ 
2 1 c 1 3 4 CM フ A 7 


1 I 

2 _ 


? 
: c 


2 5 8 B D D E 1 4 
9 9 9 9 9 9 9 A A 
0 0 0 0 0 0 0 0 0 
00000.0 0 0 0 


6 7 8 9 0 12 3 4 5 6 7 8 ? 0 12 3 4 5 6 7 8 
11112222222222333333333 


9 0 12 3 4 5 6 7 8 9 0 12 3 4 5 6 7 8 9 0 12 3 4 5 6 7 8 9 0 I 2 3 4 5 6 7 8 9 0 1 
3 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 5 5 5 5 5 5 5 s s ' 5 6 6 6 6 >0 6 6 6 6 6 7 7 7 7 7-7 7 7 7 7 8 8 
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(DSIN) 


ei66 9 
015E S 
0000 * 
0068 5 


21 0196* 
11 0166 s 
CD 0000 氺 

21 01SE ， 
11 Q166 , 
CD 0000* 


0000 氺 

0166 s 

Q1SE 3 

0000 木 

015D J 

80 


0068 , 


0196 s 

0iSE ， 

0000 * 

015D 9 

80 


0068 J 


PAI20 ： 
PAI10 ： 
PAI02 ： 
PAI32 ： 
K1 : 

DMOV DSUB 


0 , 0 , 0 , 0 , 0 , 0 , 0,0 
0 , 0 , 0 , 0 , 0 , 0 , 0,0 
0 ,0,0，0，0>0，0’ 0 
0 , 0 , 0 , 0 , 0 , 0 , 0,0 


0 , 0 , 0 , 0 , 0 , 0 , 0,0 

5FH,0B4H,10H.51H 

0EDH,87H,64H,41H 

2FH 9 5AH,88H,0A8H 

QF6H,43H,32H,41H 

1AH 3 2DH,44H,54H 

QFBH,21H,1?H, 41H 

49 出 8 フ [ 七 0(3( ：闩， 0 戸 ( ： 1~{ 

0F1H,65H S 4BH,41H 

0 ， 0 ， 0 ， 0 

0 ， 0, 10H,41H 


SIN2 


SIN3 


CAL し 
DMOV 
し D 
し D 

CALL 
し D 
LD 

し D 
XOR 
し D 
JP 
EQU 
DSUB 
し D 
し D 

CALL 

LD 

し D 

LD 

XOR 

し D 

JP 

EQU 

DMOV 

LD 

LD 

CALL 
DSUB 
し D 
し D 

CALL 

DMOV 

LD 

LD* 

CALL 

JP 


DSUB 

X, X1 
H し XI 
DE，X 
DMOV 

H し ， SGNX 

C ，（ HL) 

A, 8QH 
C 

CHL), A 
SINSUM 
$ 

X’PAIiQ 
HL,PAI10 
DE，X 
DSUB 
H し ， SGMX 
C s CHL ) 

A, 80H 
C 

CHL), A 
SINSUM 
$ 

XI, PAi10 
H し PA 110 
DE ， X1 
DMOV 

XI,X 

HL,X 

DE ， X1 

DSUB 

X ， X1 

HL,X1 

DE,X 

DMOV 

SINSUM 


DSTADR ： .DEFW 
SGNX ： DEFB 

X ： DEFB 

XI: DEFB 

X2 ： DEFB 

X3 ： DEFB 

X4 ： DEFB 

X5 ： DEFB 


0112 , 

0115 J 

0118, 

01 

011E ， 
0121 * 
0122’ 
Q124, 
0125" 
0126, 
0129, 

012?， 
0120 , 
Q!2F ? 
0132, 
0135 ? 
0136, 
0138, 
0139, 
013A ， 
0130, 

013D ， 
0140 ， 
0143, 

0146 J 
014 .?， 
014 。， 

014F ， 

0152, 

0155 , 

0158* 

015B ? 
01SD ， 
015E , 
Qi62 f 
0166 » 
016 A J 
Ql6E f 
0172, 
0176, 
017A ， 
017E ， 
0182, 
0186, 
018A ， 
018E 9 
Gl?2，_ 
0196* 
01?A J 
019E ， 
01A2, 
01A6 J 
01AA’ 
01AE ， 
0iB2^ 


DCMP 


macros : 
DADD 
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0 

0 


0 

0 


0 0 0000000 001 - 1 814 1C1Q1 
0 0 0000 000 0054 A 4 5 4 F 404 

000000000 0 00048249 CB00 
00 0 0000 0 0 Q 00 16 8 341C 4 0 1 

00 00000000 0047A3D17 5 00 
00 0 0000000 00B 8542 286 00 


00000000000 0 00FDF6.A'B 9100 
0000000 00000 005E2F1F4F00 


DM 


D 

D 


11 D 3 

21 C c 


D 11D1EE9 フ 3 11 D 1 E E 9 7 3 
c 21 c CM 4 3 A 7 c C\J 1 c C\J 4 3 A フ c 


BBBBBBBBBB 

FFFFFFFFFFC 

EEEEEEEEEEN 

DDDDDDDDDDE 


0 

0 , 

0 , 

0 , 

0 , 

0 , 

0 

000 


2 3 4 56'7 8 9 0 1-2 ro 4 LO 6 フ〇 0 9 <D 12 3 4 LO 6 7 CO ? 0i 2 3 4 s S3 フ 8 CN 0 12 3 4 s 6 7 CO ? 0 12 3 4 5 N3 7 8 9 0 i CM 3 
9 8 8 8 8 8 8 8 9 9 9 9 9 9 9 9 9 90 0 0 0 0 0-0 Q 00111111111 12 2 2 2 2 2 2 2 2 ?- 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 4 4 4 4 

i 11 1111111111111 1 1-2 2 2 2 2 2 2 0 ^ 2 2 z 2 2 2-2 2 2 2 2 .2 2 2 2 2 2 2 z . 2 ' 2 . 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2-2 2 2 2 



(DSIN) 


symbols; 
DADD 

00D7 氺 

DCMP 

00*63 氺 

DM し T 

00E9* 

DMOV 

0156* 

DSUB 

014D 氺 

K1 

01AE ， 

PA 120 

018E 9 

PA 132 

01A6 ? 

SI N2 

0I29 ? 

SIN3 

Q13D 5 

SINLP1 

00BE 5 

SINLP2 

00ED ， 

XI 

Q166 X 

X2 

016E ， 

X5 

0186 s 




No Fatal error(s ) 


DDIV 

00AE 氺 

DFIX 

0030 氺 

DSIM 

0000 r 

DSTADR 

015B ， 

PAI02 

019E 9 

PAI10 

0196 s 

SGNX 

015D a 

SIN1 

0103 5 

SINCLR 

0085 5 

SINLP 

00?D S 

SINSUM 

0068 5 

X 

01SE ， 

X3 

0176 ， 

X4 

017E ? 
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s 

A 

(STATUS),A 


DSQRT 


DSr,SRC 
H し SRC 
DE,DST 
DSUB 


□SUB 


0000， 
0000 ’ 
000 1 ? 


DCMP 

MACRO 

DST,SRC 


，し D 

H し ， SRC 


し D 

L)E,DST 


CALL 

DCMP 


ENDM 


DM し T 

MACRO 

DST,SRC 


し D 

HL,SRC 


し D 

DE,DST 


CALL 

DM し T 


ENDM 


DDIV 

MACRO 

DST,SRC 


し □ 

HI.., SRC 


し D 

DE,DST 


CALL 

DDIV 


ENDM 


DMQV 

MACRO 

DST,SRC 


LD 

HL,SRC 


し D 

DE，DST 


CALL 

ENDM 

DMOV 


10-APr—79 


TITLE 


DADD MACRO 
し □ 

し D 

CALL 

ENDM 


PAGE 


DSQRT (V02/ し 01) 


LMDD 
DSUB 
DCMP 
DM し T 
DDIV 
□MOV 

DST，SRC 

HL，SRC 

DE，DST 

DADD 


G し OR 八し DSQRT 

EXTERNA し 

EXTERNAL 

EXTERNAL 

EXTERNA し 

EXTERNAL 

EXTERNAL 


DSQRT CV02/L01) 


2 

3 

4 

5 

6 
7 


MACRO-80 3,22 


AF 

32 00BD , 


DSQRT 


UR 
o o D 
E X L 


o 

R. し：！： 
c し D 
A D D A N 
2 ： L し CJ E 


oo 9 Q 1 ' 

Is 1—I 


4 — I 
12 


2 2 2 2 2 2 2 2 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 4 


2 3 4L06 フ CO 9 0 12 ro 4 5 *-0 
4 4-4444 


7 8 
4 .4 


9 

4 
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(DSQRT) 

CDSTADR),DE 
DE,X 
DMOV 
HL ， X + フ 
A,(HL 〕 

(HL ) a 41H 
A 

M，DTERR 
: Z，DTZ 
$ 

41H 
C，A 

フ 

A 

A, 41H 
(HL ), A 
H し 
A,C 
C,1QH 
01H 

Z,DSQRTi 

C 

C 

$ 

CHL),C 
B» 6 
A 
$ 

H し 

(HL), A 
DSORT2 
XN, A0 
HL, A0 
DE,XN 
DMOV 
$ 

AN,XN 

H し ， XN 

DE, AN 

DMOV 

XN,X 

HL,X 

DE, XN 

DMOV 

XN, AN 

HL, AN 

DE,XN 

DDIV 

XN, AN 

H し ， AN 

DE,XN 

DADD 

XN,HAL.F 

H し ， HALF 

DE,XN 

DM し T 

XN, AN 

H し ， AN 

DE,XN 

DCMP 

C,DSQRT3 

XN,K 

HL，K 

DE, XN 

DMLT 

HL，XN 


00D8, 
00C8 S 
0000 氺 
C8 


00L8* 
00C8, 
0000 氺 


53 00BE ， 
00CQ * 

0000 氺 

00C7 ， 

41 

00B1 * 
0095 s 


21 00D0 ， 
11 00C 。， 
CD 0000* 
21 00C8 , 


21 00C8 ? 
11 00D8 J 
CD 0000 氺 

21 QQCQ 9 
11 Q0C8 S 
CD 0000* 

21 00D8, 
11 00C8* 
CD 0000* 

21 Q0D8 9 
11 00C8 ? 
CD 0000 氺 

21 00E0 , 
11 00C8 , 
CD 0000 氺 


50 

0004 ? 

51 

0008 ? 

52 

000B ， 

53 

000E? 

54 

0011 J 

55 ； 

0012, 

56 

0014 ? 

57 

0015, 

58 

0018, 

5? 

0018, 

6Q 

001B ， 

61 

001P’ 

62 

001 E J 

63 

0021 ^ 

64 

0023, 

65 

0025, 

66 

0026, 

61 

0027, 

6) 8 

0028, 

69 

002A ， 

フ 0 

0Q2C , 

フ 1 

002E ， 

72 

0030 ， 

フ 3 

0032, 

74 

0032, 

75 

0033, 

フ <6 

0035, 

77 

0036 s 

78 

0036, 

7? 

0037 .， 

80 

0038? 

81 


82 

003A S 

83 

003D ， 

84 

004.0 ? 

85 

0043 ? 

86 


87 

0043, 

88 

0046, 

8? 

004? * 

90 


91 

004C ， 

92 

004F ， 

93 

0052* 

94 


95 

0055, 


0058, 

?フ 

00SB ， 

98 


99 

005E ? 

100 

0061 J 

101 

0064/ 

102 


103 

0067, 

104 

006A , 

105 

006D* 

106 


107 

0070 ， 

108 

0073* 

109 

0076, 

110 

0079, 

Ill 


112 

007B , 

113 

007E J 

114 

0081 s 

15 

0084 s 


11 D 8 
2 1 c 3 


111 CJ 

21c 


D ID 1 E 6 フ A A 
E1C273AFO 


D 

IX 0 一一 1i C3 J ■―- 4> 1IX /o C3 

4 0 2 4 10 0 0 0 0 F 

6F1B6 フ B?E6 8 B B 16 F B 7 0 
D 4 2 c c フ 2 フ 0 E 2 c c 70 A 2 フ 1 


し ZVLV し V し V し DLT し p し T1 
し D u B ADC D ecu R- u c No し uo. L o し I し D L L し M しし し 
DDADDDNPPQUDDRDDEDDNR しし QDDOQEDJMDDAQMDDAMGDADDDAADDAMDDACDDARMDDAD 
し」 c L し」 AJJES 」」 SALD」_JAJRRE 」」 XED 」 DDLLCUJD 」」 CD—J 」 CD 」」 CD 」」 CD」」cn」」cJD 」 _JC 」 


6 

T 

R 

Q 

s 

D 


R 

Q 

s 

D 


2 

T 

R 

o 

s 

D 


3 

T 

R 

o 

s 

D 
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(DSQRT) 


IF 

0018, 


00 

0000 

00 00 00 
00 00 00 
00 00 00 
00 m 00 
00 00 00 
00 00 00 
00 00 00 
00 00 00 
0(3 00 30 
00 00 80 
00 00 30 
00 00 40 


DDIV DM し T 


AN 00D8> 
DM し T 0082* 
0SQRT2 0036, 
DSQRT6 001B* 
DTERR 00B1 ， 
STATUS 00BD J 

CS) 


DMOV 

DSUB 

DADD 

0065 氺 

DMOV 

0053 氺 

DSQRT3 

0043, 

DSQRT8 

0087 s 

DTZ 

0095 J 

X 

00C0 ， 


END 


DCMP 0077 氺 
DSQRT 00001 * 
DSQRT4 Q09C , 
DSTADR 00BE’ 
HALF 00E0 J 
XN 00C8 J 


Macros : 
DADD 

symbols 


s 

BC, 8 

DE,(DSTADR) 

A, (STATUS ) 

A 

$ 

HL,X 
A ， （HL ) 

H し 

B, 6 
$ 

(H い） 

H し 

DSORT4 

Z.DS0RT5 

A,(X+7) 

DS0RT6 

$ 

HL,X 

A 

(X+7), A 

DSORT8 

$ 

C, A 

A ， 01H 
(STATUS), A 
A, C 
7FH 

DS0RT6 

0 

0 

0,0,0,0,0,0,0,0 
0,0,0,0,0,0,0,0 
0 , 0 , 0 , 0 , 0 , 0 , 0,0 
0 , 0 , 0 , 0 , 0 , 0 , 0,0 
0,0,0,0,0,0,80m,40H 
0,0,0, 0 ， 0 ， 0 ， 40 H, 41H 


4F 

3E 01 
32 00BD ， 
79 


0008 
5B 00BE ， 
B0 

00BD s 


00C0 ， 


06 


FC 

06 

00C フ， 

001B ， 

00C0* 

00C7 S 

D6 


0087, 
0087 s 
008A’ 
008E ， 
0090 ， 
0093* 
0094, 
0095, 
0095, 
0098, 
0099, 
009A ， 
00?C ， 
009C ， 
009D ， 
00?E ， 
00A0 ， 
00A2 , 
00AS ， 
00A8, 
00A8, 
00AB ， 
Q0AC* 
Q0AF , 
0081 ， 
QQQr 
00B2, 
00B4, 
0GB7 J 
Q0B8 , 
00BA ， 

00BD ， 

00BE ， 

00C0 ， 

0004, 

00C8, 

00CC ， 

00D0 ， 

00D4, 

G0D8, 

00DC ， 

00E0 ， 

00E4, 

G0E8, 

00EC’ 


DCMP 


DSQRT8 


DTZ 


DSQRT4 


DS0RT5 


DTERR 


A0 

DDIV 

DS0RT1 

DSQRTS 

DSUB 

K 


00E8 J 
O05C 木 
0032* 
00A8 ? 

0000 氺 

00D0 * 


No Fatal error 


STATUS ： DEFB 
DSTADR ： DEFW 
X ： DEFB 

XN ： DEFB 

K ： DEFB 

AN ： DEFB 

HA し FI DEFB 

A0 ： DEFB 


6 3 
EC 


000000 0000 0 1 
000000000404 


67 890 1234 s/0 7890 12345678 90123 4 -5 6 78901234 567890123 
1111222222 2 2 2 2 3 3 3 3 3 333334 4 44444444 5 55 555555 &/0666 

4 X. 1- It* lx la 1* 1 fx J1 t* 41 1J 1 J—--■ IX-i — »• n- J1 -1A IX' f* f* IX 4 —- 4 1* 41 * 1 1A lx II Is n -111 4 —- 1A 1i < ― > IX <1 IX 


1DDA79 1 E 3 6 6 3 0 8 A 3 1 F 2 8 
0 E E 3 A c 2 7 2 0 B 212 3 c 2 A 31 


R z 

u IDTU CU C NUR u D 
qddddneqddndqrnjrdpodgdrqddddnp 

ell し LARE し lileoidj し JE し X し JE しし L iaj 
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0000 ’ 
0000， 
0003, 
0007, 
0008, 
000B ， 
000E ， 
0011 * 
0014, 
0016 s 
0017, 
0019, 
001C ， 
001D ， 
G01F ， 
0022 * 
0023* 
0024, 
0027 ? 
Q029 7 
002C J 
002E ， 
0031 J 
0033, 
0036 * 
0038’ 
Q03A * 
0030, 
003F S 
00423 
0044 s 


01A7* 

53 01A9 * 

91A6 3 
0194 .， 
01A7 3 
000 フ 
B0 

フ F 

0iA5 J 

80 

01A4 ， 


0194, 

07 

0000氺 

05 

01A5 S 

41 

01AS* 

41 

26 

47 

0194, 

Ql?C f 

07 

0000 木 


DTQJ CVQ2/L05) MACRO-80 3.2? 


10-APr-79 PAGE 



TITLE 

DTOJ (V02/L05) 


GLOBAL 

DTOJ 


EXTERNAL 、CLR 


EXTERNAL 、 ZRC 


EXTERNAL .D10 


EXTERNAL .SL4 


EXTERNAL .M10 


EXTERNAL ,SR4 

NBASE 

EOU 

30H 

SPACE 

EOU 

20H 

M1NU-S 

EOU 

2DH 

DP 

EQU 

2EH 

CD 

EQU 

44H 

BYTE 

EQU 

8 

BYTEC 

EOU 

C (BYTE-1 ) 氺 8-3) 木 3/i0 

DTOJ 

EOU 

i 


し D 

CSRCADR),HL 


し □ 

CDSTADR),OE 


XOR 

A 


し D 

C EXPO), A 


LD 

DE, WRK：T 


し D 

HL,CSRCADR) 


し D 

LDIR 

DC,0YTE-1 


し D 

A, CHL) 


AND 

'7FH 


LD 

(EXPS), A 


し D 

A, ( H し） 


AND 

80H 


し D 

CSGKD), A 


XOR 

A 


し D 

(DE )，A 


し D 

H し， WF^fCT 


し D 

B,BYTE-1 


CALL 

• ZRC 


JR 

NZ,DT0J4 


し D 

H し ， EXPS 


し D 

CHL ),41H 

DT0J4 ： 

し D 

A, CEXPS) 


CP 

41H 


JR 

C, DT0J1 


JR 

Z, DTOJ2 

DT0J3 ： 

し D 

H し， WRK ： 丁 


し D 

DE,WRKD 


し D 

B ， SYTE-i 


CALL 

• DIG 


DTO J 


0 0 D E 4 8 F 
3 2 2 2 4 0 0 
0 0 0 0 0 0 0 
0 0 0 0 0 0 0 


誌 gnsssg 譯；喆 gsFE 犯 gas 


123 4 sd フ 0090 1 CM 3 


1-111 
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(DTOJ) 


01A6 5 

019A S 

F0 

EA 

0194 9 
07 

0000 氺 

01A5, 

D3 

0194 s 

019C ， 

08 

0000 氺 

QIA6 J 

019B 7 

EB 

019B ， 

08 

0000 氺 

01AS ， 

B0 

01?A ， 

A0 

0F 

01?4 , 
019C ， 
0 フ 

0000 氺 

QIA6 9 

01A9 ? 

01A4 J 

010B ， 

2D 

0181 ， 
2E 


01A9, 

0E 

0194, 

0190, 

08 

0000 木 

01A ?， 
0181 ， 
01A9’ 

E8 

01A ?， 

44 


DT0J1 ： 


DT0J2 ： 


DT0J5 ： 


DT0J61 : 


DTOJ し： 


DT0J71 : 


H し， EXPD 
(HL) 

A“ WRfCT+BVTE -2 、， 
QFQH 

NZ,DT0J3 
H し， WRKT 
B ， BYTE-i 
.SL4 
H し， EXPS 
(HL) 

DT0J4 
H し， WRfCT 
DE,WRKD 
B,BYTE 
.M1Q 
HL,EXPD 
(HL ) 

A, CWRKT+BrrE-1 : 
A 

2, DTOJ1 

H し， WRKT+BYTE — 1 

B, BYTE 
SR 4 

H し， EXPS 
(HL) 

DT0J4 

A ，（ WRKT+BYTE - 2 
0AQH 

C, DT0J5 
H し， .WRfCT 
DE,WRKO 
B,BYTE-1 
.D10 

H し， EXPD 
CHL.) 

ML,CDSTADR) 

A. CSGND) 

A 

Z,DT0J6 
CHL ), MINUS 
HL 

DJCNV 
CHL), DP 
H し 

(DSTADR)，H し 

B, BYTEC-1 
BC 

H し， WRKT 
DE,WRKD 
B,BYTE 
、 M10 

HL,CDSTADR) 

DJCNV 

(DSTADR)，H し 
BC 

DTOJ し 

H し “ DSTADR) 
(HL),CD 
H し 

A ，（ EXPD) 

7, A 

NZ,DTOJ フ 
(H し）， SPACE 
C，0 
B,10 
H し 


0047, 
O04A ， 
004 B J 
004E ， 
0050’ 
0052 s 
0055* 
0057, 
005A ， 
G0SD’ 
005E , 
0060 * 
0063, 
0066 s 
9068* 
QQ6B 7 
006E * 
QQ6F , 
0072, 
0073 1 
0075, 
0078^ 
007A , 
Q07D ? 
0080 ， 
0081 * 
0083 # 
0086* 
0088* 
008A* 
008D ， 
0090 ， 
Q0?2 , 
00?5 # 
Q0?8 , 
009 ?， 
009C ， 
009F ， 
00A0 ? 
Q0A3 J 
00A5 S 
QQA6 , 
QGA?* 
00AB ， 
00AC ， 
00AF ， 
QQB1 J 
00B2’ 
00BS ， 
00B8’ 
00BA ， 
Q0BD ， 
00CQ ? 
0003, 
00C6, 
00C7, 
00C9, 
Q0CC* 
00CE ， 
00CF ， 
G0D2, 
00D4 ? 
00D6 9 
00D8, 
00DA’ 
00DC s 


6 

A 

1 F A 0 0 A 
0 フ 3 2 0 0 


D N 
L I 


CD し c LCD l c し cdclcs しし pnct Jo 
DNRDDADERDDDADEDNRDDADNRDPRDDDADNDDNPDNADNDDUDDDADADOJDDND1RDDDN 
ししし c し DJ しし Lc し D-JAJ しし c し IJ し CJJ し L し CLIL し AJ し ICLI しし p し LLC し c し PD しし I し B 〕ししし I 


14 A6 016 〇 1500116 〇 15< フ 81 6D148AE 811 
2 3 3 E 2 2 0 c 2 3 i 2 1 0 c 2 3 3 A 2 2 0 c 2 3 1 3 F 3 2 1 


6D14.AA フ A*'oroD''03c\J 61.011 ''ODAD 210 八ろ乙八〇 ^ 〇ろ〇 - 一 ^}!^ 

3 3?-3?-3AC3?~c3 220c210c2c2cl2323c2300 2. 


012.3 4 . s'' 0.7 COO 0 ' 12 ro45' 0789.0 12 34106'. フ〇 09CD1CM. 3.4 Ln. 6 7000 '01 234 SS3 700 CK 01234 s 67 CO GNGlc\J34Ln 
LO LO LTJ 5 s 5 5 s 5 5 46 6 6 6 >0 6 6 6 S5 77 7 7 フ 7 7 7 7 フ 8 00 CO 8 CO 00 8 888999 9 9999OCN0Q 00000 .0.0 0i !11 

1A 11 1A 4—- f* <1 IX 1 1i 1+ 1* - 1* ti* 1* - 1A. 
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(DTOJ) 


DT0J9 ： 

DT0.J8 ： 


□TOJR ： 

DT0J6 : , 
DT0J7 ： 

DTOJC ： 

DTOJC1 ： 
DT0JC2 ： 


90 

38 03 
0C 

18 FA 
C6 0A 
47 
79 

EE 30 
フ 7 
23 
フ 8 

EE 30 

フフ 

23 

22 01A9 5 
21 0194’ 
11 01?C S 
06 08 
CD 0000* 
3A 019A ， 
FE 50 
30 11 
AF 


B 

C,DT0J8 

C 

DTOJ? 

A, 10 

B, A 
A ， C. 

NBASE 
CHL )，A 
H し 

A, B 
NBASE 

(HL ), A 
HL 

CGSTAOR) ， H し 
H し ， WRKT 
DE,WRKD 

B, BYTE 
,M10 

A ，（ WRKT • 卜 [3 YTE — 2) 
S0H 

NC,DTGJC 

A 

DE ，（ DSTADR) 

(H し ）， SPACE 
DT0J61 
(H し ），MIMUS 

DT0J71 

B, BYTEC 
HL,CDSTADR) 

H し 

A ， （ H し） 

DP 

Z，DTOJCl 

A 

(HL ) ， A 
NBASE-f-10 

C, OTOJR 

(H し ）， NBASE 
H し 

DT0JC2 
DE,CDSTADR) 

DE 

H し， （ DSTADR) 

H し 
H し 

BC,BYTEC 

A,NDASE+1 
(DE ) ， A 
DE 

A ，（ DE) 

C, A 
A, DP 
CDE), A 
A,C 
DE 

CDE), A 
H し， （ DSTADR) 

H し 

A ，（ H し） 

SPACE 
Z,DT0JC3 
H し 


00DD ， 
00DE ， 
00E0 , 
Q0E1 * 
00E3 J 
00E5, 
0QE6 J 
00E7 J 
00E? J 

00ED’ 
0QEC J 
00EE ? 
00EF ， 
00F0 , 
00F3 J 
Q0F6 , 
00F9, 
00FB ， 
00FE ， 
©101， 
0103, 
0105* 
0106, 
0i0A ， 
010B ， 
010D ， 
0110， 
0112, 
0114, 
Q116 , 
0118, 
Q11B ? 
0110, 
011D ， 
011 F ， 
0121 ， 
0122 * 
0123, 
0125, 
0127, 
0129, 
012A ， 
012C ， 
0130 ， 
0131 ’ 
0134, 
0135’ 
0136, 
0139, 
013B ， 
013D ， 
013E 9 
013F ， 
0140’ 
0141 ， 
0143 ? 
0144, 
014 5* 

01 仏， 

0147, 
014A ， 
01415’ 
014C ， 
014E ， 
015 0 s 


z R 

BCD R c R c L R T G c c CNCCCDy 
^r^r^dj^d^dodnddddadprg DEDPDERDDEDPRNDPRDEJDF-DELDDDDN 
su JR IN JR AD LD lXT LC IN LCxcLC Dlr -LLLCLCJXLRLJLNJLLDLCJILCJLDDLDLDULLLLI 


c c c 

ODDDDNODNDPRN 
し L ししし I しし ILCJI 


9 

A 


Q 


B 

5 


5 

A 


9 

A 


0 0 D 4 2 F 1 
2 0 2 4 c 0 0 


A 

F 


E 

D 


9 

A 


0 B 
F 5 


9 

A 


F 

0 

0 81 
0 B 3 


E 

2 


9 

A 


0 


0 0 
21 


D 9636 D 86 ABEE8C フ E 8 6 B0DBABB1DE 2 3 AFE293 CM A 3 E E 8 3 
EC 3 C3E1 02 2 フ F 23 フ Fro3c\JlElc\1220E 31114 rol 711 CNJ2 7F22 


6 7 8 ? 9 1 2 3 4 5 /o 7 8 9012345678 9 0 12 3 4 5 6 7 8 9 0 1 2 .3 4 5 6 7 8 9 0 i 2 3 4 s 
1111222222 2 222 3 3 33333 33 3 4-444 444444555S5555 5-51/6 6 6 /o 6 
1-111111II 1111 11 1111111 11 111111 11 111111111111111 111 


6 7 8 9 0 12 3 4 5 6 7 8-9 0 1 
vQ 66 077 7 フ 7 フフ 77 フ 8 8 
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DEFS BYTE 
DEFS BYTE 
DEFB 0 


0105 , 


3A 

01Q5 J 

30 


0105 s 

0105, 


30 

0105, 

20 

B10B 9 


HL 

A ， （ HL ) 

A 

CHL), A 
NBASE 
NC^DTOJRl 
CHL ),NBASE+? 

H し 

CHL ) 

DTOJR 
H し 
HL 

A, CHL ) 

A 

CHL), A 
NBASE+10 
C，DTOJR 
( 卜 I し ），NBASE 
HL 

CHL) 

DTOJR 
NZ,DTOJR 
HL 

A,CHL ) 

NBASE 
NZ,DTOJR 
H し 

(H し ）， SPACE 
DTOJR 

$ 

DE, WRKT+BYTE-2 
A, CDF) 


00 

00 

00 

0000 

0000 


D10 
• ZRC 
DJCNV 
DTOJi 
DT0J5 
DTOJ71 
DTOJCI 


00?3 氺 
002A 氺 
0181 * 
0060* 
00 ?? ? 
00D8 , 
011B ， 


M10 

BYTE 

DP 

DT0J2 

DTQJ6 

DTOJB 

DT0JC2 


Macros ; 

Symbols 
，CLR 
• SR 4 
CD 

DTOJ 
DTOJ4 
DTOJ フ 
DTOJC 


END 


S し 4 0058* 

BYTEC 000F 
DSTADR 01A? S 
DT0J3 a03C s 
DT0J61 00A5 J 
DT0J9 00DD s 
DT0JC3 0160 9 


DEFB 

DEFB 

DEFW 

DEFW 


0154, 
0155 ’， 
Q157 ? 
0159, 
015B 1 
01SC ， 
0i5D , 
0160 ， 
0161 ， 
0162, 
0163 , 
0164, 
0165* 
0167 9 
016A ， 
016C* 
Q16D* 
016E* 
0171 ， 
0174, 
0175 s 
0176, 
0178’ 
017B ， 

017E J 

0181 ， 
0181 ， 
0184, 
0185 ? 
0186, 
0187’ 
0i88 , 
0189, 
0i8B s 
018D 7 
018E S 
018F ， 
0190 ， 
0192* 
0193 s 

Q194 9 

Q19C 3 

Q[A4 3 

01AS ， 

0iA6, 

QiA7 ? 

01A ?， 


0000氺 

007B* 
0044 
0000 1 ? 
0033 9 
0110 ’ 
Q116 9 ' 


DT0JC3 ： 


DTOJR 1 ： 


DJCNV 


WRICT ： 

WRKD ： 

SGND ： 

EXPS ： 
EXPD ： ‘ 
SRCADR ： 
DSTADR ： 


00FC 氺 

0008 

002E 

0083* 

010(3, 

00E3 S 

011C ， 


(DTOJ) 


182 0151 5 

183 0152 s 

184 0153’ 


A A A A 

c c c c c c c c c c c u CCCCDR c D T 
nde dprdeepnndndppdenppedppedp qddrrrrnodndnde 

1LD し し CJLDIJJQ し CJD し J E し - JRRRRAX-JIl-ALR 


A 

9 


F 0 
0 3 


F 

0 


1AFFFF6E73A62? 

4 —- ij 0 cq --- 一 i—i r*** c\j 一一 i IX 00 


Bs 33 3EC フ EA6B4ro2BEEC\JB 6 3 
C\J3CC\JC\J フ 3 フ FD323CC27FC 2 3 c 


0 0 0 0 


0F 


A ) A 
E ， E ， 
s.) D ) 
A し CHE 
B H し ， F D 
N ( H A 0 c 


56 7 890123456789012 345678901234 s. 67890 12345 /07 8 90 1234 56 
888 8 89 999?9999 9000000 -0 0 00111111111122222 2222 or- 3 33 3 333 
11 ii I li 111111112 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 


0 8 9 
313 

3 E D 7 E 0 6 
2 7 3 7 F 3 3 
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(DTOJ) 


.DTOJL 

EXPS 

SPACE 

00B1 9 
Q1AS 3 
0020 

DTOJR 

MINUS 

SRCADR 

0105 ? 
0020 
01A フ， 

DTOJRl 

NBASE 

WRKD 

0171 ， 

0030 

Q1?C , 

EXPD 

SGND 

WRKT 

01A6, 

01A4, 

0194 5 

No Fatal error( 

s ) 
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0259 s 
53 025B* 

0258» 
0257 J 
0255 s 
Q24C 9 
09 

0000 氺 

023A , 

08 

0000 氺 


28 5A 
CD 0000 氺 
DA Q21B 1 


JR 

CALL 

JP 


0020 

002D 

002B 

002E 

0044 

0045 

0008 

0010 

0000 ’ 
0000， 
0003’ 
0007, 
0008’ 
000B ’ 
000E ’ 
0011 s 
0014, 
0016* 
0019, 
00.1 C ， 
001E ， 
0021 s 
0024, 
0026 7 
002 ?， 
002B ， 
002D ， 
Q02F S 
0031 ， 
0033, 
0035 J 
0037, 
0039, 
003C S 


20H 

2DH 

2BH 

2EH 

44H 

45H 

8 

C CBYTE-1) 氺 8 — 3) 氺 3/10+i 
$ 

(SRCADR) ， H し 
CDSTADR ),DE 
A 

(S6ND),A 
CSGNS), A 
CEXPS), A 
DE,WRKT 
B,BYTE+1 
• CLR 
DE,WRKS 
B,BYTE 
.CLR 
H し ， EXPD 
(H し）， 4EH 
GETC 
SPACE 
Z,JT0D1 
PLUS 
Z,JT0D2 
MINUS 
Z,JT0D3 
DP 

Z,JTOD4 

.DEC 

C，DERR 


JTOO (V02/ し 0S) MACRO-80 3.22 


PAGE 1 

TITLE JTOD 

(. V02/ し 0 1 

GLOBAL JTOD 

EXTERNAL 

• CLR 

EXTERNAL 

.DEC 

EXTERNAL 

• M10 

EXTERNA し 

.ADD 

EXTERNA し 

.STP 

EXTERNAL 

.ZRC 

EXTERNAL 

， SL4 

EXTERNA し 

.SR4 

EXTERNAL 

.RND 

EXTERNAL 

• D10 


10-APr-79 


SPACE 

MINUS 

PLUS 

DP 

CD 

CL 

BYTE 

BYTEC 

JTGD 


JTOD1 : 


J TOD 


6 1 
5 3 

2 E 2 0 9 B c D 7 E 
0 4 0 2 F 2 3 2 5 2 


2DF 22216 D 16 DlyoDE 8 E 8 E 8 E 
2EA3331QC10C23CF2F2F2F 


uuuuuuuu 

OOQQQOQQ 

EEEEEEEE 


ししし 
u R L しし 
ODDODDDDDADDADDAPRPRPRP 
E し LXLL ししし c しし c しし CCJCJCJC 


i 2 3 45 67009 01234 L06 フ 0090 1 234 Lr*' 〇フ 8 901234 LO 678 CK 012 34 Lr>6 7009 
11 111111112 222222 2 23 33333 3 33 344 4 4444 4 44 
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(JTOD) 


023A 5 

JT0D8 ： 

0257 s 


04 


IF 

JT0D5 : 

024D* 

0243 J 

07 

0000 氺 

023A 9 

0240* 

08 

0000 氺 

02S フ ， 

10 

00D9* 

0231 * 

0000 ネ 

CA 

JT0D2 : 

2E 

JT0D72 ： 

1A 

44 

00E8* 

45 

00E8 7 

0000 氺 

0154 , 

021B , 

JT0D45 ： 

0258* 

JT0D3 ： 

80 

DA 

0257* 

10 

34 

023” 

0000 氺 

D7 

023A J 

JT0D4 ： 

0257 ? 


04 


17 

JT0D42 ： 

0240 * 

0243* 

07 

0000 氺 

023A J 

024D , 

08 

0000 氺 

0255 J 

JTGD43 ： 

C5 

0231 9 

0000* 

F8 

JTGD6 ： 


C WRKS) A 
C ? A 

HL,SGNS 
A ， CH し〕 

A 

NZ,JT0D5 

A, C 
A 

Z,JT0D2 

(H し） 

HL,WRKT+1 
DE,WRKD 

B, BYTE-i 

， M10 

H し ， WRKS 
DE,WRKT+1 

B, BYTE 
.ADD 

A,CSGNS) 
BYTEC 
NC,JT0D7 
6ETC 
.DEC 

NC,JT0D8 
DP 

Z,JTOD4 
CD 

Z,JTOD? 

CE 

Z,JTOD? 
.STP 

2,JTOD10 

DERR 

H し ， SGND 

(HL)，_ 

JTOD2 

A,CSGNS) 

BYTEC 

NO,JT0D6 

QETC 

.DEC 

C, JTOD45 
CWRKS), A 
C, A 

H し ， SGNS 
A ，（ HL) 

A 

NZ,JT0D42 

A, C 
A 

Z,JTOD43 
(HL) 

H し， WRKT+1 
DE,WRKD 

B, BYTE-1 
• M10 

H し ， WRKS 
DE,WRKT+1 
B,BYT£ 
.ADD 
H し ， EXPS 
(HL ) 

JTOD 4 

GETC 

.DEC 

NC,JT0D6 


003F’ 
0042? 
0043 9 
0046, 
004 フ， 
0048, 
004A ， 
004B , 
004C ， 
004E ， 
004F , 
0052 J 
0055 J 
0Q57 ? 
Q05A J 
005D ， 
0060 ， 
00<62, 
0065 s 
0068, 
QQ6A ， 
006D S 
0070 ， 
0073, 
0075, 
0077, 
0079, 
Q07B» 
007E , 
0080 ， 
0083, 
0086, 
0089, 
008C ， 
008F , 
0091 s 
0093* 
0096, 
0098’ 
00?A a 
00?D , 
00A0 ， 
00A2 3 
00A5, 
00A6* 
00A ?， 
00AA ， 
00AB ’ 
00AD ， 
00AE ， 
00AF’ 
0081 s 
00B2, 
00B5 J 
00B8, 
00BA , 
00BD ， 
Q0C0 , 
00C3, 
Q0C5 , 
0QC8 , 
00CB ， 
00CC ， 
00CE* 
00D1 ， 
00D4, 


しし LL し しし しし 
D DC し し しし . し しし D DC し JC 

ddddnrdnrndddadddadppaarprppppappddrdpraarddddnrdnrndddadddader^mr 

」し 」」 AJ し AJI ししし CL しし C し CJCCJCJCJCJCJJ 」 し一 ：、' J、':j • - .. . . . ， : - 


IC-JCCJ し L し lajlajil. 


C し D J c c J 


2F1E 70978411 6D11 6 DAE2DD0E8EAEAOA 31 ''OOOAEQDDOOCVJFIE フ 09 フ -8 41.1N0D116D158D 33 
3 4CM7A27A2 3210 CCVJlQc 3 FDCC 30.2 FCLLCCCC 2 313 F 3 CC 334 2 フ A 2 7 AOVJ 3210 C 210 C 231 CC3 


0123456 7 8 90123456 7 8? 012345678 9012 3 4 S 67890 12 3456 7890123 456 789012 345 
S 5 5 5 5 5 5 5 5 5 6 6 6 /〇 ^ 6 6/0/0 6 -^ 7 7 7フフフフ.フフ 8. 8 8 8 8 8 8 C 0 8 8 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 J II 111 
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(JTOD) 


007 9’ 
0231 ， 
0000木 
0075 9 
0255 s 

FI 

023A ， 

0242, 

025 フ ， 

0231 9 

ZB 

2C 

2D 

QlE6 f 

0000 * 

Q21B 3 

02S フ ， 


04 


15 

023A 3 

26 


0257, 

03 

10 

0231» 

0000氺 
D フ 

0000氺 

0C 

021B J 
0231 ， 
0000氺 
021B’ 
023A ， 
Q242 3 

04 

44 

0255* 


0220 * 

024D ， 

07 

0000氺 

0225^ 

0253, 

F0 

0E 


JT0D45 

GETC 

.DEC 

C, 爪 0 フ 2 
H し ， EXPS 
C HL.) 

JTOD7 

A 

C WRKS),A 

CWRKS+BYTE). A 

CS6NS),A 

GETC 

PLUS 

Z,JT0D91 

MINUS 

Z,JT0D92 

.DEC 

C,DERR 

C, A 

UNS 
A, ( HL ) 

A 

NZ, JT0D9^1 

A，C 

A 

乙 JTOD?1 
CHL ) 

H し ， WRKS 
C HL ) 

A .，（ HL ) 

(HL) 

CHL) 

A,CHL) 

A,C 
CHL ), A 
A,CSGMS) 

3 

NC,JT0D95 
GETC 
• DEC 

NC,JT0D93 
.SIP 

Z,JTOD]1 

DERR 

GETC 

.STP 

NZ,DERR 

H し ， WRKS 

A,CWRKS+BYTE) 

A 

Z,JT0D12 
A ， （HL ) 

(H し ）， A 
DE,EXPS 

A, C DE ) 

A ， (: H し） 

(DE'), A 
PE,DOVF 

H し， WRKT+1 

B, BYTE-1 
.ZRC 
Z,DUNDF 

A ，（ WRKT+BYTE-1) 
0F0H 

N2, JTOD14 


JP 

CALL 

CALL 

JP 


JT0D7 ： 

JT0D9 ： 


JT0D93 ： 

JTOD94 : 


JT0D91 : 

JT0D95 ： 

JTOD11 : 

JTGD12 ： 

JTOD10 ： 

JT0D13 ： 


QQD6 3 
00D9, 
00DC ， 
Q0DF 3 
00E2 S 
00ES ， 
Q0E6 ? 
00E8, 
00E9, 
Q0EC , 
Q0EF ? 
Q0F2 , 
00FS ， 
00F7 , 
00F ?， 
00FB ? 
00FE , 
0101 J 
0.104 * 
0i05 9 
0108, 
0109* 
QIQA 1 
0100 , 
010D ， 
010E ， 
0110， 
0ill , 
0114, 
0114, 
0117, 

0m ， 
0118, 
011C ， 
01ID ， 
01IE ， 
0121 * 
0123 s 
0125 " 
0128, 
012B , 
0120 , 
0130 ， 
0132, 
0135* 
0138, 
G13B ， 
013E ， 
0141 » 
0144, 
0145 , 
014 フ， 
0148, 
0i4A ， 
014B ， 
014E ? 
Qi4F s 
0150 ， 
0151’ 
0154, 
01S フ， 
015? ? 
Q1SC , 
01SF ， 
0162, 
Q164 , 


6 6 
2 2 


しし しし し しし し } 
c R し L D DCAAADD ししし しし D G D L Q 
DNRODDDAPRPPAPDDDNQ:; DNRND-JD しし ddddpraararpaapdqnrdedddddpddapdnr 

」 IJX_JLLCCJCJCJ し - iLAJ し AJIL s 」 SS<TA しし CJCCJCJJCCJ し .. jajln し一！し A し J しし CJ し AJ 


3DDA14 8F2c\rcMDE8£.ADAFlE70 CS フ 00 4 iBEBB*'ol7AE0DD0cl83Dcl21A7 8ED7 1A'-o2Al'ODAA60 
c c c p 2 3 1 A 3 3 3 c F. 2 Fb c D 4 2 7 A 2 フ A 2 3 CM c フ c c CO 00 7 3 F 3 c c 3 c 2 c c c c CM 3 A C\J 7E7 11 CO1 E 2 0 c c 3 UJ .2 


6 7 8 ? o i-2- 3 4 5 6 7 8 9 0 1 2 3 45 6 7 8 9 0 12 3 4 s 6 7 8 9 0 1 2 3 4 5- 6 7 8 ? Q 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 12 3 4 5 6 7 8 ? 0 1 
11 li 22'22.. 2 C\J C\i2-2.C\J 3 3 3 3 3 3 3 ro 3 3 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 5 5 S5-S S.Ln srs-5 6 6 6 6 6 S3 ND nQ so. S5 フフ . フフフフフフ . 7 7.8 8 

lx f* fd: 1 .1 fx 41 fx .1+ il 41:41 li »1 il'1* .41 <1 J1 1 .1 fi 41 1.fj. 1* 1 .1+ • Jl- 1- 41 41 1* ia> 1* (* 1* 11. 4i • 1- 1* .1 il.1» •1» - <1 41* 1+ 11 fx 1* fa «!• 1-■II. 1A IX - 41 1 41-•11- 41 1i . 1 
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024D 9 

07 

0000 氺 

0256 s 
EB 

0254 * 
0255 J 

01EE ， 

29 

024D ， 

0243* 

07 

0000 氺 

0254» 
12 

0254, 

09 

0000 氺 

0256* 

01 

0220 * 

0255* 


0000 氺 

0254 J 

14 

0254 9 
09 

0000 氺 
0256* 

01 

0220 * 

DE 

024D ， 

5B Q25B ? 

0007 

B0 

0256» 
0258 9 


0259 J 

0242 J 
80 

0125, 

024C ? 

0243* 

08 

0000氺 
0253 J 
F0 


LD 

LD 

CALL 


JT0D14 ： 

JT0D17 ： 


JT0D18 ： 

JT0D16 ： 


JT0D19 ： 

JTODR ： 

JT0D92 ： 

JT0D15 ： 


(JTOD) 

HL »WRKT + 1 
B,BYTE-1 
、 SL_4 

H し ， EXPD 
(HL) 

JTOD13 

A 

(WRKT+BYTE)，A 

A, CEXPS) 

A 

M,JT0D15 
Z,JTQD16 
HL,WRKT+1 
DE，WRKD 

B, BYTE-1 

.M10 

A, CWRKT+BYTE) 

A 

Z,JT0D18 
H し , WRKT+BYTE 

B, BYTE+1 
.SR4 

H し ， EXPD 
A，（HL ) 

A,1 

M,DOVF 
(HL), A 
HL,EXPS 
(HL ) 

NZ,JTOD17 
DE, WRK'T 
B ， BYTE+1 
• RND 

A, CWRKT+BYTE ) 

A 

Z,JT0D19 
H し， WRKT+BYTE 

B, BYTE+1 
.SR4 

H し ， EXPD 
A,CHL) 

A,1 

M,DOVF 
(HL_),.A 
JT0D16 
H し， WRKT+1 
DE,CDSTADR) 
BC,BYTE-1 


A,CEXPD) 

C, A 

A, CSGND ) 

C 

(DE), A 
A 

H.L ，（ SRCADR) 

H し， WRKS+BYTE 
(H し）， 80H 
JTOD91 
H し ， WRKT 
OE,WRKD 

B, BYTE 
， Di0 

A ，（ WRKT+BYTE - i) 
QFQH 


0166, 
0169, 
016B , 
Q16E* 
0171 ， 
0172, 
0174 .， 
0175, 
0178, 
0.i7B ， 
0I7C ， 
017F* 
0181 ， 
0184 9 
0187, 
018 ?， 
018C , 
018F ， 
0190 ， 
0192? 
0195 , 
01?7, 
019A ， 
019D ， 
Q1?E S 
01A0 ， 
G1A3, 
01A4, 
01A7 a 
01A8, 
01AA ， 
01AD ， 
01AF ， 
01B2 ぞ 
01B5* 
Q1B6 3 
01B8 ? 
01BB ， 
01BD , 
Gice 9 
01C3 ? 
Q1C4 ? 
01C6 J 
QIC? 9 
QIC A* 
Q1CC ? 
01CF" 
01D3, 
01D6, 
01D8 ? 
G1DB ， 
01DC , 
QiDF 9 
01E0’ 
01E1 ， 
01£2* 
01E5 , 
0iE6 ? 
01E9* 
0iEB , 
01EE S 
0.1F1 ? 
01F4" 
Q1F6 3 
01F ?， 
01FC ， 


c 

4 

7 2? 
D 0 0 


しし しし R し 
CRD し D し D c し D - L D I RR 丁 L p 
D E R o D D NPRDDOADNRDDADDDPDDERDDADNRDDADDDPDRDDDD DDD o D ODEDDPDDDADN 

ししし X > 


-JDJX しし AJJ ししし c し AJLLC しし AJ しし D~> しし c し AJL し c しし AJ し J しししし 


:し X し R し」 J ししし c し A 


16 0 15 8 
2 0 c 2 31 


F 2 A フ A 8116 DA 781 'OD 1 E''OA フ Is 0 16 DA フ 816 D 1 ENDA 781 D 1 D 
F 2 210 C3A22-0C27CLL フ 23210 C3A2 CSJ 0 C 2 フ c L_ フ i 2 LiJ 0 E 


A3 3 A 


/ F /r F 91 /c 11 /c c Aw. /c 
3 4 3 Ai A 2 c 2 3 c 2 1 0 c 3 E 


234 SSD 7890 1 -23.4 5. *>0 78901234 一〇-〇 7009 012 . 34s 6..7 8 9 0 .1 CM 3 4 5 乙フ〇 0 .9.. 0 i CM 3 .4.LTV 6 7. CO Ch- 0 1 2 3 4 L/V 4 7 
888 88888 99 9 9 9 99 9? 900000 0000011111 11111 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 4 4 4 4 4 4 4 4 
— 111 - 1.11111111 I 112 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2-2 2 2 2 2 2 2 2 2 
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(JTOD) 


02SB ， 


0000 * 

B1 

0259* 

0259 , 


12 

024C ， 

08 

0000 * 
0256» 

01 

0225 9 
0255 9 
D6 

01AA ， 

01 


JR 

LD' 

し D 

CAL し 
LD 
LD 
SUB 
JP 
LD 
LD. 
INC 
JR 
JP 
LD 
'AND 
JR 
LD 
AND 
JR 
し D 
し D 
XGR 
CALL 
JR 


00 

00 

00 

00 

0000 

0000 


、(: LR 
• _ 

• 2RC 
CE 

DSTADR 

SETC 

JTOD11 

JT0D15 

JTOD1? 

JT0D4 

JT0D5 

JT0D8 

JT0D93 

MINUS 

SPACE 

WRKT 


.D10 
， SL4 
BYTE 
DERR 
DUNDF 
JTOD 
• JTOD 12 
JT0D16 
JT0D2 
JTOD42 
JT0D6 
JTOD? 
JT0D94 
PLUS 
SRCADR 


022D 氺 
01B0* 
01SA 氺 
0045 
025B? 
0231 ， 
013E ， 
01EE ， 
GlCC* 
0093 s 
004E ， 
003F S 
Q104 , 
002D 
0020 
024C ， 


DEFS 

DEFS 

DEFS 

DEFB 

DEFB 

DEFB 

DEFB 

DEFW 

DEFW 

END 


.DEC 

、 SR4. 

BYTEC 

DOVF 

EXPD 

JTOD1 

JT0D13 

JTOD17 

JTOD20 

JTOD43 

JTGD7 

JT0D91 

JT0D95 

SGND 

WRKD * 


Macros ： 

Symbols 
• ADD 
.M1Q 
.STP 
CO 
DP 

EXPS 

J.TOD10 

JTODi4 

JTOD 18 

JTOD3 

JTOD45 

J 丁 0072 

JTQD92 

JTODR 

SGNS 

WRKS 


01FE ? 
0200 ， 
0203 ネ 
0205 ? 
0208 J 
020B ? 
02QC J 
02QE , 
0211 s 
0212 ? 
0215? 
02i<6, 
0218? 
021B ， 
021D ， 
02iE , 
0220 ’ 
0222 , 
0223, 
0225 J 
022 ?， 
0 卿， 
022C 9 
022F 9 

0231 » 
0231 ， 
0234 J 
0235 * 
0236* 
0239, 

023A J 
0243, 
024C ， 
0285 " 
0256 s 
0257, 
0258, 
G2S ?， 
025B ? 


Q0C6* 
Q18A* 
0139* 
004.4 
Q02E 
0258 ? 
01547 
0.174 s 
0.1 A4> 
0080* 
0079 ? 
0075, 
Q1E6 3 
0iE2, 

0257 ぞ 

023A S 


JTOD20 ： 


DERR ： 


DOVF ： 


DUNDF ： 


6ETC 


WRKS ： 

WRKD : 

WRKT ； 

EXPS ： 

EXPD ： 

SGNS ： 

SGND ： 

SRCADR ； 

DSTADR ： 


01F フ木 

0206 氺 

0008 

Q21B , 

QZ25 3 

0000 1 * 

014B’ 

QIAA^ 

Q06D 9 

Q0Bl a 

00CE , 

00E8 J 

0110 s 

Q02B 

025? * 
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NZ,JTOD20 
H し ， WRKT 
B，BYTE 
• SL4 
H し ， EXPD 
A,CHL) 

1 

H,DUNDF 
(HL ) ， A 
H し EXPS 
(HL) 

NZ,JTQD15 
JT0D16 


A,1 
A 


JTODR 

A, 81H 
A 

JTODR • 

PE,(DSTADR) 

B, BYtE 
A 

• Cl_R 
JTODR 

$ 

H し “ SRCADR) 
A ， （ H し） 

H し 

(SRCADR ) ， H し 


BYTE+1 
BYTE 十 1 
BYTE 十 1 
0 
0 
0 
0 
0 
0 


0129 氺 
01 BE 氺 
0010 
022 か 
0256 » 
002 ( 6 , 
Q15F ? 
Q1S1 3 
Q212 9 
0008* 
00D?> 
0125 s 
0135, 
0258 s 
Q243 9 


21 D B 8 
c 8 B 5 0 


0 16 D 1 E 6 A フ i 4 0 3 E フ -00 E フ 8 a 6 F D CO A E 3 2 9 
2 2 0 c 2 7 D F 7 2 3 2 c 3 A 1 3 A i E 0 A c 1 2 7 2 2c 


u c T 
Q D DND E 
E L L I し R 


8 9 0 i 2 3 4 s SD 7 CO 9 0 1 <\J 3 4SN0 7 8 9 0 i C\J 3 45'' 〇フ 8 CN O12 4 LO 6 7 8 9 CD 
4 4 .5 s 5 5 ‘ s s .5 LO s. S..6 d •'o. ND 6. 4 N3 7 .7.7 フ .7 7 7 フ .7 フ -CO 8 CO 8 8 8 CO 8. 8100 .9. 
^ 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2-2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 



EQU 
LD 
し D 
LD 
し D 
XOR 
CALL 
し D 
LD 

CALL 

LD- 

LD 

し D 

INC 

し D 

CP 

JR 

CP 

JR 

CP 

JR 

CALL 

JP 

し D 

し D 

し D 

INC 

し D 

CALL 

JR 

CALL 


00AE> 

53 Q0B0? 

00?E S 

05 

0000 氺 
00A3 9 
05 

0000 氺 
00AD , 
00AE J 


00AE* 

20 

F4 

2B 

0D 

2D 

41 

0000 * 


0000 ■ 
0000， 
0003, 
0007, 
000A ， 
000C J 
000D ， 
0010 J 
0013, 
00iS ， 
0018? 
001B ? 
001E ? 
001F ? 
0020 ’ 
0023 , 
0025 9 
0027 , 
002 ? ? 
QQ2B ? 
0020 ? 
002F? 
0032 " 
0035 ? 


$ 

CS.RCADR),HL 
CDSTADR)，DE 
DE sWRKT 
B,BYTE+1 
A 

• CLR 
DE,VRKS 

B, BYTE+1 
.CLR 

(SGND), A 
H し， CSRCADR) 
A ， CHL) 
f ~1 し 

(SRCADR) ， H し 

SPACE 

Z, JT0L3 

PLUS 

Z,JT0L1 

MINUS 

Z ? JT0L2 

• DEC 

C, DERR 

(WRKTO,A 
H し （ SRCADR) 
A,CHL ) 

HL 

(SRCADR) ， Hl_ 
、 STP 
2,JT ◦ し 4 

- DEC 

C,DERR 
(WRKS), A 
H し / WRKT 


SPACE 

PLUS 

MINUS 

BYTE 

JTOL 


JT0L3 ： 


JTO し 1 : 


JTOL 

JTOL CVQ2/LQ1) MACRO-80. 3.22 10 — Apr — フ 9 PAGE 1 


DA 00?A ， 
32 00?E , 
2A 00AE ? 
7E 
23 

22 00AE s 
CD 0000* 
28 32 
CD 0000* 
38 50 
32 00A3 ? 
21 QQ?E a 


40 0038, 

41 003B , 

42 003C ぞ 

43 003D ， 

44 0040 ， 

45 0043, 

46 004:5, 

47 0048, 

48 004A ， 

4? 004D ， 


TITLE JTOL CVQ2/L01) 

GLOBAL JTOL 
EXTERNAL .CLR 


EXTERNAL .DEC 
EXTERNAL ， STP 
EXTERNAL 、 M10 
EXTERNAL .ADD 
EXTERNA し s ： NE6 


R D D 


H H H 
0 B D 
: NJ 2 2 4 


u u u u 

Q o Q 
E E E 


5 

E 


2D16FD16D2AE32E8E8E8D 
2 LU 1 0 A c 1 0 c 3 2 フ 2 2 F CM F 2 . F 2 c 


0 B D 4 
2 2 2 0 
0 0 0 0 
0 0 0 0 


12 3 4 S yo 7 8 9 0 1-?3 4 S /o 7 8 9 0 12 3 4 5 6 7 8 9 0 12 3 4 s >0 7 8 9 
1 t-i 1.1 I 1111 ^ 2 2 2-2 2 2- 2 2 2 3 3 3 3 3. 3 3 3 3 3 
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(JTOD) 


00AE’ 

00AD ， 

80 

Cl 

00AD ， 


00A8’ 

05 

0000 ^ 

00A3 , 

00?E ? 

05 

0000 * 

00A2 , 


Macros: 

Symbols 

,ADD 

.NEQ 

OSTADR 

JT0L2 

JTOUR 

SPACE 

,WRKT 


00 

0000 

0000 


.C し R 

0016* 

.DEC 

• STP 

0041* 

BYTE 

JOV.FL 

006 ?， 

JTOL 

JTOL3 

001 B ， 

JT0L4 

MINUS 

0020 

PLUS 

SROADR 

00AE 3 

WRKD 


0050 * 
0053 ? 
00S5 , 
0058 r 
QQSB f 
QQSE 9 
0040 * 
0063, 
0066 s 
0067, 
006? ? 
0068* 
006C , 
006F 5 
0070 ， 
0073, 
0075 ノ 
0077’ 
007 入， 
007B ， 
0070 s 
0080 1 
0082* 
0085’ 
0088, 
008A ， 
008C ， 
Q08F , 
0093* 
0095? 
0097 * 
00 ? 8 , 
009A ， 
00?C , 

Q09E ? 

00A3, 

00A8, 

00AP ， 

00AE .， 

QQBQ 9 


0061* 

0083 半 

00B0 ， 

0070* 

Q06B' 

0020 

00?E ， 


No- Fata,! errorc s ) 



し：） 

LD 

CALL 

し D 
し D 

LD 

CALL 
し D 
AND 
JR 

JOVF し： 

し D 

JTOLR ： 

AND 


し D 


RET 

JTQL2: 

し D 


し D.* 


JR 

JTO し 4: 

し D 
AND 
JR 
し D 
し D 

CA しし 
LD 
BIT 
JR 

JTO し S: 

LD 

し D 
.LD 
LDIR 
XOR 
JR 

DERR: 

し D 


JR 

WRKT ： 

DEFS 

WRfCS : 

DEFS 

WRKD : 

DEFS 

SGND ： 

DEFB 

SRCADR ： 

DEFW 

DSTADR ： 

DEFW 


END 


0046* 

.M10 

0004 

DERR 

00001 ’ 

JT0L1 

0077 J 

JT0L5 

Q02B 

SGND 

00A8* 

WRKS 


DE,WRKD 

B,BYTE+1 

， M10 

HL, WRfCS 

DE ,WRKT 

B,BYTE+i 

.ADD 

A,CWRKT+BYTE) 
A 

Z,JT0L1 

A,81H 

A 

H し， （ SRCADR) 

H し ， SGND 
(H し）， 80H 
JT0L1 
A,CSGND) 

A 

2, JTO し S 
DE,WRKT 
B，BYTE 
.NEG 

H し， WRKT+BYTE — 
7,(HL ) 

Z,JOVFL 
H し ， WRKT 
DE ，（ DSTADR) 
B’BYTE 

A 

JTO し R 
A,1 
JTO し R 

BYTE+1 

BYTE+1 

BYTE-H 

0 

0 

0 


0056 氺 
Q0?A J 
0038 J 
008C ， 
00AD ， 
Q0A3 9 


0 

B 

，.. . n ■ 0 

E 0 1 EG 
9 0 A 9 
F0400ED0B 40 
000007 D 0 100 B 


1* 41_ 一 . 

D 0 c 


F i 

c 8 


16 D 116 D A 7 8 E 7 A .9 1 /o 8 A 7 816 D 1 B 81 D 6 D F 8 E 8 
I 0 c 2 1 0 C 3 A 2 3 A 2 c 2 3 1 3- A .2 1 0 c 2 c 2 2 E 0 E A 1 3 1 


0 1 2 34s 6 7 8901234 567 8 9 0 1 2 3 4 5 6 7 8 ? 0 1 2 3 4 s 7 8 9 Q i 2 
LOLO s 5 5SUV LO SS.'OND'O ND 6 6 66'6 6 7 7 7 フフ 7 7 7 7.7 8 8 0000 8 008COOO 8 9 CSCN 
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0004 

0000 ? 
0003, 
0007, 
0008, 
000B ， 
000E ， 
0010， 
0013, 
0016 s 
0018’ 
Q01B ? 
001E， 
0022, 
002S ， 
0028, 
002A ， 
002B ， 

0G2C ， 
QG2F 9 
0033, 
0034, 
0037* 
003A ， 
0G3C ， 
003F a 
0042, 
0044 s 


G29B 9 
53 0290, 

028B ? 

0004 

B0 

029B ， 

028B , 

04 

0000 氺 
0262 s 
5B Q2?D , 
028B* 
0004 
B0 


53 02?D ， 

028B J 

0004 

B0 

028B J 

04 

0000 木 


CV02/L02) MACRO-80 3.22 


(SRCADR),H し 
CDSTADR ),DE 
DE，HL 
DE,WRKT 
BC,BYTE 

H し， （ SRCADR) 
DE a WRKT 
B,BYTE 
.ADD 
PE ， 0VFL 
DE,(DSTADR) 
H し， Wf^KT 
BC ， BYTE ： 

A 


CSRCADR),HL 
(DSTADR)，DE 
DE ， H し 
DE, WRK：T 
BC, BYTE 

H し， （ SRCADR) 

DE,WRKT 

B,BYTE 

.SUB 


LA 


PAGE 1 

TITLE し A CV02/L02) 

GLOBAL し ADD 
GLOBAL し SUB 
GLOBAL LCMP 
GLOBAL し MLT 
GLOBAL し DIV 
GLOBAL し M 
GLOBAL し D 
GLOBAL し MOV 
EXTERNA し 

.ADD 

EXTERNA し 

.SUB 

EXTERNAL 

.ZRC 

EXTERNAL 

.NEQ 

EXTERNA し 

.Cl_R 

EXTERNA し 

.SRI 

EXTERNAL 

、 SL1 

EXTERNA し 

• CMP 

EQU 4 



1 0-API-79 


BYTE 
し ADD: 


し SUB: 


LA 


123410 フ 89012 3 4 106 フ〇 09012 34s 6789017 8901234106 フ 89 
111111111122 2222 2 222 3 33 3 333333 44 444 44 4 44 


2 D B 11DA1/0DAD11DF9 2DB11DA 160 
2EE10E 210 CEE20EAC 2EE10E210c 


R し R 
I . ― I I R I — 
DDXDDDDDDAPDDDDOE 
し—！ E し しし lxr 


R 
- — • 


L 

L 


DDXDDDD DDA 
し L E しししし L し c 
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029F ， 


Q28B J 

04 

0000 * 

IF 


LD 

JR 

LD 

AND 

JP 

INC 

DJNZ 

LD 

LD 

LD 

LDIR 

RET 

し D 

CP 

JP 

INC 

DJNZ 

JR 


EA 

0242 ， 

JP 

ED 

SB QZ9D 9 

LD 

21 

0286 ， 

し b 

01 

0004 

し D 

ED 

80 

LDIR 

AF 


XOR 

C? 


RET 


22 02?B , 
E-B 

11 028B J 
01 0004 
ED B0 
11 Q28B , 
2A 02?B ? 
06 04 
CD 0000 本 
3A 028E ， 
B7 

FA 0079* 
28 03 
09 


PE,OVFL 
DE,CDSTADR) 
H し ， WRtCT 
BC,BYTE 

A 


(SRCADR)，HL 
DE，HL 
DE, WRfCT 
BC,BYTE 

DE,WRKT 
H し， （ SRCADR) 
B,BYTE 
.SUB 

A,CWRKT+BYTE-1) 
A 

し CMP1 
Z, し CMP2 


HL,WRKT 
B,BYTE 
.ZRC 
Z 

A, フ FH 
A 


(SRC)，HL 
DE, HL 
(DST〕，DE 
DE,TEMP 
BC,BYTE 

H し， （ SRC) 
DE，TEMP 
し M 

H し， TEMP+BYTE-l 
7 ，（ HL) 

H し 

B,BYTE 

NZ,LMM 

A,CHL) 

A 

NZ,OVF し 

HL 

LM1 

HL,TEMP 
DE,CDST) 
BC.BYTE 


A,CHL) 

QFFH 

NLOVFl- 

HL 

し MM 

LM2 

CSRC),H し 
DE,HL 


LCMP ： 


し CMPi : 
し CMP2: 


し MLTI 


LM1 : 

LM2 ： 

し MM: 


し DIV: 


0047, 
004 A s 
004E S 
0051 ， 
0054 ? 
0056 ? 
Q0S7 J 

Q058 , 
005B , 
0Q5C , 
00SF ， 
0062" 
0064” 
QQ67^ 
QQ6A f 
QQ6C 9 . 
Q06F * 
0072 J 
0073, 
0076, 
0078 " 

0079, 
007A* 
00715, 
007E ， 
0080 7 
0083' 
0084 ? 
0086, 
0087, 

Q088 ? 
0088 ? 
0080, 
00?0， 
00?3 , 
QQ96 9 
0098, 
G0?B ? 
00?E ぞ 
00A1 ， 
00A4, 
00A6* 
00A7, 
00 A?* 
00AB ， 
00AQ ? 
00AD ’ 
00B0 ? 
00B1 , 
00B3 ? 
QQB6* 
Q0BA , 
QQBD , 
00BF , 
G0C0 J 
00C1 * 
00C3" 
Q0C6 , 
.Q0C7 S 
Q0C? s 

00CB* 

00OE , 


2 B 
2 E 


7?16D8E7? 
3 C20CC3BC 


LDEX 


R 
- —- 1 


L 

L 


DXDDDDDDADRPRE 
し E し L しししし c し OJJR 


L 

FT — 1.1 — I~ 
CEDDAEDRE 
SR しし CR し OR 


R し 
I し T c 
DXDDDDDDAD IN 
し E し」しししし c し BI 


A 

» 2 J 
F 0 3 4 

oy> qa 

2 3 2 0 0 2 2 12 E 
0 5 0 0 B 0 0 0 0 7 


F 3 7 6 
0/ 0/ 0 0/ 


2 B D i 4—i D A 1 D 11 
2 E E 1 0 E 2 1 c 2 


4 5 

IX 


2 

6 

2 

0 


A 

,2 
3 0 4 
9 0 
8 2 B 0 0 
F 050 B 


2 
6 
F 2 
F 0 


7 8 
F E 


B 3 6 0 E 7 2 3 0 1D1D 9 E E 2 3 0 8 
c z 0 2 7 A c 2 i 2- E 0 E c 7 F c 2 11 


\ —/ 


S0 


2 ..3 4 5 S3 .. フ . 8.. 9. 0.12..3 4 s. 6 フ 8 9 O CM 3. 4 -s *' 07009012 .3 4.5 ' 07.89 .0.1C\J 34 •uy'o 7 CO 9.0 —12 3 4 s..' • 〇フ .€0.9. Q < 2.3 .4 s 
5 5 LA 5 5 ND SD 6 SD 6 6 6 S3 7 7 7 777 フフ 7 7 CO 8 00 CO 8 C08.8 CO 8 .9 9 9 9 9 9CS 9. 9 9 O 0 000 ?0 Q 0 Q 1 i-11+ 

c 、 t ■ , 、 vI » M I_ - —L - at M —L rL fL <L fL —L Avi fi -—1 


s 5 5 
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(LA) 


02?B , 

53 Q29D 1 
Q27F J 
0004 
B0 


80 

02A3* 

08 

QZ7F 9 

04 

0000 氺 

029D* 

0283, 

0004 

B0 


80 

02A5* 

08 

Q283 J 

04 

0000氺 

0287» 

04 

0000氺 
0288, 
08 

0000氺 
40 

0282, 

04 

0000木 

0B 

Q2QB J 


02A1 5 
0293 s 
0004 
B0 

0296, 

7E 

04 

IB 


INC 

DJNZ 

JR 

し D 
し D 
し D 
し D 

LDIR 
DEC 
LD 
AND 
し D 

JR 
し D 
LD 

CALL 

LD 

LD 

LD 

LDIR 
DEC 
し D 
AND 
し D 
JR 
し D 
LD 

CALL 

し D 
し D 

XOR 
CA しし 
し D 
し D 

CALL 
LD. 
PUSH 
し D 
LD 

CALL 
JR • 
LD 


22 

11 

01 

ED 

21 

CB 

23 

06 

20 

AF 

77 

23 

10 

2A 

11 

CD 

21 

ED 

01 

r：,n 

C9 

3E 

フフ 


(DST) ， H し 
DE,TEMP 
BC,BYTE 

H し， TEMP+BYTE-1 
7,(HL) 

H し 

B，BYTE 
NZ,LDM 
A 

(HL)，.A 

HL 

LD1 

H し “ SRC) 

DE ? TEMP 

LD 

H し， TEMP+BYTE 
DE,CDST) 
BC,BYTE 


A, 0FFH 
(HL )，A 
H し 

LDS 

LD2 

(SRCADR),H し 
(DSTADR).DE 
DE.i WRKS 
BQvBYTE 

DE 

A ，（ DE) 

80H 

CSGNS), A 
Z,LMLT1 
DE,WRKS 

B, BYTE 
• MEG 

HI_,(DSTADR) 

DE,WRKD 
BC,BYTE 

DE 

A ， （DE ) 

80H 

CSGND), A 
Z ， し M し T2 
DE，WRKD 
B，BYTE 
.NEG 

DE,WRKD+BYTE 

B,BYTE 

A 

、 C1_R 
DE,WRKT 
B,BYTE*2 
， C し R 

B,BYTE*8*2 

BC 

H し， WRKS+BYTE-i 
B,BYTE 
.SRi 

NC ， し M し T3 
DE,WRKT 


LD1: 

LD2 ： 

し DM: 
LDS: 

LM .： 


し M し T1 : 


し M し T2I 

LMLP : 


Q0CF s 
00D2 S 
0005 * 
00D8 ? 
00DA s 
00DD , 
00DF ? 
0QE0 , 
00E2, 
00E4 , 
Q0E5 9 
00E6 , 
00E7 , 
00E ?， 
00EC , 
Q0EF" 
O0F2, 
00F5 ? 
00 尸？， 
00FC , 
00FE ， 
00FF> 
0101 9 
0102 ? 
0103* 
0.105, 

0107, 
0i0A ， 
010E ? 
0111 ， 
0114, 
Q116 3 
0117, 
0118, 
011A ， 
0110, 
011F ? 
0122, 
0124, 
0127 、 
012A ， 
012D ， 
0130 ， 
0132, 
0133, 
0134/ 
0136 ? 
0139, 
013B ， 
013E ? 
0140 ， 
0143, 
Q146 7 
0148, 
014 ?， 
014+C ヂ 
014F ? 
QlSl f 
015.4, 
Q1S6 3 
0157’ 
Q15A J 
QiSC 9 
01SF ， 
0161 J 


2D11DBA62816DA11DBA62 816D16FD16D6S16D01 
2 E 1 Q E 1.1 E 3 2 1 0 c 2 1 0 E 11 E 3 21 0 c 1 0 A c 1 0 c Q c z 0 c 3 1 


A 

J -J* ， ,-J-. 

F 3 7 フ 0 4 
.0 

c 2 21 2 B 0 0 F 
F 000050 B F 


R z し R 
I T c R ON し ‘. IT 
dddddindr 〇 dnjddaddddedd 

ししししし . BI し ~>X 」 ID 」」 CL 」」 し R 」」 


c 2 

F E 

3 9 8 
211 


/o 7 8 9 01 2 3 4 5>0 7 B 07- 0-12 3 4 5 6 
-.1.112 2 2 2 2 2 2 2 2 ?3 3-33333 

. 11 fx. VI - 


1. 


3 

1* 


CN01OJ 3 4S-6 7 8 9 Q 1 c\/3-4 LQ 6 7 00 CN 0 —+2 3. 4 LO 6 フ〇 0 90i 2 3 4 5 6 7 OD 9 0 1 
3 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 s s 5 s s Ln 5 s s s 6 6 6 6 6 S3 6 6 6 ' 〇フ 7 7 7 7 7 7 7 フ 7 8 8 

4—* ii fx VA- fs.Is f + >1* 1i - 1+ li 1* J1 J2 1 li* fi 1* lx fs. fx 41.n*. 1i- 4 1--1 J2- 4i 1* IX: <1*• 1lx «i - 41 fl» 4X 41 f - - *11A 


209 



(LA) 


し D 
し D 
し D 
し D 

LDIR 
DEC 
し D 
AND 
し D 
JR 
LD 
し D 
CALL 
し D 
し D 
LD 

LDIR 

DEC 

LD 

AND 

LD 

JR 

LD 

し D 

CALL 
し D 


0000 氺 
21 

04 

028B* 

0000 氺 

028A ， 
Q282 f • 
04 

0000 氺 


0283 J 

08 

0000 氺 

0283 s 

08 

0000 氺 
DF 

02A3 , 

02A5 9 

08 

0288? 

08 

0000 氺 

Q28B 3 
5B 02?D ， 
0008 
80 


Q2?B 9 
53 02?D’ 
027F S 
0004 
B0 


80 

02A3 ? 
08 
02 フ 
04 

0000氺 

Q29D } 

0283’ 

0008 

B0 


80 

02A5 , 

08 

0283 s 

08 

0000 氺 

028A 9 

0282* 


LD 

LD 

CALL 

LD 

LD 

CALL 

POP 

DM2 

LD 

し D 

し D 

XOR 

JR 

LD 

LD 

CALL 


LMLT3 ： 


LMLT4 ： 


LD ： 


LDIV1 ： 


LDIV2 ： 


し D し P 二 


0197 s 
019A ， 
01?E J 
01A1 9 
01A4 .， 
Q1A6 ? 
01A フ， 
01A8, 
01AA ， 
01AD’ 
01AF ， 
01B2, 
Q1BA 9 
01B7; 
01BA ， 
01BD ? 
0100， 
01C2 J 
0103, 
01C4 .， 
01C6* 
0109, 
01CB ， 
01CE ， 
01D0 ? 
01D3, 
01D6 ? 
01D9, 
0103, 
01DE ， 

01 El パ 

0154, 
01E6 1 
01E フ , 
01EA J 
01EC ， 
0iED ， 
01Ef ， 
01 F2 , 
01FS ， 
01F8, 
01FB ， 
01FD ， 


H し， WRKD 

B,BYTE*2 

.ADD 

H し， WRKD 

B, BYTE 氺 2 

• SL1 
BC 

し M し P 

A,(S6NS) 

C, A 

A, (SGND) 

C 

Z,LMLT4 
DE,WRKT 

B, BYTE*2 

* NEG 

H し ， WRKT 
DE,(DSTADR ) 
3C,BYTE 氺 2 

A 


CSRCADR ),H し 
CDSTADR ),DE 
DE，WRKS 
BC，BYTE 

DE 

A,CDE) 

80H 

CSGNS),A 
Z,LDIV1 
DE,WRKS 
8, BYTE 
.NEG. 

H し / (DSTADR ) 

DE,WRKD 
BC ， BYIE 氺 2 

DE 

A, CDE) 

80H 

CSGND), A 
Z ， LDIV2 
DE,WRKD 
B，BYTE 氺 2 
.NEG 

DE,WRKD+BYTE 氺 2- 
H し， WRKS+BYTE — 1 

B, BYTE 

• CMP 
NC, OV'FL 
DE,WRKT 
B,BYTE 
A 

• Cl_R 

B，BYTE 氺 8+1 
BC 

B，BYTE 
H し ， WRKT 

• S し 1 

DE,WRKD+BYTE 氺 2-1 
H し， WRfCS+BYTE-1 
B,BYTE 
：CMP 


し し H し L 
し R し s し L 
D D A p D D o A D u D D A D D D A 
し」 CJ 」」 XC」Q_l 」 c」」LC 


氺，， 

0 2 B 
0 6 8 
4 0 2 2 4 
0 0 0 0 0 


R 

I R T 
D D D D o E 
しししし X R 


16 D 16 D 1 0 A F A 9 816 D 1 D 1 D F 9 2DllDBA62816DAllDBA62 8 i 6 D 116 D 21 /0FD6561D116D 
9-0 c 2 9 c 1 + 3 4 3 A-2 1 3 c 2 E 0 p- A c 2 E 10 E 11 E 32100 210 E11E32 10 C 120 CD 10 AC 0 C 02 C 120 C 


?.?•>.. ?J ? J »• > > 9 

47 9 c Fi 4 5.7 A B E F 1 4 6 9 c 0 3 s 6 
6 SD ND 6 6 フ 7 7 フ 7 7 . 7 フ〇 0 8 8 8 CO 9 9 CK 9 

IX IX IX 11 IX 1^. Id t* tx IX 1A 1A lx IX 4 ―- -IX Ji 
000 00 0000 0 000000 00 0 000 


9-3 ¢5678? 0123 4 s 678? 01234567890123 456 78? 012345 67 89012345/078901234567 
83888888 9 9 9 ? 9 9 ?-9 9 9 0 0 Q-0..0 0000011111111 11 22222 222223333 3 33333444 44 4 44 
111111 II 11111111 112 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 
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(LA) 


10 

0288 J 
C6 

0287, 

027F S 

04 

0000 木 

0283, 

08 

0000 木 
CF 

028A , 

04 

0000 * 

028E ， 


08 

0287 s 

04 

0000 氺 
02A5 S 

02A3 1 

08 

028B ? 

04 

00.00 氺 

SB 029D ， 
0287 ， 
0004 
B0 

0288 1 

0004 

B0 


81 


02?B J 

0004 

B0 


02?B , 

04 

0000 氺 

IF 


DEFS 

DEFS 

DEFS 

DEFS 

DEFW 

DEFW 


LDIV3 ： 


LD1V4 ： 


LDIV5：< 


OVFU 


LMOV: 


WRKS ： 
WRKD : 
WRKT ： 
TEMP : 
SRCADR ： 
DSTADR: 


0000 

0000 


C, し DIV3 
HL,WRKT 
0, C HL ) 

DE, WRKD-H3VTE 
H し , WRKS 
B,BYTE 
.SUB 
H し ， WRKD 
B,BYTE 氺 2 
， S し 1 
BC 

LDLP 

HL ， WRKD+BYTE 氺 2_1 
B,BYTE 

• SRI 

A, CWRKT+BYTE-1) 
80H 

NZ,OVFL 

A, CSGND) 

A . 

2,LDIV4 

DE,WRKD+BYTE 

B, BYTE 
、NEG 

A,CSGND) 

C, A 

A, CSGNS) 

C 

Z,LDIV5 
DE,WRKT 

B, BYTE 

• NEG 

DE“DSTADR) 

H し， WRKD+SYTE 
BC,BYTE 

H し ， WRKT 
BC,BYTE 

A 

A,81H 

A 


(SRCADR ),H し 
BC,BYTE - 

H し 

A, C HLJ 
A 

NZ 

H し， （ SRCADR) 
B，BYTE 
• ZRC 
Z 

A, フ FH 
A 


BYTE 
BYTE 木 2 
BYTE 氺 2 
BYTE 木 2 
0 
0 


0200 ’ 
0202 s 
0205* 
0207, 
020A ， 
0200 ' 
Q20F 9 
0212, 
0215/ 
0217 s 
0eiA 9 
0213, 
Q21D ? 
0220* 
0222, 
0225, 
0228' 
022A ， 
022C ， 
022F^ 
0230 ， 
0232, 
0235, 
0237, 
023A ， 
023D ， 
023E ， 
0241 s 
0242 ? 
0244, 
0247, 
024 ?， 
024C , 
0250、 
0253, 
0256 » 
0258, 
025B* 
025E J 
0260 ， 
Q26i f 
Q262 1 
0244, 
0265 • 

026 ゲ 
0269, 
026C/ 
Q26E 9 
Q26F 9 
0270 1 
0271 * 

02 フ 2* 
Q275 J 
02 フ 7 1 
021 A 3 
027B , 
0270* 
027E .， 

Q27F S 

0283* 

Q2QB f 

0293 s 

02?B ? 

029D , 


5 

A 

0 6 2 
8 3 0 


L 

し 


f z 
i PN 


LL 


D 


D 


R 


R 


RDEDDDADDAOJDDADNRDNRDDADDDOR 
I し CPD しし c し AJ し AJ し」 c 」 しし XJ 


J し s ししし c し . 


し R 

し I IRT DJ 
DDADDDDDDDOEDNE 
しし c ししししし L し XR し AR 


R し 
I 一 _j I — _I I — 
DDDEDREDDAEDRI 
ししし D し OR しし CR し 0 R 


T 
: E 


B 116 D 16 D 1 016 DA60A 7816 DAFA98 16DD11D11DF9E フ 9 CNJ1DBE70A6D8E フ 9 
C129C2 0CC120C3E23A2 10C343A2 10CE20E2 0EAC3AC 20E2 フ BCCNJ0CC 3 Be 


〇〇 .9 O1 CM 3.4S-..6 7.8 ?. 0 1.2 3.4..5 6 7 CO ON 0.12 3 4..5.s> 7.8. 9012 34s'o 7 8901234 S6 フ 89012 3 ィー〇^〇フ〇〇 90123 
44 55 SSLOL 05 5 SL/>6 6S3 66' 06 6 4 フフ 7 フ 7 7 7 7 7 7 .8 CO 8 008 8CO 880090 -a^999CK99? 0000 0 0 0 0 0 Q 1111 
2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2^2 22 222 22 2 222222 222222223333 3-3 333333 33 
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(LA) 


Q2?F , 0000 
G2A1 ? 0000 
02A3^ 0000 
Q2A5 , 0000 


Macros : 


Symbols: 


r ADD 

016A* 

• C し R 

0iE8 氺 

、 CMP 

• su 

0218* 

• SRI 

0223 氺 

• SUB 

BYTE 

0004 

DST 

02A1 3 

DSTADR 

LCMP 

0058 I ? 

し CMP1 

0079 5 

LCMP2 

LD1 

QQE5 7 

し D2 

00E? 5 

LD5 

LDIVi 

Q1B7 J 

LDIV2 

01D3 ， 

LDIV3 

LDIV5 

024 が 

LDLP 

01E か 

LDM 

LM.l 

Q0AB r 

LM2 

00B3，. 

LMLP 

LMLT1 

0127 ， 

LMLT2 

0143 ， 

LMLT3 

LMM 

00C0 ， 

LM.OV 

Q 2661 9 

LSUB 

SGND 

Q2A5 a 

SGNS 

02A3 ? 

SRC 

TEMP 

0293, 

WRKD 

0283 , 

WRKS 


No Faitail.errorC s ) 


024A 氺 

0278 氺 
00001 a 
01971 s 
00CBI 5 
023A 3 
01071 9 
00881 5 
018? 5 
0262 5 
029B) 
028B S 


SRC * DEFW 

DST ： DEFW 

SGNS : DEFW 
SGNDI DEFW 

3 

END 


01FE 氺 、MEG 

0210 氺 ン ZRC 

029D J し ADD 

007B ， し D 

0101 J LD1V 
021LDIV4 
00FF 5 LM 
0156 5 LMLT 
Q16C } し MLT4 

002CT OVF し 
Q2?F f SRCADR 
02*7F 5 WRKT 


4 5 6 7 8 9 

1—* 1 1-IX. .Tx .1* 

3 3-3 33 -3 


0 0 0 0 
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LABS 


$ 

BC, 4 
DE 

DE,HL 
1 , CHL) 
Z’LABSi 
HL 
H し 
H し 

DE,HL 
B, 4 
• NEG 
A 


0000 ， l-ABS 

0000 ， 01 0004 

0003 ? ED B0 

0005 , IB 

0006 * EB 

0007，. CB 7E 

000 ?， 28 0? 

000B ， 2B 

000C J 2B 

000D 9 2B 

Q00E a EB 

000F , 06 04 

001 1 J CD 0000 氺 

0014/ AF し ABS1: 

0015 9 C? 


END 


Tir し E LABS (V01/ し 01) 

GLOBAL LABS 
EXTERNA し - NEG 


Macros: 

Symbols: 

.NEG ' 0012* LABS 00001 ， LABS1 001.4, 

No Fatal er.rorc s ) 


LABS (V01/ し 01) 


MACRO-80 3.22 


10-APr — 79 


PAGE 


R し 

u I c T c c c LRT 
QDDEXIREEEXDAOE 
E . しし DEBJDDDLU し CXR 


2 3 4 5 /o 7 8 9 0 


234s 6789012 

f— •-11 i fA - Ji ■ 1 •- 41 - 1 * .0^ 
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LDFIX 

EQU 

$ 

00?9 , 


し D 

(SRCADR) ， H し 

53 00?B J 


し D 

CDSTADR),DE 



し D 

A ， し 

07 


ADD 

A,BYTEF-1 



し D 

し ， A 

01 


JR 

NC, し FIX1 



INC 

H 


LFIX1 : 

し D 

A ，（ H し） 

7F 


AND 

7FH 

41 


CP 

41H 

0083* 


JP 

C,LFIX2 

4? 


CP 

41H 十 BYTEL 氺 2 

008A J 


JP 

NC ， OVF し 

40 


SUB 

40H 

00?E , 


し D 

(EXPD) 3 A 

008E J 


し D 

DE,WRKT 

04 


し D 

B,BYTEL 



XOR 

A 

0000 氺 


、 CALL 

• CLR 

0092 J 


し D 

DE，.WRKD 

00?9 J 


LD 

H し “ SRCADR) 

000 フ 


し D 

BC,BYTEF-1 

B0 


LDIR 


00?E S 


し D 

A ，（ EXPD) 



し D 

B, A 


し FIX し P: 

PUSH 

BC 

008E , 


し D 

H し ， WRKT 

04 


し D 

B,BYTEL 

0000 氺 


CALL 

.S し 4 

0098 s 


し D 

A ，（ WRKD+BYT 



RRCA 




RRCA 




RRCA 




RRCA 


0F 


AND 

0FH 

008E 9 


し D 

H し WRKT 



XOR 

CHL) 


( 

し D 

C HL), A 


BYTE し EOU 
BYTEF EQU 


TITLE し DFIX (V02/L0 】 

GLOBAL し DFIX 
EXTERNAL -C し R 

EXTERNAL .SL4 

EXTERNA し .'MEG 


0004 

0008 

0000 7 
0000， 
0003 s 
0007, 
0008, 
000A S 
000B , 
000D S 
000E , 
00QF , 
001 1 ? 
001 3 9 
QQ16 3 
001 8 9 
001B ， 
001D* 
0Q20 , 
Q023 y 
0025* 
0026 s 
002? ? 
0020, 
Q02F , 
0032 , 
0034, 
G03 フ ， 
Q038 , 
0039, 
G03C J 
(303E ， 
GQ41 a 
0044 s 
004S ， 
0046 a 
0047, 
0048, 
004A 9 
G04D ， 
004E ， 


し DF 丨 X 

LDFIX (V02/ し 01) MACRO-80 3-22 10-Apr-7? PAGE 1 


9-DD6F04E6EAE 26216 FD1A1DA7516DAFFFF61E7 
OJE フ CNO 3 2 7 EFDFDD 310 Aci 20 UJ34CJ20C 30000 UJCVJAJ/ 


4 8 


12 3 4 5 


678 9012 3 456 7- 8 9 0 12 3 45 67890123 45/0789 0 1234 5 67-8 9 
i 11111 づ 411. 2 2 CO 2 2.2 2 2 CM 2 3 3 3 ro 3 3 3 3 3 3 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 
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(CDFIX) 


0092 s 

07 

0000 氺 

DE 

009D ， 

08 

008E J 

04 

0000 木 . 
0091 J 
80 

Q0?D , 

008A J 
5B Q0?B a 
QQ8E* 
0004 
80 


04 

0000 氺 
81 


0000 

0000 

00 

00 


-NEG 0066* 
DSTADR 00?B , 
LFIX2 0083* 
SGND Q0?D , 


Macros; 

Symbols 

.CL R 

BYTEL 

LFIX1 

QVFL 

WRKT 


004F , 
0052, 
0054, 
0057, 
005 8 ， 
00SA ， 
00SD ， 
00SE ， 
0060 ， 
0063, 
0065, 
0068, 
006B S 
006D ， 
Q06E , 
0071 J 
0072, 
0075, 
007 ?， 
QQ7C , 
007F ， 
0081 9 
0082, 
0083, 
0085, 
0086 J 
QQS? 9 
Q08A , 
008C , 
008D ， 

008E ， 
0092 J 
00? ヲ , 
009B ， 
009D ， 
Q0?E , 


0087 氺 

0004 

000E J 

008A # 

008E ， 


No •Fatal er.rorc s ) 



し D 

H し ， WRKD 


LD 

B^BYTEF-l 


CALL 

.SL4 


POP 

BC 


DJN2 

LFIXL.P 


LD 

A,(SGND ) 


AND 

A 


JR 

Z,LFIX3 


LD 

DE,WRKT 


し D 

B,BYTEL 


CALL 

» NEG 

LFIX'3 ： 

LD 

A, ( WRKT+BYTE し -； l ) 


AND 

80H 


し D 

C, A 


し D 

A,CSGND) 


XOR 

C 


JP 

N2, OVFL 


し D 

DE,CDSTADR) 


LD 

HL,WRKT 


し D 

LDIR 

BC ， BYTE し 


XOR 

RET 

A 

し F1X2: 

LD 

B,BYTEL 


XOR 

A 


CALL 

RET 

• CLR 

OVFL ： 

LD. 

A, 81H 


AND 

A 


RET 


WRKT ： 

•DEFS 

BYTEL 

WRKD : 

DEFS 

BYTEF-1 

SRCADR : 

DEFW 

0 

DSTADR ： 

DEFW 

0 

SGND ： 

DEFB 

0 

EXPD : 

DEFB 

0 

3 

END 



.SL4 

0055 氺 

BYTEF 

0008 

EXPD 

00?E , 

LDFIX 

00001 

LFIX3 

Q068 J 

LFIXLP 

0038 , 

SRCADR 

00?? 9 

WRKD 

0092 * 


1.6D10A フ〇 016 DA6FA92D11DF 96 FD9E79 
20cci3A2^QQ3E43ACE2 0EAC0ACG3AC 


0 i 2 3 4 5 6 7 8 9 Q 12 3 4 5 6 7 8 9 Q 12 3 4 5 6 7 8 9 Q 12 3 4 5 6 7 8 
5 5L0LnLnL0L0 55s'o'<5 4''0''o6NDND'o''0 7、77 77 7 7 7 77c08800888c08 
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003C ， 

003E ， 

0040 ， 

0004 


FC 

Q03C* 
0040 ， 
0000 氺 
0040* 

5B 003E J 

0004 

B0 

FF 


FC 

E2 


SRCADR ： DEFW 
DSTADR ： DEFW 
TEMP ； DEFB 


END 


TITLE 


LMOD 

EQU 


し D 


EX 


し D 


し D 


し D 


LDIR 


し D 


BIT 


INC 


LD 


JR 


XOR 

し MQD2: 

し D 


INC 


DJNZ 

LM0D3 ： 

LD 


し D 


CALL 


し D 


し D 


LD 


し DIR 


RET 

LM0D1: 

し D 

し M0D6: 

し D 


INC 


'DJNZ 


JR 


し MOD (V01/ し 01) 


し D 

生 . 

(SRCADR ) ， HL_ 
DE,HL 

(DSTADR), HU 
DE，TEMP 
BC, 4 

H し TEMP+3 
7 ，（ HL) 

H し 
B, 4 

NZ, し MODI 
A 

( HL)，A 
H し 

LM0D2 

HL,(SRCADR) 
DE,TEMP 
し D 

HL,TEMP 
DE,(DSTADR) 
BC, 4 


A.0FFH 

CHL),A 

HL 

LM0D6 

LM0D3 


GLOBAL し MOD 
EXTERNA し 


0000’ 
0000 * 
0003, 
0004* 
0007, 
QQQA ， 
0000 7 
000F f 
Q012 J 
0014 s 
QQIS* 
0017 3 
0019 s 
001 A ， 
0010* 
0010, 
001 E J 
0021 ， 
0024 s 
0027, 
Q02A ? 
Q02E a 
0031 ， 
0033» 
0034 J 
0036, 
0037, 
0038, 
003A ， 

QQ3C , 
003E J 
0040 ? 
0044 ^ 


Macros: 

Symbols: . 

DSTADR Q03E ? LD 0025* LMOD 00001’ LM0D1 0034 

LM0D2 001A ， LM0D3 001E ， LM0D6 0036 ， SRCADR Q03C 

T£MP 0040 ， 

No Fatal error(s) 


LMOD 

LMOD (V01/L01) MACRO-803.22 10-Apr-79 PAGE 


4 

0 0 
B 0 


E 4 B 
7 0 1 


0 0 
0 0 

0 0 
0 0 

0 0 

0 0 0 0 
0 0 

0 0 0 0 
0 0 0 0 


器行 ssy 發筇互 ssus^lsss 装 


0 

0, 

0 a 

0 

0 , 

0 , 

0, 

00 0 


:23'4 f 7 8 US ■ 益贫 Ms 岛 PS.7 8 9 0 1 


133344 
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TITLE 

GLOBAL 


し SGN c V01/L01 
し SGN 
$ 

H し 
H し 
H し 

7 ， CHL) 

NZ,LSGN1 

B，4 

A 

(HL) 

HL 

し SGN2 
B, 4 
し SGN4 
B 

A,1 

(DE)，A 

DE 

A 

CDE)，A 
DE 

LS6N4 

A 

A, QFFH 

B, 4 
LSGN4 


し SGN 


し SGN2: 


し SGN4 : 


し SGM1 : 


0000 ? 
0000， 
0001， 
0002 , 
0003 J 
0 00 5 ? 
0007 ぞ 
0009, 
Q00A J 
000B ， 
000C ， 
000E 9 
0010， 
0012, 
0013, 
0015 s 
Q016 , 
0017 ? 
0018, 
0019, 
001A 5 
001C ， 
001 D ， 
001E ， 
0020， 
0022, 


Macros : 

Symbols: 

CSGN 00001 ， LSGNl 001 E a LSGN2 000A ， LSGN4 0018, 

No Fatal errorCs) 


し SGN 

LSGN (V01/L(31) MACRO-80 3.22 10-APr-79 PAGE 1 


z z 

u c c c T R c N c crc n rt d 

QNNNIRDOREJDREDDNGDNJOEDDR N 
LLJIIIBJ し XODDLJD しし IXLIDXR しし J E 


E フ 4 c 461 c F 4 4 
フ i0 F 0 0 0 F F 0 F 

333B06F6B0685E23F230F9E68 
222020 AB 21020311 A111AC301 


12 3456 789 0 123 4 5 678901234 56789 0 12 
1111111 1^-1 12 2 22-2222223 3 3 
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0020 

0020 

0030 

0004 

000B 



0000 * 

0000 * 

ED 

53 006E , 

0004* 

11 

0061 ? 

0007 J 

01 

0004 

000A’ 

ED 

B0 

0000* 

2B 


000D ? 

7E 


000E* 

E6 

88 

0010* 

32 

006B , 

0013* 

28 

08 

0015 s 

11 

0061 * 

0018 ， 

G6 

04 

00.1 A* 

CD 

0000 氺 

G01D , 

ED 

5B 006E ? 

0021 * 

06 

0B 

0023* 

3E 

20 

0025' 

CD 

0000 氺 

Q028 , 

ED 

53 0060 s 

0020 9 

IB 


0020* 

ED 

53 006E ? 

0031 s 

21 

0061 s 

0034/ 

11 

0066* 

0037’ 

06 

04 

003? 5 

CD 

0000 氺 

003 ¢， 

EE 

30 

003E ， 

2A 

QQ6E 9 

6041 ， 

77 


0042 ， 

2B 


0043* 

22 

QQ6E 3 

0046 9 

21 

0061 J 

0049 ， 

06 

04 

004B ， 

CD 

0000 氺 


LTOJ (V02/ し 01)MACRO-80 3.22 


47 

Q04E ? 

20 

El 

48 

Q05(3 ? 

3A 

0068 

49 

0053 ^ 

A7 
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TITLE 

LTOJ CV02/L01 

s 

< 

GLOBAL 

LTOJ 


EXTERNAL 

、CLR 


EXTERNA し 

• NEG 


EXTERNAL 

.D10 


EXTERNA し 

.ZRC 

SPACE 

EQU 

20H 

MINUS 

EQU 

20H 

NBASE 

EQU 

30H 

BYTE 

EQU 

4 

BYTEC 

EQU 

BYTE 氺 8 氺 3/10+2 

LTOJ 

EQU 

$ 


し D 

(DSTADR).DE 


し □ 

DE，WRKT 


し D 

LDIR • 

BC,BYTE 


DEC 

H し 


し D 

A,(HL) 


AND 

80H 


し D 

(S6ND), A 


JR 

Z,LT0J1 


LD 

DE,WRKT 


し D 

B,BYTE 


CA しし 

.NEG 

し T0J1: 

し D 

DE,CDSTADR) 


し D 

B,BYTEC 


し D 

A, SPACE ； 


CALL 

• CLR 


LD 

CSRCADR),DE 


DEC 

DE 


し D 

(DSTADR),DE 

LT0J2 ： 

•LD 

HL,WRKT 


LD 

DE,WRKD 


し D 

B,BYTE 


CALL 

、 D10 


XOR 

NBASE 


し D 

H し， （ DSTADR) 


し D 

(H し ）， A 


DEC 

H し 


し D 

(DSTADRhH し 


し D 

H し ， WRKT 


し D 

BVBYTE 


CA しし 

.ZRC 


JR 

NZ ， し T0J2 


し D 

A,CSQND) 


AND 

A 


LTOJ 


- 2 3 4 5 yo 7 8 9 


0 12 3 4 5 6 7-8 9 Q 12 3 4 5/0 7-8 9 0 12 3 4 
1 + 111111111 2 2 2 2 2 2 2 2 2-2 3 3 3 3 3 


8 6 7 8 ? 0 12 3 4 5 6 
3 3 3 3 3 4 4 4 4 4 4 4 
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(LTOJ) 


00 

0000 

0000 


• DIG 

BYTEC 

LT0J2 

SGND 

WRKT 


05 

006E* 

2D 

5B Q06C , 


naicr.os : 
symbols 

• C し R 

BYTE. 

LT0J1 

NBAS£ 

WRKD 


001B 氺 .ZRC 

006E a LTOJ 
0058 * MINUS 

0020 SRCADR 


LT0J3 ： 


WRKT ： 
WRfCD: 
SGND : 
SRCADR ： 
DSTADR ： 


0054, 
0056, 
005?? 
Q05B J 
00SC ， 
0060 ’ 

0061 ， 
0066 , 
006B , 
006C , 
006E 1 


0026 氺 

0004 
001D ， 
0030 
0066 ? 


No FcLtal errorc s ) 


ムし T0J3 
Hl_ ，（ DSTADR) 
(H し ） 3 MINUS 
A 

DE,(SRCADR) 


BYTE+1 

BYTE+i 

0 

0 

0 


004C 氺 
00001， 
0020 
Q06C 9 


R 

D 3 E 
G A J c 
E T o A 
N s T p 
' D L s 


木 J J » 

A B i B 1 
3 0 3 6 6 
0 0 0 0 0 
0 0 0 0 0 


8 A 6 F D 9 
2 2 3 A E c 


Q 12 3 4 5 >0 7 8 9 0 12 3 
5 5 5 s s 5 5 s 5 5 6 /o 6 


s s B w w 

R T F F F F F D 
RDD 〇 DE EEEEE N 
J しし XLR DDDDD E 
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TITLE 

ROUND (V02/ し 02) 




GLOBAL 

、RND 

0000 J 


.RND 

EQU 

$ 

0000 , 

1A 


LD 

A ，（ DE) 

0001 J 

A フ 


AND 

A 

0002 3 

F0 


RET 

P 

0Q03 , 

E6 7F 


AND 

7FH 

QQQ5 r 

12 


し D 

(DE) 9 A 

000 ジ 

13 


INC 

DE 

0007 そ 

0E 00 


し D 

C,Q 

0Q09 , 

37 


SCF 


Q0GA T 

1A 

RND1 : 

し D 

A ，（ DE) 

0008* 

8? 


ADC 

A,C 

0000* 

12 


し D 

(DE)，A 

Q00D 3 

13 


INC 

DE 

Q0QE 3 

10 FA 


DJNZ 

RND1 

Q0i0 ? 

C? 


RET 



END 


Macros; 

Symbols; 

RND 00001 9 RND1 Q00A , 

No Fatal error(s) 


ROUND 

ROUND (VQ2/L02) MACRO-80 3.22 10-Apr-7? PAGE 


23456789012345678901 

IX 1111* 41 1i 1 1 1* 2 2 
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Z 80 インストラクションセツト 


MfiCRO-80 13 

09-riflV-?9 

PAGE 

1 




88100 

.288 





00200 

, NUMERIC LIST OF INSTRUCTION SET. i 



00300 




0812 


00400 

X 

EQU 

012H 

0034 


00500 

V 

E8U 

034H 

1234 


00680 

*..H 1 

AT 

Ecaj 

01234 H 

0030' 

00 

08708 


NOP 


8001/ 

011234 

88880 


LD 

K, XV 

0004'* 

82 

00380 


し & 


0£«5' 

03 

01008 


INC 

BC 

0006' 

04 

01100 


INC 

B 

0087.. 

05 

01200 


DEC 

B 

0008 J 

0612 

01300 


し 0 

B/A 

000ft ^ 

87 

01400 


RLCfl 


_B, 

88 

01500 


EX 

flF,RF, 

0001：-* 

09 

01600 


RDD 

H し BC 

000D / 

0fi 

01700 


し C« 

fl, (BC) 

000E ， 

8B 

81S06 


DEC 

E:C 

008F , 

0C 

01908 


INC 

C 

0010- 

0D 

02000 


DEC 

C 

3011 ^ 

8E JL2 

02100 


LD 

C,X 

880- 

0F 

02200 


RRCfi 


8014 ， 

10 83 

82300 


DJNZ 

sm 

0016 , 

11 1234 

02480 


LD 

DLXV 

0019 ^ 

12 

02500 

SVMl: 

LD 

<DE),fi 

001 (V 

13 

82600 


INC 

DE 

0018 r 

14 

02700 


INC 

D 

001C / 

15 

02800 


DEC 

D 

00itr 

1612 

02900 


し D 

D,X 

001F ， 

17 

03000 


RLfi 


0020 r 

18 01 

CG100 


JR 

SVM2 

0022.. 

13 

03280 


RDD 

HL DE 

8023 / 

Ifi 

03308 

SVM2: 

し！） 

fl, (DE) 

0024 7 

IB 

82400 


DEC 

DE 

802 5, 

1C 

03580 


INC 

E 

0026/ 

ID 

02690 


DEC 

E 

0027 y 

IE 12 

82700 


し D 

E/A 

0029 ^ 

IF 

82880 


RRfl 


0021V 

28 02 

03908 


•JR 

NL SVM3 

Q02C/ 

211234 

84880 


LD 

H し XV 

002F: 

221234 

84100 

SVM3. 

LD 

く m HL 

8822 / 


84280 


INC 

H し 

8032 y 

24 

mm 


INC 

H 

00S*T 

25 

04400 


DEC 

H 


2612 

84500 


し 0 


003 r 


84600 


DfiR 
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Z 80 イン^トラクションセット 


MACRO - 80 13 

03-MfiV_73 

PRGE 

1-1 

0038 r 

23 01 

04700 


JR 

803fT 

23 

04800 


m 

0030 r 

2fi 1234 

04306 

SVH4: 

LD 

003E , 

2B 

05008 


DEC 

003F' 

2C 

05100 


INC 

0040 / 

2D 

05200 


DEC 

0041/ 

2E 12 

05200 


LD 

0042 ^ 

2F 

66400 


CPL 

0044 ^ 

20 83 

05500 


•JR 

8046 7 

3112^4 

05600 


LD 

0043' 

32 1234 

05708 

SVM5: 

LD 

004 (T 

22 

05880 


INC 

&m f 

24 

05300 


INC 

804E , 

25 

06000 


DEC ： 

804F / 

3612 

06100 


し D 

005 J/ 


86200 


SCF 

8052 / 

38 01 

06200 


JR 

8054 / 

]3 

06400 


ADD 

8055 ^ 

2ft 1234 

86500 

SVM6. 

し 0 

0858 7 

3B 

%m 


DEC ： 

0653, 

3C 

06700 


INC 

085 Fl ， 

3D 

06300 


DEC 

0058 / 

: E 12 

06308 


し！） 

005D, 

: F 

07000 


CCF 

8051： ' 

48 

07100 


LD 

805 r 

41 

07200 


しじ 

0060 ， 

42 

87306 


し D 

0061 # 

43 

07400 


し D 

006 2' 

44 

07500 


LD 

0062' 

45 

07680 


し D 

0064 ^ 

46 

87700 


し D 

0063 ^ 

47 

07800 


し！） 

0066 ^ 

48 

07300 


し D 

006" 

43 

88000 


LD 

0068 # 

4fl 

08160 


し [) 

0869 ^ 

4B 

08200 


し D 

806fi' 

4C 

08200 


LD 

8068 f 

4D 

03400 


LD 

0O6C- 

4E 

0 謂 


LD 

88£D^ 

4F 

08600 


し D 

006 E' 

59 

08700 


し D 

mer f 

51 

08300 


LD 

0070- 

er^ 

xJC. 

08300 


し D 

8871' 

53 

03088 


し D 

0872- 

54 

03100 


し 0 

007：/ 

55 

03280 


LD 


乙 SYM4 
H し HL 
H し (XV) 
HL 


し X 

NC,SVM5 

SPJV 

(XV), fl 

SP 

(HL) 

<HL) 

(HL),X 

C, SVM6 
H し SP 
ft (XV) 
5P 
fi 
fl 

Fi/A 

B,B 
B,C 
B,D 
B,E 
B,H 
B,L 
B, く HL) 

B. fl 

C, B 
じ C 
C,D 
C,E 
C,H 
C,L 

C, (HL) 

C. fi 

D, B 
D,C 
D,D 
D,E 
D,H 
D,L 
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Z 8 0 イン X トラクシヨン セツ ト 


NflCRO -38 3. 3 

03 - MflY-73 PRGE 

1-2 


8074 / 

56 

63380 

LD 

D, (HL) 

8075^ 

57 

03480 

LD 

D,R 

8076, 

58 

09500 

し D 

LB 

8077 ^ 

59 

09600 

LD 

BC 

0078 •* 

5fi 

03700 

LD 

LD 

8873 ^ 

5B 

09300 

LD 

BE 

007R- 

5C ： 

09980 

し D 

E,H 

007B ， 

3D 

10000 

LD 

BL 

097C/ 

5E 

18180 

し D 

B(HL) 

007D- 

5F 

10200 

LD 

E,fl 

007E , 

60 

10300 

LD 

H,B 

807 「 

61 

10480 

し D 

H,C 

0030' 

62 

10500 

し D 

H,D 

0831 ， 

62 

10600 

し D 

H,E 

8082 ^ 

64 

10700 

LD 

H,H 

0082 ^ 

65 

10800 

LD 

H/l 

0084, 

66 

18308 

し 0 

H, (HL) 

0885 / 

6? 

11008 

し D 

H,fl 

0086 ' 

68 

1110G 

LD 

し B 

008? ^ 

63 

11280 

LD 

し C 

8838- 

6fi 

11300 

し！） 

し D 

0039 / 

6B 

11400 

し!） 

し E 

008IV 

6C 

11500 

LD 

し H 

0088 ' 

6D 

11680 

し D 

し L 

80SC ， 

6E 

11780 

LD 

し (HL) 

00SD- 

6F 

11800 

し D 

し fl 

80SE ， 

78 

11900 

LD 


08S 「 

?i 

12000 

LD 

<HL),C 

0030 ^ 

*70 

12100 

し D 

(HL), D 

0831/ 


12200 

LD 

<HL),E 

0832' 

74 

12300 

LD 

CHL),H 

&m f 

75 

12400 

し & 

(HL 乂 L 

003 4' 

76 

12500 

HALT 


8035 , 

7? 

12600 

LD 


00% ^ 

78 

L27m 

LD 

fl.B 

0897 , 

79 

12800 

LD 

fl,C 

003 8' 

7fi 

12300 

し D 

R,D 

003 ァ 

7B 

12000 

LD 

fl,E 

803FT 

7C 

13100 

し D 

ft,H 

003B' 

7D 

13200 

LD 

fl,L 

Q89C' 

7E 

13300 

LD 

fl, (HL) 

009D / 

7F 

13 棚 

LD 

fl,fl 

009E' 

86 

12500 

fiDD 

fi.B 

009F' 

31 

13680 

fiDD 

fi,C 

0_' 

82 

rs?m 

fiDD 

fi.D 

80fll* 

83 

13800 

fiDD 

fl,E 


223 




08ft2 / 
酬 r 
00fl4 # 
88R5- 
80fl6 / 
00fi7 , 
00R8, 
00R3' 

00m' 

00flB # 

00RC' 

00ftD^ 

m9E r 

00flF' 

08B9, 

00B1/ 

00Br 

00BS / 

80B4' 

00B5' 

00B6 / 

00B7' 

00B£:' 

00B3' 

00BFT 

O0BB / 

00BC" 

00BD' 

00BE^ 

08BT 

00C8' 

08C:r 

00C2, 

08C3 , 

00C4.. 

00C 

00C6' 

80C7' 

80C8 / 

80C9 , 

00CFT 

00CB- 

00CC' 

0QCIT 


ft,H 

fl,L 

fi, 01) 

fl.fi 

fl,B 

fl,C 

aD 

fi,E 

fi,H 

fl,L 

a (HL) 

R,R 

B 


E 


(HL 〉 

ft 

ft,B 

fl,C ： 

fi；D 

R,E 

R,H 

fi；L 

fl, (HL 〉 

fl,fl 

B 

C 

D 

E 

H 

L 

<HL) 

fl 

B 

C 

D 

E 

H 

L 

(HL) 

fi 


03, • 卜 79 

13980 
14888 
14100 
14200 
14300 
14400 
14580 
14600 
14780 
丄 4800 
14300 
15000 
15180 
15200 
15200 
15400 
15500 
15600 
15700 
15800 
15300 
16000 
16100 
16200 
16200 
16400 
16500 
16600 
16700 
1G880 
16300 
17000 
17100 
17200 
17300 
17480 
17500 
17608 
177 ㈤ 
17800 
17980 
1ES00 
18100 
18200 
18300 


Z 80 インストラクションセット 


|.ふ 

0 

8 

§s485863788898fl SE 8c8D8E8F303132 で 34 35563798539 fl 3 B3c3D9E9Fflo fli R2 fl3n4fl5fl6 F)7 fi8fl9m FIB flc:flDflEflF 
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8012 
00:4 
1234 
0008 # 
0001 / 
0002 ^ 
0003' 
0004 f 
0805 7 
8006, 
8007 # 
000S' 
0009, 
_fr 
000 ET 
000C ， 
000D / 
000E' 
000F' 
00i0 ， 
0011 ， 
0012 / 
0015, 
0018 ^ 
0018 ^ 
001C/ 
001E ， 

8020 ^ 
0021/ 
0024, 
0026, 
0028 ^ 
0021V 
002C" 
m2E f 
8G:'0' 
0032 y 


HRCRO-80 3. 3 


83-mV-79 PAGE 1 
80108 . Z80 

00200 , NUMERIC LIST OF INSTRUCTION SET. 2 

80308 


08400 

X 

EQU 

012H 

08500 

V 

EQU 

034H 

08600 

XV 

EQU 

01234 H 

00700 


OR 

B 

008M 


OR 

C 

00300 


OR 

D 

81808 


OR 

E 

01180 


OR 

H 

01200 


OR 

し 

01200 


OR 

(HL) 

01408 


OR 

fl 

01500 


CP 

B 

01600 


CP 

C 

81700 


CP 

D 

01800 


CP 

E 

01500 


CP 

H 

02800 


CP 

し 

02160 


CP 

(HL) 

02200 


CP 

fl 

02300 


RET 

HZ 

02400 


POP 

BC 

02500 


JP 

N 乙 XV 

02680 


JP 

XV 

82780 


CfiLL 

NZ/XV 

02808 


PUSH 

BC 

02500 


ADD 

fl,X 

0 : く 800 


RST 

0 

03100 


RET 

2 

83200 


R£T 




JP 

■n *.mj 

03400 


RLC 

B 

03500 


RLC 

C 

83S06 


RLC 

D 

03700 


RLC 

E 

Q3800 


RLC 

H 

03908 


RLC ： 

し 

04800 


RLC 

(HL) 

84100 


RLC 

fl 

04200 


END 



mCRG-8812 03.V-73 PfiGE S 

MftCROS. 

SYMBOLS. 

SYMi 8013 , SVM2 8023 r 選 082F •• SVM4 _ 

svti5 0043 ^ svtis my 0012 xv 1224 

V 0034 
NO FRTflL ERROR(S) 


Z 80 インストラクシヨンセット 


4 4 4 4 

r. ご ..13 3 
2 2 2 2 2 G* i 2 rJ.4 5 VO 7 

Ji 1- 1 4i Ji & 0 -y 0 nv 0 0 0 
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0000 ^ 
0002 ' 
0004 , 

me f 
0088 # 
OGGFT 
000C, 
mE f 
0010 # 
0012 ^ 
0014' 
0016 ^ 
0018 ^ 
001ft ^ 
001C' 
001E' 
0020 f 
0022 / 
0024 7 
0026 / 
8023' 
002R ， 
002C' 
002「 
00 W 
0022 , 
0034 # 
0026 , 
0033' 
編 ' 

00:r 

00 二 E' 
0040 / 
0042 / 
0044 ^ 
0046 ^ 
0048 / 
004FT 
004C:' 
004E' 


MfiCRO-80 12 

MACROS. 

SYMBOLS. 

X 0812 XV 
m FflTflL ERROR(S) 

ilfiCRO-80 3. 3 


09 - MflY - 73 


PfiGE S 


1224 V 


0024 


09-MflV-79 


PRGE i 


80100 

.Z80 

№9200 

,NUMERIC 

00300 

f 

00488 

RRC 

00500 

RRC 

00600 

RRC 

00700 

RRC 

00800 

RRC 

00300 

RRC 

01000 

RRC 

01100 

RRC 

01200 

RL 

01300 

R し 

01400 

R し 

01500 

R し 

01680 

RL 

01700 

R し 

01800 

RL 

Qism 

R し 

02000 

RR 

02100 

RR 

82200 

RR 

02200 

RR 

02400 

RR 

02500 

RR 

02600 

.RR 

02700 

RR 

02800 

SLR 

02300 

SLfi 

03000 

SLR 

03100 

SLR 

03200 

SLfl 

02300 

SLft 

03400 

SLfl 

02308 

SLfl 

03680 

SRfl 

03700 

SRfl 

02800 

SRft 

03300 

SRfl 

04000 

SRfl 

04100 

SRfl 

04200 

SRfl 

04300 

SRfl 

04400 

END 


B 

C 

D 

E 

H 

し 

<HL) 

R 

B 

C 

D 

E 

H 

L 

<HL> 

fi 

B 

C 

D 

E 

H 

し 

(hL) 

fi 

B 

C 

D 

E 

H 

し 

<HL) 


H 

し 

(HL) 

fl 


Z 80 インストラクションセット 
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Z 80 イン X トラクシヨンセット 



riflCRO~S0 13 

09-MfiY-73 

PAGE S 


MACROS 





SYMBOLS. 




NO FfiTftL ERRCKCS) 




MflCRO-80 1 ^ 

09 - HflV-73 

PAGE 1 




00100 

.Z80 




00200 

* NUMERIC ： LIST OF INSTRUCTION SET. 4 



00300 

t 


0000* 

CB 23 

00210 

SRL 

B 

0002 ^ 

CB 39 

00220 

SRL 

C 

0084.. 

CB 3fl 

00338 

SRL 

D 

000 6 ^ 

CB 2B 

00340 

SRL 

E 

0808 - 

CB X 

00250 

SRL 

H 

000fr 

CB 2D 

00260 

SRL 

し 

000 C' 

CB SE 

00370 

SRL 

(HU 

000T 

CB IF 

00380 

SRL 

fl 

0010 ' 

CB 40 

00400 

BIT 

0,B 

0012, 

CB 41 

№500 

BIT 

0,C 

081 ぐ 

CB 42 

00600 

BIT 

0,0 

0016 ^ 

CB 43 

00700 

BIT 

0,E 

0018' 

CB 44 

00 咖 

BIT 

0,H 

001(T 

CB 45 

00900 

BIT 

Q,L 

0010 ^ 

CB 46 

81880 

BIT 

Q, (HL) 

001E' 

CB 4? 

01100 

BIT 

0,fl 

0020, 

CB 48 

01200 

BIT 

LB 

0022 / 

CC 49 

01300 

BIT 

LC 

002 ぐ 

CB 4fl 

01480 

BIT 

LD 

002 6' 

CB 4B 

015¢® 

BIT 

LE 

0028 / 

CB 4C 

61600 

BIT 

LH 

002fT 

CB 4D 

01700 

BIT 

LL 

002C' 

CB 4E 

01800 

BIT 

1,(HL) 

002E ， 

CB 4F 

01900 

BIT 

Lfi 

00:0' 

CB 50 

02088 

BIT 

2,B 

0032 ^ 

CB 51 

02100 

BIT 

2,C 

0034 - 

CB 52 

02200 

BIT 

2,D 

00 W 

CB 53 

02^08 

BIT 

ZE 

0033 / 

CB 54 

02 棚 

BIT 

ZH 

80sa , 

CB 55 

02500 

BIT 

2,L 

㈤ sr 

CB 56 

02600 

BIT 

2, (HL) 

miE f 

CB 57 

02700 

BIT 

2,fi 

0040' 

CB 58 

02800 

BIT 

•S,E 

0042 ^ 

CB 59 

02300 

BIT 

2,C 

0044' 

CB 5fl 

03000 

BIT 

3,D 

0046/ 

CB 5B 

03100 

BIT 

LE 

0048' 

CB 5C 

02200 

BIT 

XH 

884FT 

CB 5D 

03300 

BIT 

2,1 

004C' 

CB 5E 

03400 

BIT 

3, (HL) 

004E' 

CB 5F 

03500 

BIT 

2, ft 



03600 

END 
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0008 / 
0002 # 
000 ぐ 
0006 # 
0008 ^ 
000FT 
000C' 
008E' 
0010 ， 
0012 , 
0014 ^ 
0016 ^ 
觀 ' 
88ifl' 

mir 

001E' 
0020， 
0022 , 
002 ぐ 
0026, 
0028 / 
酬， 

002r 

002E' 
0030 / 
0032, 
0034 / 
0026 / 
0838' 
003fl' 
003C' 
003E^ 
0040 / 
8042 ^ 
0044- 
0046, 
8048 ^ 
004FT 
804C' 
004E' 


MflCRO-80 3. 2 

MACROS. 

SVMBOLS. 

NO FflTfiL ERROR(S) 
MflCRO-80 13 


03 … flflV イ 3 PAGE S 


09-rifiV-?9 PAGE 1 
00100 .Z80 

00280 , NUMERIC LIST OF INSTRUCTION SET. 5 

£®306 t 


KJ408 

BIT 

4,B 

80500 

BIT 

4,C 

08600 

BIT 

4,D 

00700 

BIT 

4,E 

00800 

BIT 

4,H 

003¢® 

BIT 

4 , し 

01000 

BIT 

4,(HL) 

01180 

BIT 

4,fi 

0i 200 

BIT 

5,B 

01300 

BIT 

5,C 

01400 

BIT 

5,D 

01500 

BIT 

5,E 

01600 

BIT 

5,H 

81700 

BIT 

5,L 

01800 

BIT 

5, <HL) 

01300 

BIT 

5,fl 

02000 

BIT 


02100 

BIT 

6,C 

02200 

BIT 

6,D 

023®) 

BIT 

6,E 

82400 

BIT 

6,H 

02500 

BIT 

6,L 

mm 

BIT 

6, <FL) 

02700 

BIT 

6,f\ 

02880 

BIT 

7,B 

02300 

BIT 

7,C 

03000 

BIT 

7,D 

03100 

BIT 

7,E 

03200 

BIT 

?,H 

03200 

BIT 

7,L 

03400 

BIT 

7, <HL) 

03500 

BIT 

7,fi 

83600 

RES 

0,B 

02700 

RES 

G,C 

03300 

RES 

8,D 

03300 

RES 

0,E 

04000 

RES 

0,H 

04100 

RES 

0,L 

84288 

RES 

0, <HL) 

04380 

RES 

8,fl 

04400 

Em 



Z 80 インストラクションセット 
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Z 80 インストラクションセツト 



MflCRO-80 12 

09 省 - 73 

PfiGE S 


MACROS. 





SYMBOLS 





NO FfiTflL ERROR(S) 




MRCRO-80 1 S 

03-HfiV-79 

PRGE 1 




88100 

.Z80 




00280 

,NUMERIC LIST OF INSTRUCTION SET. 6 



88300 

i 


0006, 

CB 88 

00400 

RES 

LB 

000 2' 

CB 89 

08580 

RES 

LC 

_4, 

CB Sfi 

00600 

RES 

LD 

008 6' 

CB SB 

00700 

RES 

LE 

0008' 

CB 8C 

80800 

RES 

LH 

_R' 

CB 8D 

08500 

RES 

LL 

008C.. 

CB SE 

01000 

RES 

L (HL> 

800 E_. 

CB 8F 

01100 

RES 

l,fi 

80 

CE ： % 

01280 

RES 

2,B 

0812 ^ 

CB 91 

01300 

RES 

2,C 

0014 ' 

CB 32 

01400 

RES 

2,D 

0016 ， 

CB 32 

01580 

RES 

2,E 

0813 ^ 

CB 34 

01600 

RES 

2, H 

001fT 

CB 35 

01706 

RES 

2,L 

mcr 

CB 36 

01800 

RES 

2, (HL) 

00ir 

CB 3? 

01300 

RES 

2,fl 

0028 ^ 

CB 38 

02000 

RES 

LB 

0022, 

CB 33 

02100 

RES 

孓 C 

0024 y 

CB 3fi 

02200 

RES 

ふ D 

0026 ^ 

CB 3B 

02300 

RES 

IE 

8028 / 

CB 3C 

02400 

RES 

1.H 

002FT 

CB 9D 

025¢© 

RES 

3,L 

002C / 

CB 3E 

02S00 

RES 

3, <HL) 

082E ， 

CB 9F 

02700 

RES 

3,fi 

0830" 

CB fl8 

02800 

RES 

4,B 

0832 / 

CB fii 

02300 

RES 

4,C 

0034" 

CB R2 

8 : 棚 

RES 

4,D 

00>：" 

CB fG 

03100 

RES 

4,E 

0033 ^ 

CB fi4 

03200 

RES 

4,H 

0031V 

CB R5 

03300 

RES 

4,L 

00X.. 

CB fl6 

0:400 

RES 

も (HL) 

003E, 

CB R7 

0:500 

RES 

七 R 

0040 ^ 

CB AS 

03600 

RES 

5,B 

8842' 

CB R9 

02700 

RES 

5,C ： 

8044 - 

CB FB 

03880 

RES 

5,D 

0046 ， 

CB fiB 

03900 

RES 

5,E 

0848 / 

CB AC 

04008 

RES 

5,H 

884R- 

CB m 

04108 

RES 

5,L 

004C:' 

CB RE 

04280 

RES 

5, (HL) 

004E / 

CB fiF 

04308 

RES 

5, ft 



04400 

END 
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Z 80 インストラクシヨン セツ ト 


tlfCRO-80 1 S 03-l1flY-73 

MACROS. 

SYMBOLS. 

HO FATAL ERR0R<S) 


MflCRO-80 12 09-MAY-73 




00100 

00200 

00500 

0000' 

CB B@ 

08400 

0082 ^ 

CB B1 

80500 

0004 / 

CB B2 

08608 

000b- 

CB B3 

00700 

0008 ^ 

CB B4 

00800 

000FT 

CB B5 

00300 

O00C" 

CB B6 

01000 

000E' 

CB B7 

01100 

0010 7 

CB B8 

61200 

0012 ^ 

CB B3 

81300 

0014 # 

CB Bfi 

81408 

0016 ^ 

CB BB 

01500 

0018 ^ 

CB BC 

81600 

001FT 

CB BD 

81700 

001C / 

CB BE 

01800 

00iE / 

CB EF 

01300 

8020' 

CB CO 

02000 

0022 ^ 

CB Ci 

02100 

002 ぐ 

CB C2 

02200 

002 6 ^ 

CB CS 

82200 

002?/ 

CB C4 

02400 

002fi / 

CB C5 

02500 

002C' 

CB CS 

02600 

002 「 

CB C7 

02780 

0030 ' 

CB C8 

02800 

0832' 

CB C9 

02300 

00: 、 4' 

CB Cfi 

03000 

嶋 ， 

CB CB 

03108 

0038.. 

CB CC 

£G200 

00Sft^ 

CB CD 

01300 

883T 

CB CE 

03400 

00 ：： E / 

CB CF 

83500 

804 0' 

CB m 

03600 

0042- 

CEi D1 

02700 

0044- 

CB D2 

03808 

004b ^ 

CB EG 

03300 

0848- 

CB D4 

04000 

004FT 

CB D5 

84100 

804C* 

CB D6 

• 04200 

004E' 

CB D7 

04：<00 

04480 


PAGE S 


PAGE 1 

， NUMERIC LIST OF INSTRUCTION SET. 7 


RES 


RES 

&C 

RES 

6,D 

RES 

6,E 

RES 

6,H 

RES 

6 ん 

RES 

6, (HL) 

RES 

6,fl 

RES 

?,B 

RES 

oC 

RES 

7,D 

RES 

7,E 

RES 

?,H 

RES 

7,L 

RES 

7, (HL:) 

RES 

7,fl 

SET 

ae 

SET 

0,C 

SET 

0,D 

SET 

0,E 

SET 

0,H 

SET 

0,L 

SET 

0, (HL) 

SET 

0,fl 

SET 

LB 

SET 

LC 

SET 

i,D 

SET 

LE 

SET 

LH 

SET 

LL 

SET 

i, (HL) 

SET 

Lfl 

SET 

2,B 

SET 

2,C 

SET 

2,D 

SET 

2,E 

SET 

2,H 

SET 

2,L 

SET 

2, (HL) 

SET 

2,H 

END 
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03-f1flV-73 

08100 
00200 
06308 
08400 
00500 
006®! 
00700 
80808 
00900 
81000 
01100 
01200 
01300 
01400 
01500 
01600 
01700 
01800 
01900 
02080 
02100 
02200 
02S00 
02400 
82500 
02S00 
02700 
02800 
02500 
03000 
03100 
03200 
0 遞 
82400 
02500 
02600 
02700 
8:800 
05980 
84080 
04100 
84200 
〇4：^0 
04400 


e_. 
0002 ^ 
0004' 
0006 ^ 
0888- 
0O8fl / 
088 IT 
000E' 
8010-* 
0012' 
0014 / 
8016 / 
0813 / 
001fl ， 
001C' 
001E' 

0020 ， 
0022 - 
0824 ^ 

002t/ 
002 8 ' 
002fl r 
002IT 
002E , 
0030' 
003 2' 
8024 ^ 
00 W 
80:(3, 
mifv 
002C- 
mir 

0040 , 
084 2' 
8044 ^ 
804 6 ^ 
0043. 
004fi* 
004 C" 
804E / 


03~nnV-73 PftGE S 


mCRO-80 3. 2 

MFlCROS. 

SYMBOLS. 

HO FfiTflL ERROR<S) 
MflCRO-88 3 


LIST OF INSTRIXTION SET. S 
乙 B 

2, C 

乙 D 
LE 
1H 
2,1 

3, <HL) 

Lfi 

七 B 

4, C 
4,D 
4,E 
七 H 
4,L 

4, (HL) 

4, ft 

5, B 
5,C 
5,D 
5,E 
5,H 
5,L 
5 ； (FL) 

5, fl 

6, B 
&C 
6,D 
6,E 
6,H 
6,L 

& f <HL) 

6, fi 

7, B 
7,C 
7,D 
7,E 
7；H 
7,L 

7, <HL> 

7,fi 


Z 80 インストラクションセツト 


lCRICSETSETSETSETSETSETSETSETSETSETSETSETSETSETSETSETSETSETSETSETSETSETSETSETSETSETSETSETSETSETSETSETSETSETSETSETSETSETSETSETg 

0 

0 K« 

E 8 
G z 

QL * •/ 
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231 




Z 80 イン X トラクシヨン セット 



HflCRO-8813 

03-mV-73 

PAGE 

S 


MACROS 






SYMBOLS: 





NO FATAL ERROR(S) 





MACRO - 80 13 

09 イ IflV - 79 

PRGE 

1 




00100 

.Z80 





00200 

,NUMERIC LIST OF INSTRUCTION SET. 3 



00308 




0012 


00408 

，.， 

EQU 

Oi2H 

8034 


00500 

V 

EQU 

0 ： 4H 

1234 


£®600 

XY 

EQU 

01234 H 

0800- 

CC 1224 

08760 


CALL 

LXV 

8003 7 

CD 1224 

00800 


CRLL 

«L«J 

rtT 

0006 , 

CE 12 

00500 


ADC 


0003 , 

CF 

01000 


RST 

8 

0003' 

D0 

81108 


RET 

NC 

0001V 

D1 

01200 


POP 

DE 

000B- 

D21234 

01300 


JP 

NC.XV 

800 E' 

D312 

01400 


OUT 

«0,fl 

0010 ， 

D4 1234 

01500 


CALL 

NC.XV 

0012' 

D5 

01600 


F 測 

DE 

0014 ^ 

DG 12 

01700 


SUB 

K 

0016' 

D7 

01880 


RST 

10H 

0017' 

DS 

01300 


RET 

C 

0013 ^ 

D9 

02668 


E 尨 


0015 ^ 

Dfl 1224 

02100 


JP 

C,XV 

001C' 

OB 12 

02200 


IN 

fl(X) 

001E' 

DC 1234 

02300 


CfLL 

c,xv 

0021/ 

DD 09 

02400 


RDD 

VA f BC 

0022 r 

DD 13 

02500 


flDD 

IX, DE 

0025 ^ 

DD 21 1234 

02600 


LD 

I ん XV 

802 3' 

DD 22 1234 

02700 


し D 

(XV), IX 

002D , 

DD 22 

02800 


INC 

IX 

002 「 

DD 29 

02900 


RDD 

IX, IX 

0031 ^ 

DD 2fl 1224 

02000 


し D 

I ん (XV) 

0035 ^ 

DD 2B 

03100 


DEC 

IX 

0037 7 

DD 3412 

03280 


INC 

ax+x) 

803(T 

DD 3512 

03300 


DEC ： 

(IX+X) 

00 邛 ’ 

DD 26 12 34 

03400 


し D 

(IX«),V 

0041' 

DD 39 

03500 


ADD 

IX, SP 

0043' 

DD 4612 

0S608 


LD 

B “ 刪〉 

004 6' 

DD 4E 12 

03700 


し D 

a ax+x) 

004 9' 

DD 5612 

03300 


し!） 

d, ax+x> 

004C, 

DD 5E 12 

03308 


し！） 

l <mx> 

004 F.. 

DD 6612 

04080 


し D 

h, ax+;o 

8052.. 

DD SE 12 

04100 


LD 

し (IX+JO 



04208 


END 
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Z 80 イン^トラクションセット 


LIST OF INSTRUCTION SET. 10 

812H 

034H 

01224H 

(ix+jaB 

(I^+X),C 

<ix+x),d 
ax+x),E 
(IX+X),H 
( 綱 〉, L 
<IX+X),fl 
FUTX+fO 
fi, (IX+X) 
fb (IX+JO 
(IJs+X) 
fi, ax+x) 

(I 糾） 

〈綱〉 

(IX+X) 

IX 

<SP>, IX 

IX 

(IX) 

SP, IX 

(■> 

(IX+X) 

ax+x) 

ax+x> 

ax+x> 

(IJ5+X) 

ax+x) 

a <i}<fX) 

1, ax+x) 

2, ax+x) 

3, ax+x) 

4, ax+x) 

5, ax+jo 
& (IK+X) 
o (IK+X) 


riflCR0-S8 3. 3 03-hflY-?3 

MACROS: 

SYMBOLS. 

K 0012 XV ， 1234 V 

NO FfiTRL ERROR(S) 


riRCRO-80 13 03-MAV-79 


0012 

0034 

1234 


00100 

00268 

00300 

00400 

00500 

00600 

0000' 

DD 70 12 

00700 

0003 ^ 

DD 7112 

00800 

000£/ 

DD 7212 

80300 


DD 72 12 

81080 

008C： / 

DD 7412 

01100 

000F- 

DD 7512 

01200 

0012.. 

DD 7712 

01300 

0015, 

DD 7E 12 

01400 

0018^ 

DD 8612 

01500 

001B' 

DD 8E 12 

81600 

00iE' 

DD 9612 

01700 

0021/ 

DD 9E 12 

61800 

8024, 

DD % 12 

01308 

0027, 

DD RE 12 

820¢® 

002fT 

DD B612 

02100 

Q02D / 

DD BE 12 

02208 

8031V 

DD El 

02300 

G032, 

DD EZ 

02400 

0034 / 

DD E5 

02580 

8026- 

DD E3 

02600 

8838 7 

DD F9 

02700 

003fi, 

DD CB 12 06 

02830 

8£GE' 

DD CB 12 0E 

02300 

0042 ^ 

DD CB 1216 

03080 

8046 ^ 

DD CB 12IE 

0S100 

884FT 

DD CB 12 26 

03208 

884E' 

DD CB 12 2E 

0 遍 

8052- 

DD CB 12 3E 

03408 

0656 • 

DD CB 12 46 

03500 

085R- 

DD CB 12 4E 

03600 

885E' 

W CB 12 56 

0:708 

0062 ^ 

DD CB 12 5E 

03300 

006b A 

DD CB 12 66 

03300 

806fl- 

DD CB 12 6E 

84800 

806E- 

DD CE：12 76 

04188 

0072' 

DD CB 12 ?E 

04208 

04380 


V- 

0 

8 


R 

ME 

u. 


EQUEQU 333333 33§gSUBsecilg&pops 73 RLCrwSLfiSRflSRLBITBITBITBITBITBITBITBITl 


XV 
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Z 80 イン X トラ クシ ヨン セツ ト 



MfiCRO-80 3. 3 

09.V-79 

PRGE 

s 


mcRos 






SVtlBOLS. 





リ 

0012 XV 

1224 V 

0024 



HO FfiTfiL ERRORCS) 





MfiCRO-8812 

03-HRY-?3 

PAGE 

1 




00100 

.280 





00200 

,fWIERIC LIST OF INSTRUCTION SET. ii 



003¢® 

t 



0012 


00400 

X 

EGKJ 

012H 

0024 


08500 

V 

E8U 

024H 

1224 


00600 

XV 

EQU 

01234H 

0008' 

DD CB 12 36 

08708 


RES 

0, (IX+X) 

8004 - 

DD CB 12 8E 

00800 


RES 

1,(I：>WO 

0008. 

DD CB 12 36 

00300 


RES 

2 バ IX+50 

000C.. 

DD CB 12 9E 

01000 


RES 

L (IX+X) 

0010, 

DD CB 12 flG 

01100 


RES 

4,<IX+X) 

0014 ， 

DD CB 12 RE 

01200 


RES 

5,(IX+X) 

0018 ^ 

DD CB 12 B6 

01308 


RES 

6, (IX+X) 

001C.. 

DD CB 12 BE 

014¢® 


RES 

7, (IX+X) 

0020, 

DD CB 12 C6 

01410 


SET 

0, (IX+X) 

0024' 

DD CB 12 CE 

01420 


SET 

L <IX+X) 

0023- 

DD CB 12 D6 

81430 


SET 

2, (IX+X) 

002C / 

DD CB 12 DE 

01440 


SET 

L (IX+X) 

0030 / 

DD CB 12 E6 

01450 


SET 

4, (IX+X) 

0034 , 

DD CB 12 EE 

014S0 


SET 

5, <IX+X> 

0028 7 

DD CB 12 F6 

01470 


SET 

6, <IX+X> 

003C^ 

DD CB 12 FE 

01480 


SET 

7, (IX+X) 

0040.. 

DE 12 

01500 


SBC 

FbX 

0842 ， 

DF 

01608 


RST 

18H 

0042 # 

EG 

01700 


RET 

PO 

0044 ^ 

Ei 

01300 


POP 

HL 

0045 ^ 

E2 1224 

01300 


JP 

FUXV 

0048, 

E3 

02000 


EX 

(SP),HL 

0043' 

E412：4 

02100 


CftLL 

FUXV 

004C/ 

E5 

022 ㈤ 


PUSH 

H し 

0G4D ， 

Eb 12 

02388 


AND 

X 

G04F / 

E7 

02400 


RST 

28H 

0058 ^ 

ES 

02508 


RET 

PE 

0051 7 

E9 

02680 


JP 

(HL) 

3052 / 

Eft 1224 

02700 


JP 

PL XV 

0055 ^ 

EB 

02800 


EX 

DBHL 

0056 ， 

EC 1224 

02308 


CfiLL 

PE, XV 

0853* 

ED 40 

03608 


IN 

B バ D 

605 B' 

ED 41 

02100 


OUT 

(C).B 

005 [T 

ED 42 

犯 298 


SBC 

HLBC 

005F* 

ED 42 1234 

02208 


LD 

(XV), BC 

6062 / 

ED 44 

02400 


NEG 




02508 


as> 
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Z 80 イン X トラクシヨンセット 



MfiCRO-80 12 

09-HflV - 73 


PAGE S 

f 

MACROS. 





SVMB0LS. 





X 

0012 XV 

1234 V 


0034 


NO 

FflTftL ERROR(S) 





MfCRO-80 12 

33-MflV - 73 

PRGE 

1 




08188 

.Z88 




00200 

r 

NUMERIC LIST OF INSTRUCTION SET.12 



80300 

t 



0812 


00400 


EQU 

812H 

0024 


00500 

V 

EQU 

034H 

1224 


00600 

XV 

EQU 

01234 H 

000T 

ED 45 

887£® 


RETN 


0002, 

ED 46 

08808 


IM 

0 

0004 # 

ED 47 

00388 


LD 

Lfi 

0006 / 

ED 48 

81080 


IN 

C, CO 

0008 ^ 

ED 49 

01100 


OUT 

<C),C 

000fl / 

ED 4fi 

01280 


fiDC 

H し BC 

008C / 

ED 4B 12:4 

01300 


LD 

BC, (XV) 

0010' 

ED 4D 

81460 


RETI 


0012' 

ED 50 

01500 


IN 

D,(C) 

0014 # 

ED 51 

01600 


OUT 

(D,D 

0016 7 

ED 52 

01700 


SBC 

HL DE 

0018 # 

ED 531234 

01800 


し D 

(XV ' ハ DE 

001C/ 

ED 56 

01380 


IM 

1 

0011 ， 

ED 57 

82000 


し D 

fl,I 

0020 ' 

ED 58 

02100 


IN 

E, (C) 

0022 ^ 

ED 53 

02280 


IN 

L(C) 

0024 / 

ED 53 

82200 


OUT 

<C),E 

002¢/ 

ED 5fl 

02400 


fiDC ： 

H し DE 

8023' 

ED 5B 1234 

02500 


し D 

DB (XV) 

002C, 

ED 5E 

02680 


IM 


002E' 

ED 60 

02300 


IN 

H"X) 

0038 , 

ED 61 

02400 


OUT 

(C),H 

0032 7 

ED 62 

03500 


SBC 

H し HL 

0834 / 

ED 67 

03600 


RRD 


8026 r 

ED 68 

03700 


IN 

し （ C) 

im r 6 f 

ED 63 

03800 


OUT 

(C),L 

003FT 

ED 6fi 

02300 


ADC 

H し HL 

00:C' 

ED 6F 

04000 


RLD 


003E' 

ED 72 

04100 


SBC ： 

HL, SP 

0040' 

ED 73 1234 

04200 


LD 

(XV), SP 

0044 r 

ED 78 

04208 


IN 

fl, (C) 

0046, 

ED 79 

04400 


OUT 


8048 / 

ED 7fl 

04500 


ADC 

HL, SP 

004fl y 

ED 7B 1234 

04600 


LD 

SP, 〈 XV 〉 

084E ， 

ED R0 

04700 


LDI 


0050" 

ED fll 

04800 


CPI 


0052, 

ED fl2 

04900 


INI 


0054 y 

ED 

85000 


OUTI 




05100 


END 
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tlfiCRO-88 3. 2 

89-MfiV - 79 

PAGE . S 


MACROS. 






SYMBOLS 






り 

8012 XV 

1234 

V 

0034 


NO FRTflL ERROR<S) 




MflCRO-88 13 

09-MflV - 73 

PAGE 

1 




08108 

.Z80 





08200 

t 

NUMERIC LIST OF INSTRUCTION SET.13 



00300 

* 



0012 


00400 

X 

EQU 

012H 

0024 


00500 

V 

EQU 

024H 

1234 


00600 

XV 

EQU 

01234 H 

0000 7 

ED fl8 

08708 


LDD 


0002 / 

ED R3 

80800 


CPD 


0004' 

ED fifi 

00300 


IND 


0006 ^ 

ED flB 

81000 


OUTD 


0008, 

ED B0 

81100 


LOIR 


000FT 

ED Bi 

01280 


CPIR 


000C' 

ED B2 

01300 


INIR 


000E' 

ED B2 

01400 


OTIR 


0010 ^ 

ED B8 

01500 


し DOR 


0012 ^ 

ED B3 

01600 


CPDR 


0014 # 

ED BR 

81700 


INDR 


0016 ' 

ED BB 

01800 


OTDR 


8018 , 

EE 12 

01900 



X 

eolrr 

EF 

02000 


RST 

23H 

80JlET 

FO 

02100 


RET 

P 

00ir 

Fi 

02280 


POP 

fiF 

mit> f 

F21224 

823:80 


JP 

P, XV 

8020' 

F2 

02400 


DI 


0021/ 

F4 1234 

02500 


CALL 

F.,XV 

0024, 

F5 

02606 


PUSH 

fiF 

0025 ^ 

F612 

82700 


OR 

X 

0027- 

F? 

02800 


RST 


0028 ^ 

F8 

02380 


RET 

n 

0023 / 

F9 



し D 

SP, HL 

802 IT 

Ffi 1224 

03180 


JP 

It XV 

0O2r〆 

FB 

03200 


El 


002E ， 

FC 1234 

03200 


CRLL 

ft XV 

mzv 

FD 89 

82580 


RDD 

IV, BC 

0033 ^ 

FD 19 

02600 


fiDD 

IV, DE 

003 5' 

FD 21 1254 

0:780 


し D 

IV, XV 

0023' 

FD 22 1234 

05800 


し D 

(XV), IV 

003 IT 

FD 23 

03900 


INC 

IV 

003F y 

FD 29 

84000 


RDD 

IV, IV 

0041 ， 

DD 2fl 1234 

04100 


LD 

IV, (XV) 

0045' 

FD 2B 

04200 


DEC 

IV 



84300 


EW 
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89 . し 73 


PAGE S 


MRCROS 







SVfIBOLS. 






«» 
h 


0012 XV 

1224 V 


8034 


NO 

FftTflL ERROR(S) 





rifiCRO- SO12 03 - MflV-?3 

PRGE 

1 






00100 

ZS0 







00200 

t 

NUMERIC LIST OF INSTRUCTION SET.14 





00300 

f 



0612 




00400 


EQU 

012H 

8024 




00508 

V 

EQU 

834 H 

1234 




08600 

XV 

EQU 

01234 H 

0000，. 

FD 

S4 

12 

00700 


INC 

(IV+X) 

画 ’ 

FD 

25 

12 

0OS00 


DEC 

(IV+X) 

000¢/ 

FD 

36 

12 34 

08308 


LD 

く IV+W 

08QFT 

FD 

23 


01008 


ADD 

IV, SP 

000 C/ 

FD 

46 

12 

01100 


し D 

b, av+x) 

800 r 

FD 

4E 

12 

01200 


LD 

c, av+x) 

0012 , 

FD 

56 

12 

01380 


LD 

D>av+x> 

8015 r 

FD 

5E 

12 

01400 


し D 

e, av+io 

8818 ， 

FD 

66 

12 

01500 


LD 

h, av+x 〉 

0018 ^ 

FD 

6E 

12 

01600 


LD 

し av+x> 

08iE^ 

FD 

78 

12 

01700 


し！） 

<iy+js>,b 

0821 / 

FD 

71 

12 

01800 


LD 

(IV+X>,C 

0024 ^ 

FD 

72 

12 

01900 


LD 

<IV+X)；D 

0027 ， 

FD 


12 

02800 


し D 

av+x>；E 

002FT 

FD 

74 

12 

62180 


し D 

avmH 

082D ， 

FD 

75 

12 

02200 


し D 

av+io, l 

0030 ^ 

FD 


12 

02300 


し!） 

am), Ft 

80 二 ’ 

FD 

7E 

12 

02400 


LD 

aav+x) 

0836 A 

FD 

86 

12 

02500 


m 

fl, (IV+X) 

0839 # 

FD 

SE 

12 

02688 


ADC 

a, av+x> 

803C, 

FD 

% 

12 

02700 


SUB 

av+x> 

0£GF.. 

FD 

9E 

12 

02800 


SEC ： 

fl, (IY+X) 

8842 ^ 

FD 

fl6 

12 

02300 


m 

(I wo 

0045 r 

FD 

flE 

12 

03880 


: •く OR 

av+x) 

0048 ^ 

FD 

B6 

12 

mm 


OR 

(IV ❿ 

臟 〆 

FD 

BE 

12 

EG200 


CP 

(I wo 

084E^ 

FD 

El 


0 選 


POP 

I'r ! 

005T 

FD 

K 


03488 


E;-: 

(SP>, IV 

0052 ， 

FD 

E5 


02500 


PUSH 

IV 

005 ぐ 

FD 

E9 


0^608 


JP 

<IV) 

漏， 

FD 

F3 


8:700 


LD 

SP, IV 

0058, 

FD 

CB 

12 Qb 

03808 


RLC 

(IV ❿ 

085 r 

FD 

CB 

12 8E 

02300 


RRC 

am) 

0060 , 

FD 

CB 

1216 

0 棚 0 


R し 

(I wo 

0064 ^ 

FD 

CB 

12IE 

04100 


RR 

av+io 

0068 ^ 

FD 

CB 

12 26 

04200 


SLR 

(IV KO 

Qd6C f 

FD 

CB 

12 2E 

84380 


SRR 

av+x) 

8078 / 

FD 

CB 

12 2E 

84480 


5RL 

av+x> 





04500 


END 
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MfiC ： RO~80 13 

89, し 73 

PAGE 

r 


MACROS. 





SYMBOLS. 






0012 XV 

1234 V 

0024 



NO FATAL ERROR(S) 




(IflCRO - 80 

3.2 09-MflV-73 PftGE 

丄 





00100 • ZS0 






80200 , 

NUMERIC LIST OF INSTRUCTION SET.15 




00300 , 



0812 



00400 X 

EQU 

012H 

0800 , 

FD CB 

12 46 

06500 

BIT 

0, (IV+X) 

0084 - 

FD CB 

12 4E 

00600 

BIT 

L(IVfX) 

000 8' 

FD CB 

12 56 

00700 

BIT 

2,av+x> 

000C' 

FD CB 

12 5E 

0O0 

BIT 

i av+x> 

0010 ， 

FD CB 

12 66 

80900 

BIT 

4 バ IV+X> 

00 丄ぐ 

FD CB 

12 6E 

01000 

BIT 

5, avfX) 

0613' 

FD CB 

12 76 

01100 

BIT 

6, av+x) 

081C/ 

FD CB 

12 7E 

01200 

BIT 

7,(IV«) 

0020 ' 

FD CB 

12 86 

01280 

RES 

0 メ av+x) 

0624' 

FD CB 

12 SE 

01400 

RES 

L(IV+X) 

8828^ 

FD CB 

12 96 

01508 

RES 

Z (IV+X) 

082IT 

FD CB 

12 3E 

01600 

RES 

s, av+x> 

mw 

FD CB 

12 R6 

81780 

RES 

4, (IV+50 

0034 ^ 

FD CB 

12 ftE 

01800 

RES 

5, (IV+X) 

0023 / 

FD CB 

12 B6 

01900 

RES 

6, am ) 

003C' 

FD CB 

12 BE 

02000 

RES 

7AIV+X) 

0040' 

FD CB 

12 C6 

02108 

SET 

0, av+x) 

0044 ^ 

FD CB 

12 CE 

02200 

SET 

1 バ IV+}« 

0048, 

FD CB 

12 D6 

02 观 

SET 

2,(IV+X 〉 

004C ， 

FD CB 

12 DE 

02400 

SET 

S, (IV+X) 

0050 ， 

FD CB 

12 E6 

82560 

SET 

4, く IV+X) 

0054 / 

FD CB 

12 EE 

02600 

SET 

5, (IV+X) 

0058 / 

FD CB 

12 F6 

02700 

SET 

6 , (IV+X) 

005C / 

FD CB 

12 FE 

82880 

SET 

7, (IV+X) 

0060/ 

FE 12 


02300 

CP 

X 

28H 

0062 ^ 

FF 


03000 

RST 




02100 

END 



MflCRO-80 13 

09-t1fiY-79 

PftGE 

S 


MACROS. 

選 OLS 

リ 

0012 





NO FflTfiL ERROR(S> 
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K - 8 000ファミリーで、強力なサポート。 



《主な仕様》 

◎ CPU は、 Z -80 を使用 

© RS 232 C シリアル ホー ト、2 ホー ト 
◎フ □ッビー ディスクドライフ2台 ( FDC は、4台迄可） 

◎ RAM 32 K : 64 K 迄増設可能 

◎ ROM 2 K : 32 K 迄増設 qj 能 

◎ 6ピットのセクメント指定可能 
◎シリアル I / O ホートにより 、 CR 丁夕ーミナル、プリンタ 
プロッタ、ユーザーシステム等の I / O 機器との接続ガ可能。 

◎ BASIC 、 FORTRAN 等の高級言語使用可能 

注)、 CP/M は米国デジタルリサーチ社の登録商標です。 


LDS- IIを、サボートする K- 8000シリース（システムコン 
ボーネントモジュール）の各種ファミリーは、マイコン廊用 
のシステム機器の開発か、短期間てしかも経済的にてきま 
す。 K- 8000シリースは、内外の最新の情報と技術を導入し 
ており、ポードサイスは、100X160% (ヨー□ッバフォー 
フット、日 A 規格の標準ラックにコン/ \°チフル)と、小型て 
あ 1 0なから多層基板の採用により各モジュールの機能は、 
アッブされており特にノイス等には、万全の注意がなされ 
ております。 


B ! 関東電子彳涯販売株式会社 

システム販売部システム課 〇 03 (251) 2 9 2 1 
大阪支店 Q 06 (632)0207 〜9 
群馬営業所 £? 0270 (23) 2 3 0 1 
福岡営業所 Q 092(713) 1 2 9 9 
名古屋営業所 Q 052(263) 1 6 2 9 


関東 Byu 乙ョ __；： rS 03 (253) 5 2 6 4 

名古屋 ByU 乙ョッ : T 3052(263) 1 6 2 9 

大阪 ByU 乙ョ__0° Q 06 (644) 1 5 4 8 

福 ， Bj | U 〕3： i ： r »092(713) 1 2 9 8 

岡谷8が《5ョッ了〇02662(3)1 0 7 5 

伊勢崎 Bi | UD 3_ j ： ra 0270(23) 2 3 0 2 

秋葉原ョ " j ：T KOYOS 03 (255) 6 5 0 4 














































SHARP 


すぐれたコンピューターは、言語を選ばない。 

2/ヤー■プク! J ーンコンビユ_女_ 



- i 綱_観替:=二 ：、 

繼 f ■■顧= 

8 蝨泌微織び，； 


ビビ B KQK J=0 TO 7 : K=« : N=KMW ^ Y/ •ir rrvo* ■ 

-INT<RND<V)»X+Y) ：NEXT J,I Iy „ 

248 IF K 9 XT 9- T 0) THEN T 9= T 0+ K 9 
258 IF B 9>0 THEN 270 
260 GOSUB 530： Q ( X . V )= O < X , V >- i 0： B 9 =l 
278 PRINT ' H"-.MUSIC MM $ ： K 8= K 9 ： PRINT n ^ 
l?ff A * , ; K"; M t ? ) 9 リン]、、：/ ^ n ； T 9- T 0 i 
286 PRINt * 1 * f * 2 % u 3 K u -PRINT 

字 f "； B 9 ； u n ： j 3 f '' 7. ar ； 

?98 FOR TX=i to 10： NEXT 

310 翁”令 F 2 招? <0> ♦ <0 i >7> + < O 2<0)+< O 2>7 )T 
gDj N =0 ： S «8： K =0：6 OTO 330 


SHARP 


シャーフ。 は、 パーソナルコンピューターの 世界に新しい思想を導入しました。特定の言語を ROM に固定する従来の方式をとらず メモリーの 大部分を 
RAM で構成。可能な限りの自由な領域を作り出し、目的に合わせた各種言語の入れ換えが可能という、 コンピューター 本来のあるべき姿を実現しました。 

. . *- ❷フロッピーデ f スク れハ‘ゎ一， 一一 

I11Z-©QDFU 


〇クリーンコンピューター 

I11Z-SEC 

標準価格 268,000 円 _i かレつき> 

•ROM を最小限にとどめ、 RAM 
を 48 K バ仆まで標準装備。ソフ 
卜面での柔軟な拡張に対応。 

春時代に応じたバージョンアップ 
を考え、コンピューター言語をテ 
ープ.デ(スケットモードで供給。 
•操作しやすし、タイプライター配列 
のキーボード採用。 

#目にやさしい10型グリーンフ I •イ 
ス CRT テ q スフ°レイ。 

修バスラインを外部端子(％ターミ 
ナル)に集中、多彩な応用が可能。 
• データ•プログラムの記憶保存 
ができるカセットテ —プ レコータニ0 


標準価格298,000円 

5 . 25インチのフロ •ッピーデ^スクをデュアルドラ 
イブ。小型であ0ながら、2ドライブ時 280 K バ 
イトのデータを萵速処理。參乂カード1枚で 
4ドライブ制谢 W 能。 

フロッピーテ3スク用％カード 

MZ -80 FV 6. 標準価格27,000円 

フ a ッピーディスク用マスターデイスケット 

MZ -80 FMD . 標準価格10,000円 

フロッピーディスク用フラットケーフル 

MZ -80 F 15. 標準価格4,300円 

增設フロッピーディスク用フラットケーブル 

MZ -80 F 05 . 標準価格3,700円 

両面用ブランクデイスケット 
MZ -80 FBD . 標準価格2,400円 

❸ドットプリンター 

I11Z-©QDP3 

標準価格 . 168,000円 

#ドットプリンター m 紙 

MZ 80 P 3 P (1000枚) ••標準価格 3,000円 


〇インターフェースユニット 

標準価格 . 29.800円 

システムデスク 

❺ SD -1. 標準価格32,800円 

❻ SD -2. 標準価格33,000円 

❼ SD -3. 標準価格27,400円 

/パーソナルコンピューター 

mz-©0DK 

標準価格 . 198,000円 ( セミキット> 


オプション 

枚;スプリンター 

MZ -80 P 2 

格 148.0001') 

ユニバーサル％カード 

MZ -80^1 

樣爷価格 

15.000 N 

マシンランゲージ SP - 2001 

樣咿価格 

6.0001 '1 

システムブログラム 



卜 

20,000|リ 

システムブログラムバックアップ 



10.000 1 'J 


本社〒545大阪市阿倍野区長池町22番22号電話(06)6 2 卜 1221 (大代表）#お問い合わせは…本社 内商如彳 s 頼性本平開免営^ 、~ンこ 

ネ L 恢(011)551-4649.仙台(0222)96-46 4 9.栃木(0286)37- 11 78.東京（03)893- 4 6 4 9.石川（0762) 4 9- 4 649.名古屋(0568)73- 4 649.大阪(06)643- 4 6 4 9 

広 ‘08287)4-4649 .香川 （0878)33-4649 •福岡ぐ092)572-4649.沖級 (0988)62-2231 



電波新聞社忝141東京都品川区東五反田 1 — 11 — 15電話 03(445)6111 定価1300円 


雑誌08370 — 4 











































